


　昨年までは感染症予防のため要求され
る規制の中、感染対策に知恵や時間、そ
して予算を使うことを余儀なくされました。
日本サーフィン連盟では、この苦しいマイ
ナスとしか思えない経験を、プラスに変え
る未来を作り上げていきたいと思います。
今期、マスターズ選手権は地元実行委員
会方式を取り入れる計画です。大会システ
ムの見直しと改善は、今後の運営により
よい方法を見つける進歩となることと思い
ます。
　常々私どもが大事にしていることは、次
世代育成を通した心身ともに健全な社会
づくりです。トップアスリートとしての技
術だけでなく、人として成熟した選手を育
成することです。技術の向上を目指すだけ
でなく、教養を培い、深い知識と思慮の
ある選手像が求められます。サーフィンは
個人スポーツですが、世界大会では「日本
チーム」として見られます。サーフィンを通
して、日本の素晴らしさを伝えることの出
来る選手になってください。
　オリンピックを通して、より多くの人が

　まず初めに、2024年1月1日に起きた
能登半島地震は、家屋の崩壊、火災、津
波を生み、多くの方々の命を奪いました。
亡くなられた方々のご冥福をお祈りすると
ともに、被災された皆様に、心よりお見
舞い申し上げます。
　2011年には、石川支部の協力のもと、

石川県羽咋市柴垣海岸で主催大会を開催
させていただきました。
　東日本大震災後の難しい時期の大会開
催でしたが、地元の皆様のご尽力で成功
出来たことを覚えています。
　全国の皆様から復興も含めた支援とし
て、寄付金をいただきました。お預かりし

た寄付金は、日本サーフィン連盟石川支
部にお届けいたしました。多くの支援、誠
にありがとうございます。
　被害に遭われた方々が、一刻も早く日
常を取り戻すように、今後も私どもに出来
ることを続けていきたいと思います。

サーフィンを知り、公立の学校でも課外活
動や部活にサーフィンを積極的に取り入れ
るところが多くなりました。サッカーや野
球のように、子供たちがサーフィンに触れ
ることは、今後のサーフィン界の希望とな
ります。海の楽しさとともに、海の危険も
啓蒙し、世界に羽ばたく選手がたくさん生
まれるよう連盟は活動して参ります。
　東日本大震災から13年、徐々に記憶が
薄れる中、連盟では今後も被害を受けた
海岸からの正確な情報を皆様にお伝えし、
サーフポイントとしての環境をサポートして
参ります。皆様におかれましても現地から
発信される情報に耳を傾け、風評被害の
払拭にご協力ください。
　2021年より、一般社団法人から公益社
団法人への移行手続きを進めております。
　また、連盟本体が日本スポーツ協会に
加盟したことで、都道府県のスポーツ協
会への加盟が進んでいます。
　神奈川県、静岡県など、現在6県が加
盟済みと、申請に向けて幾つかの県も動
きだしました。今後、国民スポーツ大会

でのデモンストレーションや公開競技、い
ずれは正式競技を目指して参ります。
　今年はオリンピックイヤーとして4人の日
本選手が出場いたします。4年に一度のオリ
ンピックは特別な価値のあるイベントです。
日本選手の活躍を是非応援してください。
　2026年に愛知ではアジアオリンピック
が開催され、サーフィン競技が行われます。
既に実行委員会が活動し準備が進められ
ています。日本サーフィン連盟は全面的に
サポートし、大会の成功を目指します。
　同じく2026年に、日本サーフィン連盟
の全日本選手権は60回の記念大会を迎
えます、多くの諸先輩方が苦労して続け
た全日本選手権は60年という世界でも類
のない歴史ある大会です。私たちにとって
最大のイベントを記念大会として特別な
価値のあるものとして開催を目指します。
　最後になりましたが、日ごろから日本サ
ーフィン連盟の活動にご協力いただいてお
ります皆様に、お礼を申し上げます。引き
続き、皆様のご支援をいただけますよう、
心よりお願い申し上げます。

2024年のシーズンに向けて

理事長挨拶

INTRODUCTION

一般社団法人 日本サーフィン連盟理事
長。17歳よりサーフィンをはじめ、静岡
伊豆支部の活動に永きに渡り尽力。その
後、NSAジャッジ委員会、事業広報委
員会、広報委員長を経て、2011年より
現職。2018年より、ISA（国際サーフィ
ン連盟）のエグゼクティブ・コミッティの
メンバーとなり、同年、ASF（アジアサー
フィン連盟）を設立させ理事長に就任。

一般社団法人 日本サーフィン連盟
理事長 酒井 厚志

撮影：土屋高弘
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サーフィン関連の各団体について
確認してみましょう。

各団体関係図

　日本サーフィン連盟は、国際サーフィン連盟
（ISA）と連携、協力し、ISA 主催のサーフィン、
ロングボード、ボディボード、SUP＆パドルボ
ード、パラサーフィンの世界大会への日本代表
選手選考及び選手団派遣や、日本国内で開催
された世界ジュニア選手権大会、世界サーフィ
ン選手権大会の運営を担い、成功に導いてい

ます。国際サーフィン連盟（ISA）は、国際オリ
ンピック委員会（I OC）が承認する世界規模の
サーフィン団体です。
　また国内においては、日本プロサーフィン連
盟（JPSA）と連携。世界に通用する選手の育
成、サーフィンの普及に努めています。そのほ
か、本連盟が派遣する国際大会で、ボディボ

ードは日本プロボディボード連盟（JPBA）と協
力。SUP&パドルボードに関しても、日本ライ
フセービング協会（JLA)、日本スタンドアップ
パドルボード協会（SUPA)とも協力し、本連盟
から国際大会に選手を派遣しています。

正加盟

加盟

連携

連携

連携

協力

協力

 International Olympic Committee
（国際オリンピック委員会）   International Surfi ng Association

（国際サーフィン連盟）
https://www.isasurf.org/

  Japan Pro Surfi ng Association
（一般社団法人日本プロサーフィン連盟）
  http://www.jpsa.com/org/

Asian Surfi ng Federation
（アジアサーフィン連盟）
https://asiansurfi ng.org

Japanese Olympic Committee
（日本オリンピック委員会）

  Word Surf League
（ワールド・サーフ・リーグ）

https://www.worldsurfl eague.com

  Stand Up Paddleboard Association
（一般社団法人 日本スタンドアップパドルボード協会）

 http://supa-japan.org

  Japan Lifesaving Association
（公益財団法人日本ライフセービング協会）
 https://ls.jla-lifesaving.or.jp

 Japan Professional Bodyboarding Association
（日本プロボディボード連盟）
  http://www.jpba.org

世界206の国と地域

世界120の国と地域
世界五大陸

アジア15の国と地域

日本国内スポーツ団体
正加盟   57団体
準加盟     3団体
承認団体  7団体
2024年4月1日時点

IOC

JOC 加盟

加盟

連携

連携

正加盟

  Nippon Surfi ng Association
（一般社団法人日本サーフィン連盟）
http://www.nsa-surf.org

正加盟

協力

協力
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NSAはサーフィンを楽しむ環境を整え
あなたの活動の幅を広げる
チャンスをつくります

より良い環境へと向かうために

海に関わる知識を深め、安全を意識する

自然からの恩恵を受けているからこそ

競技スポーツとしての取り組み

日本サーフィン連盟（NSA）は全国70の支部、900のチーム、そして1万2千人を超える会員が参加して活動を行な
っている組織です。全国の支部と連携し、日本におけるサーフィン界を代表する機関として、普及、社会貢献活動
をはじめ、安全対策、競技スポーツとしてのサーフィンの発展、サーフィンに関わる環境をより良いものとするため
に様々な活動を行っています。さらに国際サーフィン連盟とも連携し、世界各国のサーフィン界ともネットワークを
繋ぎ、より広い視野でサーフィンというスポーツの素晴らしさを体験できる仕組みをつくっています。そう、NSAの
会員であるあなたは、自分の経験値や活動の幅を広げていく沢山のチャンスを掴んでいるとも言えるのです。

　NSAは現在、日本スポーツ協会（JSPO）に
おいて準加盟の団体になっています。各支部の
都道府県スポーツ協会への加盟も徐々に進み
始めている中、連盟では正加盟の準備を進め
ています。スポーツ協会の中央競技団体として
の加盟はサーフィンの普及活動に良い効果を与
え、特に子供達がサーフィンをより楽しめる環

サーフィンが各地域はもとより、全国規模で盛
り上がることで、スポーツとしての認知度がさら
に向上し、企業や行政などと様々な連携がとり
やすくなり、より良い環境へ向かうことは間違
いありません。サーフィンの楽しさを知るには「体
験」こそが重要です。NSAでは子供達が対象の
サーフィンスクールや、学校訪問プロジェクトな
どを実施。またサーファーのレベルアップをサポ
ートする指導員講習会、より質の高い大会運営
に直結するジャッジの育成など、サーフィンを取
り巻く環境を向上させるためのプログラムもさら
に充実させていきます。

海は一歩間違うととても危険なことが
起こりうる場所です。サーフィンのル
ールマナーを啓発し、「安全」への意
識を高め、サーフィンによる海浜事故、
海での事故の対処法などもしっかりと
身につけておくべきです。NSAでは海
象、気象、そしてサーフィンの時だけ
でなく日常でも役立つ、一次救命を学
べる救急法短期講習などの学べる機
会をより多く作っていきます。

「サーファーが率先してきれいな海を
守っていこう」全国一斉ビーチクリーン
活動「ACT」は、各支部が中心となり
サーファーの心を一つにする機会とし
て、十数年に渡って継続している活動
です。自然からの恩恵を受けているか
らこそ、次の世代を担う子供達に豊か
な自然を残していきたい。今後も各地
域でのビーチクリーン活動がより積極
的に実施されていくよう、NSAではバ
ックアップ体制を強化していきます。

サーフィンがオリンピック種目となり、
選手育成を進める中で、他の競技団
体との接点が増えたことで、新たなる
視点からサーフィンのスキルを上げる
方法も見出せる準備が整ってきていま
す。栄養学やフィジカル面からアプロ
ーチするスポーツ医科学、各種トレー
ニング方法など、みなさんにも有益と
なる情報も多く、今後はそういった新
しい情報も徐々に共有していく準備を
整えていきます。

境を構築する上で確かな力となるでしょう。各
地域でもサーフィンというスポーツへの理解度
が向上することは、良い環境を整えていく推進
力にも繋がると考えます。
　一方、今後、会員みなさまのメリットになる
特典やサービスも増やしていく予定です。関連
企業のご協力を得てサーフトリップや大会への

遠征などに役立つ交通機関の割引特典も充実
させていきたいと考えております。
　これからもNSAは会員のみなさまに有益と
なる活動を積極的に展開していきます。みなさ
んもぜひ諸活動に積極的に参加してみてくださ
い。

What’s NSA value ?

普及活動

安全啓発活動 最新情報の提供

社会貢献活動
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2024年度 
正会員の登録クラスが変更になりました

2023年度 会員登録 ランキングおよび大会開催クラス 統合ランキング

登録種目 性別 旧クラス名 クラス名 生年月日
2024/12/31時点
で該当する年齢

クラス名（カナまたはローマ字表記） 統合クラス名

ショートボード 男子 キッズ SMキッズ 2012年1月1日以降生まれの男子 12以下 SMキッズ SM KIDS SHORTBOARD MENS OPEN
ボーイズ SMボーイズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの男子 13-16 SMボーイズ SM BOYS
ジュニア SMジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの男子 17-18 SMジュニア SM JUNIOR
メン SMジュニアメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの男子 19-25 SMジュニアメン SM JUNIOR MEN

SMシニアメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの男子 26-34 SMシニアメン SM SENIOR MEN
シニア SMシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの男子 35-44 SMシニア SM SENIOR
マスター SMマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの男子 45-51 SMマスター SM MASTER
グランドマスター SMグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの男子 52-58 SMグランドマスター SM GRAND MASTER
カフナ SMカフナ 1965年12月31日以前生まれの男子 59以上 SMカフナ SM KAHUNA

女子 ガールズ SWキッズ 2012年1月1日以降生まれの女子 12以下 SWキッズ SW KIDS SHORTBOARD WOMENS OPEN
SWガールズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの女子 13-16 SWガールズ SW GIRLS
SWジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの女子 17-18 SWジュニア SW JUNIOR

ウィメン SWジュニアウィメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの女子 19-25 SWジュニアウィメン SW JUNIOR WOMEN
SWシニアウィメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの女子 26-34 SWシニアウィメン SW SENIOR WOMEN

シニアウィメン SWシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの女子 35-44 SWシニア SW SENIOR
SWマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの女子 45-51 SWマスター SW MASTER
SWグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの女子 52-58 SWグランドマスター SW GRAND MASTER
SWカフナ 1965年12月31日以前生まれの女子 59以上

ロングボード 男子 LBメン LMキッズ 2012年1月1日以降生まれの男子 12以下 LMメン LM MEN LONGBOARD MENS OPEN
LMボーイズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの男子 13-16
LMジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの男子 17-18
LMジュニアメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの男子 19-25
LMシニアメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの男子 26-34
LMシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの男子 35-44 LMシニア LM SENIOR

LBマスター LMマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの男子 45-51 LMマスター LM MASTER
LMグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの男子 52-58 LMグランドマスター LM GRAND MASTER
LMカフナ 1965年12月31日以前生まれの男子 59以上 LMカフナ LM KAHUNA

女子 LBウィメン LWキッズ 2012年1月1日以降生まれの女子 12以下 LWウィメン LW WOMEN LONGBOARD WOMENS OPEN
LWガールズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの女子 13-16
LWジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの女子 17-18
LWジュニアウィメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの女子 19-25
LWシニアウィメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの女子 26-34
LWシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの女子 35-44 LWシニア LW SENIOR
LWマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの女子 45-51 LWマスター LW MASTER
LWグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの女子 52-58 LWグランドマスター LW GRAND MASTER
LWカフナ 1965年12月31日以前生まれの女子 59以上

ボディボード 男子 BBメン BMキッズ 2012年1月1日以降生まれの男子 12以下 BMメンシニア BM MEN SENIOR BODYBOARD MENS OPEN
BMボーイズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの男子 13-16
BMジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの男子 17-18
BMジュニアメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの男子 19-25
BMシニアメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの男子 26-34
BMシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの男子 35-44
BMマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの男子 45-51 BMマスター BM MASTER
BMグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの男子 52-58
BMカフナ 1965年12月31日以前生まれの男子 59以上

女子 BBウィメン BWキッズ 2012年1月1日以降生まれの女子 12以下 BWウィメン BW WOMEN BODYBOARD WOMENS OPEN
BWガールズ 2008年1月1日～ 2011年12月31日生まれの女子 13-16
BWジュニア 2006年1月1日～ 2007年12月31日生まれの女子 17-18
BWジュニアウィメン 1999年1月1日～ 2005年12月31日生まれの女子 19-25
BWシニアウィメン 1990年1月1日～ 1998年12月31日生まれの女子 26-34
BWシニア 1980年1月1日～ 1989年12月31日生まれの女子 35-44 BWシニア BW SENIOR
BWマスター 1973年1月1日～ 1979年12月31日生まれの女子 45-51
BWグランドマスター 1966年1月1日～ 1972年12月31日生まれの女子 52-58 BWグランドマスター BW GRAND MASTER
BWカフナ 1965年12月31日以前生まれの女子 59以上

大会開催の軸となる正会員の年齢別クラスが変更になりました。
数年前から、皆様からの強いご要望があり、登録年齢の変化などもともなって、

年齢別クラスの見直しを検討協議してまいりました。
まだまだ、協議すべきところもございますが、会員の皆様が、より大会に挑戦していだだけるように、

2024年度から変更いたしましたので、より多くの皆様の大会ご参加をお待ちしております。

※大会開催クラスはエントリー人数によって、クラスを統合する可能性がございます。





009NSA YEARBOOK 2023-2024

　昨年カフナクラスを制した坂本應尚は全日本
優勝歴10回を誇る、スーパーコンペティター
だ。05年全日本グランドマスターで優勝して以
来10回、無類の強さを発揮する坂本だが、そ
の経歴は異色だ。東京でデザイン会社を経営
する傍ら、海に通う週末サーファーである。

「サーフィンするのはだいたい週3回くらいです。
いまは会社も軌道に乗って、リモートでも動け
るので、かなり時間ができました。鴨川のポイ
ントの前に別荘があるので、金土日はほぼサー
フィンできる環境です」
　冬はスローで、暖かくなると共に調整をはじ
める。1日1ラウンド、時間にして90分くらいで
集中するようにと心がけているそうだ。鴨川で
は顔のような存在だが、海の中では謙虚な東京
ビジター、ローカルリスペクトを忘れない。本
格的にコンテストに注力したのは、35歳から。

「大学に入ってサーフィンを始めて、NSSAの優
勝が目標だったのですが2位が最高位、その
後10年はサーフィンよりプロ社長を目指しまし
た。35歳になって仕事も安定したので、コン
ペに復活しようと全日本優勝を狙ったものの、
４回の本戦はすべていちコケ。グランドマスタ
ーにカテゴリーが上がって、初めて優勝したん
です。アンチエイジングじゃないですが、年齢
の壁も破っていきたいと思ってます」
　坂本の過去のヒートを見るととほとんどのヒ
ートを１位で通過。昨年の優勝もすべて1位で
勝ち上がる完全優勝だ。

「心がけているのは勝つことより負けないこと。

それが秘訣です。優勝までだいたい 6回、エ
クセレントを狙っても、浮き沈みの激しい試合
運びをしていると、どこかで負けちゃうんです。
なのでスコアをこつこつとビルドアップしていく
ことが肝心です」

　ここ最近NSAもプライオリティルールが普及
し、より望ましい状況になっていると。

「技術を高めるならプライオリティがあったほう
が絶対にいいです。高得点を目指すスキルは、
サーフィンを純粋に楽しむ可能性を広げてくれ
ると思うんですよ。サーフィンコンテストはより
質のいいものへと進化しています。五輪種目に
もなり、マスタースポーツも盛んで、いろいろ
なカテゴリーの目標と舞台が用意されるように
なりました。これはひとえに運営の方々の努力
の賜物で、彼らの尽力は敬意に価します」

さかもと・まさひさ●株式会社ヘ
ルメス代表取 締 役。1964年東
京都生まれ。大学入学とともにサ
ーフィンをはじめる。プロトライ
アルに挑戦するもわずかなところ
で逃す。91年独立し、デザイン
会社を起業。2005年全日本グラ
ンドマスタークラス優勝。以来、
2023年までの優勝回数は10回。

FOCUS 

コンテストは進化し、いろいろな
カテゴリーの目標が用意されます。

高
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取材・文：古谷昭弘　撮影：深水敬介

坂
本
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尚
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「終了のホーンが鳴っても、勝ったという実感
がなかったんです。チームのみんなが『おめでと
う！』と集まって海に沈められて、もう溺れそう
で、喜ぶどころじゃなかったです（笑）」
　2023年ISA世界ジュニアサーフィン選手権 
ガールズU18で日本人女子として初めて優勝を
果たした松岡亜音。スローなスタートだったフ
ァイナルヒートをこう振り返る。

「25分のヒートで15分くらい乗れなかったです。
ダメかなと思ったんですが、ワンビッグターンで
点数が出るのがわかっていたので、気持ちを落
ち着かせて待っていました」
　松岡亜音といえば、重厚感のあるバックハ
ンドが売りだ。このファイナルでもインサイド
のライトを果敢に攻めた一発で6.17をスコア、
勝利を手繰り寄せた。

「試合ではいつも２ビッグターンのエクセレント
を狙うようにしています。その先に3発目があ
ればラッキーだし、1発で終わっても６～7点は
狙えるにようにと心がけています。最近やっと、
相手のことより、乗りたい波とやるべきことだ
けに集中できるようになりました」
　近年、ジャッジの採点基準はフローよりもタ

ーンの難度と質を評価する。つまりリスクの対
価として、ポイントがつく傾向にある。

「ワンターンでもエクセレントが出る時代ですか
ら、一発のクオリティを上げることに日々フォ
ーカスしています。攻めることによって新しいこ
とを学びます。CTサーファーと会場でやってい
ると、みんな際どいところにトライして、練習
ではよくこけているんです。だから逆に試合で
はメイクできるギリギリを狙えるんでしょうね。
試合運びもありますけど、波に乗ってしまえば
私だけ、誰もコミットできませんから」

　2021年はJPSAデビュー1年目でグランドチ
ャンピオン、昨年は ISAワールドジュニア、QS
シリーズではクルイプロをはじめ2勝し、アジ
アリージョン２位とチャレンジャーシリーズの
クオリファイと快進撃が続く。

「目指すはWCTですが、チャレンジャーシリー
ズもスナッパー、ジェフリーズと波のクオリテ
ィが高いので楽しみ。男子と一緒だと、練習

ではなかなかいい波に乗れませんが、ヒートに
なれば貸切なので、むしろ楽しいんです（笑）」

まつおか・あのん●プロサーファ
ー。2005年千葉県生まれ。サ
ーフショップを営む父の影響で4
歳からサーフィンを始め、９歳か
らNSAの大会に出場。コンペテ
ィションで頭角を現し、世界大
会への選考対象となる強化指定
選手に2019年から6年連続で選
出。2021年プロへ転向。2023
年 ISA世界ジュニアサーフィン選
手権ガールズ U18優勝。

目指すはWCTですが、CSシリーズは
波のクオリティが上がるので楽しみです。
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取材・文：古谷昭弘　撮影：三浦安間
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FOCUS 

世界ジュニア優勝の金メダル、そしてアロハカップの金、団体
戦の銅メダル。
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　全国のひとりひとりのサーファーをチーム、
支部という地域の基盤で繋ぎ、それを統括す
る活動をおこない、国内のサーフシーンを活性
化させる日本サーフィン連盟。サーフィンの腕
を磨き、日本のトップを目指したいと思えば、
支部予選から全日本へ。そして現在ではオリン
ピックへの道筋も出来ている。しかし、サーフ
ィンの黎明期にはもちろんそのような道筋は示
されていなかった。それを創り上げるための道
を拓いてきた人たち、サーフィン界のレジェン
ドと称される人たちの努力があってこそ、今日
の仕組みが機能している。

　その功労者のひとりである川名孝夫氏は
1950年に千葉県鴨川市で生まれた。60年代
前半、川名氏の少年期はサーフィンが日本で
徐々に広まり始めた時代。1965年には日本サ
ーフィン連盟が設立。川名氏はその礎を築いた
レジェンドたる人たちの後ろ姿を見ながら、当
時はまだ高校生でありながらも連盟の第2期の
運営委員を務めたという。もちろん川名氏は最
年少で、学生服姿で全日本サーフィン選手権
の大会プログラム製作を手伝い、原稿書きや
スポンサー集めに奔走したという。当時の連
盟は東京池袋の西武百貨店の広報室内にあっ
たが運営資金も乏しく、共に設立メンバーであ
る諸先輩たちはすでにサラリーマンなど社会人
として多忙な日々。つまり実際の連盟の活動
は、川名氏をはじめとする学生たちが支えてい
たというのだ。
　しかし、熱意ある行動は少しずつ実を結び、
大会プログラムに大手飲料メーカーの広告掲
載決定や連盟公認グッズ制作販売による公認
料収入の獲得など、組織活動に重要な資金を
導き出した。同時にジャッジ委員会の原案やク
ラス認定の原案作りなど、連盟の組織作りに
深く関わっていった。その後川名氏は映像関

係の会社の役員を務められていたこともあり、
マスコミやメディア関係に多くのパイプを持ち、
大会スポンサーの獲得などで尽力され、常に
連盟が良い方向に進むにはどうしたら良いのか
を考え、その動きに良い力を与えてきた。
　現在、日本サーフィン連盟には功労者会とい
う組織がある。日本サーフィン連盟を補佐する
諮問機関的な組織として、連盟設立の礎を築
いた方々、理事長や理事として活躍された方が
会員として、OBの立場から現執行部にアドバ
イスやサポートするための組織。川名氏はその
功労者会の会長としても長きにわたり務め上げ
られてきた。日本サーフィン連盟の前進、より
堅牢な土台づくりにおいて氏の功労を無くして
は語れない。

かわな　たかお●千葉県鴨川の
レジェンドサーファー。日本サー
フィン連盟創成期の運営現場で
活躍。その後連盟のプロモーシ
ョン面をはじめ、多くの活動に尽
力。日本サーフィン連盟功労者会
の設立後、 会長として連盟執行
部へのアドバイスやサポートなど
の活動を牽引してきた。2023年
9月、永眠された。享年73歳。

まだ連盟の礎が無き時代、
学生服姿で運営に奔走
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取材・文：今井秀武　撮影：横山泰介
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REST IN PEACE

1966年の全日本で川名氏が所属する鴨川ドルフィンサーフィン
クラブがクラブ優勝。ジュニアで川名氏が５位。川井幹雄氏が
優勝した。
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自分自身のサーフィンのスキルがどこまでレベルアップ出来ているのか？
サーフィンで大会に出場することは、自分の実力でどこまで勝ち上がることができるのかを知ることができる場。
せっかくNSAの会員になっているのなら、どんどん大会にチャレンジして、実力アップを目指していきたい。

そこで、大会に出る前にもう一度確認して欲しいことがあります。
大会には競技規定があります。そこには大会をおこなうための基準や、

参加選手が守るべきルールがしっかりと明記されています。優先権、インターフェアレンス（妨害）、
ペナルティなどちゃんと理解しておかないと、せっかく「勝った」と思ったのに実はヒート中に

他の選手のライディングを妨害し、ペナルティを受けて敗退していたということもあり得るのです。
「悔しい思い」や「勘違いをして他人に迷惑をかける」ことのないように

しっかりと競技規定を理解した上で大会に出場しましょう。

Surfing Competition Rules

競技規定を
理解していますか？

Let’s Check Again!!

大会出場前に

要チェック!!

イラストレーション：直井 徹
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大会では当然のことながら競技エリアが定め
られています。このエリアを外れてライディン
グしてもジャッジには採点されません。さらに
境界線付近でのライディングは「範囲内である
かどうか？」はジャッジが判定します。そして競
技エリアは原則ジャッジスタンド前で境界線
は両サイドに設置されたフラッグで示されてい
ます。
＞＞104ｐ第18条『競技エリア』を
確認しよう!!

「レギュレーション」とは、競技の運営にあたるすべてに関わる
規定や規則を意味します。大会のレギュレーションは大会ごと
に変わることもあり、コンテストディレクター、またはジャッジ
委員長によって決定され、大会前のミーティングや放送、イン
フォメーションボードへの掲示によって伝えられます。
例えば「マキシマムウェーブ」もその日の波の状況に合わせて変
わることがあります。マキシマムウェーブ本数を超えてライディ
ングしても採点なりませんから、選手は競技エリアから離れな
ければなりません。それを知らずに他人の妨害をしてしまい、
無意味なペナルティを受けたりすることのないように。
＞＞103ｐ第15条『レギュレーション』を確認しよう!!

競技規定はYEARBOOKにも掲載。
特にインターフェアレンスやプライオリテ
ィルールについては丁寧な解説もありま
す。大会出場の前にもう一度確認して
おくことが、ヒート中に役立つはずです。

競技エリアとは

レギュレーションって
何だろう？

競技規定はYEARBOOKにも掲載。
特にインターフェアレンスやプライオリテ
ィルールについては丁寧な解説もありま
す。大会出場の前にもう一度確認して
おくことが、ヒート中に役立つはずです。

競技エリアA 競技エリアB

❶ ❷ ❸ ❹

競技エリアに関する判定例
①すべてのライディングが採点対象
②競技エリア内のライディングのみ採点対象
③一度競技エリア外に出るまで採点対象。
　エリア外から再びエリアに戻っても採点対象にはならない
④競技エリア外からのライディングは採点対象にならない

選手ミーティングや放送、インフォメーシ
ョンボードなどで伝えられることにしっかり
と注意しておくことは、とても大切です。

競技規定がなぜ大切か？
競技規定はNSAのホームページの基礎知識コーナーの中の最初の項目に
掲載されていて、誰でもアクセスして見ることができます。大会直前でも「？」
と思ったことを現場で確認することも可能です。このYEARBOOK（本書）
の103p ～107p（プライオリティルール）までに大会で必要なことは全て
明記されています。特に妨害（インターフェアレンス）については、様々な波
に対しての優先権がどちらにあるかも図解で示されています。大会中、瞬
時に自分の今いる位置がどのケースに当てはまるかを判断できるように熟
知しておきましましょう。競技規定をしっかりと確認しておこくことは、思
わぬペナルティを課せられてしまうというミスを防ぐにも大切なことです。
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公認ジャッジは全てISA・WSLジャッジ基準に基づいて、ショートボードジャッジ基準（NSAではボ
ディボードも同基準で審査）、ロングボードジャッジ基準に掲げられた主要な要素を考慮して採点し
ています。ジャッジ基準は競技規定の第１条に記述されている競技規定の最重要項目です。あなた
がその審査の基準からどのように採点、判断されるかを学ぶには公認ジャッジ講習会に参加してみ
るのも方法のひとつです。NSA主催講習会、支部主催講習会のそれぞれがあり、選手など一般の
人でも講習会に参加が可能です。何も意識せずにライディングするよりも、まず　主要な要素を確
認して、それを意識したライディングをすることでポイントアップの可能性は高まるはずです。
＞＞103ｐ第１条『ジャッジ基準』を確認しよう!!

ここ最近はみなさんの中にも「やっと慣れてきた」という人が増えてきたプライオリティルール
も大会中にその波に対する優先権があるかどうかを判断する上で知っておくべき知識です。プ
ライオリティルールでは、波に対する選手のポジションに関係なく、順番に波に乗る優先権
が回ってきます。ですから自分が1stプライオリティを持っていれば、そのタイミングは最大の
チャンスということです。ただし、プライオリティをしっかり理解していないと、逆にインター
フェアレンス行為とみなされるミスにも繋がります。試合中の最大のチャンスを活かすために、
ぜひともプライオリティルールをマスターしておくべきです。
＞＞107p『最大のチャンスを逃さないために＿プライオリティルールとは？』を確認しよう!!

波には優先権があります。世界共通のゴールデンルールとして、みなさ
んも知っているようにそれは一つの波には一人のサーファーという原則
の上に大会でも優先権が定められています。大会ではどの方向への波
かをジャッジが判断した上でインサイド・ポジションの選手が優先とな
ります。優先の選手のライディングを妨害したと判断されれば、ペナル
ティとして減点されたり、そのライディングのスコアは集計対象から外
されることもあります。さらに妨害は「ドロップイン妨害」「スネーキング」
「パドリング妨害」ほか、競技規定に定められています。
＞＞105～106p『妨害（インターフェアレンス）について！』
を確認しよう!!

ジャッジ基準とはどんなもの？

プライオリティ（優先権）で
自分のチャンスを最大限にいかそう

インターフェアレンス（妨害）で
減点されないために

基本的な考え方は波に対するインサイドポジションが優先。この写真では当然Aのポジシ
ョンからテイクオフする選手がBのポジションの選手に対する優先権があります。

ここ最近はみなさんの中にも「やっと慣れてきた」という人が増えてきたプライオリティルール
も大会中にその波に対する優先権があるかどうかを判断する上で知っておくべき知識です。プ
ライオリティルールでは、波に対する選手のポジションに関係なく、順番に波に乗る優先権
が回ってきます。ですから自分が1stプライオリティを持っていれば、そのタイミングは最大の
チャンスということです。ただし、プライオリティをしっかり理解していないと、逆にインター
フェアレンス行為とみなされるミスにも繋がります。試合中の最大のチャンスを活かすために、

＞＞107p『最大のチャンスを逃さないために＿プライオリティルールとは？』を確認しよう!!

自分のチャンスを最大限にいかそう

同じ波を他人と競って狙いに行った時は要注意。ヒート中、プライオリティが誰にあるの
かを理解していないと思わぬインターフェアレンス行為を侵してしまうこともありえるのです。

優先権をしっかり意識していないと知らぬまに妨害と見なされ、集計対象ウェーブからカットされたり、減点された
り。自分のポジション、プライオリティルールが適応される大会ではそれを考慮しての優先権を確認してライディ
ングすることが必要です。

再確認しよう!!  インターフェアレンス判定のポイント
▶  優先権は波に対する選手のポジションで決まります。どちらが先にスタンディングしたからと
いうことで決まるのではありません。
▶  基本的にインサイドポジション（波のピーク側）にいる選手にその波の優先権があります。
▶ 妨害はそのときの状況や物理的接触だけでコールはされません。優先権のある選手のスコ
アリングポテンシャルを妨げたかどうかで判断されます。
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「ヒートの結果がどうしても不満」ということがあったとしましょう。そんな時に
「プロテスト」という言葉が頭の中に浮かんだ人。ちょっと待ったです。「ヒート
結果にオフィシャルコールで確定したものについて選手は異議を申し立てるこ
とはできない」そもそもプロテストとは、スコアに対してではなく大会会場で手
続きを経た上でインターフェアレンスの判定などに関する問い合わせができる
という権利なのです。そこを誤解している人は意外と多いようです。
＞＞104ｐ第21条『プロテスト』を確認しよう!!

プロテストを行うには、大会会場でプロテストシートに必要項目を記入し、提出
するという手続きが必要です。いきなりジャッジテントに行って口頭でプロテス
トを求めても受け入れてもらえません。ビーチマーシャルを通じて、手続きした上
でヘッドジャッジから説明を受けれるのはその日の終わりという規定があります。
また、大会会場以外でプロテストは受けられないことも認識しておきましょう。

そもそもプロテストの意味を理解している？

プロテストの方法は？

そもそもプロテストの意味を理解している？ プロテストとはインターフェア
レンス判定の説明をヘッドジ
ャッジから受けることができ
る権利であって異議を申し
立てられる権利ではありませ
ん。プロテストシートに必要
項目を記入し、ビーチマーシ
ャルに提出。大会会場でし
か受け付けられません。

　　

PROTEST　SHEET
NAME（選手名）：

CONTEST NAME（大会名）：

DIVISION（クラス）:

ROUND（ラウンド）:

HEAT NUMBER（ヒート番号）:

COLOR（ゼッケンカラー）:       　

WAVE NUMBER（何本目か）:

EXPLANATION OF PROTEST（プロテストの内容）:
*インターフェアレンスに関する場合は、相手のゼッケンカラーを明記してください。

FOR HEAD JUDGE'S USE（ヘッドジャッジの見解）:

SIGNATURE（ヘッドジャッジ署名）

ビーチマーシャルからプロテストシートを受け取り、必要項目を記入。

ビーチマーシャルにプロテストシートを提出。

その日の終わりにヘッドジャッジから30分を限度に説明を受けられる。

※ヘッドジャッジとの話し合いは当事者のみが参加可能。
18歳未満の選手の場合は保護者（1名）の立ち合いが認められる。

プロテストシート
プロテストを行うにはプロテストシートの必要項目をしっかり記入しましょう。注
意すべきは、自分がプロテストを要求するラウンドとヒート番号はもちろんのこ
と、その時のゼッケンカラーや何本目のライディング（WAVE NUMBER）か
をきちんと明記すること。内容に関してもインターフェアレンスに関する場合
は、相手のゼッケンカラーを間違わずに記入することが必要です。

これらの競技規則は全ての選手たちが公平に大会に参加し、自分のライディングに
対してしっかりとした基準の基にジャッジングを受けられるために存在しています。
競技規則をわかっていないと「なんで自分がペナルティを課せられたのか？」という
こともしっかり理解できません。
主催大会や公認大会では大会の度にプロテストが申し立てられていますが、その多
くが競技規則を読んでいれば申し立てに当てはまらないことが理解できるものです。
これから数多くの大会が開催されていきますが、これを機にもう一度競技規則を読
んで、頭の中で整理しておきましょう。
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SURF TOWN FORUM

支部名 正会員数
1 千葉東 741
2 千葉西 584
3 湘南茅ケ崎 504
4 東京 499
5 湘南藤沢 399
6 埼玉南 365
7 大阪 354
8 千葉南 292
9 愛知 284
10 湘南鎌倉 265
11 福岡 260
12 千葉銚子 242
13 宮城仙台 240
14 湘南西 222
15 茨城南 221

支部名 正会員数
16 静岡３区 220
17 宮崎 217
18 徳島 205
19 福島 201
20 京都 178
21 静岡２区 170
22 横浜 161
23 三重 151
24 鹿児島 141
25 茨城北 138
26 静岡伊豆 133
27 北海道 131
28 東京多摩 123
29 埼玉2区 114
30 新潟1区 104

支部名 正会員増加数
1 湘南茅ケ崎 25 
2 福岡 19 
3 宮城仙台 15 
3 千葉東 15 
5 静岡２区 13 
6 湘南鎌倉 12 

支部名 正会員増加数
7 高知 9 
8 青森 7 
8 茨城北 7 
10 川崎 6 
10 湘南西 6
10 大分 6

より素晴らしいスポーツとして、サーフィンを楽しむ環境を整えるために、
NSAは会員のみなさんと共に前進しています。

データの集計により、我々をとりまく環境のことなどが色 と々見えてきます。
きっとこの中にあなたの周りのサーフィン環境を活性化させていくヒントがあるはずです。

全国支部の動向をデータで見る

イラストレーション：直井　徹

支部別正会員数 TOP30

支部別正会員増加数 TOP10

　NSA各支部ではその地域ごとの様々な環境のもと、地域にあった活動が展
開されています。NSA支部は海のある地域だけではなく、海のない地域でも周
辺の支部と連携をとりながら、活動を行なっている支部も多く、コロナ禍ではな
かなか活発な活動が行いにくかった支部もありました。しかし、コロナウイルス
感染の脅威も落ち着き、支部の活動も再びペースを取り戻しつつあります。今
後はさらにサーフィンのより良い環境を維持し、地域を活性化していく活動の展
開が期待されています。今年度は湘南茅ケ崎支部が正会員登録数を伸ばして、
TOP3に入ってきました。ジュニア・キッズ世代も伸びているという支部の勢い
が感じられます。

※会員数算出基準
正会員=2024年度全日本対象者
オープン会員=2024年3月10日時点の登録者

コロナ禍を越えて、支部の本活的活動が戻ってきた

全国支部の動向
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都道府県 登録数
21 熊本県 87 
22 沖縄県 75 
22 佐賀県 75 
24 岡山県 66 
25 長崎県 65 
26 奈良県 64 
27 長野県 63 
28 岩手県 61 
29 山梨県 57 
30 鳥取県 56 
31 高知県 54 
32 和歌山県 50 
33 滋賀県 45 
34 島根県 42 
35 青森県 39 
36 石川県 38 
37 福井県 37 
38 群馬県 35 
39 広島県 34 
39 秋田県 34 
41 大分県 24 
42 岐阜県 18 
42 香川県 18 
42 富山県 18 
45 山形県 16 
46 愛媛県 11 
47 山口県 8 

NSA全国総会員数男女比

正会員年齢層分布
（登録クラス基準にて区分）

　　キッズ・ジュニア
（～18歳）
10%
メン・ウィメン
（19～34歳）
13％

シニア・マスター
（35～51歳）
48%

Gマスター・カフナ
（52歳～）
29%

21位～

1位～20位

都道府県 登録数
1 神奈川県 533
2 東京都 344
3 千葉県 219
4 埼玉県 98

都道府県 登録数
9 茨城県 41
10 兵庫県 40
11 宮崎県 37
12 宮城県 28

都道府県 登録数
5 大阪府 95
6 静岡県 69
7 愛知県 62
8 福岡県 47

都道府県 登録数
13 京都府 23
14 福島県 21
14 奈良県 16
16 三重県 15

都道府県 登録数
17 北海道 14
18 岩手県 12
19 鹿児島県 11
20 栃木県 11

オープン会員登録者数 TOP20

年齢層で見る支部別正会員数 TOP10（登録クラス基準で区分）

NSA全国会員分布図（順位▶ 都道府県/会員数）

1.キッズ・ジュニア（～18歳）
支部名 正会員数

1 湘南茅ケ崎 106
2 千葉東 77
3 湘南藤沢 54
4 宮崎 49
5 千葉銚子 42
6 千葉西 39
7 湘南鎌倉 37
8 大阪 35
9 静岡伊豆 34
10 静岡３区 33

2.メン・ウィメン（19歳～ 34歳）
支部名 正会員数

1 千葉東 119
2 千葉西 90
3 大阪 60
4 湘南藤沢 59
5 東京 58
6 湘南茅ケ崎 53
7 埼玉南 52
8 愛知 46
9 徳島 41
10 福岡 40

3.シニア・マスター（35歳～ 51歳）
支部名 正会員数

1 千葉東 330
2 千葉西 308
3 東京 230
4 埼玉南 193
5 湘南茅ケ崎 168
6 愛知 153
7 大阪 152
7 湘南藤沢 152
9 福岡 124
10 宮城仙台 122
10 福島 122

4.Gマスター・カフナ（52歳～）
支部名 正会員数

1 千葉東 215
2 東京 186
3 湘南茅ケ崎 177
4 千葉西 147
5 湘南藤沢 134
6 千葉南 114
7 湘南鎌倉 111
8 大阪 107
9 埼玉南 104
10 福岡 76

　ビーチと街が隣接して日常生活でも海が身
近な地域。支部の拠点には海がなく、海ま
では電車や車を使って数時間という環境の地
域。全国の支部それぞれが活動している環境
は様々だ。そういう環境の影響もあり、支部

によって会員の年齢層に偏りの傾向が見える。
ジュニア層が活発なのは海が生活基盤と密接
な地域。そんな中でもサーフィンをしに行くの
に車や電車移動が必要な大阪支部は、ジュニ
アも活発。ただし全体的にはシニア以上の世

代が75％以上という現在のNSA。ベテラン
層の方々が末長く頑張っているのは嬉しいこと
だが、各支部でのジュニア発掘、育成に向け
ての活動の活性化にも期待したいところだ。

10代の勢いを感じる地域、ベテランサーファーがどっしり基盤をつくる地域

年齢層で見る地域の動向
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皆様からの寄付金は、酒井理事長
（右）によって水上支部長（左）に届
けられました。

　支部内にたくさんのチームが存在するケースや、支部のほとんどの会員を占めるチー
ムが存在するケースなど、地域独特の支部のカタチがあります。同様にチームもそれぞ
れのカラーがあると言えます。それにはそのチーム代表の考え方やチームの運営方法が
大きく関わっています。特にTOP3に入っているKMSC ストラディー、MISSION、バー
スサーフでは、大会に出場していないサーファーも多く正会員登録しています。それはシ
ョップをベースに運営されているチー
ムであることも関係していますが、そ
れ以上にチームに入ることで仲間が
できること、サーフィンを安全に楽し
めること、サーフィンのスキルアップ
に繋がること、NSA正会員になる意
味を伝えられる雰囲気があり、チー
ム独自の活動も行われているからと
いう理由があります。いわばサーファ
ーのネットワークとしてのチームの存
在。それは支部の活動をさらに活性
化させていく大きな力になっていくに
違いありません。

　令和6年1月1日に発生した能登半島
地震によって、被災されたみなさま、そ
のご家族の方々には心よりお見舞い申
し上げます。
　日本サーフィン連盟では、被害にあ
われた地域及び近隣の方や石川支部長
に、被災状況や救援状況等の確認を行
い、今後の復興も含めた支援として寄

付金を募らせていただきました。1月15
日に受付を開始し、3月4日の期間にて、
791,097円という寄付額が受付口座に
寄せられました。そしてこのたびみなさ
まからお預かりした寄付金を、石川支部
にお届けいたしましたことを報告させて
いただきます。

「この度発生した石川県能登地方における
地震により多大なるご支援、ご協力誠にあ
りがとうございました。今現在、金沢から羽
咋柴垣海岸まではサーフィン規制が解除と
なりサーフィン可能となりました。なお、志
賀町から上のエリアにつきましてはサーフィ
ンは控えて頂きますようにお願いします。（石
川支部長　水上 譲　2024年3月18日）」
　まだまだ、被災された地域では復興に向け

ての様 な々問題を抱えていることとは思います
が、被災地域の観光需要の落ち込みも懸念
され、支援策も実施される中、「是非、足を運
んで頂きまして違う形での復興支援をお願い
できましたら幸いです」とのメッセージもいただ
きました。被災された皆様の安全と1日でも早
く平穏な生活に戻られますことを心よりお祈り
し、復興につながる何かのアクションをひとり
ひとりが実践していけたらと思います。

令和６年能登半島地震・災害復興支援の寄付金についてのご報告

石川支部より

PRAY for ISHIKAWA

チーム別正会員数 TOP25（登録849チーム）

チーム名 支部名 チーム会員数
1 KMSC　ストラディー 京都 135
2 MISSION 福岡 124
3 バースサーフ 埼玉南 103
4 波崎南風 茨城波崎 99
5 サーフクラブ 千葉西 98
6 K.I.　SURF 千葉銚子 96
7 水木サーフチーム 茨城北 90
8 現役学生・OB 学連 89
9 GAN☆SURF 埼玉南 77
10 ムラサキスポーツ茅ヶ崎 湘南茅ケ崎 66
11 ローカルエナジー 徳島 62
12 RADIX佐倉 千葉西 61
12 SEAMILES 千葉東 61
14 レイトラップ 千葉東 60
15 UZ 千葉東 57
15 トラックス 埼玉南 57
17 サンタートル 湘南茅ケ崎 52
18 アンフィビアン 山梨 49
18 TEAM DEVICE 栃木 49
18 RAISE　SURF 千葉西 49
21 ライズアンドシャイン 湘南茅ケ崎 46
22 鎌倉サーフィンクラブ 湘南鎌倉 44
23 サザンコースト 千葉南 39
23 ダフニー 茨城南 39
25 J’s BOARDRIDERS CLUB 千葉南 38

寄付金をお寄せいただいた方 （々敬称略、順不同） 

ミヤザキ ユキコ/カナザワ ロイ/オカモト ナル/ナカミナト 
シンイチ/マセキ ヒデオ/クマクラ ケイタ/オオムラ ナオ/
コシゾエ ケン/ナカザワ ジュン/ヤマダ シンヤチーム/ハラ
ダ サトミ/HOTLIP/ナガセ トモユキ/キタガワ マコト/オ
グラ カオリ/サカイ アツシ/ツバキ サタオ/ナカムラ ユウ
イチ/サーフショップ リアル/エヌエスエーフクオカシブ/タ
カヤス ヒロコ/オククラ ケンスケ/カブトムシサーフショッ
プ/ミナミ ケイ アイ/ニホンサーフィンレンメイミヤギセンダ
イシブ/センダイサーフショップユニオン/ニシモリ タマミツ
/タクサリ シュンノスケ/イトウ ノブコ/NSAトウキョウシブ
/ヤマグチ ミツオ/イシマル コウタロウ/ユ）セイノジドウシ
ャ/ショウナンニシシブ/ハセガワ ヒロアキ/エヌエスエーア
イチシブ/コサカ ユイヤ/イワテシブ コイケヤス/ミナミデ 
ノブオ/カブトムシ サーフショップ/レイズ サーフ アンドウ

競技クラス 登録数
SMマスター S 1,840
SMシニア S 1,479
SMグランドマスター S 1,256
SMカフナ S 735
SMシニアメン S 619
LMマスター L 439
LMグランドマスター L 388
SMジュニアメン S 357
SMボーイズ S 325

競技クラス 登録数
SMジュニア S 112
LWシニア L 106
SWシニアウィメン S 101
BMマスター B 97
LWグランドマスター L 94
SWキッズ S 93
SWガールズ S 93
LWウィメン L 64
BWグランドマスター B 55

競技クラス 登録数
LMカフナ L 289
LMシニア L 265
SWシニア S 241
SMキッズ S 229
SWマスター S 203
LMメン L 153
BWシニア B 144
SWグランドマスター S 126
LWマスター L 121

競技クラス 登録数
BMメンシニア B 40
SWジュニアウィメン S 39
BWウィメン B 34
SWジュニア S 27
S計 7,875
L計 1,919
B計 370
合計 10,164

クラス別正会員登録数

サーフィンのスキルアップ、楽しみ方に寄り添ったチームの存在

勢いがあるチームには理由アリ
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マイページのメニュー画面から、会員情報、資格情報、サーフィン検定、大会スケジュール
など、様々な情報を確認できます。さらにサーフスポット情報もぜひ活用してみてください。

NSAでは2023年度より環境問題への配慮と共に、会員の皆様へのスピーディかつ円滑な対応を実現
するために従来のプラスチックカードを廃止し、WEB会員証・WEB資格証へと切り替えました。まだ、
マイページ登録が済んでいない方は、NSAサイト上から本人認証を行い、写真を登録してマイページに
WEB 会員証・資格証が表示できるように完成させてください。

NSAではあなたのサーフィンのスキルアップ、
充実したサーフィンライフを送るための様々なサポートを実施していきます。

NSAマイページはNSAとあなたをダイレクトに繋ぎ、
スピーディな情報の管理と共に、最新の情報をキャッチできる便利なツールです。

まだ、使い方がわからない人はこのページを見ながら試してみましょう!

NSAマイページは
あなたのサーフィンライフをサポートします

様々な情報を一括管理
NSAマイページを使いこなそう!!

WEB会員証・資格証、
マイページ登録、
あなたは大丈夫ですか？

イラストレーション：直井 徹

NSAマイページの
メニュー

大会、サーフィン検定、資格試験＆講習の
スケジュールをカレンダー表示。

NSA-ID、競技 /クラスとランキングを表示。

スケジュール

マイページ

WEB会員証を表示。会員番号、所属支部、
大会での参加クラス、会員有効期限などの
必要情報を確認できます。

会員情報

必要なカテゴリーの情報のみを表示さ
せることも可能です。

スマートフォンがあればすぐに会員証の提示、正会
員番号も確認でき、とても便利です。
※マイページの登録や機能についてのさらに詳し
い情報は、右上のQRコードから確認できます。

NSAで取得できる資格の中で、
自分の保有資格が表示されます。

資格情報
当年度に自分がポイントを獲得
した大会の履歴が表示されます。

大会参加履歴
サーフィン検定の自分の取得
級が表示されます。

サーフィン検定



025

more info

Ｎ
Ｓ
Ａ
マ
イ
ペ
ー
ジ

NSA YEARBOOK 2023-2024

会員情報の変更は全てマイページで

各種変更方法

住所や電話番号変更などは
「プロフィール情報変更」で

メールアドレス変更、パスワー
ド変更は「ログイン情報編集」で

サーフスポット情報

随時更新される全国のエリア別
の波のコンディション情報や、各
ポイントごとの波情報を閲覧でき
ます。マイポイントに設定してお
けば自分の知りたいポイントの
波情報をスピーディに確認でき、
とても便利。エリア内での2時間
以内のベスト5、本日のベスト5
が表示され、どこを選べばより良
い波をキャッチできるかを素早く
判断できます。

サーフスポットTOPではエリ
アを選択

エリア別の概要・中期予報を
表示「もっと見る」から、詳細
情報を得ることができます。

エリア概要の下部には各エリ
アでのベスト5のポイントが
表示されます

波の状態を知りたいポイント
を選べば詳しく表示。マイポ
イントに設定すればスピーデ
ィに表示することができます。

「住所」「メールアドレス」など登録情報の変更があった場合は、速やかに全てWEB上にて登録情報を変更してく
ださい。例えば、住所変更が行われていないと、このYEARBOOKもお届けできなくなりますのでご注意ください。

入籍などで氏名変更が必要な
場合は、別途メニューの「氏名
変更申請」で申請してください。

メールアドレス変更
現在のメールアドレスが表示されていますの
で、新しいアドレスを入力してください。 

パスワード変更
現在のパスワードを入力後、新パスワードに
変更。パスワードは半角英数字を混合させた
8文字以上で設定。

注意していただきたいこと

あなたのマイページはひとつだけ、重複してつくらないで

写真を未登録の人は写真登録を

マイページはNSAとあなた本人との永続的な繋がりとなります。例えば会員を一
度辞めてしまってもマイページは存続しています。そのため、資格更新のたびに新
しいマイページをつくってしまうことのないように注意してください。
正会員やオープン会員に再入会したい場合には、今あるマイページからお申込み
いただけます。

WEB 会員証には顔写真が必要です。「写真登録」メニューから6 ケ月以内に撮影
した新しい顔写真を登録。資格証や大会エントリー用で使用されるものとランキ
ングやイヤーブック掲載用の写真をそれぞれ登録できます。もちろん別々の写真
を登録してもOK。写真は規格に合ったものをアップロード可能です。
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目指せ日本代表！
目指せ世界一！

NSAでは、世界の強豪と戦う日本を代表する選手を選出する
ため、一般社団法人�日本プロサーフィン連盟（以下JPSA)と
協議の上、2024年強化指定選手80名を選出いたしました。
強化指定選手は強化合宿等を通じてサーフィンの技術向上、
日頃の感謝や社会規範の遵守など、日本を代表する選手とし
ての心得を学び、文武両道で日々精進していただきます。

2024年�サーフィン競技強化指定選手選考基準

●2024年サーフィン強化指定選手の選考方法 シニア枠
①NSA メンクラス・ウィメンクラスランキング上位 2 名
②WSL2023 日本人ワールドランキング上位 8 名（男女）
但し、日本国籍を有し、NSA 及び JOC の規定に準じる
CT選手は強化指定選手としていつでも追加し選抜すること
ができる。
③JPSA 日本ランキング上位 6 名（男女）
④強化部推薦 2024 オリンピック パリ大会（タヒチ）の波
に適した選手
⑤2020 東京オリンピック出場選手
※ISA世界選手権代表はナショナルチーム期間として登録
年（参加年）より２年間、強化指定選手として更新すること
ができる。
※WSLのランキングやスケジュール、怪我などの変更事由
に伴い、CS参戦メンバーに加わった場合、強化指定選手
としていつでも追加し選抜することができる。
⑥2023WSL「ワールド・ジュニア・チャンピオンシップ

（WJC）」出場選手
⑦2023ANOC日本代表選出選手、補欠選手

●2024年サーフィン強化指定選手の選考方法 
U18・U18G・U16・U16G
①2023NSA ジュニアクラスランキング上位 8 名
②2023NSA ボーイズクラスランキング上位 8 名
③2023NSA キッズクラスランキング上位 8 名
④2023NSA ガールズクラスランキング上位 8 名
⑤強化部推薦 2024・28 オリンピック パリフランス大会（タ
ヒチ）・ロサンゼルス大会の波に適した選手
⑥強化部推薦 U18 の選手で海外またはプロで活躍する
選手を選考することができる。
※各ジュニア以下のクラスで対象年齢者が 8 名以下の場
合、NSAランキングより翌年のU18・U16対象クラスに
分け計８名をランキングより追加選抜する場合がある。
※ISA世界ジュニア選手権代表・補欠選手はナショナル
チーム育成期間として登録年（参加年）と翌年の２年間を
強化指定選手として更新する。
⑦2023WSL「ワールド・ジュニア・チャンピオンシップ

（WJC）」出場選手

●その他
※ジュニア・ガールズクラスの強化指定選手選考者で、シ
ニアクラスに上がる選手はシニアクラスの強化指定選手と
する。

2024年�強化指定選手の指定ランク選考基準

A指定
下記の成績評価基準のいずれかを満たし、 次期世界大会
において4位以上の成績を収める可能性が高いと認められ
る選手
①前年度におけるNSA主催大会で１位の成績を２回以上
収めていること。かつ最終ランキング1位である選手  
②ISA世界選手権代表選手（男女6名）※2023世界選
手権代表選手から適用
③ISA世界ジュニア選手権決勝進出者（メダル獲得者）
④前年度のワールドランキングが下記の範囲内であること。 
・WSL-CSランキング日本人上位3位またはランキング50
位以内
⑤CT選手
⑥東京2020オリンピック出場選手
⑦日本で最高位を収める可能性が高いと認められる選手 

B指定
下記の成績評価基準のいずれかを満たし、次期世界大会
において好成績を収める可能性が高いと認められる選手   
①ISA世界ジュニア選手権メンバー
②前年度のワールドランキングが下記の範囲内であること。 
・WSLランキング選考者

2024年波乗りジャパン
強化指定選手一覧

五十嵐　カノア

前田　マヒナ

佐藤　利希

髙橋　花音 J

伊東　李安琉 稲葉　玲王

松岡　亜音

髙井　汰朗 J

登坂　祐妃 J

岩見　天獅

松田　詩野

田中　大貴

中塩　佳那

大原　洋人

脇田　紗良

西　慶司郎

秋山　大晴

コナー・オレアリー

足立　海世 J

渡邉　壱孔 J

石川　拳大

脇田　泰地

安室　丈

池田　美来 J

大野　修聖

和氣　堆人 J

大音　凛太

川合　美乃里

加藤　翔平

都筑　有夢路

岡野　漣 J

佐藤　李

川畑　永芯

都築　虹帆

小野　里弦 J

庄司　莉花 J

藤本　世音

野中　美波

小濃　来波

鈴木　莉珠 J

A 指定

B 指定

C 指定
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●オリンピックのメダル獲得を目標に、ISA世界大会やWSLなど国内・国外で活躍が期待できる日本人選手を選抜する。
●強化指定選手は競技力向上と共に人間力の向上も育成する事を前提とする。
●�2028ロサンゼルス・オリンピックに向けた選手育成も並行して行い、2028年の年齢に適したジュニア選手育成のた
めの選考枠を拡大し強化を実施する。

なお、強化指定選手の選考基準は、第一にオリンピック選手の最終選考とそれに対する育成を目的とする。オリンピッ
ク終了後は強化指定選手枠を拡大し、次のオリンピックまでに候補を絞り込み、選手枠を縮小していく。

③JPSAグランドチャンピオン
④強化コーチ推薦者（世界大会を基準に活動している選手）
⑤日本で最高位を収める可能性が高いと認められる選手

C指定
次期世界大会において、好成績を収める可能性が高いと
各部が認める選手
①A，B指定以外の選手
②ISA世界選手権・世界ジュニア選手権補欠メンバー
③ NSAジュニアオープン優勝者（ISA 同年出場時）、
JAPAN OPEN優勝者（ISA同年出場時）
※ISA世界マスター選手権大会の代表選手は、派遣決定
後C指定選手として登録されます。

JUNIOR指定
ジュニア枠 – U18・U18G・U16・U16G
①NSA ジュニアクラスランキング上位８名
②NSA ボーイズクラスランキング上位８名
③NSA キッズクラスランキング上位８名
④NSA ガールズクラスランキング上位８名
⑤強化部推薦 2028 オリンピック ロス大会の波に適した選手
⑥強化部推薦 U18の選手で海外またはプロで活躍する選手を選
考することができる。

目的

2025年 サーフィン競技強化指定選手選考基準

●2025年サーフィン強化指定選手の選考方法 シニア枠
①2024NSA メンクラス・ウィメンクラスランキング上位 2 名
②2024WSL 日本人ワールドランキング上位 8 名（男女）
※2024年12月時点のランキング
但し、日本国籍を有し、NSA 及び JOC の規定に準じる
CT選手は強化指定選手としていつでも追加し選抜すること
ができる。
③2024JPSA 日本ランキング上位 6 名（男女）※2024
年12月時点のランキング
④2024ISA世界選手権代表はナショナルチーム期間とし
て登録年（参加年）より２年間、強化指定選手として更新
することができる。
※WSLのランキングやスケジュール、怪我などの変更事由
に伴い、CS参戦メンバーに加わった場合、強化指定選手
としていつでも追加し選抜することができる。
⑤2024WSL「ワールド・ジュニア・チャンピオンシップ

（WJC）」出場選手

●2025年サーフィン強化指定選手の選考方法 
U18・U18G・U16・U16G
①2024NSA ショートボード メン　JUNIORランキング上位 ８名

②2024NSA ショートボード メン　BOYSランキング上位 ８名
③2024NSA ショートボード メン　KIDSランキング上位 ６名＋推薦枠
④2024NSA ショートボードウィメン　JUNIORランキング上位 ４名
⑤2024NSA ショートボードウィメン　GIRLSランキング上位 ４名
⑥2024NSA ショートボードウィメン　KIDSランキング上位 
２名＋推薦枠
⑦強化部推薦 2028 オリンピック ロサンゼルス大会の波
に適した選手
⑧強化部推薦 U18 の選手で海外またはプロで活躍する
選手を選考することができる。
※各ジュニア以下のクラスで対象年齢者が 6 名以下の場
合、NSAランキングより翌年のU18・U16対象クラスに
分け計6名をランキングより追加選抜する場合がある。
※ISA世界ジュニア選手権代表・補欠選手はナショナル
チーム育成期間として登録年（参加年）と翌年の２年間を
強化指定選手として更新する。
⑨2024WSL「ワールド・ジュニア・チャンピオンシップ

（WJC）」出場選手
※NSAの認定級2級以上保持者に限る。

●その他
※ジュニア・ガールズクラスの強化指定選手選考者で、シニ
アクラスに上がる選手はシニアクラスの強化指定選手とする。

長沢　侑磨 J

川瀬　心那

菊地　一汰

西野　龍成

西　優司

黒川　日菜子

佐藤　頼斗

野中　秀馬

浜矢　凪

清水　ひなた J

鈴木　慈英

橋本　太陽

古川　海夕

松永　莉奈

髙井　悠二朗

米山　珠波瑠

増田　来希

松野　杏莉 J

田鎖　俊之介

石井　有沙

松永　大輝

宮坂　麻衣子

田邊　大成

清水　ひなの

矢作　紋乃丞

飯田　翔斗

都築　然

髙橋　莉衣奈

上門　涼風

石山　汰一

都築　成海

馬場　心

大庭　風美

大塚　昂摩

永谷　オダイ

平田　咲帆

大村　奈央

金沢　太規

西野　拳史

塚本　勇太
ジュニア指定

J=ジュニア指定兼ねる　■五十音順
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　最高のメンバーとスタッフで挑んだ大会でし
たが、残念ながら期待通りの結果とはいきませ
んでした。日本のレベルも上がってきているこ
とは確かと言えます。しかしながら、世界は各
国選手がそれを上回る実力をつけてきていて、
厳しい見方をするともっと力をつけなければな
らないと感じています。チームづくりという部
分ではとても上手くいっていると思います。し
かし、思うような結果を出せなかった。その理
由のひとつとしては今回のプエルトリコの波は
我々が予想して準備してきた波質と大きく違っ
ていました。世界の強豪選手がひしめく中で日
本人選手が試合で勝つためには、どの波でも
乗りこなすためのオールラウンドなスキルが求
められます。ヒートの時間内に入ってくる波に
対してどれだけの実力が出せるか？その部分が
今大会では海外の選手が上回っていたと言え
ます。昨年の大会（2023年WSG: エルサルバ
ドル開催）の時は、波質も良く日本人でも対応
できるサイズで、ハイパフォーマンスな技をど
んどん仕掛けることができ、ポケットの中に入
っていくサーフィンができていました。しかし今
回のコンディションというのはひとつの波の中
に、例えば3つとか複数のピークができる波で
した。いわゆるよじれるような波が多かったん

です。ひとつの波のピークを後ろから先のピー
クに移り変わったところでの技をかけていくよ
うな波質、そこで上手く乗り継ぐためのリカバ
リー力などは、海外の選手がうまかったんです。
さらに今回は特にオリンピックの出場権を少し
でも多く得るための最後のチャンスで各国選手
ともに必死でした。日本選手ももちろんそうで
すが、そこに国を代表する選手たちは責任感も
強く感じたでしょうし、緊張感もあった。その
中でが小さかったり、風が強く吹いていたり、

雨が降るなどいろいろなシチュエーションに遭
遇した時でも、海外の選手は120%の力で挑ん
でいました。その中で日本選手はあともう一歩
力が出せればというところでした。

　パリ五輪の会場となる「タヒチ・チョープー」
といえば、多くの人が映像で見るような素晴ら
しい波をイメージすると思います。実は昨年チ
ョープーで行われた試合を見ると意外とオンシ
ョアなんです。そのオンショアのジャンクな波
の中でもチューブに入らないと点数が出ない。
チューブが足りない中で、下が浅い最後のエン
ドロールのところで1発かけてジャッジにアピ
ールする。そんな試合でした。ですから、オフ
ショア、オンショア、良い時と悪い時があると
いうことを意識して準備しておくことこそ結果
を大きく左右すると考えています。もちろん大
会の中で素晴らしいチューブの時間帯のヒート

パリ2024
オリンピックで

勝つために

パリ五輪に向けて
日本代表メンバーが挑んだ
ISA WORLD SURFING GAMES
で見えてきたこと

Challenge to the 

2024 Paris Olympics

2024年パリ五輪サーフィン競技は7月27日から7月30日までの4日間のスケジュ
ールで行われる。開催地はフランス領ポリネシアのタヒチ島南西海岸「チョープ
ー」。天然のリーフパスにエントリーするパワフルなパーフェクトバレルでの最高
峰のサーフィン・パフォーマンスの勝負。そんなシーンに今から期待が高まる。
オリンピック出場選手の最終選考の場となったISA WORLD SURFING 
GAMESが終了し、そこで見えたこと。オリンピックに向けて、日本がどう挑む
のかを日本サーフィン連盟の強化委員長を務める牛越峰統氏にお話を伺った。

（取材：2024年3月11日）

牛越峰統
1971年10月21日、東 京都 調 布 市生
まれ。中 学 生の時にサーフィンを始
め、17才でプロテストに合格。国内外
のツアートーナメントに参加し、JPSA
グランドチャンピオンになるなど活躍。
2009年に20年の競技歴をもってツア
ーから引退。その後、プロサーフィン連
盟理事長を務めるなどサーフィン界を牽
引。日本サーフィン連盟では、オリンピ
ック出場枠獲得に向けて重要な役割で
もある強化委員長を務める（2023年 5
月～ 2024年 3月）。

パリ五輪への出場枠をかけて、ISA WORLD SURFING GAMES 2024に挑んだ選手とスタッフ。日本チームと
して結束力も順調に上昇してきている。ここからさらにどう挑んでいくのか！

今回のISA WORLD SURFING GAMESでの経験を活かし、オリ
ンピックに向けて様々なコンディションでの対応力をどこまで上げてい
けるかが課題だという

「タヒチ・チョープー」での試合に向けて
日本が準備すべきことは？

パリからは15,000kmも離れた南太平洋のタヒチ島のチョープー。岸からは数百メートルも沖合で生まれるパワフルなリーフブレイク。ただ、ここ
でも様々なな種類の波があり、波に対しての経験値が大きく勝敗に影響する
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はあると思いますが、全部がそれじゃない。最
後のオフザリップやローラーコースター、エア
リアルも加味して点数になっていくことを想定
して戦い方を考えていくことが大切だと思いま
す。それは今回のプエルトリコの大会でも強く
感じたところです。自分のヒートの時に入って
きた波に対してどう自分は動くかということを
よりしっかりとイメージして、 その現場にのぞむ
ということが大切です。ひとつ確実に言えるこ
とは、日本人選手はそれに対応できる実力を
持っているということです。あとは結果を出す
ためにどう動くかということなんです。そのた
めにチーム一丸となって最高の準備を整え、あ
とはゴールドメダルを狙っていく。現場で選手
はいい波を掴むために、テイクオフポジション
に1点集中するということです。

　タヒチでのオリンピック開催が決定してから
は現場を調査し、現場で毎年1ケ月間以上に
およぶ合宿を重ねてきました。パリ五輪に向け
ての強化選手として選ばれた選手たちが一定
期間参加し、チョープーの波での経験を積ん
できました。昨年の後半には現地の特別コー
チを2週間ほど招いて、チョープーでのテイク
オフセクションがどこか、波待ちしてる時にど
のうねりがどこにヒットするかでチューブの開き
方が変わるとかなど、チューブの攻略法を強化
選手たちに伝授してもらいました。今年もオリ
ンピック前には同様に現地での合宿をおこな
っていきます。チームジャパンの部屋を用意し
て、ボートや水上バイクのチームスタッフもス
タンバイして、随時チョープーに練習にいける
環境を整えます。予定としては7月までに事前
の合宿はおよそ2週間ずつ2回、さらに直前合
宿を行い、オリンピックの試合に臨むというプ
ランです。残された時間は限られています。で
すから現地で優れたコーチを確保して、選手が
なるべくチョープーの波に慣れるような導線を
作っていきたいと思っています。とにかく限ら
れた合宿の時間内で何十本、何百本でもチョ
ープーの波に乗れる時間を作ってあげたい。こ
こが勝敗を左右する重要なことだと考えていま
す。チョープーでもいくつか種類の波がありま
す。この合宿の期間でそういう経験を重ねれ
れば、選手もよりリラックスして試合に臨める
と思うのです。当然オリンピックという舞台の
上で、余裕などはないと思うし、緊張感も大き
くのしかかるでしょう。しかし、経験があれば
冷静に対処できる。そしてエネルギーを必要な

2022年 2月～
2024 パリ大会に向けた
「特定強化指定選手」を
公募

2022年 4月
強化指定選手に加え、
ビックウェーブを得意と
した選手「2022年特定
指定選手」を追加発表

2022年 9月
2022 年世界選手権大会 (カ
リフォルニア )
男子総合ランキング１位によ
りオリンピック追加枠を獲得

2023年３月
第１回タヒチ合宿実施

2023年３月
「2022・2023強化指定選手」及び「2022
特定強化指定選手」の中から本気でパリ大
会を目指す選手に申請していただき、2024
パリ大会特定強化指定選手一次選考を実施

2023年５月
2023 年世界選手権大会
(エルサルバドル )
アジア枠獲得
五十嵐カノア
松田詩野

2023年 8月
CT枠獲得/五十嵐カノア
それに伴い、アジア２番
の稲葉玲王がアジア枠を
獲得

2023年 8月
第一次選考に残った選手
から更に選考を実施
2024パリ大会特定強化
指定選手二次選考を発表

2023年 9月
第 2回タヒチ合宿実施

2023年 12月
2024 年世界選手権大会 (プエルトリコ )選
考合宿実施。出場者が決定。　
MEN▶五十嵐カノア・稲葉玲王・コナー・
カラサワ・オレアリー
WOMEN▶松田詩野・都筑有夢路・前田マヒナ

2024年 2月
2024 年世界選手権
(プエルトリコ )
オリンピック出場枠が
決定

パリ五輪までの日本代表チームの軌跡

これまで2回のタヒチ合宿を実施（写真は第２回合宿）。さらに大会
まで日本チームは数回の合宿をおこなうが、大会当日に選手が全力
を出せるようなコンディションづくりには、現地のコーチの人選、ジェ
ットスキー、ボートなどの機材環境、食事、健康管理など、多くの
準備を万全に整えることがとても重要だという。

ときに爆発させることができればいいパフォー
マンスにつながると考えています。

　もちろんゴールドメダルを狙っています。チャ
ンスがあればゴールドメダルだと思います。試
合中は必ずプライオリティルールにより、優先
権も巡ってきます。その時に必ずチャンスが来
るはずなんです。言い換えれば「ここ1番」って
いう波が必ずオートマティックで来るんです。
もちろんそこでの波のセレクトもあります。そ
のために今後の合宿でそういったチャンスをモ
ノにできるような力を磨いてもらいます。チャ
ンスがあったらゴールドメダルをとるという意気
込みです。その力を持つ選手を我々は日本代
表として選考しています。すでに東京五輪で日
本人サーファーがあそこまでやれたということ
は実証されています。ですから強い気持ちで臨
んでいきます。選手たちもうヤル気に溢れてい
ます。重圧はあるけれどチャンスをもぎ取るぞ
という気迫がある。最後は選手全てが同じ土俵
にいるんです。国の期待を背負い、結果を出さ
なくてはいけないという重圧の中での自分とも
勝負となる。チャンスを確実に掴んで自分の実
力を出しきることに集中できるよう我々は全力
でサポート、準備していきたいと考えています。

日本代表チームの
ここまで動きとこれから？

パリ五輪で日本が
目指している目標は？

日本代表メンバー
（出場枠・男子3名、女子1名を獲得）

五十嵐カノア

稲葉玲王

コナー・オレアリー

松田詩野

2023年WSLランキングにより出場
枠を獲得

2023年のエルサルバドルのISA 
WORLD SURFING GAMESでア
ジアランキング男子1位を獲得によ
り内定

今回のプエルトリコの大会結果も踏
まえ、日本人代表枠（2022年ワー
ルドゲームズ男子団体優勝により
出場枠を獲得）として内定

2023年のエルサルバドルのISA 
WORLD SURFING GAMESでア
ジアランキング女子1位を獲得によ
り内定

ISA/Pablo Jimenez

ISA/Pablo Jimenez

ISA/Jersson Barboza

ISA/Jersson Barboza





031NSA YEARBOOK 2023-2024

生見
第32回 ジュニアオープンサーフィン選手権大会（2024）   
開催期日：2024年4月12日（金）～ 4月14日（日）（開催済み）
開催場所：高知県　東洋町　生見サーフィンビーチ 予定

鵠沼
第20回 マスターズオープンサーフィン選手権大会（2024）   
開催期日：2024年10月11日（金）～ 10月13日（日）
開催場所：神奈川県　藤沢市　鵠沼海岸 予定

北泉
第41回 全日本級別サーフィン選手権大会（2024）   
開催期日：2024年7月3日（水）～ 7月7日（日）
開催場所：福島県 南相馬市 北泉海岸 予定

木崎浜
第58回 全日本サーフィン選手権大会（2024）   
開催期日：2024年9月23日（月）～ 9月29日（日）予備日9月30日（月）
開催場所：宮崎県　宮崎市　木崎浜海岸 予定

2024年 NSA 主催大会が予定されている各開催地のポイント基本情報、
ポイント別の攻略法と各開催地の各支部からのお願いです。

ポイント基本情報 & 
各支部からのお願い

2024年 NSA 主催大会予定地

※このコーナーは2024年 3月に取材編集された記事です。
現地の状況や受け入れ態勢は変わる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。

全国から多くの参加者が一堂に会する大会期間中は、健康管理や他者への配慮を心がけてください。
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NSA 徳島支部　
支部長　一楽弘徳

NSA徳島支部からのお願いとお知らせ

 概要　横に長いビーチのため、左右で波
の大きさが変わる。初心者から上級者まで
楽しめる。周りのポイントと比較して1年を
通して波のあるサーフィン専用のポイント。
 ベストなウネリ　東ウネリ
 オフショア　北西
 ボトム　基本的にサンドだが、
中央付近にリーフ有り
 駐車場　○（無料）　  トイレ　○　
 シャワー　○（有料）
 ベストシーズン　台風の影響で9月～ 11月に
クオリティの高い波がブレイク。秋は朝夕オフ
ショアになりやすいのでおすすめ。11月は高
気圧の張り出しからのウネリも。

取材：米地有理子　撮影：緒形 清

生見 ●開催期日：2024年4月12日（金）～ 4月14日（日）　●開催場所：高知県 東洋町 生見サーフィンビーチ 予定

第32回 ジュニアオープンサーフィン選手権大会（2024）

INFORMATION

●�ビーチ左（北）側駐車場内から山側の国道まで上がれる避難階段が設置されています。訪れた際は場所だけでも確認をして
下さい。

●�ビーチ左（北）側、、中央、ビーチ右（南）側駐車場には、それぞれコインシャワーやトイレが完備され、定期的にトイレ等の
施設の清掃も行われています。お互いが気持ちよく使える用に心掛けてきれいに利用して下さい。

●�ボトムは基本サンドですが、中央にはリーフがあるので注意して下さい。
●��SUPとサーファーの接触事故等を防ぐため、生見海岸を利用する皆様の安全を守るため、以下のSUPのエリア規制につい

てご理解とご協力をお願い致します。
　◎ウェーブSUP、クルージングSUPの方は堤防に記されている「C」より海に向かって右（南）側で行なって下さい。
　◎「C」より右（南）側はSUP専用エリアではありません。サーファー、サーフィンスクールの人も入水しますので、
　　週末や連休など混雑していて安全が確保できない場合はSUPでの入水はご遠慮下さい。
　◎サーファーが近くにいる場合は、安全な距離（10mを目安）まで離れて下さい。
　◎多人数で入ったり、人の多い場所から沖に出ないで下さい。
　◎入水も規制エリア内からお願いします。
●�ローカルによる自主的なビーチクリーンが行われています。見かけたらぜひ参加して下さい。
　自分で出したゴミは持ち帰りましょう。

4月は比較的サイズが上がるので、
スペアボードを用意しておく事を

おすすめします

生見は見た目と違い、
クセのある波である事が多いため、

波の見極めが重要となります。数日前から
現地入りできれば早めに慣れやすいです。

速い波の時は大きな技を入れると
結果に繋がりやすいです。

生見攻略法

生見に来たらこれがおすすめ！

▶�白浜にある海の駅は地場の物がいろい
ろ買えますよ！

▶�会場の近くのいせや食堂の“牛定”が美
味しいです！

▶�お土産にはポンカンの加工品をぜひ！
▶�NALU cafeは生見ビーチ目の前でご
飯を食べながら波チェック可能！！

▶�宍喰ビーチのtake sandはオーガニッ
ク食材を使ったメニューを楽しめてお
すすめです！

今年は例年に比べ年明け以降も波があり、
しっかりと砂が付いていて深くならずにブレイクしています。

うねりの向きによっては速いブレイクとなりますが、
南東うねりが入ると2アクション以上は

出来るブレイクになっています。



033NSA YEARBOOK 2023-2024

NSA 福島支部
支部長　猪狩優樹

NSA福島支部からのお願いとお知らせ

 概要　サイズが上がっても風やウネリの向
きによっては、ビーチブレイクでもクローズ
せず、Aフレームの波がブレイクする福島で
も屈指のポイント。台風のバックスエルま
で敏感に反応。
 ベストなウネリ　南～北
 オフショア　北～北西
 ボトム　サンド
 駐車場　○無料　
 トイレ　○　
 シャワー　○※海水浴シーズンのみ
 ベストシーズン　台風の時期から10月の西風
の吹くシーズン

取材：米地有理子　撮影：米地有理子

北泉 ●開催期日：2024年7月3日（水）～ 7月7日（日）　●開催場所：福島県 南相馬市 北泉海岸 予定

第41回 全日本級別サーフィン選手権大会（2024）

INFORMATION

●��NSA福島支部及び福島サーフィン連盟では毎年3月11日を迎える前に県内で一斉ビーチクリーンを開催しています。
●�県内では行政の水質検査も定期的に行われており、安全面にも注意が払われています。検査結果の数値は福島県や各市の

ホームページをご覧下さい。
●�地域の方々の協力や行政との連携により、四倉、北泉ポイントは駐車場やシャワー施設などが整備されています。皆さん

に気持ちよく利用して頂けるようにご協力をお願いします。
●�四倉、北泉ポイントはローカルも入るポイントですが、基本的なルール＆マナーを守って頂ける方であればビジター大歓迎

です。
●�福島エリアのサーフポイントは、サーフィンがかなり盛り上がっています。行政とサーファーが一体となって、地元に貢献し、

より良いサーフタウンを目指しております。是非ハッピーアイランド福島へお越し下さい。
●昨年大変盛り上がった北泉サーフィンフェスティバルが今年も開催されます。皆様のお越しをお待ちしております！

サイズが上がると 
パワーが強烈なので
長めのボードを！

小波の時は少し速めなので
EPSなど反応の良いボードを

使ってテンポの良いライディング
するのがコツ。

カレントが発生するので
ポジショニングに注意！

北泉攻略法

北泉に来たらこれがおすすめ！

▶�ビジネスホテル高見は日帰り入浴がで
きてサーフィン後の疲れを取るのにお
すすめ！

▶�南相馬市小高交流センター内にある殿
様食堂のとり唐揚げ定食はボリューム
満点です！

▶福島に来たら、凍天（しみてん）、しらす、
メヒカリをぜひ食べてみてください！

ショートボードからロングボードまで
楽しんで頂けるポイントです。

近くに浴場や宿泊施設もありますので
快適にサーフトリップを楽しめますよ！
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NSA 宮崎支部
支部長　緒方申八

SA宮崎支部からのお願いとお知らせ

 概要　広いビーチで、初心者から上級者ま
で楽しめる。両サイドの河口の地形が決ま
ればロングライド可能なビーチブレイクが出
現。北東の強風時やサイズが上がるとカレ
ントが強くなるので注意。
 ベストなウネリ　南・東・南東
 オフショア　西・南西
 ボトム　サンド
 駐車場　○無料　
 トイレ　○　
 シャワー　○無料のほか、有料温水シャワー
及びロッカー有り
 ソラシドエアサーフィンセンター木崎浜　
木崎浜で開催された「2019年ISAワールドサ
ーフィンゲームス」のレガシーとして整備され、
2022年4月にオープン！
・3分200円の温水シャワー、施錠可能なロ
ッカー付き更衣室、自動販売機２台、AED、
放送設備有り
・外部に設置してある２ヶ所の無料シャワーはオ
ールシーズン利用可能
・施設横に既設の男女トイレ有り
 ベストシーズン　オールシーズン

取材：米地有理子　撮影：緒形 清

木崎浜 ●開催期日：2024年9月23日（月）～ 9月29日（日）予備日9月30日（月）　●開催場所：宮崎県 宮崎市 木崎浜海岸 予定

第58回 全日本サーフィン選手権大会（2024）

INFORMATION

●��毎月第2日曜日10時からビーチクリーンを行っています。ご協力お願いします
●どこのポイントでも同じですが、ルールとマナーをしっかり守って下さい。
●近年、車上荒らしが報告されていますので、施錠を必ずお願いします。
●�「ソラシドエアサーフィンセンター木崎浜」は県内外のサーファーの皆さんが快適に利用して頂けるように整備されましたが、サー

ファーだけでなく一般の方にも来訪して頂き、自然や海にふれあい、大いに利用して頂きたいと思います。自動販売機は防犯の
役割も担っており、緊急時用にAEDを備えつけてあります。また、放送設備を利用して津波、地震時には速やかな避難誘導が
可能になりました。このセンターをより長く活用できるように私たちサーファーも清掃活動をはじめ、維持管理に努めて参ります。

ビーチに向かって、
加江田川方面はロングボード、

清武川方面はショートボードで！

波はメローで癖のない
とても乗りやすい波です。

ビーチも広いので、
自分の好きなポイントを

ゲットして下さい。

木崎浜攻略法

木崎浜に来たらこれがおすすめ！

▶�宮崎といえば、チキン南蛮・地鶏・宮崎牛です！木崎浜
付近の鬼玉うどん（うどん）・柿の木茶屋 そばの郷（蕎麦）・
風来軒（とんこつラーメン）・アクアポット・カピタン（パス
タ・ピザ）、ひで丸（海鮮料理）、ステーキ希海（宮崎牛ス
テーキ）、青島氷菓店（かき氷）も美味しいですよ！

▶�お土産は青島せんべい・チーズ饅頭・マンゴープリンをぜひ！

▶�宮崎に来たら、高千穂峡（高千穂町）・飫肥城（日向市）・霧島
神社（霧島市）・都井の岬（串間市）などの観光もおすすめです！

今、日本中のサーファーから注目されるポイントです！
コンスタントに波もあり、シャワー・トイレ等の

設備も改善され、初心者から上級者まで楽しめます！
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NSA 湘南藤沢支部
支部長　田村隆之

NSA湘南藤沢支部からのお願いとお知らせ

 概要　会場のスケートパーク前は遠浅で初
心者でも入りやすいが、ウネリが入り、サイ
ズアップするとエキスパートが待ち望んでい
たゲレンデとなる。鵠沼周辺は風波でもサ
ーフィンを楽しめる。
 ベストなウネリ　西寄りのウネリ
 オフショア　北寄りの風
 ボトム　サンド
 駐車場　○（有料）　
 トイレ　○　
 シャワー　○※場所によって設置されている
 ベストシーズン　台風シーズン。近すぎるとク
ローズしてハードになる。年間通して低気圧が
通過したらいい波が立つ。

取材：米地有理子　撮影：佐原健司

鵠沼 ●開催期日：2024年10月11日（金）～ 10月13日（日）　●開催場所：神奈川県 藤沢市 鵠沼海岸 予定

第20回 マスターズオープンサーフィン選手権大会（2024）

INFORMATION

●�本当に久しぶりに、NSAの主催大会マスターズ選手権大会を湘南、鵠沼海岸で開催することとなりました。開催にあたり、
大会実行委員で良い大会にできるように努力して参ります。

●鵠沼海岸は、砂地なので地形は変わりやすいですが、初心者でも入りやすいです。
●�夏の時期、サーフエリアと海水浴場のエリア規制があります。杭のある区切り付近でのサーフィンは、特に注意してください。

時間規制もありますので必ず確認してください。
●�皆さんもご承知の通り、鵠沼海岸付近はビギナーサーファーも多く訪れます。スクルールも多く開催されています。海に慣

れていない人やルールやマナーを知らない人がいることも理解して、危険回避にご協力をお願いします。また、地元地域の
方や地元サーファーの方への配慮もお願いします。

●住宅街などのコインパーキングを利用する場合は、近隣住宅への騒音配慮をお願いします。
　�特に早朝は、話し声やワックス塗りの音も響きます。早朝のWAXはビーチでやりましょう！！また、シャンプーなどの排水

にも配慮してほしいと言われています。
●�バイク・スクーター・原チャリの場合、サーフボードキャリアに積むことができるボードの大きさには積載制限が定められて

いるため、必ず事前に確認するようにしましょう。（原付の場合：最大積載量30kg、荷台の幅より左右15cm以内、長さ
荷台から30cm以内、高さは地面より2m以内）　※自転車は厳密な規制はありませんが、フィンが外側に向いていると大
変危険です。フィンの向きは考えて欲しいと思います。

●海岸へのバイク・スクーター・原チャリの乗り入れは禁止されています。県や市、行政からの注意も聞いています。

波の小さな日が多いのですが、サイズが上がり地形が決まれば、
いい波でサーフィンが出来ます。

小波の時は、少し大きめの板があっても良いかもです！

鵠沼攻略法

鵠沼に来たらこれがおすすめ！

▶�江ノ島観光は人気です！

▶�江ノ島水族館も家族連れには特
におすすめ！

▶�生しらすをぜひ食べてみてくだ
さい！

年間を通して小波でもサーフィンが出来ます。
大会会場予定のスケートパーク前周辺は

公認大会も毎年行なっており、
とてもポピュラーなポイントの一つです！
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5級

ある程度の泳力があり、パドリングをして
ゲッティングアウトできること。テイクオフしてある
程度サーフボードの上に立つ事ができること。ボデ
ィボードはキッキングを使ってテイクオフし、ある程
度ライディングができること。

5級の能力に加えてテイクオフから確実なターン
をし、プルアウト（波の後ろに降りる動作）ができること。

海でボードを扱う
最低限の技量を確認

波に乗り、向きを変え
波から降りる動作を確認

課題 課題

NSA正会員は
免除される入門級

サーフィンの基本を
しっかりとマスターする

受験資格：誰でも受験可能 受験資格：5級保持者またはNSA正会員

全国の検定スケジュールを確認

写真が必要です

受験会場へ

受験票は直接会場でもらう

証明写真（縦4cm×横3cm）は事前に用意し
て会場へ

サーフィン検定では事前予約は不要。検定は
NSAの支部主催で行われるが、支部内の会員
でなくても受験可能。検定はNSA正会員、オ
ープン会員でなくても誰でも受験可能。NSA正
会員であれば5級受験が免除で、4級からチャレ
ンジできます。

テイクオフ プルアウト

4級まずは目指せ! 

3級以上!!
認定級のレベルと課題

正会員登録はこちら

サーフィンの技術を高めていくうえで、様々な壁に直面して、その壁をどう乗り越えて次なるステップにいくかが問題です。
「自分の悪いところかがわからない」「どうすれば上手くなれるのか」「何を練習すればいいのか」なかなか自分自身でそれを的確に見出すことは難しい。
そんな局面で解決への道をスパッと切り開いてくれるのが『サーフィン検定』です。
さらに、サーフィン検定では、あなたが公認大会に参加した時に自分が保持している級によって獲得できるポイントも変わってくるという仕組みもあり
ます。
大会で上位を目指したいという人も、ぜひともチャレンジしてみましょう。検定は全国の支部ごとで実施しています。
どの支部の検定にも参加可能なので、チャンスを見つけてどんどんチャレンジして、レベルアップを目指しましょう。

サーフィン検定にチャレンジしよう!
大会の成績アップに繋がる!�認定級が高いとポイントランキングも有利!

受験するには？ 受験票を記入
会員、非会員ともに NSAホームページで会員（マ
イページ）登録済みであれば付与されている番号で
す。今回が初めての受験でマイページの登録がま
だの人は、まずこのNSA IDを取得してください。
https://www.nsa-surf.org/mypage/login/

NSA ID って？

名前を記入

生年月日記入

電話番号記入

写真添付　タテ4cm×ヨコ3cm

受験票が記入できたら
各級の受付へ

受験料2,000円お支払いください

さあ受験へ

正会員・オープン会員の方はその会員番号を明記

受験する種目に◯をつける
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フリーライディングで、スピード、パワー、フロー、
コントロールなどをジャッジクライテリアに沿って審査。2
級以上の積極性、波を見る能力、ポジショニングなども審
査の対象となる。
★合格判断基準：その日のコンディションに合わせたエク
セレントスケールに入るライディングができること。

テイクオフからレールを使ったターンで加速で
きる。カットバックもしくはリエントリーができること。
ボディボードは上記の技術に加えスピンまたはエルロ
ロができること。ロングボードは上記の技術に加え、
ウォーキング・ウォーキングバックができること。
★合格判断基準：その日のコンディションに合わせたア
ベレージスケールに入るターンができること。

フリーライディングで、スピード、パワー、フ
ロー、コントロールなどをジャッジクライテリアに沿っ
て審査。
★合格判断基準：その日のコンディションに合わせたグ
ッドスケールに入るライディングができること。

波の選択やポジションから
高度な総合技量を確認

両サイドのレールを使う動作を確認 フリーサーフの中で総合的な技量を確認

課題課題 課題

誰もが憧れる
トップアマチュアサーファー

幅広い波と状況で波乗りが
楽しめる中級レベル

大波にも挑戦できる
カッコイイ上級サーファー

受験資格：2級保持者受験資格：4級保持者 受験資格：3級保持者

検定の詳細はこちらでチェック!

リエントリードルフィンスルー スピンカットバック ハングファイブ

1級3級 2級

1回目が不合格でも、2回目の受験が可能な場
合もある。ただし、これは当日の受験希望者
数やコンディションの状況により、主催者が
判断するので会場での情報をチェックしよう。

NSAが主催する大会の中でも最近注目が集ま
っているのがこの級別サーフィン選手権大会
だ。サーフィン検定級の保持者による大会で、
ショートボード、ロングボード、ボディボード
で級別にクラス分けが行われ、その中で順位
を競い合うという大会。通常の大会とは異な
り、実力も近い人同士なので楽しみしやすい。
サーフィン検定で級認定を受けたら、その先の
ステップとしてぜひチャレンジを。

公認大会では保持している級によって、獲得
できるポイントが大きく変わってくる。 AAA、
AA、A とそれぞれ大会で獲得できるポイント
なかで、4 級と1 級では大きく違う。そのポイ
ント差は最大で5倍。つまりランキング上位を
目指すなら、上位級を持っていたい。

当日の再受験は可能？

級別サーフィン選手権に
挑戦へ！

上位級を保持していれば
ランキングに大きく有利

検定の流れ

マスタージャッジからのガイダンス

検定開始

決められた時間に集合。検定開始前には受験
する級ごとにマスタージャッジから検定クリアのた
めに必要な演技内容、マイナスポイントなどの
説明があります。

持ち時間15分、�最大6本の
ライディングで合否が決まる

指定されたカラーのゼッケンを着用して海へ。�級
検定での持ち時間は15分。そのなかで6本の波
に乗るまでトライ出来、それぞれの級で定められた
基準で評価され、級の合否が判断されます。サ
ーフィン検定はNSA公認ジャッジ3名とマスタージ
ャッジ1名が担当。検定では同じ級を受験する4
～ 5名のメンバーで定められたエリアにゼッケンを
付けて海へ。人と競い合うわけでないので、15
分という時間内で落ち着いてライディングしよう。

原則1ヒート15分、6本の試技。ヒート途中でも合格判定されればそこで終了。自分のペースで焦らずにライディングしよう

NSA公認ジャッジ3名とマスタージャッジ1名が検定を担当

合格発表

合格したら認定料を納めて終了

合否を確認。合否に関わらず、受付に受験者カードを提示し
て審査結果を必ず報告します。

合格者は合格印の押されたカードを認定受付に提出して認定
料3,500円を納めます。検定日から1ケ月程度で合格認定
証が事務局より届くほか、マイページに認定情報が登録され、
WEB資格証が有効となります。

ゼッケンを返却、ジャッジより
受験者カードを�受け取る

次の級へステップアップを目指そう

AAAランクでの公認大会の獲得ポイント例

その差は
5倍
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NSA SURFERS 
BEACH CLEAN ACT 2023

presented by ＥＮＥＯＳ株式会社・日本ウエットスーツ工業会

サーファーによる全国一斉ビーチクリーン活動
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2023年度はENEOS 株式会社様、日本ウエット
スーツ工業会様のサポート
のもと製作した小さなゴミ
袋が全国のビーチクリーン
活動で大活躍。本活動を
円滑に行うためのアイテム
として、子供から大人まで
大好評でした。

ハンディーサイズのゴミ袋

　海は我々サーファーにとって、サーフィンとい
う素晴らしい体験を存分に楽しむ場所。そして
世界の人々の生活においても生物が育つため
の大切な場所。我々は日頃から海の恩恵を受
け、生活しているのです。
　しかし、その大切な海がゴミの不法投棄に
よって汚されている現状があります。海洋汚染
にはいくつかのケースがありますが、人間が投
棄したゴミによる汚染は日々深刻化していると
言われています。特にプラスチックのようなゴ
ミは海の浄化作用によっても分解されることな
く、マイクロプラスチックとなり永遠に海を彷
徨うことになります。そしてそれを食べてしまう
魚や、それを食べる人間にも大きな悪影響を与
えることも確認されています。
　こういった海のゴミ問題が少しでも解消され
るように我々サーファーは積極的に動くべきと
考えます。

　毎年、日本サーフィン連盟では各支部が中心
となって「NSA SURFERS BEACH CLEAN 
ACT」を開催し、ゴミのないビーチ・ゴミを捨
てないビーチの働きかけと、私たちにとって大
事な海・すばらしい大自然を再認識する機会
を設けています。
　新型コロナウィルス感染症の脅威からも落
ち着きを取り戻した2023年度においては、全
国一斉のビーチクリーン「ACT」は70ケ所を超
える多くの場所で、約4,500名という多くのサ
ーファーの参加により行われました。これまで
コロナ禍では延期や中止を強いられてきました
が、活動もやっと勢いを取り戻してきました。
　我々の積極的な活動は、きっと多くの人の
気持ちを動かし、地域での意識を変えていくこ
とに繋がると考えます。そして次の時代を担う
子供たちが良い環境で思い切りサーフィンを楽
しめるように『サーファーはこの海を守る！ キ

レイな海は私達が守る！』という気持ちを込め
て「NSA SURFERS BEACH CLEAN ACT」
をより拡大していきたいと考えています。
　サーファーとして、同じ海・同じ時間を共有
する仲間として、少しの手助けが海の未来を
変えると信じ、この活動を進めていきたいと思
います。

開催日：2023年9月3日（日） または9月10日（日）
開催地：全国のサーフポイント約70ケ所　
参加者数：約4,500名

国内最大級

北海道 ▶ 浜厚真海浜公園

宮城北 ▶ 小泉河口

岩手 ▶ 浪板海岸

宮城仙台 ▶ 菖蒲田浜 宮城北 ▶ 小金沢ポイント 宮城北 ▶ 大谷ポイント

茨城北 ▶ 河原子北浜

宮城北 ▶ 登米沢ポイント宮城北 ▶ 渡波海水浴場

千葉銚子 ▶ 野手浜海岸

千葉銚子 ▶ 旧かんぽポイント

宮城北 ▶ お伊勢浜
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東京 ▶ 花籠ポイント（千葉県南房総市）

湘南鎌倉 ▶ 由比ガ浜～坂ノ下

湘南藤沢 ▶ 鵠沼海岸

湘南鎌倉 ▶ 稲村ヶ崎海岸 湘南鎌倉 ▶ 七里ヶ浜海岸

湘南鎌倉 ▶ 材木座海岸

東京多摩 ▶ 静岡 伊豆白浜海岸

川崎 ▶ 鵠沼海岸 横浜 ▶ 花籠ポイント（千葉県南房総市）

東京多摩 ▶ 東条海岸

湘南西 ▶ 馬入ポイント静岡伊豆 ▶ 宇佐美海岸

静岡伊豆 ▶ 大浜海岸静岡伊豆 ▶ 多々戸浜海岸

静岡2区 ▶ しずなみ海水浴場
静岡2区 ▶ 御前崎海岸

静岡2区 ▶ 須々木海岸

群馬 ▶ 滝浜海岸（茨城県鉾田市）

山梨 ▶ 本須賀海水浴場（千葉県山武市）

静岡1区 ▶ 興津川河口 静岡1区 ▶ 富士川河口
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NSAオフィシャルサイト「ビーチクリーン活動」ページにて、誌面に
掲載されていない写真や過去の活動の写真もご覧いただけます。

https://www.nsa-surf.org/beachclean/

長野 ▶ 百川海岸から藤崎海岸（新潟県糸魚川市）

新潟1区 ▶ 五十嵐浜海岸

石川 ▶ 柴垣海岸 福井 ▶ 三国サンセットビーチ

愛知 ▶ ロングビーチ 大石海岸

長崎 ▶ 黒崎ポイント

長崎 ▶ 雪の浦ポイント

長崎 ▶ 江の浦ポイント

宮崎 ▶ 木崎浜海岸 

学連 ▶ 和田浦海岸（千葉県南房総市） 学連 ▶ マルキポイント（千葉県鴨川市）

大阪 ▶ 国府の浜（三重県志摩市） 福岡 ▶ 野北ポイント

新潟1区 ▶ 網代浜海岸

石川 ▶ 大浜海岸

佐賀 ▶ 立神ポイント

大分 ▶ 塩屋海岸 熊本 ▶ 折口ポイント（鹿児島県阿久根市）

鹿児島 ▶ 恋が浦ビーチ

デフ ▶ 鹿島ポイント（静岡県牧之原市）

熊本 ▶ 天草KDDポイント周辺

鹿児島 ▶ 鬼口前原海岸

鹿児島 ▶ ボンタンポイント

鹿児島 ▶ 江口浜

長崎 ▶ 大崎ポイント

NSA SURFERS BEACH CLEAN ACT 2024

■開催日：2024年9月1日（日）または、9月8日（日）

■開催地：日本各地のサーフポイント

※詳細はNSA オフィシャルサイトをチェック!

https://www.nsa-surf.org
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　地域のビーチクリーンの基盤は、三国サ
ンセットビーチ（多くの支部員さんが集まって
いるホームビーチ）で始まったローカルサー
ファーによる活動です。福井支部ができる
前、40年以上前から行われ、ステッカーや
Tシャツをつくったりして活動を活性化させ
ようという動きがありました。
　そして1997年1月にロシアタンカー「ナホ
トカ号」の事故がありました。沖でタンカー
が沈み重油が海に流出され、このビーチ付
近にも流れついたんです。そこで福井支部
が中心となり、独自のボランティア本部を
設置。サーファーと地元の海女（アマ）さん、
たくさんのボランティアの方と重油の回収作
業を始めたんです。冬の海で作業するため
に着用可能な中古のウエットスーツを多くの
方々から送っていただきました。春には重油
は減りましたが、重油付きのゴミは相変わら
ず漂着し、汚れた海を綺麗にするまで約半
年かかりました。これもきっかけとなり、ビ
ーチクリーン活動が定着していきました。

　福井支部は正会員数が50人にも満たな
い支部ですが、ビーチクリーンには200人
近い人が集まっています。情報発信すると
支部員だけでなく、ビジターでサーフィンし
に来る人も積極的に参加してくれて、サーフ
ァー以外も集まっています。過去には活動
中なのに無視して海に入っているような人に

「海から上がって手伝って」と働きかけたこと
もありますが、活動を続けているうちに自主
的に参加してくれるようになってきました。
　過去の重油事故の経験を経て、行政との
繋がりが出来てきて、今もしっかりと活動を
連携して行っています。行政のバックアップ
もあり、拾ったごみをどう処分するかまで段
取りが出来ています。漁網のほかに、日本
海側では対岸の大陸からの漂着物も多く流
れ着くのです。行政の協力でゴミの処分費
まで我々が負担することなく、集めれば大
丈夫という仕組みが出来ています。

　ゴミ拾いをしても、どこかにまとめて置い
ておくとか、そこまでで終わってしまうケー
スも多いのではないでしょうか？　最終的
にゴミをどう処分するか、処分費のことまで
対処しておくことが必要です。環境課や観
光課など、行政に働きかけ、支部で連絡係
を決めておく。そういう仕組みをつくること
が大切です。我々も重油の件があったから、
今もおのずと続いているということではな
く、毎回ビーチクリーンの度に連絡している
から、連携出来ているのです。他の支部で
も連携が出来ていないところは、ぜひ真似
していただけたらと思います。

　今回福井支部は日本政府から緑綬褒状を
いただきました。ビーチクリーン活動でのこ

ういった行政とのやりとりに国交省の担当
者の方が注目してくれて、3年ほど前に国交
省の大臣表彰を受け、その後もこの活動を
継続してきた経緯で、緑綬褒状をいただけ
ることになりました。私が代表として皇居に
お邪魔して、陛下にもお目にかかりました。
すべてのみなさんの協力があってのもので
す。みなさんの海を愛する心が届いて、本
当によかったと思います。

　私はいつも海でゴミを見つけると「チャンス
だ」と思って拾っています。特にプラスチック
のゴミは、海から陸に打ち上げられた時に拾
わないと、また海に戻り、細かいマイクロプ
ラスチックとなり永久的に海を漂ってしまう
のです。活動に参加した子供たちにもそれを
教えてあげています。すると「どうしたらその
プラスチックのゴミを減らせるのか？自分た
ちが減らす努力をしなければ」と子供たちの
間で議論が始まる。子供たちからそういう言
葉が聞けるのはとても嬉しく、私の励みにな
っています。また、ビーチクリーンを通じて、
地元の他の団体の人とも繋がりが出来て、
地域の交流の場にもなっています。
　海はサーフィンを楽しむ場でもあり、私たち
が美味しくいただいている海の生物も育つ場
です。だからこそ大切にする気持ちを持たな
いといけない。せっかく綺麗にしても海は次
の時化（シケ）が来たらゴミだらけになってしま
うのですが、また綺麗にしてあげてを繰り返
す。私は海を綺麗にするひたむきな意識の大
切さを伝え続けていきたいと思っています。

ローカルサーファーたちが作り上げた
ビーチクリーン活動の基盤

正会員数は50人弱でも、
ビーチクリーンにはさらに
多くの人が集まる理由

「海で流れ着いたゴミを見つけたら、海を綺麗にするチャンスだと思ってゴミを拾う」
力強く活動を牽引してきた大井支部長に受章に至る経緯についてお話しを伺った

福井支部のビーチクリーン活動が
緑

りょくじゅほうじょう

綬褒状を受章

緑綬褒状への経緯

（上）福井支部がSNSで
情報を発信するとローカ
ルサーファーのみならず、
海を綺麗にしたいという
気持ちを持つ地域の人
が集まってくる
（左）こんな漁網もビーチ
には流れ着く

流れ着いたゴミを拾う、
それは海を綺麗に出来る
チャンスです

ここでプラスチックゴミを回収しなければ、マイクロプラスチックと
なって永久的に海を彷徨うことになってしまう。また、太平洋で
は日本のゴミが遠くハワイやアメリカに漂着しているという事実も
我々は認識すべきだ

緑綬褒状の伝達式は皇居の春秋の間で、その後南溜（みなみ
だまり）という場所で受章者の記念撮影が行われた（中央に大井
支部長）

「私1人では絶対にできないこと。み
なさんの海を愛する心が伝わりました」
大井支部長
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海を漂うゴミは、どこから来るのか？
SDGs目標14「海の豊かさを守ろう」

　世界経済フォーラムが2016年に発表した報
告書によると、海の中には総計1億5000万ト
ン以上のプラスチックが存在し、毎年800万
トン以上が新たに流れてきていると推定され、
2050年には海にいる魚の総重量を上回ると言
われています。
　みなさんもサーフィンを楽しむために海を訪
れた時、ビーチ、あるいは海上でペットボトル
やレジ袋をはじめ、様々な容器などのプラスチ
ックゴミを目にしていると思います。ビーチク
リーン活動でも触れましたが、プラスチックゴ
ミは塩水や紫外線に長時間さらされることで劣
化が進み強度を失い、砂浜に打ち上げられる
などで砕け、細かくなり、いずれ5mm以下の

マイクロプラスチックとなります。そして風で飛
ばされ再び海中へと戻って浮遊を続け、魚が
誤飲するなどでその生態系も脅かします。我々
人間が放棄したゴミが海を汚し、生態系に影
響を与えているのです。

　街中の道端に投棄されたゴミが風や雨によ
り川や水路に流れ出し、さまよって最終的には
海へと辿り着いているのです。例えば自販機の
ペットボトルのゴミ箱が溢れていたり、道路の
路肩に何気なく投棄されているゴミ、街でのゴ

ミ問題から海の汚染が始まっているということ
で、知らないうちに海を汚す原因を生み出して
しまっているのです。
　我々サーファーにとって海は必要不可欠な場
所であり、誰もが綺麗な海でサーフィンを楽し
み、食事でも海の美味しい恵みを味わいたい
という気持ちを持っているはずです。だからこ
そ、まずは今一度この問題を強く意識していき
ましょう。
　ゴミが海を汚すことのないように適切に処分
すること。出来る限りゴミを出さない生活を心
がけること。数十年先でも綺麗な海で、私たち、
そして子供たちがその恵みを受けられるように、
この問題に積極的に取り込んでいきましょう。

1.貧困をなくそう
「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」
2.飢餓をゼロに
「飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する」
3.すべての人に健康と福祉を
「あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する」
4.質の高い教育をみんなに
「すべての人々へ包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を
促進する」
5.ジェンダー平等を実現しよう
「ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う」
6.安全な水とトイレを世界中に
「すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」

7.エネルギーをみんなに、そしてクリーンに
「すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを確保する」
8.働きがいも経済成長も
「包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい雇用を促進する」
9.産業と技術革新の基盤をつくろう
「強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及び技術革新の推
進を図る」
10.人や国の不平等をなくそう
「各国内及び各国間の不平等を是正する」
11.住み続けられるまちづくりを
「包摂的で安全かつ強靱で持続可能な都市及び人間居住を実現する」
12.つくる責任つかう責任
「持続可能な生産消費形態を確保する」
13.気候変動に具体的な対策を
「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる」
14.海の豊かさを守ろう
「持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する」
15.陸の豊かさも守ろう
「陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を
阻止する」
16.平和と公正をすべての人に
「持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法
へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂
的な制度を構築する」
17.パートナーシップで目標を達成しよう
「持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを
活性化する」

参考資料：令和4年版　環境白書（環境省）、WWFジャパンWEBサイト「海洋プラスチック問題について」

SDGs(Sustainable Development Goals)とは2015年9月の国連サミットにおいて、
193の全加盟国が合意した「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中で採択された国際目標です。

ここには2030年までに我々が達成すべき経済や社会、地球環境、
人権など多岐にわたる17の目標と169のターゲットが明示されています。

中でも目標14には「海の豊かさを守ろう」と、我々サーファーにとって最も密接な海に関わる問題が提起されています。

我々サーファーが強く持つべきSDGs（持続可能な開発目標）への意識

今意識すべきこと、行動すべきこと

実は海でみかけるゴミは、海で投棄
されたものばかりではありません。
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日本サーフィン連盟では、より多くの方々
に安全にサーフィンを楽しんでいただくた
めにNSA会員の方にはもちろん、一
般サーファーの皆さんにも本連盟監修の
『サーファーズ ルール＆マナー」ブックを
無料配布しています。本連盟の協力店
やイベント会場などで見つけたら是非、
手に取ってみてください。安全で楽しい
サーフィンライフに役立つルールとマナ
ーの情報が詰まっています。

サーフィンの事故が増加しています。そのいくつかは裁判になるほど深刻な事故
となっています。しかしほとんどの事故は未然に防げたものや、また相手がい
る場合は、どちらか一方に100％過失があると言いがたいものが多いようです。
自分自身の行動に責任を持って、だれにも迷惑をかけないハッピーサーフィンを
心がけましょう。

パドル（*5）して沖に向かうことをゲッティングアウト（*6_※以下ゲット）と言い
ますが、そのときは同じようにゲットしているサーファーの真後ろについてはい
けません。そのサーファーが波に押し戻されてあなたにぶつかり、ケガをする
可能性が高いからです。
*5_手で漕ぐこと
*6_沖へ向かうこと

ゲットしているときはライディングしているサーファーと接近することがよくあり
ます。ライディングエリアはサーフポイントによってさまざまですが、もしライデ
ィングエリアをさけてゲットできるならそのルートで沖に向かいましょう。もしそ
れが無理ならば、よく注意してすみやかにそのエリアを通過し、サーファーの
邪魔をしないように沖に出ましょう。

サーフィンには「ピーク優先」というゴールデンルールがあります。これは世界中
どこのサーフポイントでも共通のルールで、ピーク（*1）に最も近いサーファーが
波に乗る優先権があるということです。
*1_岸に向かって来たウネリが最初に崩れ始めるところ

海の上には独自のルールとマナーがあります。それは自然を相手にするスポーツだから。
特に初心者の方は知らないことも多く不安があるかもしれません。しかし、基本的なルールはシンプルです。

波乗りに関する基本的な10か条、ビギナーの方はもちろん、上級者の方も今一度ご確認を！

楽しく安全に波乗りを楽しむための基礎知識

サーファーは自分自身に責任を ドロップインはルール違反

ピーク優先

サーファーの真後ろでパドルしない

ライディングエリアでは要注意

ルールとマナーを守って
安全に楽しくサーフィン！

1

2

サーファーがすでにライディング（*2）している波に同じ方向へテイクオフしてしま
うことを、悪意があるないに関わらずドロップインと呼びます。これはルール違
反だけでなく危険な行為です。もしドロップインしてしまったときはすぐに相手に
謝るのがマナーです。サーファーはレギュラー（*3）、グーフィー（*4）の波の崩れ
る方向に合わせてライディングしてきます。あるサーファーがすでにライディング
している場合、そのサーファーの進路上からテイクオフしてはいけません。
*2_波に乗っている状態
*3_岸から見て左方向に崩れる波
*4_岸から見て右方向に崩れる波

3

4

5

サーフィンのルール＆マナー  10 か条
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ドルフィンスルー（崩れようとする波の直前でボードと共に潜り波をやり過ご
す方法）をしていたAのサーフボードが、ライディング中のBの顔面に激突し右
目下を直撃。

沖に向かってパドルしているAとライディング中のBが接触。AのボードがBの
頭部にあたり鼓膜が破裂。

AとBが同じ波に別の方向から向かい衝突しそうになった。二人はプルアウト
したが、その時にBのサーフボードがAの胸に当たり肋骨骨折。

海の中でヒヤッとしたことはありませんか？
サーフボードは、浮力で海の中から飛び出すことがあります。海の中ではしっかりと両手でコントロールしましょう。
混雑しているときは、特に注意が必要です。安全を確保しながら、無理なテイクオフなどは絶対にやめましょう。

ゲットしているときにテイクオ
フするサーファーとニアミスし
そうになった場合、そのサーフ
ァーの進行方向とは逆方向に
パドルするか、早めにダイブ（ド
ルフィンスルー）し、回避する
必要があります。

小さな波でサーフィンをしようとインサイド（*7）で波を待つと、他のサーファー
のライディングを妨害してしまうことがあります。もし波がブレイクしたらサーフ
ァーたちがどの方向に進むか、予測をたてて邪魔にならないように心がけまし
ょう。またサーファーが乗ってきたら、そのサーファーよりもアウトサイド（*8）
に向かい、そのサーファーの集中をさまたげないようにしましょう。
*7_岸側　*8_沖側

ゲット中に、ライディングしているサーファーがあなたに気付かずに接近してき
たら、“Hey!”など、声を出して注意をうながしましょう。太陽の光などであな
たが見えにくいときがあります。

もしあなたがもう充分にサーフィンができる実力があったら次のお願いがありま
す。ビギナーはあなたの邪魔をするつもりなんてないのです。ニアミスしそうな
ときは早めにプルアウト（*9）して、やさしく指導してあげてください。
*9_ライディングを自分の意志でコントロールしながら終了するテクニック

世界のライフセービングには共通のサインがあります。そのひとつは両手を大
きく振ること。これは助けを求めるサインです。オーストラリアでは日本人サー
ファーが、彼女がビデオを撮っているので両手を振ったらライフセーバーがやっ
てきたという笑えないお話があります。

テイクオフ優先 いつも予測していよう

声を出す
プルアウトはお早めに

彼女、彼氏がいても両手を振るな

【衝突事故に注意！】 Collision alert

主な事故例

Warning Caution Accident

CASE 1

CASE 2

CASE 3

ゲットしているときにテイクオ
フするサーファーとニアミスし
そうになった場合、そのサーフ
ァーの進行方向とは逆方向に
パドルするか、早めにダイブ（ド
ルフィンスルー）し、回避する

テイクオフ優先6

7

8

9

10
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ー 「海」の特性からみる危険についてや、もし万が一事故に遭遇した場合の対処法、

また、「レスキュースレッドの乗り方」も確認しておきましょう！

ウォーター・レスキュー
サーファーとして知っておきたい海の危険とその対応

【セルフディフェンス・まず、自分自身の安全の確保を】

体調管理をする

機材の劣化及び不備をチェックする 

・風邪気味などの時は、海に入るのをやめてください。
・サーフィンはハードなスポーツです。十分な体力と万全な体調で臨むのがベスト。
・十分な睡眠をとり、前日の深酒やサーフィン前の飲酒は禁物です。
・海に入る前に自分の体調を冷静に判断するようにしましょう。
・体調がすぐれない時は、サーフィンを見合わせる勇気を持ちましょう。

危険生物を知っておきましょう

日本でも、アカエイや、カツオノエボシ等の毒を持った海の危険生物によるサ
ーファーの被害が多数発生していますので注意してください。

海に入る時は、リーシュコードやカップ、カップとリーシュをつなぐヒモを確認し、
新しいコードや波に合ったボードを使用する等の注意が必要です。   

海上保安庁は、海上における事件・事故の緊急通報用の電話番号として警察の110番や消防の119番のように

局番なしの「118」番を設定していますので、緊急の場合は、以下の事項を守って対応してください。

要救助者を発見した場合の対応

1
周りの人に声を掛けて協力者を確保してください。

2
まず、１名は118番に通報します。

3
要救助者への対応は、単独では行わない。

海のコンディションと海の危険因子を知る

・陸上の目標物を定め、流されているかどうか知るのは基本ですが、一緒に来
た友人のポジションも常に気をつけることが必要です。
・切迫した危険な状態以外は、浮力を確保するサーフボードを捨てずに、早め
に救助を求めることが重要です。
・ 長時間漂流した時の保温対策として、ウエットスーツの着用はかかせません。

!!!重要!!! 要救助者を発見し、その対応をする場合、絶対に一人で行わな
いでください。1名は通報にまわり、複数で要救助者に対応して

ください。そして、その対応に直接かかわらない観察役の人もつけてください。

海の「もしも」は118番
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【事故発生時の対応 ・自身の身の安全が絶対条件】
初心者サーファーが流されていたり、溺水の状態等に遭遇した場合、救助は確
かに大事ですが、あくまでも、自身が二次災害に巻き込まれないことがなによ
りも重要です。実務の水難救助は、海上保安官や消防官が行います。我々は、
その事故に対する初動対応をできる範囲で行うことを充分に理解してください。

以下に挙げる各種の手法は、基本的には訓練が必要です。知っているとできる
とでは大きな違いがありますので、あくまでもできる範囲で対応いただくよう重
ねてお願いいたします。

サーフボードは要救助者の浮力体として利用する

　　　  意識のある要救助者
まず、要救助者に接近した際パニックで飛び掛かられる恐れがないことを確認
し、 落ち着くように話しかけ安全な方向に誘導してあげましょう。離岸流（沖に
流される潮流）を逆行して岸に帰ろうとし、帰れなくなり体力を消耗し流されてい
る場合が多いです。パドリングの体力が残っていない場合は、自分のリーシュ

をつかませて引っ張ってあげても良いですが、後ろから来た波に押され要救助
者が自分に衝突する可能性もありますので、十分に注意しましょう。引っ張って
帰るのは、相当な体力を消耗します。やはり、交代も考え監視役と合わせて複
数で対応するようにしましょう。

　　　  意識の無い要救助者
要救助者が意識の無いように見えても、近づいた時に急に飛び掛かられることも
考えられます。 前記のように要救助者に近づくときは、十分に気を付けてください。

要救助者を確保し、自分の足の方に移動させます。 要救助者の脇の下から足を入れ、要救助者が仰向けになるように挟
み込む。

自分の両足を要救助者の脇の下から通し要救助者の胸のあたり
で足を閉じ固定する。

自らそのままパドリングで搬送を開始する。

Case 1

Case 2

1 3

5

2

4

要救助者のボードを要救助者の頭の方向にノーズ
がくるように裏返しにします。

レールを要救助者の脇にはさみ、ボードを反転させ
ると簡単にボードの上に乗せることができる。

搬送方法は、岸から近い場合は、そのまま要救助
者をボードと一緒に横からかかえる様に保持し、泳
いで岸に帰ります。

自身のボードは、足についているリーシュでそのまま
引っ張って帰っても大丈夫ですが要救助者の浮力
体として使った要救助者のボードの下に重ね、一緒
に抱えて泳いでも結構です。

1 2 3 4
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要救助者のボードを要救助者の頭の方向にノーズ
がくるように裏返しにします。

レールを要救助者の脇にはさみ、ボードを反転させ
ると簡単にボードの上に 乗せることができる。

要救助者をボードの上に乗せ、落ちないようにバラ
ンスをとる。

要救助者の後ろに乗りこみパドリングで移送します。

ロングボード編

レスキュー・スレッドへの乗込み方について

要救助者をボードに乗せる方法は同じです。ただ、搬送方法は、自分がボード
に一緒に乗り込みパドリングで移送します。少しテクニックは要りますが、9フ

選手が競技中に体調の急変悪化（怪我含）、急な気象悪化（波高含）、ボード折れ、
リーシュ切れ、危険生物等の様々な要因により救助や非難の必要が発生した場
合、海上にて安全管理に就いている水上オートバイがレスキューピックアップを

ィートのボードで男性を同方法で搬送した実績はあります。もし、難しいようで
したら、リーシュを利用して牽引してください。

行います。
その際に水上オートバイの後部に装着されている「レスキュー・スレッド」（以下RS
と略）に乗込む必要があります。その乗込み方について以下に解説いたします。

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3

4 5

　　　  自力でパドリングができる場合は、パドリングの姿勢のままRSに乗込みます。

　　　  自力でパドリングが出来ない場合や、波のブレイクポイントでボードと共に乗り込む時間が無く、早急にその場を離
れなければいけない時などは、体だけでRSに乗込みます。ボードは、そのまま引きずるようになりますが、ブレイクポイント
等の危険な場所から回避出来た後に、ボードを回収します。また、移動時の水圧でリューシュが切れた場合でも別の水上オ
ートバイが回収します。まずは、体の安全を最優先にして下さい。

Case 1

Case 2

※レスキューピックアップの際は、波や気象状況、
潮流、選手の技術・意識・気力、場所等いつも
条件が違います。基本的な乗込み方はご理解いた
だいたうえで現場においては、水上オートバイのレ
スキューオペレーターの指示に従ってください。

ショートボード

ロングボード
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【心肺蘇生】について

【裂傷等の対応】

搬送したら次に心肺蘇生を行います。現在、世界の心肺蘇生のガイドラインが
5年ごとに変更になっており一般市民向けには人工呼吸を行うよりも胸骨圧迫を
優先して行うようになっています。ただ、これは街中（陸上）用の考え方であるこ

と。正確な人工呼吸が難しいのでその人工呼吸に手間取るよりも胸骨圧迫を行
った方が良いとの考えからになっています。しかし、溺水の場合は、できれば人
工呼吸を行った方が良いとされています。

1	 気道の確保　※注 すでに海上で意識なし及び心肺停止状態の場合

 

2	 胸骨圧迫　※胸の真ん中　※真上から垂直に押さえる

	 ・強く（胸が少なくても5センチ沈むまで） 
	 ・速く（１分間に100 〜 120回のテンポで）
	 ※30回 但し、胸骨圧迫だけの場合は、蘇生するまで継続 ・絶え間なく

3	 吹き込み2回
	 （空気が正確に入っているかは要救助者の胸の動きで判断します） 
	 ★上記を繰り返す心肺蘇生は、救急隊に引き継ぐかAEDの指示があるまで、あるいは要救助者が
	 動き出すまで続けます。もちろん、救急車の要請と近くにあるAEDは別の人が手配をしてください。
	 ※AEDはスイッチを入れると自動音声で使い方がガイドされますので、その指示にしたがってください。
	 ただ、溺水の場合は体が濡れているので要救助者も自分もよく水分を拭き取ることを忘れないように注意してください。

直接圧迫止血法
直接圧迫止血法は、一般市民ができる止血法です。間接圧迫止
血法等は、一定の知識が必要になります。また、血液に触れる可
能性がありますので、感染症を防止するために、手当を実施する
人はビニールやゴムの手袋を着用するなどして、直接、血液に触
れないようにします。飛び散った血液が、身体に付着しないように
注意して行います。止血や出血している創傷の手当を行った時は、
速やかに石鹸等を用いて流水により手を洗います。
①出血部位を押さえるために用いるガーゼや布は清潔であり、厚
みのあるものであること。出血部位を十分に覆うことのできる大き
さがあること。
②圧迫の要領として、片手で圧迫しても止血できない時は、両手
で圧迫したり、体重をかけて圧迫し、止血をします。
※注 画像では素手で実施しておりますが、実際には塩ビ手袋等を着用します

人工呼吸の場合、画像にあるような感染防止器具が必
ず必要です。もし、持っていない場合や人工呼吸法に

自信がない場合は、胸骨圧迫のみを行ってください。感染防止器具
には、画像のようなものの他にコンパクトな携帯用のものもあります。

!!!重要!!!

!!!救急箱は常に
積んでおきましょう!!!

■ご紹介させていただいたのは、頁スペースの都合上、一部になります。さらに詳しいことや実際に
練習してみたい方がいらっしゃいましたら、NSA 主催大会にて我々、一般社団法人ウォーターリスク
マネジメント協会が大会ライフガードに入らせていただいておりますので、お気軽にライフガードテン
トにお越しいただければ、各種対応の練習や救急法をお話させていただきます。

■一般社団法人ウォーターリスクマネジメント協会
〒105-6027　東京都港区虎ノ門4-3-1 城山トラストタワー 27階
TEL : 03-5403-3488
https://pwcr-wrma.org/　

ふたりで行う場合の一例

1 2 3 4
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4	 浜矢　凪	 大分	 ジュニア	 45,590
5	 友重　達郎	 千葉東	 マスター	 44,000
6	 髙井　悠二朗	 湘南西	 キッズ	 43,200
7	 古川　光彦	 千葉東	 シニア	 40,280
8	 髙井　汰朗	 湘南西	 ボーイズ	 37,920
9	 藤本　世音	 学連	 メン	 37,687
10	 石川　拳大	 学連	 メン	 36,640
11	 金沢　太規	 徳島	 ジュニア	 36,570
12	 米山　珠波瑠	 鹿児島	 ボーイズ	 35,750
13	 鈴木　耀竣	 湘南藤沢	 メン	 35,670
14	 菊地　一汰	 宮城仙台	 ボーイズ	 33,830
15	 永谷　オダイ	 宮崎	 ボーイズ	 33,644
16	 久野　孝	 徳島	 カフナ	 32,420
17	 小野　誠	 茨城波崎	 シニア	 31,890
18	 髙橋　誠	 宮城仙台	 カフナ	 31,090
19	 中村　直樹	 茨城波崎	 マスター	 30,290
20	 斎藤　真一	 大分	 マスター	 30,230
21	 飯田　翔斗	 千葉銚子	 キッズ	 29,750
22	 足立　海世	 静岡伊豆	 ボーイズ	 29,500
23	 宗政　利夫	 湘南西	 マスター	 29,400
24	 石山　汰一	 千葉東	 ボーイズ	 29,316
25	 佐藤　頼斗	 千葉東	 ボーイズ	 29,190
26	 安部　亙	 茨城南	 シニア	 28,860
27	 西野　龍成	 大阪	 ジュニア	 28,634
28	 小林　建一郎	 東京	 Gマスター	 27,873
29	 平野　太郎	 湘南鎌倉	 カフナ	 27,690
30	 志村　仁	 千葉西	 カフナ	 27,570
31	 加計　正成	 湘南藤沢	 メン	 24,986
32	 大塚　昂摩	 千葉西	 キッズ	 24,696
33	 都築　然	 愛知	 ジュニア	 24,510
34	 宍戸　健太	 福島	 マスター	 24,393
35	 安室　弦	 徳島	 メン	 24,364
36	 本田　匡世	 湘南西	 メン	 24,350
37	 橋本　太陽	 湘南西	 ジュニア	 24,217
38	 都築　成海	 湘南西	 キッズ	 24,048
39	 鈴木　慈英	 千葉南	 ボーイズ	 24,000
40	 小松　凛輝	 横浜	 メン	 23,760
41	 田邊　大成	 千葉東	 キッズ	 23,574
42	 豊田　泰史	 千葉西	 Gマスター	 23,390
43	 西野　拳史	 徳島	 ジュニア	 23,373
44	 五来　潤	 茨城北	 マスター	 23,190
45	 原　安澄	 静岡伊豆	 Gマスター	 23,150
46	 中村　義浩	 宮崎	 カフナ	 22,610
47	 島田　稔也	 宮崎	 マスター	 21,730
48	 小笹　雅也	 千葉西	 シニア	 21,650
49	 村上　英令	 宮城仙台	 マスター	 21,623
50	 宇野　雅志	 宮崎	 ボーイズ	 21,600
51	 石田　佳央	 横浜	 マスター	 21,123
52	 持齋　心	 千葉東	 メン	 20,924

レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント
53	 大江　陽一郎	 千葉西	 マスター	 20,850
54	 友重　リキ	 千葉東	 ボーイズ	 20,332
55	 秋山　大晴	 湘南茅ケ崎	 ジュニア	 19,649
56	 川畑　永芯	 宮崎	 ジュニア	 19,584
57	 田鎖　俊之介	 宮城仙台	 キッズ	 19,492
57	 吉野　祐生	 静岡３区	 シニア	 19,492
59	 阿部　淳	 湘南鎌倉	 Gマスター	 19,444
60	 和氣　陸人	 湘南茅ケ崎	 ジュニア	 19,424
61	 野中　秀馬	 湘南西	 キッズ	 19,280
62	 西田　陽登	 宮崎	 ジュニア	 19,160
63	 松倉　円	 北海道	 シニア	 18,873
64	 緒方　申八	 宮崎	 Gマスター	 18,536
65	 野中　渓佑	 高知	 メン	 18,470
66	 木村　美海	 茨城南	 メン	 18,416
67	 酒井　正洋	 千葉東	 シニア	 18,330
67	 三木　望未	 宮崎	 ボーイズ	 18,330
69	 水上　寛斗	 静岡伊豆	 ボーイズ	 18,160
70	 大住　唯斗	 大阪	 ジュニア	 18,152
71	 窪田　海琉	 横浜	 キッズ	 17,896
72	 小野　里弦	 静岡伊豆	 ボーイズ	 17,857
73	 石井　芯磨	 千葉南	 キッズ	 17,756
74	 寺田　文太	 千葉東	 ジュニア	 17,340
75	 舟野　認	 宮城仙台	 シニア	 16,835
76	 中野　茂	 福岡	 Gマスター	 16,820
77	 小嶋　大地	 宮城仙台	 シニア	 16,811
78	 白柏　歓大	 湘南茅ケ崎	 ジュニア	 16,188
79	 石塚　樹	 千葉東	 キッズ	 16,156
80	 吉野　大郎	 山梨	 キッズ	 15,792
81	 木村　圭佑	 福島	 シニア	 15,787
82	 伊藤　健汰	 千葉西	 メン	 15,416
83	 小杉　究	 湘南藤沢	 メン	 15,125
84	 富塚　俊介	 湘南藤沢	 シニア	 15,000
85	 森永　健太郎	 徳島	 マスター	 14,588
86	 大石　唯楓	 静岡３区	 メン	 14,404
87	 井出　牧雄	 静岡伊豆	 マスター	 14,368
88	 石橋　雅史	 千葉南	 シニア	 14,312
89	 原田　光	 宮崎	 シニア	 14,310
90	 強矢　凛太郎	 群馬	 ボーイズ	 14,150
91	 今福　カレン	 横浜	 ボーイズ	 14,050
92	 薮内　大河	 愛知	 メン	 13,947
93	 飯田　夕惺	 千葉銚子	 キッズ	 13,680
94	 浦﨑　陽平	 三重	 キッズ	 13,440
95	 栗本　和宏	 大阪	 マスター	 13,428
96	 宇野　雅晴	 宮崎	 キッズ	 12,924
97	 宮澤　輝	 千葉東	 ジュニア	 12,768
98	 菊地　汰士	 宮城仙台	 ボーイズ	 12,737
99	 武田　生央	 茨城南	 ボーイズ	 12,722
100	 三木　正行	 宮崎	 マスター	 12,584

全国的に新型コロナ感染症の防止策が解除された2023年。
選手、役員もすべて個人の判断で感染症対策を講じ、主催大会4戦、

公認大会21戦、全25戦が開催された

2023年度 
ポイントランキング結果

統合ポイントランキングトップ100&50

湘南茅ケ崎支部
キッズクラス
52,760pt

和氣　堆人
千葉南支部
カフナクラス
49,260pt

坂本　應尚
湘南西支部
Gマスタークラス
47,330pt

磯部　康典

熾烈な戦いを繰り広げた選手たち。

最も活躍した選手は誰？

2023年度

MENS OPEN

各ランキングの全選手一覧はこちら！ 

1 2 3
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4	 清永　亜希子	 湘南茅ケ崎	 Sウィメン	 39,770
5	 大江　なぎさ	 千葉西	 Sウィメン	 38,950
6	 田上　さくら	 愛知	 Sウィメン	 36,040
7	 荻原　浩子	 千葉西	 Sウィメン	 34,770
8	 鈴木　莉珠	 千葉南	 ガールズ	 33,460
9	 大庭　風美	 福岡	 ウィメン	 31,910
10	 登坂　祐妃	 湘南藤沢	 ガールズ	 31,170
11	 菱沼　富美	 千葉南	 Sウィメン	 29,570
12	 馬場　心	 静岡伊豆	 ガールズ	 28,170
13	 平田　咲帆	 宮崎	 ガールズ	 27,390
14	 髙橋　莉衣奈	 千葉銚子	 ガールズ	 27,090
15	 髙橋　結奈	 千葉銚子	 ガールズ	 25,650
16	 草深　心虹	 三重	 ガールズ	 20,499
17	 上門　涼風	 徳島	 ウィメン	 19,507
18	 澤田　七奈緒	 湘南茅ケ崎	 ウィメン	 18,970
19	 山田　麻由美	 静岡伊豆	 Sウィメン	 18,620
20	 山本　優香	 愛知	 ウィメン	 18,594
21	 窪田　怜	 川崎	 ガールズ	 18,287
22	 八尋　彩子	 大阪	 ウィメン	 18,215
23	 菅谷　帆那	 湘南藤沢	 ウィメン	 17,641
24	 日比野　リナ	 大阪	 ガールズ	 16,276
25	 小田　唯鈴	 湘南西	 ガールズ	 15,767
26	 森　舞果	 静岡３区	 ガールズ	 15,707
27	 飯塚　美空	 湘南茅ケ崎	 ガールズ	 15,549

4	 土屋　貴洋	 湘南藤沢	 LBメン	 40,267
5	 今井　康平	 湘南藤沢	 LBメン	 37,443
6	 佐藤　雄亮	 湘南藤沢	 LBメン	 35,874
7	 藤原　健	 湘南藤沢	 LBマスター	 26,460
8	 武田　真一	 宮城仙台	 LBメン	 26,270
9	 小崎　宗大	 湘南茅ケ崎	 LBマスター	 22,190
10	 大池　義博	 埼玉南	 LBマスター	 20,150
11	 黒野　崇	 湘南藤沢	 LBマスター	 18,720
12	 市原　由大	 湘南藤沢	 LBメン	 18,500
13	 秦野　真一	 湘南藤沢	 LBマスター	 15,910
14	 小山　俊樹	 千葉西	 LBマスター	 15,737
15	 野口　泰男	 千葉銚子	 LBマスター	 14,593
16	 上田　真司	 湘南藤沢	 LBメン	 14,530
17	 高岡　潤史	 福島	 LBメン	 14,456
18	 鬼塚　秀之	 湘南茅ケ崎	 LBマスター	 14,261
19	 村山　聖	 相模原	 LBメン	 13,500
20	 横手　倫太朗	 湘南茅ケ崎	 LBメン	 13,494
21	 佐野　十志哉	 福井	 LBマスター	 13,118
22	 中山　智資	 徳島	 LBマスター	 13,070
23	 鈴木　頼聰	 宮城仙台	 LBマスター	 12,643
24	 杉江　彰規	 湘南西	 LBメン	 12,617
25	 大坪　宣明	 佐賀	 LBマスター	 12,392
26	 桑野　正明	 茨城南	 LBマスター	 12,210
27	 久保　健一	 湘南茅ケ崎	 LBマスター	 11,940

レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 クラス	 トータルポイント

28	 石井　友香里	 宮崎	 Sウィメン	 15,000
29	 中泉　亜紀	 千葉東	 Sウィメン	 14,944
30	 山田　栞	 福島	 ウィメン	 14,450
31	 神谷　真理子	 愛知	 Sウィメン	 14,172
32	 湯川　順子	 湘南西	 Sウィメン	 13,913
33	 長崎　来海	 島根	 ガールズ	 13,896
34	 清水　心春	 熊本	 ガールズ	 13,607
35	 杢谷　莉央	 静岡３区	 ガールズ	 13,328
36	 松本　望	 佐賀	 ウィメン	 12,776
37	 小川　斐菜乃	 静岡伊豆	 ガールズ	 12,732
38	 KIMVIJU	 宮崎	 ガールズ	 11,689
39	 中原　由未	 愛知	 Sウィメン	 10,972
40	 飯塚　麻以	 千葉銚子	 Sウィメン	 10,964
41	 木津　優芽	 千葉東	 ガールズ	 10,956
42	 田中　亜弥	 徳島	 Sウィメン	 10,901
43	 花井　澄香	 三重	 ガールズ	 10,148
44	 平井　こいまり	 湘南鎌倉	 ガールズ	 10,048
45	 荒井　美佳子	 鹿児島	 Sウィメン	 9,600
46	 百合草　綾	 宮崎	 Sウィメン	 9,420
47	 竹原　由佳	 千葉南	 Sウィメン	 9,265
48	 田部井　加菜子	 千葉西	 Sウィメン	 9,090
49	 伊波　優月	 湘南藤沢	 ガールズ	 8,890
50	 石田　海夏	 千葉西	 ガールズ	 8,610	

28	 髙橋　立太	 新潟１区	 LBマスター	 11,905
29	 釣田　克則	 岡山	 LBマスター	 11,810
30	 大森　伸悟	 湘南藤沢	 LBマスター	 11,444
31	 鯨岡　誠	 湘南鎌倉	 LBマスター	 11,436
32	 森　睦亘	 静岡３区	 LBマスター	 11,396
33	 森山　貴幸	 栃木	 LBメン	 10,874
34	 林　淳一	 横浜	 LBマスター	 10,860
35	 井口　総一郎	 静岡３区	 LBマスター	 10,670
36	 酒井　達矢	 静岡３区	 LBメン	 10,584
37	 野地　洋孝	 埼玉南	 LBマスター	 10,494
38	 尾崎　賢	 三重	 LBマスター	 9,836
39	 星　雅就	 福島	 LBメン	 9,620
40	 大山　弘晃	 湘南茅ケ崎	 LBマスター	 9,407
41	 杉本　裕樹	 埼玉南	 LBマスター	 9,164
42	 中野　宏己	 湘南藤沢	 LBメン	 8,968
43	 阿部　龍亮	 宮城仙台	 LBメン	 8,841
44	 井上　誠	 宮崎	 LBマスター	 8,772
45	 岩田　信彦	 東京	 LBマスター	 8,120
46	 和田橋　潤	 千葉西	 LBメン	 7,950
47	 戸井田　雅秋	 横浜	 LBマスター	 7,877
48	 伊藤　竜彦	 福島	 LBメン	 7,827
49	 朝本　純功	 湘南茅ケ崎	 LBマスター	 7,800
50	 加藤　和紀	 徳島	 LBメン	 7,666

WOMENS OPEN

LONGBOARD MENS OPEN

千葉南支部
ガールズクラス
44,960pt

湘南藤沢支部
LBマスタークラス
57,210pt

石井　有沙

渡辺　真通

横浜支部
ガールズクラス
44,390pt

千葉銚子支部
LBメンクラス
48,920pt

清水　ひなた

北村　健一

横浜支部
ガールズクラス
40,430pt

東京支部
LBマスタークラス
42,730pt

清水　ひなの

小林　寛

1

1

2

2

3

3
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ショート、ロング、ボディボード、合計16クラスの年間ランキングが決定。
ここでは、2023年度の上位30名を発表。世界で活躍する事を視野に入れた、

成長が著しい将来有望な子供達から経験豊富なベテランサーファーまで、多彩な顔ぶれをチェックしよう。

4	 大塚　昂摩	 千葉西	 24,696
5	 都築　成海	 湘南西	 24,048
6	 田邊　大成	 千葉東	 23,574
7	 田鎖　俊之介	 宮城仙台	 19,492
8	 野中　秀馬	 湘南西	 19,280
9	 窪田　海琉	 横浜	 17,896
10	 石井　芯磨	 千葉南	 17,756
11	 石塚　樹	 千葉東	 16,156
12	 吉野　大郎	 山梨	 15,792

4	 永谷　オダイ	 宮崎	 33,644
5	 足立　海世	 静岡伊豆	 29,500
6	 石山　汰一	 千葉東	 29,316
7	 佐藤　頼斗	 千葉東	 29,190
8	 鈴木　慈英	 千葉南	 24,000
9	 宇野　雅志	 宮崎	 21,600
10	 友重　リキ	 千葉東	 20,332
11	 三木　望未	 宮崎	 18,330
12	 水上　寛斗	 静岡伊豆	 18,160

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

13	 飯田　夕惺	 千葉銚子	 13,680
14	 浦﨑　陽平	 三重	 13,440
15	 宇野　雅晴	 宮崎	 12,924
16	 中鉢　晴心	 湘南茅ケ崎	 11,960
17	 伊波　洋介	 湘南藤沢	 8,740
18	 村上　慶砥	 北海道	 6,880
19	 齊藤　魁一	 宮崎	 5,968
20	 桑原　叶夢	 千葉西	 5,668
21	 安藤　蓮空	 湘南藤沢	 5,104

13	 小野　里弦	 静岡伊豆	 17,857
14	 強矢　凛太郎	 群馬	 14,150
15	 今福　カレン	 横浜	 14,050
16	 菊地　汰士	 宮城仙台	 12,737
17	 武田　生央	 茨城南	 12,722
18	 吉田　琥太郎	 湘南茅ケ崎	 11,927
19	 藤原　大	 湘南藤沢	 11,890
20	 佐藤　友	 千葉東	 11,310
21	 鳥養　快斗	 湘南茅ケ崎	 11,238

22	 比嘉　秀太郎	 沖縄	 4,904
23	 原田　海真	 千葉東	 4,880
24	 加藤　琉碧	 湘南茅ケ崎	 4,873
25	 多田　七海	 湘南茅ケ崎	 4,861
26	 杉﨑　海太	 湘南藤沢	 4,721
27	 小笹　樹八	 宮崎	 4,532
28	 前田　珀	 湘南西	 4,448
29	 馬原　永年	 宮崎	 4,432
30	 岡本　幸真	 大阪	 4,196

22	 国重　波音	 湘南藤沢	 10,910
23	 小西　一粋	 千葉銚子	 10,788
24	 藤谷　日向	 湘南茅ケ崎	 10,400
25	 小林　浩太朗	 宮崎	 10,332
26	 久保池　大和	 静岡３区	 10,124
27	 湯之前　匠	 大阪	 9,840
28	 中鉢　心人	 湘南茅ケ崎	 9,358
29	 田中　志門	 千葉東	 9,247
30	 松野　太郎	 千葉東	 8,857

湘南茅ケ崎支部
52,760pt

湘南西支部
37,920pt

湘南西支部
43,200pt

鹿児島支部
35,750pt

千葉銚子支部
29,750pt

宮城仙台支部
33,830pt

和氣　堆人

髙井　汰朗 米山　珠波瑠 菊地　一汰

1. 神奈川県茅ケ崎市　2. 茅ケ崎
チサン、パーク　3. 7年　4. ジュニ
アオープンで優勝して、U16のISA
ワールドジュニアに出場して優勝する
こと。ボーイズ年間ランキング1位に
なること

1. 神奈川県　2. 平塚 生コン　3. 8
年　4. ボーイズクラスではレベルがど
んどん上がっており、2023年はギリギ
リで１番になれました。しかし今年から
また、どんどんレベルが上がっていくと
思うので、その中で今年もランキング
１番になりたいです。また、去年出場
したISA世界ジュニア選手権大会で
はメダルを取ることができなかったため、
今年のISA世界ジュニア選手権大会
の舞台にリベンジして、メダルを取るこ
とを目標に今年１年がんばります

1. 神奈川県　2. 平塚・生コン　
3. 5年　4. サーフィンをもっと楽
しみたい。いろいろな場所に行き、
上手な人たちと一緒にサーフィンを
して、上手くなること。今年から中
学生になるので、勉強もサーフィン
も頑張ります

1. 鹿児島県　2. 鹿児島 南薩 頴
娃エリア　3. 5年　4. 世界に通用
するサーフィンを目指して実力を伸
ばしていける様に頑張りたいです

1. 千葉県　2. 千葉北・きゅうかん
3. 6年　4. 全日本優勝。全米チャ
ンピオン

1. 宮城県多賀城市　2. 仙台新港
3. 7年　4. ポイントランキング1
位、プロ、格好いいサーフィンを
する。ワールドジュニアチャンピオ
ンになる

※アンケートの質問内容　1. 出身地　2. ホームポイント　3. サーフィン歴　4. 2024年の目標

クラス別ポイントランキング
2023年度

KIDS CLASS

BOYS CLASS

1

髙井　悠二朗

2

飯田　翔斗

3

1 2 3
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大分支部
45,590pt

学連支部
37,687pt

千葉東支部
40,280pt

徳島支部
36,570pt

学連支部
36,640pt

茨城波崎支部
31,890pt

大阪支部
28,634pt

湘南藤沢支部
35,670pt

茨城南支部
28,860pt

浜矢　凪

藤本　世音

古川　光彦

金沢　太規

石川　拳大

小野　誠

西野　龍成

鈴木　耀竣

安部　亙

1. 大分県　2. 大分、宮崎　3. 10
年　4. サーフィンの質を上げる

1. 徳島県　2. 生見海岸　3. 12年
　4. 2024年度から国際基督教大
学の4年生になります。まずは大
学卒業を第一目標とし、サーフィ
ンでは積極的にコンテストなどに
出場しながら良い映像を残し、学
生サーファーとしての確立を目指し
ていきます

1. 千葉県片貝　2. 片貝中央　3. 
30年ぐらい　4. 全日本優勝

1. 高知県　2. 生見、海部　3. 10
年　4. 学業とサーフィンを両立して
頑張ります

1. 神奈川県　2. 湘南　3. 25年　
4. 2024年もランキングトップを目指
し、良いパフォーマンスができるよう
に頑張ります。応援よろしくお願いい
たします

1. 千葉県　2. 波崎　3. 24年　4. 
全日本優勝

1. 大阪府　2. 鳥取、生見　3. 6
年　4. ジュニアオープンで優勝して
日本代表になって世界戦で優勝する
こと

1. 神奈川県 鵠沼　2. 鵠沼　3. 
15年　4. 驚きのある面白いサーフィ
ンをする

1. 茨城県　2. 茨城鹿嶋24下　3. 
26年　4. 自分にとって最後のシニア
クラスとなるため、悔いのないよう初
心の気持ちを忘れずチャレンジ精神
のもと、全日本サーフィン選手権大
会優勝を目指し全力で頑張ります

4	 都築　然	 愛知	 24,510
5	 橋本　太陽	 湘南西	 24,217
6	 西野　拳史	 徳島	 23,373
7	 秋山　大晴	 湘南茅ケ崎	 19,649
8	 川畑　永芯	 宮崎	 19,584
9	 和氣　陸人	 湘南茅ケ崎	 19,424
10	 西田　陽登	 宮崎	 19,160
11	 大住　唯斗	 大阪	 18,152
12	 寺田　文太	 千葉東	 17,340

4	 加計　正成	 湘南藤沢	 24,986
5	 安室　弦	 徳島	 24,364
6	 本田　匡世	 湘南西	 24,350
7	 小松　凛輝	 横浜	 23,760
8	 持齋　心	 千葉東	 20,924
9	 野中　渓佑	 高知	 18,470
10	 木村　美海	 茨城南	 18,416
11	 伊藤　健汰	 千葉西	 15,416
12	 小杉　究	 湘南藤沢	 15,125

4	 小笹　雅也	 千葉西	 21,650
5	 吉野　祐生	 静岡３区	 19,492
6	 松倉　円	 北海道	 18,873
7	 酒井　正洋	 千葉東	 18,330
8	 舟野　認	 宮城仙台	 16,835
9	 小嶋　大地	 宮城仙台	 16,811
10	 木村　圭佑	 福島	 15,787
11	 富塚　俊介	 湘南藤沢	 15,000
12	 石橋　雅史	 千葉南	 14,312

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

13	 白柏　歓大	 湘南茅ケ崎	 16,188
14	 宮澤　輝	 千葉東	 12,768
15	 相川　伊吹	 千葉南	 10,549
16	 宮沢　琉久	 東京	 9,008
17	 藤井　拓斗	 千葉東	 7,640
18	 相原　鼓太	 千葉銚子	 7,420
19	 中出　陽	 石川	 7,072
20	 早坂　健汰	 宮城仙台	 6,603
21	 浮本　海希	 大阪	 6,452

13	 大石　唯楓	 静岡３区	 14,404
14	 薮内　大河	 愛知	 13,947
15	 吉野　菜	 学連	 11,466
16	 築島　拓海	 千葉西	 11,449
17	 山口　大介	 千葉銚子	 10,291
18	 末崎　晃太	 東京	 10,110
19	 窪田　栞太	 東京	 9,953
20	 岩本　功太	 千葉東	 9,720
21	 藤井　徳大	 宮崎	 7,866

13	 原田　光	 宮崎	 14,310
14	 山中　峰喬	 静岡伊豆	 12,334
15	 三好　全	 茨城波崎	 11,064
16	 小幡　政美	 湘南西	 10,200
17	 松本　信吾	 千葉南	 10,014
18	 仲村　一智	 三重	 9,600
19	 田村　和巳	 千葉東	 9,223
20	 真木　健一	 愛知	 8,896
21	 梅原　利亮	 静岡伊豆	 8,576

22	 布方　勇海	 湘南藤沢	 6,432
23	 真栄城　桜斗	 沖縄	 5,980
24	 高島　一吹	 宮崎	 5,763
25	 濱崎　翔太	 静岡２区	 5,700
26	 高木　虹陽	 湘南茅ケ崎	 5,372
27	 水嶋　克海	 愛知	 5,212
28	 岩崎　弘樹	 湘南西	 4,728
29	 酒井　仙太郎	 湘南藤沢	 4,680
30	 池田　壮太朗	 大阪	 4,513

22	 大橋　茅人	 湘南茅ケ崎	 7,770
23	 秋友　澪	 大阪	 6,734
24	 山田　琉太	 福岡	 6,208
25	 諸戸　英雄	 宮崎	 6,014
26	 熊谷　航	 宮城仙台	 5,933
27	 木原　一真	 千葉西	 5,652
28	 笹田　十夢	 大阪	 5,383
29	 田口　祐也	 千葉南	 5,326
30	 竹花　莉央	 湘南西	 5,261

22	 下田　泰成	 三重	 8,570
23	 山田　豊	 静岡伊豆	 8,328
24	 永井　耕介	 愛知	 8,252
25	 西村　和洋	 横浜	 7,921
26	 宮本　樹	 愛知	 7,849
27	 大江　良太	 茨城北	 7,800
27	 山田　桂司	 静岡３区	 7,800
29	 菅原　卓也	 宮崎	 7,552
30	 大瀧　忍	 福島	 6,883

JUNIOR CLASS

MEN CLASS

SENIOR CLASS

1 2 3

1 2 3

1 2 3
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千葉東支部
44,000pt

茨城波崎支部
30,290pt

大分支部
30,230pt

友重　達郎 中村　直樹 斎藤　真一

1. 東京都　2. いすみポイント　3. 
30年　4. ハードな波をメイクでき
るように身体をしっかりとキープし
ていきたい

1. 埼玉県新座市　2. 波崎　3. 
32年　4. 怪我なく、今より上手く
なる。いい波をつかむ。楽しみま
くる。三連勝！

1. 神奈川県茅ヶ崎市　2. 私の住
んでいる大分市周辺にはサーフィ
ンが出来る場所は一切ありませ
ん。その為、15年以上ホームポ
イントはありません　3. 30年　4. 
サーフポイントの近くに住んでいる
選手には技術力も体力も絶対に勝
てないので気持ちでは負けない様
な選手でいたいです　　　

4	 宗政　利夫	 湘南西	 29,400
5	 宍戸　健太	 福島	 24,393
6	 五来　潤	 茨城北	 23,190
7	 島田　稔也	 宮崎	 21,730
8	 村上　英令	 宮城仙台	 21,623
9	 石田　佳央	 横浜	 21,123
10	 大江　陽一郎	 千葉西	 20,850
11	 森永　健太郎	 徳島	 14,588
12	 井出　牧雄	 静岡伊豆	 14,368

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 栗本　和宏	 大阪	 13,428
14	 三木　正行	 宮崎	 12,584
15	 佐藤　弘一朗	 宮城仙台	 12,550
16	 朝日　公也	 高知	 11,900
17	 東峰　正樹	 湘南西	 10,600
18	 櫻井　一成	 静岡２区	 9,484
19	 中根　健一	 愛知	 9,248
20	 曽根　敬一朗	 静岡２区	 8,756
21	 金沢　直一	 徳島	 8,203

22	 鈴木　克己	 湘南茅ケ崎	 8,172
23	 猪狩　優樹	 福島	 8,095
24	 須山　賢一	 大阪	 7,960
25	 小崎　宗大	 湘南茅ケ崎	 7,798
26	 伊藤　昭	 千葉西	 7,778
27	 強矢　典男	 群馬	 7,692
28	 野口　明弘	 京都	 7,410
29	 庄司　喜幸	 湘南西	 6,092
30	 宮脇　雅志	 大阪	 5,949

湘南西支部
47,330pt

東京支部
27,873pt

千葉西支部
23,390pt

磯部　康典 小林　建一郎 豊田　泰史

1. 神奈川県平塚市　2. 花水川河
口　３. 38年　4. 公認大会のエン
トリーが素早く出来るようにスマホ
の練習をします。笑笑

1. 東京都　2. 千葉南、大会会場
　3. 40年　4. NSA主催大会で
の優勝 !! 健康でサーフィンを楽し
みたいです

1. 千葉県市川市　2. 志田下、片
貝、九十九里　3. 44年　4. 今年
からカフナクラスです。　心を整
え、技術を磨いて、体調と向き合
いながら少しでも良い成績を残せ
るよう努力します

4	 原　安澄	 静岡伊豆	 23,150
5	 阿部　淳	 湘南鎌倉	 19,444
6	 緒方　申八	 宮崎	 18,536
7	 中野　茂	 福岡	 16,820
8	 堀江　勝	 湘南西	 12,096
9	 松尾　潤	 千葉西	 11,412
10	 市川　義章	 千葉銚子	 11,302
11	 桑原　芳浩	 千葉南	 11,049
12	 小栗　大士	 千葉南	 10,828

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 伊熊　哲也	 静岡３区	 10,650
14	 梅津　直貴	 湘南西	 10,468
15	 﨑村　公彦	 宮崎	 10,400
16	 江澤　通伸	 東京多摩	 10,320
17	 青山　雄一	 千葉南	 9,900
18	 菅原　剛	 東京	 9,600
19	 小野澤　正樹	 千葉東	 8,872
20	 平田　輝志	 湘南茅ケ崎	 8,500
21	 谷口　弘和	 湘南西	 8,036

22	 奥田　修嗣	 湘南鎌倉	 7,800
23	 大田　達三	 宮崎	 7,568
24	 中村　哲也	 千葉西	 7,340
25	 松尾　俊彦	 福岡	 7,220
26	 石川　秀樹	 千葉東	 7,140
27	 関根　一男	 東京	 6,940
28	 辻本　義松	 湘南茅ケ崎	 6,648
29	 中港　信一	 千葉西	 6,464
30	 近藤　一祐	 宮崎	 6,300

千葉南支部
49,260pt

徳島支部
32,420pt

宮城仙台支部
31,090pt

坂本　應尚 久野　孝 髙橋　誠

1. 東京都　2. 鴨川、Ala Moana 
Park　3. 42年　4. 11度目の全日
本優勝を目指して、青春します！

1. 徳島県　2. 小松　3. 46年　
4. 全日本サーフィン選手権大会優
勝

1. 宮城県仙台市　2. 仙台新港　
3. 47年　4. 全日本優勝！グランド
チャンピオン！

4	 平野　太郎	 湘南鎌倉	 27,690
5	 志村　仁	 千葉西	 27,570
6	 中村　義浩	 宮崎	 22,610
7	 小谷　和宏	 大阪	 11,764
8	 田村　彰	 東京	 11,560
9	 三輪　真一	 静岡２区	 11,490
10	 佐藤　秀男	 湘南藤沢	 8,796
11	 石丸　義孝	 千葉東	 8,268
12	 真田　啓	 湘南鎌倉	 5,800

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 久保田　晃弘	 学連	 5,684
14	 小林　夏樹	 東京	 5,636
15	 時田　一央	 東京	 5,340
16	 白波瀬　靖	 千葉西	 5,108
17	 平野　武	 石川	 5,000
18	 中泉　菊弘	 千葉東	 4,885
19	 城田　孝昭	 千葉西	 4,144
20	 鈴木　弘章	 愛知	 3,900
20	 大西　明弘	 徳島	 3,900

22	 仙波　幸男	 宮崎	 3,696
23	 石川　達雄	 湘南鎌倉	 3,604
24	 小林　敏博	 福岡	 3,316
25	 伊藤　義隆	 福島	 3,100
25	 松田　千寿	 静岡３区	 3,100
25	 関野　光延	 湘南鎌倉	 3,100
28	 島貫　勝利	 湘南藤沢	 2,868
29	 佐々木　清治	 青森	 2,616
30	 佐加　良一	 大阪	 2,512

MASTER CLASS

GRAND MASTER CLASS

KAHUNA CLASS 

31 2

31 2

31 2
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千葉南支部
44,960pt

福岡支部
31,910pt

湘南茅ケ崎支部
39,770pt

横浜支部
44,390pt

徳島支部
19,507p

千葉西支部
38,950pt

横浜支部
40,430pt

湘南茅ケ崎支部
18,970pt

愛知支部
36,040pt

石井　有沙

大庭　風美

清永　亜希子

清水　ひなた

上門　涼風

大江　なぎさ

清水　ひなの

澤田　七奈緒

田上　さくら

1. 千葉県　2. 和田 白渚　3. 6年
　4. 全日本優勝、年間ランキング2
連覇。１つ１つの試合で最高のパフ
ォーマンスをして、Good Wavesに
乗ってGood Scoreを出す！

1. 福岡県　2. 野北　3. 11年　4. 
全日本2連覇とグランドチャンピオ
ンです

1. 大阪府　2. 茅ヶ崎　3. 26年　
4. 応援してくださる方に感謝し、最
高のライバルと切磋琢磨しながら今ま
で以上に、日々精進して参りたいと
思います。そして８度目の全日本優
勝目指します！　　

1. 神奈川県川崎市　2. 特になし
3. 6年　4. ISA世界ジュニア戦に
出場して優勝を目指します。それ
とJPSAでプロ資格を取ります

1. 沖縄　2. 生見　3. 8年　4. プ
ロ、海外

1. ＿　2. 千葉北　3. 31年　4. ＿

1. 神奈川県川崎市　2. 特になし　
3. 6年　4. ISA世界ジュニア戦に出
ることとJPSAでルーキーを取ることで
す

1. 神奈川茅ヶ崎市　2. パーク、チ
サン　3. 10年　4. プロトライアル
合格

1. 愛知県一宮市　2. 伊良湖新日
本　3. 18年　4. レベルアップし
てサーフィンを楽しむこと

4	 鈴木　莉珠	 千葉南	 33,460
5	 登坂　祐妃	 湘南藤沢	 31,170
6	 馬場　心	 静岡伊豆	 28,170
7	 平田　咲帆	 宮崎	 27,390
8	 髙橋　莉衣奈	 千葉銚子	 27,090
9	 髙橋　結奈	 千葉銚子	 25,650
10	 草深　心虹	 三重	 20,499
11	 窪田　怜	 川崎	 18,287
12	 日比野　リナ	 大阪	 16,276
13	 小田　唯鈴	 湘南西	 15,767

4	 山本　優香	 愛知	 18,594
5	 八尋　彩子	 大阪	 18,215
6	 菅谷　帆那	 湘南藤沢	 17,641
7	 山田　栞	 福島	 14,450
8	 松本　望	 佐賀	 12,776
9	 井内　愛理	 千葉西	 8,484
10	 伊藤　ゆりあ	 東京多摩	 6,359
11	 小城　綾之	 宮崎	 6,167
12	 柿本　美紅	 千葉南	 6,162

4	 荻原　浩子	 千葉西	 34,770
5	 菱沼　富美	 千葉南	 29,570
6	 山田　麻由美	 静岡伊豆	 18,620
7	 石井　友香里	 宮崎	 15,000
8	 中泉　亜紀	 千葉東	 14,944
9	 神谷　真理子	 愛知	 14,172
10	 湯川　順子	 湘南西	 13,913
11	 中原　由未	 愛知	 10,972
12	 飯塚　麻以	 千葉銚子	 10,964

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

14	 森　舞果	 静岡３区	 15,707
15	 飯塚　美空	 湘南茅ケ崎	 15,549
16	 長崎　来海	 島根	 13,896
17	 清水　心春	 熊本	 13,607
18	 杢谷　莉央	 静岡３区	 13,328
19	 小川　斐菜乃	 静岡伊豆	 12,732
20	 KIMVIJU	 宮崎	 11,689
21	 木津　優芽	 千葉東	 10,956
22	 花井　澄香	 三重	 10,148
23	 平井　こいまり	 湘南鎌倉	 10,048

13	 木村　愛里	 千葉東	 4,810
13	 久保　杏奈	 茨城南	 4,810
15	 原田　葵	 学連	 4,717
16	 片倉　妃紗	 横浜	 4,146
17	 田中　江梨奈	 横浜	 4,051
18	 相澤　花佳	 湘南西	 3,962
19	 三留　咲子	 千葉東	 3,794
20	 池上　凪	 千葉東	 3,527
21	 谷川　琴音	 茨城南	 3,494

13	 田中　亜弥	 徳島	 10,901
14	 荒井　美佳子	 鹿児島	 9,600
15	 百合草　綾	 宮崎	 9,420
16	 竹原　由佳	 千葉南	 9,265
17	 田部井　加菜子	 千葉西	 9,090
18	 真田　美聖	 茨城波崎	 8,084
19	 田中　順子	 京都	 8,000
20	 木村　愛美	 福島	 7,380
21	 五味　雅恵	 茨城南	 7,360

24	 伊波　優月	 湘南藤沢	 8,890
25	 石田　海夏	 千葉西	 8,610
26	 川瀬　煌渚	 三重	 8,524
27	 渡邉　ルアナ	 茨城南	 8,244
28	 小林　咲喜	 茨城南	 7,880
29	 伊東　葵	 岩手	 7,864
30	 大江　こなみ	 千葉西	 6,776
30	 古橋　乙都	 静岡３区	 6,776

21	 後藤　夏子	 東京	 3,494
21	 林﨑　のあ	 鹿児島	 3,494
24	 奥山　恵依	 湘南藤沢	 2,872
25	 渡邉　朋美	 栃木	 2,837
25	 久保　菜奈	 横浜	 2,837
25	 古家　宏美	 千葉東	 2,837
25	 田中　魅夢	 千葉南	 2,837
29	 伊東　悠理	 千葉銚子	 2,796
30	 高瀬　かなみ	 熊本	 2,314

22	 原　摂子	 山梨	 7,225
23	 倉持　恵	 茨城南	 7,152
24	 七海　裕子	 石川	 6,624
25	 水野　千郷	 岩手	 5,976
26	 石田　真子	 千葉西	 5,647
27	 田中　愛子	 千葉西	 5,129
28	 古賀　恵	 福岡	 5,052
29	 小岩　あかり	 新潟２区	 5,000
30	 小林　久美子	 宮城仙台	 4,836

GIRLS CLASS

WOMEN CLASS

SENIOR WOMEN CLASS

31 2

31 2

31 2
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千葉銚子支部
48,920pt

湘南藤沢支部
40,267pt

湘南藤沢支部
37,443pt

北村　健一 土屋　貴洋 今井　康平

1. 千葉県旭市　2. 旭　3. 23年　
4. 自分に負けず自分に勝つ！！

1. 神奈川県藤沢市鵠沼　2. 鵠沼
海岸　3. 14年　4. NSAでのラン
キング1位。出場する試合でエクセ
レントの点数をコンスタントに出す
こと

1. 神奈川県藤沢市　2. 鵠沼海岸
　3. 15年　4. 去年以上の成績を
残したい

4	 佐藤　雄亮	 湘南藤沢	 35,874
5	 武田　真一	 宮城仙台	 26,270
6	 市原　由大	 湘南藤沢	 18,500
7	 上田　真司	 湘南藤沢	 14,530
8	 高岡　潤史	 福島	 14,456
9	 村山　聖	 相模原	 13,500
10	 横手　倫太朗	 湘南茅ケ崎	 13,494
11	 杉江　彰規	 湘南西	 12,617
12	 森山　貴幸	 栃木	 10,874

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 酒井　達矢	 静岡３区	 10,584
14	 星　雅就	 福島	 9,620
15	 中野　宏己	 湘南藤沢	 8,968
16	 阿部　龍亮	 宮城仙台	 8,841
17	 和田橋　潤	 千葉西	 7,950
18	 伊藤　竜彦	 福島	 7,827
19	 加藤　和紀	 徳島	 7,666
20	 寺田　翔太朗	 鹿児島	 7,300
21	 坂巻　春輔	 千葉東	 6,683

22	 西川　仁朗	 湘南藤沢	 6,578
23	 本宮　世雅	 湘南藤沢	 6,467
24	 田中　勇吉	 東京	 6,431
25	 池谷　京将	 千葉東	 6,288
26	 五十鈴川　駿	 宮城北	 5,706
27	 村山　綾	 湘南西	 4,976
28	 西野　龍成	 大阪	 4,810
29	 井上　修太朗	 埼玉南	 4,710
30	 吉田　祐治	 湘南藤沢	 4,470

湘南藤沢支部
57,210pt

東京支部
42,730pt

湘南藤沢支部
26,460pt

渡辺　真通 小林　寛 藤原　健

1. 埼玉県　2. 湘南鵠沼　3. 31年
　4. 健康に留意して、家庭・仕事・
サーフィン・趣味、全部楽しんで、
充実した生活を送りたい。昨年は
自分でも信じられないくらいの素
晴らしい結果を残すことが出来ま
したが、慢心せずに、いつでも自
分が挑戦者という気持ちで、出場
する試合の1ヒート、1ヒートに集
中し、臨んでいきたいと思います

1. 東京都　2. 千葉北　3. 32年
4. 全日本優勝・GRAND CHAMPION

1. 神奈川県横浜市　2. 江の島東
浜　3. 25年　4. 1年間ケガなく
健康に楽しくサーフィンしたいです

4	 小崎　宗大	 湘南茅ケ崎	 22,190
5	 大池　義博	 埼玉南	 20,150
6	 黒野　崇	 湘南藤沢	 18,720
7	 秦野　真一	 湘南藤沢	 15,910
8	 小山　俊樹	 千葉西	 15,737
9	 野口　泰男	 千葉銚子	 14,593
10	 鬼塚　秀之	 湘南茅ケ崎	 14,261
11	 佐野　十志哉	 福井	 13,118
12	 中山　智資	 徳島	 13,070

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 鈴木　頼聰	 宮城仙台	 12,643
14	 大坪　宣明	 佐賀	 12,392
15	 桑野　正明	 茨城南	 12,210
16	 久保　健一	 湘南茅ケ崎	 11,940
17	 髙橋　立太	 新潟１区	 11,905
18	 釣田　克則	 岡山	 11,810
19	 大森　伸悟	 湘南藤沢	 11,444
20	 鯨岡　誠	 湘南鎌倉	 11,436
21	 森　睦亘	 静岡３区	 11,396

22	 林　淳一	 横浜	 10,860
23	 井口　総一郎	 静岡３区	 10,670
24	 野地　洋孝	 埼玉南	 10,494
25	 尾崎　賢	 三重	 9,836
26	 大山　弘晃	 湘南茅ケ崎	 9,407
27	 杉本　裕樹	 埼玉南	 9,164
28	 井上　誠	 宮崎	 8,772
29	 岩田　信彦	 東京	 8,120
30	 戸井田　雅秋	 横浜	 7,877

湘南鎌倉支部
43,397pt

湘南茅ケ崎支部
31,776pt

静岡3区支部
28,539pt

多田  友祈子 田村　聡美 大石　梨花

1. 神奈川県鎌倉市　2. 鎌高前　
3. 13年　4. 自分らしく楽しみな
がらもっともっと成長したいです！

1. 神奈川県　2. 鵠沼　3. 17年　
4. 自分のペースでグラチャン目指
して頑張ります

1. 静岡県袋井市　2. 豊浜海岸　
3. 12年　4. 今年こそグランドチャ
ンピオンを取る。いい波にたくさ
ん乗って、笑顔でサーフィンを楽し
む

4	 石井　志延	 静岡２区	 27,917
5	 原田　來愛	 千葉東	 26,081
6	 北村　亜希子	 千葉銚子	 18,430
7	 田中　綾帆	 湘南藤沢	 17,170
8	 深澤　のり子	 静岡伊豆	 16,780
9	 唐木　麻貴	 千葉南	 15,126
10	 椛沢　実里	 湘南藤沢	 13,053
11	 鈴木　明子	 千葉東	 12,914
12	 山口　晴菜	 愛知	 11,748

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント
13	 長谷川　愛	 湘南藤沢	 10,438
14	 河合　妃富美	 湘南藤沢	 9,961
15	 塚本　ゆり子	 東京	 9,620
16	 川崎　智子	 静岡３区	 9,533
17	 小林　理砂	 東京	 9,203
18	 玉熊　祐美江	 湘南藤沢	 9,139
19	 間瀬　侑良夏	 川崎	 8,706
20	 渡邊　佐登美	 宮城仙台	 7,710
21	 市川　恵里香	 静岡３区	 7,631

22	 渡邉　久美	 茨城南	 7,053
23	 内田　早穂子	 湘南藤沢	 6,838
24	 田原　ありい	 湘南西	 6,480
25	 米川　なずな	 茨城南	 6,055
26	 大塚　海音	 千葉東	 5,613
27	 関口　紗稀	 千葉東	 5,327
28	 松本　華	 山口	 4,810
28	 神本　愛	 大阪	 4,810
30	 磯部　有紀	 静岡３区	 4,538

LONGBOARD MEN CLASS

LONGBOARD MASTER CLASS

LONGBOARD WOMEN CLASS

31 2

31 2

31 2
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千葉東支部
31,500pt

千葉東支部
30,390pt

東京支部
19,933pt

宮崎支部
29,340pt

千葉東支部
15,220pt

湘南藤沢支部
18,910pt

榎戸　崇人

鵜澤　百亜菜

遠山　純

吉川　萌

飯高　大輔

下地　ケイト

1. 千葉県　2. 大原馬小屋　3. 
22年　4. ワールドツアー優勝！！

1. 千葉県　2. サンライズ、豊海、
片貝　3. 6年　4. 自分が納得でき
るライディングをし、試合に勝つ。全
日本３連覇をして今年もグランドチャン
ピオンになる

1. 東京都　2. 志田下　3. 24年　
4. ボディボードの発展に貢献する
こと

1. 宮崎県　2. 木崎浜　3. 23年　
4. 地元とボディボード業界を盛り上げ
ていくこと。ボディボード人口の増加
と若手の育成

1. 千葉県大網白里市　2. 白里　3. 
25年　4. 技に磨きをかけます

1. 神奈川県藤沢市　2. 湘南鵠沼
3. 約10年　4. 今年も試合にたく
さん出て頑張ります

4	 三木　吾郎	 宮崎	 14,677
5	 田岡　和也	 徳島	 13,750
6	 鍵和田　福司	 湘南茅ケ崎	 13,230
7	 村上　栄治	 湘南藤沢	 12,170
8	 渡邊　大輔	 静岡伊豆	 10,000
9	 杉澤　嘉洋	 湘南藤沢	 9,547
10	 佐山　直樹	 千葉西	 8,297
11	 渡辺　康弘	 湘南西	 7,800
12	 穂積　隆昭	 徳島	 7,656

4	 鈴木　知子	 千葉西	 17,780
5	 岡澤　未來	 鹿児島	 14,677
6	 的場　有美	 千葉東	 14,205
7	 我孫子　牧美	 湘南西	 12,880
8	 大木　咲桜	 湘南鎌倉	 12,870
9	 宮沢　恵美	 東京	 12,740
10	 瀬田　七海	 千葉東	 12,526
11	 小松崎　鈴	 千葉東	 11,869
12	 谷川　純子	 大阪	 11,583

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

レイティング	 氏名	 支部名	 ポイント

13	 木下　陸雄	 千葉東	 7,187
14	 加藤　修一	 湘南茅ケ崎	 5,586
15	 渡邉　秀憲	 横浜	 5,210
16	 中村　公	 横浜	 5,023
17	 久保　厚	 東京	 4,810
18	 栗本　裕史	 大阪	 3,823
19	 遠藤　慎也	 徳島	 2,837
19	 平野　恵之	 兵庫	 2,837
19	 広瀬　昌志	 千葉東	 2,837

13	 原　砂織	 愛知	 10,528
14	 村主　香織	 宮城仙台	 10,313
15	 宇井　愛花	 千葉東	 7,897
16	 荒井　あぐり	 埼玉南	 7,896
17	 川島　真紀	 湘南茅ケ崎	 7,830
18	 日髙　若菜	 宮崎	 7,770
19	 阿部　三緒里	 福岡	 7,187
20	 藤岡　海莉	 湘南鎌倉	 6,540
21	 伊藤　愛	 北海道	 6,127

19	 西留　裕司	 福井	 2,837
19	 足立　丈哉	 横浜	 2,837
19	 中田　大	 福岡	 2,837
19	 齊藤　章	 茨城南	 2,837
26	 宇野　誠則	 茨城南	 2,377
27	 宮﨑　大嗣	 湘南茅ケ崎	 2,220
28	 仲内　孝一	 湘南茅ケ崎	 252
28	 川口　純司	 湘南茅ケ崎	 252

22	 國武　寧々花	 愛知	 6,089
23	 中山　響子	 千葉東	 6,070
24	 今井　かおり	 静岡伊豆	 5,460
25	 須郷　恵美	 埼玉南	 5,210
26	 陣　真夏海	 宮崎	 4,810
27	 田中　綾子	 埼玉２区	 4,593
28	 小山田　早希	 千葉東	 4,373
29	 小野　波音	 宮城仙台	 4,074
30	 田内　くるみ	 東京	 4,052

BODYBOARD WOMEN CLASS

BODYBOARD MEN CLASS

31 2

31 2
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順位 右記以外の
クラス

LMメン・
LWウィメン・
BMメンシニア・
BWウィメン

1位 15,000 18,500
2位 11,900 14,677
3位 9,600 11,840
4位 7,800 9,620
5位・6位 6,300 7,770
7位・8位 5,000 6,167
9位～ 12位 3,900 4,810
13位～ 16位 3,100 3,823
17位～ 24位 2,300 2,837
25位～ 32位 1,800 2,220
33位～ 48位 1,300 1,603
49位～ 64位 1,000 1,233
65位～ 96位 700 863
97位～ 128位 500 617
129位～ 192位 300 370
193位～ 256位 150 185
257位～ 50 62

順位/クラス （係数） 1st （1）2nd （0.8）3rd （0.5）4th （0.3）5th （0.1）
1位 12,000 9,600 6,000 3,600 1,200
2位 9,520 7,616 4,760 2,856 952
3位 7,680 6,144 3,840 2,304 768
4位 6,240 4,992 3,120 1,872 624
5位・6位 5,040 4,032 2,520 1,512 504
7位・8位 4,000 3,200 2,000 1,200 400
9位～ 12位 3,120 2,496 1,560 936 312
13位～ 16位 2,480 1,984 1,240 744 248
17位～ 24位 1,840 1,472 920 552 184
25位～ 32位 1,440 1,152 720 432 144
33位～ 48位 1,040 832 520 312 104
49位～ 64位 800 640 400 240 80
65位～ 96位 560 448 280 168 56
97位～ 128位 400 320 200 120 40
129位～ 192位 240 192 120 72 24
193位～ 256位 120 96 60 36 12
257位～ 40 32 20 12 4

順位/クラス 1st 2nd 3rd｠ 4th｠ 5th｠
1位 13,000 11,500 9,700 8,200 1,300
2位 10,313 9,123 7,695 6,505 1,031
3位 8,320 7,360 6,208 5,248 832
4位 6,760 5,980 5,044 4,264 676
5位・6位 5,460 4,830 4,074 3,444 546
7位・8位 4,333 3,833 3,233 2,733 433
9位～ 12位 3,380 2,990 2,522 2,132 338
13位～ 16位 2,687 2,377 2,005 1,695 269
17位～ 24位 1,993 1,763 1,487 1,257 199
25位～ 32位 1,560 1,380 1,164 984 156
33位～ 48位 1,127 997 841 711 113
49位～ 64位 867 767 647 547 87
65位～ 96位 607 537 453 383 61
97位～ 128位 433 383 323 273 43
129位～ 192位 260 230 194 164 26
193位～ 256位 130 115 97 82 13
257位～ 43 38 32 27 4

順位 ポイント
1位 9,000
2位 7,140
3位 5,760
4位 4,680
5位・6位 3,780
7位・8位 3,000
9位～ 12位 2,340
13位～ 16位 1,860
17位～ 24位 1,380
25位～ 32位 1,080
33位～ 48位 780
49位～ 64位 600
65位～ 96位 420
97位～ 128位 300
129位～ 192位 180
193位～ 256位 90
257位～ 30

順位 ポイント
1位 9,000
2位 7,140
3位 5,760
4位 4,680
5位・6位 3,780
7位・8位 3,000
9位～ 12位 2,340
13位～ 16位 1,860
17位～ 24位 1,380
25位～ 32位 1,080
33位～ 48位 780
49位～ 64位 600
65位～ 96位 420
97位～ 128位 300
129位～ 192位 180
193位～ 256位 90
257位～ 30

順位/認定級
（係数）

1級
（1）

2級
（0.8）

3級
（0.4）

4級
（0.2）

1位 6,000 4,800 2,400 1,200
2位 4,760 3,808 1,904 952
3位 3,840 3,072 1,536 768
4位 3,120 2,496 1,248 624
5位・6位 2,520 2,016 1,008 504
7位・8位 2,000 1,600 800 400
9位～ 12位 1,560 1,248 624 312
13位～ 16位 1,240 992 496 248
17位～ 24位 920 736 368 184
25位～ 32位 720 576 288 144
33位～ 48位 520 416 208 104
49位～ 64位 400 320 160 80
65位～ 96位 280 224 112 56
97位～ 128位 200 160 80 40
129位～192位 120 96 48 24
193位～256位 60 48 24 12
257位～ 20 16 8 4

順位/認定級
（係数）

1級
（1）

2級
（0.8）

3級
（0.4）

4級
（0.2）

1位 4,500 3,600 1,800 900
2位 3,570 2,856 1,428 714
3位 2,880 2,304 1,152 576
4位 2,340 1,872 936 468
5位・6位 1,890 1,512 756 378
7位・8位 1,500 1,200 600 300
9位～ 12位 1,170 936 468 234
13位～ 16位 930 744 372 186
17位～ 24位 690 552 276 138
25位～ 32位 540 432 216 108
33位～ 48位 390 312 156 78
49位～ 64位 300 240 120 60
65位～ 96位 210 168 84 42
97位～ 128位 150 120 60 30
129位～ 192位 90 72 36 18
193位～ 256位 45 36 18 9
257位～ 15 12 6 3

順位/認定級
（係数）

1級
（1）

2級
（0.8）

3級
（0.4）

4級
（0.2）

1位 3,000 2,400 1,200 600
2位 2,380 1,904 952 476
3位 1,920 1,536 768 384
4位 1,560 1,248 624 312
5位・6位 1,260 1,008 504 252
7位・8位 1,000 800 400 200
9位～ 12位 780 624 312 156
13位～ 16位 620 496 248 124
17位～ 24位 460 368 184 92
25位～ 32位 360 288 144 72
33位～ 48位 260 208 104 52
49位～ 64位 200 160 80 40
65位～ 96位 140 112 56 28
97位～ 128位 100 80 40 20
129位～192位 60 48 24 12
193位～256位 30 24 12 6
257位～ 10 8 4 2

主催大会

公認大会

全日本サーフィン選手権大会 全日本級別サーフィン選手権大会
（右記以外のクラス） （LMメン・LWウィメン・BMメンシニア・BWウィメン）

ジュニアオープン
サーフィン選手権大会

マスターズオープン
サーフィン選手権大会 AAランクAAAランク Aランク

2024年度　NSAポイント表

more info

❶ポイントランキングの基本概要 

●NSA主催大会の参加者で大会出場時にNSA正会員、
またはNSA公認大会（ポイント対象大会）の参加者で、
大会出場時にNSA正会員（級検定4級以上保持者）にポ
イントを付与し、年間のアマチュアチャンプを決定します。
※オープン会員・一般の方はポイント付与対象外です。
●ポイントの集計は、日本サーフィン連盟が行います。
●ポイントの集計は、日本サーフィン連盟が定める年齢
別クラスの「クラス別ポイントランキング」と統合クラスの
「統合ポイントランキング」に反映されます。
●2024年度ランキングカウントの対象試合数は8試合
とします。（9試合以上出場した選手は高得点を獲得し
た上位8試合で算出する。）
●ポイントランキング対象期間は2023年10月7日から
2024年9月30日（もしくはNSA主催大会最終戦まで
※延期日程によりそれ以降の大会開催があった場合は、
当該大会までとする）とし、その期間の集計 で年間年齢
別クラス毎の「クラス別ポイントランキング」チャンプを決
定します。さらに、統合クラス毎の「統合ポイントランキ
ング」チャンプを決定します。開催数が上限に達しなか
った場合でも、ポイントランキング成立と致します。

❷統合ポイントランキング　　

●統合ポイントランキングとは、各年齢別クラス・カテ
ゴリを統合したランキングです。このランキングよって最
もポイントが高い選手が決まります。
※2024年大会開催クラス改訂により下記のように変更
されました。
 「ショートボードメンズオープンクラス」（SM全クラス）
 「ショートボードウィメンズオープンクラス」（SW全クラス）
 「ロングボードメンズオープンクラス」（LM全クラス）
 「ロングボードウィメンズオープンクラス」（LW全クラス）
 「ボディボードメンズオープンクラス」（BM全クラス）
 「ボディボードウィメンズオープンクラス」（BW全クラス）
●統合ポイントランキングのクラス認定級の昇級資格に
ついては、統合ポイントランキング上位者に保持級を問
わず、サーフィン検定1級に昇級する資格を与えます。（後
日手続きが必要です）
※上位者数については、現在協議中です。決定次第オ
フィシャルサイトで発表します。

❸NSA主催大会

●全日本級別サーフィン選手権大会のポイントに関して
は、開催クラスに関係なく、参加者の保持級（開催45
日前のもの）により決定する。

❹NSA公認大会

●AAAランク、AAランク、Aランクの大会とし、付与
するポイントが相違する（別表参照）
●参加者（正会員）のサーフィン検定保持級により付与す
るポイントを決定する。（ただし、5級は対象外）
●ポイント算出対象の保持級は大会開催日の45日前
（予備日等は考慮しない）までに取得した級とする。
●種目別、男女別、年齢別（正会員年齢別クラス）で複
数のクラスがある場合は、その最上位クラスのみポイン
トを付与する。
※詳細についてはオフィシャルサイトをご確認ください。

NSA 主催大会および公認大会に出場し、
ポイントを獲得してグランドチャンプを目指そう！
2007年度から導入された「ポイントランキング制度」。これは、NSA 主催
大会および公認大会を対象としたもので、年間を通して各大会・クラスごと
の成績にポイントをつけていくというシステムです。獲得ポイントについて
はNSAホームページで大会終了後に発表、年度末に発表の年間ランキン
グ1位（グランドチャンピオン）になれば、名前入りのメダルが授与されます！

ポイントランキング制度とは？
年間獲得ポイントの合計でグランドチャンプが決まる!!

主催大会について
※開催ヒート数により、上記表内順位とならない場合は、変則ポイントでの付与となります。
※ジュニア・マスターズの大会開催クラスに変更があった場合は、全日本・級別大会の獲得ポイントの変更があります。

※開催ヒート数により、上記表内順位とならない場合は、変則ポイントでの付与となります。

2024年度 正会員年齢別クラスについては、
P.7をご参照ください。







A4 正寸   H297mm_210mm
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コロナ禍以前の大会様式に戻して大会を開催し、各選手、各支部がのびのびと試合に臨み、
盛り上がりを取り戻すことができたのではないだろうか。

最終の全日本選手権での支部一丸となったパドルレースの盛り上がりも圧巻だった。
また今年は世界戦も見据えて第1回全日本パラサーフィン選手権大会も開催。

開催日順に、ジュニアオープン選手権、級別選手権、マスターズオープン選手権、SUP&Paddleboard選手権、
全日本パラサーフィン選手権、そして全日本選手権の主催6大会をプレイバックする。

PLAY BACK 2023

more info

世界を目指すジュニアたちがサイズの
ある波で高得点のライディングを続出

　コロナの感染が落ち着きを見せた今年は昨
年までの大会会場での感染対策は実施せず、
各人の判断で感染対策を行う中での開催とな
った。
　本大会はボーイズ、ジュニア、ガールズの
カテゴリーにおいて世界ジュニアサーフィン選
手権の日本代表を選出する大会でもあるため、
参加選手220名のうちJPSA公認プロ15名
も参加し、白熱したヒートが繰り広げられた。

初日は雨から曇りに天気が回復、低気圧の影
響により朝は波が腹～胸サイズであったのが、
10時前後から波のサイズが頭から頭オーバー
まで上がった。ボーイズ、ガールズ、キッズ、
ジュニアのヒート順にスタートしたが、波のサ
イズが上がったためガールズクラスは20分ヒー
トにして行った。最終日は前日より少しサイズ
ダウンし、セット頭のクリーンなコンディション
でスタート。終日申し分のないコンディション
で熱い戦いが続き、高得点が出るファイナル
デイとなった。ボーイズ、ジュニア、ガールズ
クラスの優勝者、小野里弦、岩見天獅、松岡

亜音が世界ジュニアサーフィン選手権の日本代
表に決定した。

第31回
ジュニアオープンサーフィン選手権大会（2023）

開催場所：高知県東洋町生見サーフィンビーチ　開催期間：2023年4月15日（土）～16日（日）

「ジュニアサーフィン選手権大会」とは？　キッズ、ボーイズ、ジュニア、ガールズの4つのカテゴリーに分けられ、ジュニア世代の
競技力向上を目的とし、ISA(国際サーフィン連盟)主催の世界ジュニアサーフィン選手権の日本代表を選考する大会でもある。

優勝	 和氣　堆人	 湘南茅ケ崎 
2位	 浦﨑　陽平	 三重
3位	 髙井　悠二朗	 湘南西
4位	 飯田　翔斗	 千葉銚子

KIDS CLASS

優勝	 小野　里弦	 静岡伊豆
2位	 岡野　漣	 PRO
3位	 鈴木   慈英	 千葉南
4位	 石山　汰一	 千葉東

BOYS CLASS

優勝	 岩見　天獅	 強化プロ
2位	 渡邉　壱孔	 強化プロ
3位	 佐藤　利希	 強化プロ
4位	 酒井　仙太郎	 湘南藤沢

JUNIOR CLASS

優勝	 松岡　亜音　　強化プロ
2位	 松野　杏莉　　PRO 
3位	 池田　美来　　強化プロ
4位	 登坂　祐妃　　湘南藤沢

GIRLS CLASS

ベストライディング賞
小野　里弦　静岡伊豆支部　BOYS CLASS

敢闘賞
和氣　堆人　湘南茅ケ崎支部　KIDS CLASS

東洋町長賞
岩見天獅　強化プロ　JUNIOR CLASS
松岡亜音　強化プロ　GIRLS CLASS

特別賞

強化PROの岩見天獅が先手必勝の戦術でジュニアクラスを連覇

技のバリエーションもある小野里弦がボーイズクラス優勝

力強いライディングで強化PROの松岡亜音がガールズクラスを
制した

キッズクラスとはいえ他のクラスに負けないライディングを見せ
た和氣堆人

写真：日本サーフィン連盟
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十分なサイズのベストコンディション
で開催された級別選手権

　本大会もジュニアオープン選手権同様に、
感染対策等に関して選手並びに役員全てにお
いて自己判断で行い、中止にしていた開会式
をコロナ禍後初めて開催した。エントリー数は
過去最多の620名、当初の予定よりポディウ
ム数を増やして初日、2日目は３ポディウムで
行った。
　初日から波のコンディションは、腹から胸、
セットで肩、風もサイドオフと申し分なく、ボデ
ィボード各クラス、ショートボードガールズウィ
メン3,4,5級のファイナルまでと、ロングボー
ド各クラスの予選が行われ、ハイスコアも続
出した。
　2日目は、朝から雨であったが、波は初日と

変わらないコンディションで、ショートボードメ
ンマスター3,4,5級、ショートボードメン1,2級、
ロングメン1,2級、ロングウィメン、ロングマ
スター1,2級、3,4,5級のカテゴリーが行われ、
この日もハイスコアの白熱したヒートが繰り広
げられた。3日目もコンディションがよく、波の
サイズが少し上がり、肩から時折頭ぐらいのセ
ットも入り、前日のカテゴリーに加えてショート
ボードマスター1,2級
の熱いヒートが行われ
た。各選手ともに数
多くの本数を乗り、バ
リエーションのあるラ
イディングが見られた。
最終日も朝からクリー
ンなコンディションで
波のクオリティも十分

な中でスタート。ショートボードガールズ、ウィ
メン1,2級、ロングメン1,2級、その他5つの
カテゴリーのファイナルヒートが行われ、各選
手がハイスコアを出すヒートが数多くあり、会
場を沸かせた。注目のヒートを展開するショー
トボードメンマスター1,2級クラスは湘南西支
部の髙井汰朗が、ショートボードガールズ1,2
級は千葉南支部の石井有沙が制した。

第40回
全日本級別サーフィン選手権大会（2023） 

開催場所：福島県いわき市四倉海岸　開催期間：2023年6月21日(水) ～ 24日(土)  

「全日本級別サーフィン選手権大会」とは？　NSAサーフィン検定で認定された級を持つ選手がその級と種目ごとに年齢を問わ
ず競い合う大会。男女共にショートボード、ロングボード、 ボディボードの各級のクラスに分かれ、幅広いサーファーが集結する。

ベストライディング賞
久保池 大和　静岡3区支部　BOYS CLASS

敢闘賞
石井　有沙　千葉南支部　GIRLS CLASS

市長賞
髙井　汰朗　湘南西支部　BOYS CLASS

特別賞

ショートボードメンマスター1,2級クラス優勝
の髙井汰朗に市長賞が贈られた

ベストライディング賞も獲得した、ショートボー
ドメンマスター3級クラス優勝の久保池大和

写真：日本サーフィン連盟

優勝	髙井　汰朗	 湘南西 
2位	 浜矢　凪	 大分 
3位	 西野　龍成	 大阪
4位	 佐藤　頼斗	 千葉東

MEN 1st 2nd CLASS

優勝	山本　優香	 愛知
2位	 大江　なぎさ	 千葉西
3位	 澤田　七奈緒	 湘南茅ケ崎
4位	 大庭　風美	 福岡

WOMEN 1st 2nd CLASS

優勝	横手　倫太朗	 湘南茅ケ崎
2位	 森山　貴幸	 栃木
3位	 中野　道明	 福島
4位	 中野　宏己	 湘南藤沢

LONGBOARD MEN 3rd 4th 5th CLASS

優勝	的場　有美	 千葉東
2位	 瀬田　七海	 千葉東
3位	 原　　砂織	 愛知
4位	 谷川　純子	 大阪

BB WOMEN 3rd 4th 5th CLASS

優勝	古川　光彦	 千葉東
2位	 木村　圭佑	 福島 
3位	 宍戸　健太	 福島
4位	 小林　賢和	 福島

MASTER 1st 2nd CLASS

優勝	KIM VIJU	 宮崎
2位	 菅谷　帆那	 湘南藤沢
3位	 川瀬　煌渚	 三重
4位	 古橋　乙都	 静岡3区

GIRLS WOMEN 3rd CLASS

優勝	野地　洋孝	 埼玉南 
2位	 桑野　正明	 茨城南 
3位	 小林　渉	 新潟2区
4位	 田本　圭	 埼玉南

LONGBOARD MASTER 3rd 4th 5th CLASS

優勝	久保池　大和	 静岡3区
2位	 末崎　晃太	 東京
3位	 山田　琉太	 福岡
4位	 具志堅　然	 湘南茅ケ崎

MEN MASTER 3rd CLASS

優勝	嘉手納　美羽	 沖縄
2位	 武藤　琉夏	 湘南茅ケ崎
3位	 中川　莉呂	 沖縄
4位	 木村　咲葵	 湘南西

GIRLS WOMEN 4th 5th CLASS

優勝	原田　來愛	 千葉東
2位	 大石　梨花	 静岡3区
3位	 田村　聡美	 湘南茅ケ崎
4位	 深澤　のり子	 静岡伊豆

LONGBOARD WOMEN CLASS

優勝	岩崎　蒼汰	 湘南西
2位	 岩本　功太	 千葉東 
3位	 箱谷　拓人	 静岡2区
4位	 胤澤　雄哉	 宮城仙台

MEN MASTER 4th 5th CLASS

優勝	佐藤　雄亮	 湘南藤沢
2位	 今井　康平	 湘南藤沢 
3位	 北村　健一	 千葉銚子
4位	 上田　真司	 湘南藤沢 

LONGBOARD MEN 1st 2nd CLASS

優勝	榎戸　崇人	 千葉東 
2位	 遠山　純	 東京
3位	 村上　栄治	 湘南藤沢
4位	 田岡　和也	 徳島

BB MEN 1st 2nd CLASS

優勝	石井　有沙	 千葉南 
2位	 鈴木　莉珠	 千葉南 
3位	 清水　ひなた	 横浜
4位	 髙橋　結奈	 千葉銚子

GIRLS 1st 2nd CLASS

優勝	渡辺　真通	 湘南藤沢
2位	 森　　睦亘	 静岡3区
3位	 井口　総一郎	 静岡3区
4位	 大池　義博	 埼玉南

LONGBOARD MASTER 1st 2nd CLASS

優勝	吉川　萌	 宮崎
2位	 村主　香織	 宮城仙台
3位	 鵜澤　百亜菜	 千葉東
4位	 宮沢　恵美	 東京

BB WOMEN 1st 2nd CLASS
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初めての大会会場のサイズのある波で
熟練のパフォーマンスが光った

　今大会は35歳以上のポイント付与のあるシ
ニアマスター、シニアウィメン、グランドマスタ
ーカフナ、ロングボードマスタークラスとポイン
ト付与のないロングボードシニアマスター、ロ
ングボードシニアウィメン、ロングボードグラン
ドマスターカフナクラスの7カテゴリーに分けて
競技を開催。364名の選手がエントリーし、3
ポディウムで行われた。予想をしていた台風の
影響もなく、大会初日は胸から肩の波でコンテ
ストには十分なコンディションとなった。大会

会場の剃金海岸は、ハイタイド時はインサイド
寄りでライト、レフト共に腹から胸、肩サイズ
のポテンシャルのある波がブレイクし、ロータイ
ドになるとアウトサイドでサイズのある波がブレ
イク。選手もインサイドを狙う選手、アウトサイ
ドを狙う選手と時間帯によって分かれた。イン
サイドのクリティカルセクションを攻める選手、
アウトサイドの大きなフェイスに攻める選手共
にグッドライディングを見せ、エクセレントスコ
アも出た。大会初日はグランドマスターカフナ、
シニアマスターのヒートが3ポディウムで進行。
2日目は少しサイズダウンしたもののポテンシャ
ルのある波が入る中、シニアマスター、グラン

ドマスターカフナのファイナル、ロングマスター、
シニアウィメンのラウンド1からファイナルが行
われた。ロングボードクラスのヒートは朝のハイ
タイド時はインサイドの速いブレイクに苦戦して
いたが、ロータイドでアウトサイドがブレイクす
るとしっかりロングボードらしいマニューバーが
見られた。3日目はポイント付与のないロンググ
ランドマスターカフナ、ロングシニアマスター、	
ロングシニアウィメンのラウンド1からファイナ
ルが行われ、全てのカテゴリーの勝者が決定し
た。ポジションを見極める必要があるものの十
分なサイズの波で3日間、ベテランの熱いライ
ディングが披露された大会となった。

第19回
マスターズオープンサーフィン選手権大会（2023） 

開催場所：千葉県白子町剃金海岸　開催期間：2023年9月1日（金）～ 9月3日（日）

「マスターズオープンサーフィン選手権大会」とは？ NSA正会員の35歳以上のサーファーが
ショートボード、ロングボードの種目を年齢ごとのクラス分けによって、熟練の技量を競い合う大会。

優勝	 酒井　正洋　　千葉東
2位	 田村　和巳		 千葉東
3位	 友重　達郎		 千葉東
4位	 大江　良太	 茨城北		

優勝	 渡辺　真通	 湘南藤沢	
2位	 古賀　義孝		 千葉東
3位	 佐藤　友彦　　静岡3区
4位	 阿部　龍亮　　宮城仙台

SENIOR MASTER CLASS

LB SENIOR MASTER CLASS

優勝	 青山　雄一　　千葉南
2位	 石川　秀樹		 千葉東
3位	 坂本　應尚		 千葉南
4位	 大塚　泰仁	 東京

優勝	 永井　孝秀		 愛知
2位	 野口　泰男	 千葉銚子	
3位	 大池　義博	 埼玉南	
4位	 戸井田　雅秋		 横浜

GRAND MASTER KAHUNA CLASS

LB GRAND MASTER CLASS

優勝	 大江　なぎさ	 千葉西	
2位	 清永　亜希子		 湘南茅ケ崎
3位	 田中　亜弥		 徳島
4位	 菱沼　富美		 千葉南

優勝	 松原　純恵		 静岡3区	
2位	 鈴木　明子		 千葉東
3位	 田村　聡美		 湘南茅ケ崎
4位	 多田　友祈子	 湘南鎌倉

SENIOR WOMEN CLASS

LB SENIOR WOMEN CLASS

優勝	 小林　寛　　　東京
2位	 渡辺　真通	 湘南藤沢	
3位	 山口　勇気		 静岡3区
4位	 佐藤　友彦　　静岡3区

LB MASTER CLASS

ベストライディング賞
酒井　正洋　千葉東支部　
SENIOR	CLASS

敢闘賞
大江　なぎさ　千葉西支部　
SENIOR	WOMEN	CLASS

特別賞

写真：日本サーフィン連盟

more info

ロングボードマスタークラス優勝の小林寛 シニアマスタークラスの酒井正洋はベストライ
ディング賞も受賞

シニアウィメンクラス連覇の大江なぎさは敢闘賞 選手宣誓も行われた

グランドマスターカフナクラス優勝の青山雄一 ロングボードグランドマスターカフナ優勝の永
井孝秀

ロングボードシニアマスタークラス優勝の渡辺
真通

ロングボードシニアウィメン優勝の松原純恵
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　今大会はマスターズオープン選手権と同時開催された。十分なサイズの波が押し寄
せる中、各選手が素晴らしいテクニックで、エクセレントスコアも出る白熱したヒートを
展開した。今大会の結果をもとに、SUP サーフィン男子は野村颯、福田カポノ瑳介、
SUP サーフィン女子は横山貴代、百合草綾が日本代表に選ばれた。

ISA 主催のWSUPPCに向けた日本代表選手選考対象の大会が、「東伊豆チャレンジオーシャンパドリングレース＃005」と同時開催された。

　NSA 全日本パラサーフィン選手権及びISAパラサーフィン世界選手権は国際クラス分け専門医等による診断が必要であるため、7月に「NSA パラサ
ーフィン・クラシフィケーション」で直接診断を受けクラス分けを行い、今大会は26名の参加となった。
　当日は波のサイズもあり、波数も多いハードなコンディションの中でのヒートとなったが、各選手が波に挑み、サポーターと共に苦楽を分ち合う姿は
多くの観客に感動を与えてくれた。

第2回JSUPPC「SUP&Paddleboard選手権大会」 
（SUPサーフィン日本代表選考会）

静岡スバル 第２回 JSUPPC「SUP&Paddleboard 選手権大会」 
（ディスタンス・テクニカル・スプリント・ジュニア）

第1回全日本パラサーフィン選手権大会

開催場所：千葉県白子町剃金海岸　開催日：2023年9月3日（日）

開催場所：静岡県下田市柿崎・外浦海岸/ 静岡県下田市・白浜 大浜/ 静岡県賀茂郡東伊豆町・稲取港
開催日：2023年5月20日（土）～ 5月21日（日）

開催場所：千葉県白子町剃金海岸　開催日：2023年9月3日（日）

「SUPサーフィン日本代表選考会」とは？　「ISA WORLD SUP & PADDLEBOARD CHAMPIONSHIP」
に派遣するスタンドアップパドルボード（SUP）によるサーフィン競技の日本代表を選考するための大会。

「全日本パラサーフィン選手権」とは？　NSAパラサーフィン会員登録者で選手の持つ障害によって
９つのクラスに分かれ、ISAパラサーフィン世界選手権に派遣する日本代表の選考基準ともなる大会。

写真：日本サーフィン連盟

写真：日本サーフィン連盟

優勝	加藤　真吾　
2位	 近藤　健太朗 
3位	 島川　幹生
4位	 島立　和英

STAND 1 MEN CLASS

優勝	池上　凪　
2位	 高尾　千香子

STAND 1 WOMENN CLASS

優勝	山本　晴一　
2位	 小礒　孝章
3位	 阿部　寛之

STAND 2 MEN CLASS

優勝	野村　颯 　　
2位	 福田　カポノ瑳介  	
3位	 町田　汐音  	
4位	 市川　朝陽

優勝	西山　健悟
2位	 小島　好宏

PRONE 1 MEN CLASS

SUP SURFIN MEN CLASS

	 	 優勝	 2位	 3位	 4位
ディスタンス	 男子	 荒木 珠里	 田口 頼	 荒木 汰久治	 兵後 有亮
ディスタンス	 女子	 奥秋 李果	 馬場 なつみ	 水谷 凛香	 横山 貴代
テクニカル	 男子	 田口 頼	 荒木 珠里	 杉山 友厚	 山本 隼人
テクニカル	 女子	 奥秋 李果	 横山 貴代	 米村 夢春

	 	 優勝	 2位	 3位
ディスタンス	 男子	 堀部 雄大	 野村 颯	 本間 春翔
ディスタンス	 女子	 堀部 結里花	 塚越 心	
テクニカル	 男子	 堀部 雄大	 野村 颯	 本間 春翔
テクニカル	 女子	 堀部 結里花	 塚越 心

	 	 優勝	 2位	 3位	 4位
Jr テクニカル	 男子	 島津 成彰	 宮平 琥太朗	 平田 凪人	 小澤 良奈
Jr.テクニカル	 女子	 水谷 凛香	 植村 琴子	 中野 紗希	
スプリント	 男子	 荒木 珠里	 島津 成彰	 宮平 琥太朗	 菊池 創太郎
スプリント	 女子	 奥秋 李果	 横山 貴代	 水谷 凛香	 米村 夢春

	 	 優勝	 2位
スプリント	 男子	 野村 颯	 堀部 雄大
スプリント	 女子	 堀部 結里花	 塚越 心

SUP 

Paddleboard 

SUP 

Paddleboard 

優勝	横山　貴代 　　
2位	 百合草　綾 

優勝	藤原　智貴　
2位	 安田　京弘 
3位	 山本　晃嗣
4位	 生方　亮馬

PRONE 2 MEN CLASS

SUP SURFIN WOMEN CLASS

日本国内でNFであるNSAは「ISAパラサーフィン世界
選手権大会」へ6年連続で日本チームを派遣しており、
世界戦のみならずパラサーフィンの普及発展に向け活
動の幅を広げていく取り組みを行なっています。

NSA パラサーフィン会員登録について

優勝	秦　秀名　
2位	 高山　剛
3位	 井上　英彦
4位	 釣井　景介

NEEL MEN CLASS

優勝	藤崎　滋
2位	 草野　健二

VI1&2 MEN CLASS

優勝	石原 望
2位	 森山 知義

OPEN CLASS
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上がりを最高潮にし、各支部が戦略を立てて
選手を選び、一丸となって勝利を目指してサー
フボードをリレーした。結果、湘南藤沢支部が
追ってきた千葉東支部を振り切り、パドルレー
スを制した。また、団体戦も湘南藤沢が前年
度覇者の宮崎支部を破り優勝を手に。大会期
間中天候に恵まれ、波もコンスタントにある中
で、選手たちは日頃の練習の成果を発揮しなが
ら全国の代表選手と交流し、今年度の有終の
美を飾る熱く素晴らしい大会となった。

パドルレースも勝利した
湘南藤沢支部が団体優勝

　本大会は全国70支部で開催される支部予
選大会(年齢別クラス毎)で選抜された代表選
手が参加する選手権大会であり、今年度は前
年度よりも多く1,335名が木崎浜海岸に集っ
た。また今年度の最終戦となり、クラス別ポ
イントランキング、総合ポイントランキングも同
時に決定するということで選手たちも気合十分
に悔いなく思いきり戦いに挑んでいた。台風シ
ーズンでもあり、大会期間中台風が接近してく
る予報もあったが、台風の進路が良い波をもた
らす方向を取り、サイズもあり、グッドコンデ
ィションの波が押し寄せヒートが進行した。キ
ッズクラスは前年度3位だった湘南茅ケ崎支部
の和氣堆人が実力を磨き優勝、ボーイズクラ
スも前年度4位だった宮崎支部の永谷オダイが
優勝を果たした。白熱したヒートを展開するジ
ュニアクラスは千葉東支部の寺田文太が制し、
メンクラスは学連支部の石川拳大が連覇。マ
スタークラスは調子を上げている千葉東支部の
友重達郎が、グランドマスターは昨年2位の実
力者、湘南西支部の磯部康典が全日本優勝を
決めた。ガールズクラスは、横浜支部の清水ひ
なの、ひなた姉妹が1位3位と頭角を現し、2
位には千葉南支部の石井有沙、前年度優勝の
千葉南支部の鈴木莉珠は惜しくも4位であった
が、２支部の熱い戦いとなった。ロングボード
メンクラスは湘南藤沢支部の市原由大が優勝、

前年度の覇者である土屋貴洋が2位と湘南藤
沢支部が強さを見せた。ロングボードマスター
クラスも湘南藤沢支部の渡辺真通が級別選手
権やマスターズオープン選手権に続いて優勝。
ボディボードメンクラス、ボディボードウィメン
クラスは前年度に続いて千葉東支部の榎戸崇
人、鵜澤百亜菜が連覇した。声援も一際大き
い支部長クラスは、次々にグッドライディングを
見せた茨城北支部の五来潤支部長が優勝。全
日本選手権恒例のパドルレースは支部の盛り

第57回全日本サーフィン選手権大会（2023） 
presented by Solaseed Air

開催場所：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　開催期間：2023年9月30日(土) ～10月6日(金) 

「全日本サーフィン選手権大会」とは？　ショートボード、ロングボード、ボディボードの年齢別の各クラスで全国70支部の予選を突破し、支部の代表となっ
た選手がアマチュア日本一をかけて競う大会。選手は千人規模が集い、国内最大級のサーフィンコンテスト。各ポイントの合計により団体の総合順位も競う。

写真：日本サーフィン連盟

マスタークラスを制したのは千葉東支部の友重達郎

ジュニアクラスは千葉東支部の寺田文太が優勝を手にした

宮崎支部の永谷オダイが勢いのあるライディングでボーイズクラ
ス優勝

キッズクラス優勝は成長著しい湘南茅ケ崎支部の和氣堆人

ガールズクラスは横浜支部の清水ひなのが良い波を掴んで優勝

千葉東支部の榎戸崇人が2022年に続きボディボードメンクラス
連覇

湘南藤沢支部の市原由大がスタイルのあるパフォーマンスでロン
グボードメンクラス優勝

more info
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優勝	 和氣　堆人	 湘南茅ケ崎	
2位	 大塚　昂摩		 千葉西
3位	 髙井　悠二朗		 湘南西
4位	 都築　成海		 湘南西

KIDS CLASS

優勝	 永谷　オダイ	 宮崎
2位	 米山　珠波瑠		 鹿児島
3位	 宇野　雅志		 宮崎	
4位	 菊地　一汰　　宮城仙台

BOYS CLASS

優勝	 寺田　文太	 千葉東	
2位	 浜矢　凪	 大分
3位	 川畑　永芯	 宮崎
4位	 金沢　太規	 徳島

JUNIOR CLASS

優勝	 石川　拳大	 学連	
2位	 藤本　世音		 学連
3位	 野中　渓佑		 高知
4位	 本田　匡世		 湘南西

MEN CLASS

優勝	 富塚　俊介		 湘南藤沢
2位	 吉野　祐生		 静岡3区
3位	 仲村　一智		 三重　	
4位	 山田　桂司		 静岡3区

SENIOR CLASS

優勝	 友重	達郎		 千葉東
2位	 朝日	公也		 高知
3位	 斎藤	真一		 大分
4位	 宗政	利夫		 湘南西

MASTER CLASS

優勝	 磯部　康典	 湘南西
2位	 緒方　申八	 宮崎
3位	 菅原　剛　　　東京
4位	 奥田　修嗣		 湘南鎌倉

GRAND MASTER CLASS

優勝	 坂本　應尚		 千葉南
2位	 久野　孝　　　徳島
3位	 三輪　真一	 静岡２区
4位	 石丸　義孝		 千葉東

KAHUNA CLASS

優勝	 清水　ひなの		 横浜
2位	 石井　有沙		 千葉南
3位	 清水　ひなた		 横浜	
4位	 鈴木　莉珠	 千葉南

GIRLS CLASS

優勝	 大庭　風美		 福岡 
2位	 上門　涼風		 徳島
3位	 松本　望	 佐賀
4位	 山田　栞	 福島

WOMEN CLASS

優勝	 石井　友香里	 宮崎 
2位	 山田　麻由美		 静岡伊豆
3位	 荒井　美佳子		 鹿児島 
4位	 田上　さくら		 愛知

SENIOR WOMEN CLASS

優勝	 市原　由大		 湘南藤沢	
2位	 土屋　貴洋	 湘南藤沢	
3位	 北村　健一	 千葉銚子	
4位	 星　雅就　　　福島

LONGBOARD MEN CLASS

優勝	 渡辺　真通		 湘南藤沢
2位	 小林　寛　　　東京
3位	 久保　健一		 湘南茅ケ崎	
4位	 朝本　純功		 湘南茅ケ崎	

LONGBOARD MASTER CLASS

優勝	 多田　友祈子		 湘南鎌倉
2位	 原田　來愛	 千葉東	
3位	 田村　聡美		 湘南茅ケ崎	
4位	 塚本　ゆり子		 東京

LONGBOARD WOMEN CLASS

優勝	 榎戸　崇人	 千葉東　
2位	 三木　吾郎	 宮崎
3位	 飯高　大輔	 千葉東
4位	 遠山　純　　　東京

BODYBOARD MEN CLASS

優勝	 鵜澤　百亜菜	 千葉東	
2位	 岡澤　未來		 鹿児島
3位	 吉川　萌　　　宮崎
4位	 下地　ケイト	 湘南藤沢

BODYBOARD WOMEN CLASS

優勝	 五来　潤	 茨城北		
2位	 小野　誠	 茨城波崎
3位	 増田　大樹	 高知	
4位	 森　　匠平	 鹿児島

支部長 CLASS

優勝	 福田　京一郎	
2位	 三股　信夫
3位	 江口　真治		
4位	 山崎　信男

ROYAL CLASS

1位	 湘南藤沢
2位	 千葉東
3位	 湘南西
4位	 東京
5位	 茨城南

優勝	 湘南藤沢	 185ポイント
2位	 千葉東	 180ポイント
3位	 湘南西	 160ポイント
4位	 宮崎	 155ポイント

パドルレース 団体戦

敢闘賞
川畑　永芯　宮崎支部　JUNIOR	CLASS

宮崎県知事賞
石井　友香里　宮崎支部　SENIOR	WOMEN	CLASS

宮崎市長賞
野中　渓佑　高知支部　MEN	CLASS

特別賞
ベストライディング賞
土屋　貴洋　湘南藤沢支部　LONGBOARD	MEN	CLASS
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2023年の国際大会への派遣は5月のISA 世界ロングからスタート。
ISA世界戦、アジア選手権、ISA世界SUP&パドルボード選手権、ISA世界パラと続き、

11月のISA世界ジュニアまで６大会に選手を派遣し、
選手たちは記憶に残る素晴らしい活躍を見せてくれた。

世界大会ダイジェスト

　2019年にフランス・ビアリッツ以来 4年ぶ
りに復活したISAロングボードチャンピオンシ
ップ。会場は、近年多くのISAメジャーコンテ
ストが開催されているサーフシティ エルサルバ
ドルとなった。またISAが2028年ロサンゼル

スオリンピック競技にロングボードを正式エン
トリーしたこともあり、過去最大の盛り上がり
を見せた。そんな中、日本代表は前年の男女
JPSAチャンピオン、浜瀬海、吉川広夏、男
女NSAランキングトップの北村健一、北村亜
希子の最強の布陣で念願の金メダル獲得に挑
んだ。コンテスト期間中は最低でもオーバーヘ
ッド、時にはダブルという普段の日本とは異な

2023 ISA World Longboard Championship
Surf City El Salvador 

写真：ISA 国際サーフィン連盟

日時：2023年5月7日（日）～ 5月13日（土）　開催国：エルサルバドル共和国 エル・スンザル　参加国：32の国と地域

2019年以来4年ぶりにISAロングが復活。
32の国と地域計118名出場とコンテストは過去最大規模に

■大会名称：
2023 ISA WORLD LONGBOARD 
CHAMPIONSHIP SURF CITY EL 
SALVADOR
2023 ISA ワールド ロングボードサーフィン
選手権 サーフシティ エルサルバドル
■主催：
International Surfing Association 

（国際サーフィン連盟）
■参加選手：106名　
■日本代表選手：4名
■参加役員：
監督 宗像富次郎  スタッフ 大石純也

1st	 Antoine Delpero	 (FRA)
2nd	 Carlos Bahia 	 （BRA)
3rd	 Edouard Delpero	 (FRA)
4th	 Rogelio Esquieviel Jr.	 (PHI)
7th	 浜瀬海	 (JPN)
29th	 北村健一	 (JPN)

MEN

1st	 Alice Le Moigne	 (FRA)
２nd	 Maria Fernanda Reyes	 (PER)
3rd	 Chloe Calmon	 (BRA)
4th	 Zoe Grospiron	 (FRA)
7th	 吉川広夏	 (JPN)
33rd	 北村亜希子	 (JPN)

WOMEN

浜瀬　海
MEN　７位

北村　健一
MEN　29位

吉川　広夏
WOMEN　7位

北村　亜希子
WOMEN　33位

目指せ世界一！

波乗りジャパン

チームジャパン

善戦した選手たち、国別では
前回よりランクを上げ6位入賞

るハードなコンディションだったが、選手達は
早々にリパチャージを強いられるも果敢にチャ
レンジし、結果、浜瀬と吉川が「BALI 2023 
ANOC World Beach Games 2023」の出場
権を獲得する7位に入賞、また国別ランキング
では前大会よりワンランクアップの6位となっ
た。今後のさらなる飛躍に期待したい。

「競技力向上事業」

JPSA&NSAのチャンピオンチームで挑んだ波乗りジャパン

浜瀬海はセクションを見つけてはスタイリッシュなハングファイブを披露 吉川広夏はビッグ＆ハードコンデシションながらもさすがのライディング

ISA/Pablo Jimenez ISA/Jersson Barboza

ISA/Pablo Franco
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　今大会は男女計8名が2024パリオリンピッ
クへの出場権を獲得できる大会ということもあ
り、63の国と地域計 297名の選手が出場す
る過去最大規模に。前年カリフォルニア・ハン
ティントン大会で男子国別1位となり既に出場
枠を得ている日本であるが、男女共にさらなる
出場枠獲得を狙うべく最強のメンバーで大会
に臨んだ。2020東京五輪で銀メダル、2022 
ISAでは金メダルの五十嵐カノア、同じく東京
五輪銅メダルの都筑有夢路を筆頭に代表選手
選考のJAPAN OPENを勝ち抜いた、稲葉玲
王、脇田泰地、松田詩野、前田マヒナ、そし
てコーチに大野修聖、田中樹を迎え万全の体
制が整った。

　今回は男女別に2ポイントに分かれて試合
が進行、両ポイントとも素晴らしいコンディシ
ョンの中、ISA出場経験者、また実力者揃い
の日本代表選手は全員がスタートラウンドを勝
ち上がる好発進を見せた。しかしこのWSGは
出場選手の多くが普段戦っているヒート形式や
時間のフォーマットとは異なることや、思いも
よらない国やエリアから才能ある選手が出場す
ることもあり、波乱が起こりやすい。また一度

■大会名称：
SURF CITY EL SALVADOR ISA WORLD SURFING GAMES 2023
サーフシティエルサルバドル ISA ワールドサーフィンゲームス 2023
■主催：International Surfing Association （国際サーフィン連盟）
■参加選手：298名　■日本代表選手：6名
■参加役員：監督 宗像富次郎　通訳・マネジメント 大石純也　マネジメント 道幸もも
コーチ 大野修聖、田中樹　管理栄養士 松本 恵

1st	 Alan Cleland	 (MEX)
2nd	 Lucca Mesinas 	 (PER)
3rd	 Muguel Tudela	 (PER)
4th	 五十嵐カノア	 (JPN)
8th	 稲葉玲王	 (JPN)
22nd	 脇田泰地	 (JPN)

OPEN MEN
1st	 Tati Weston Webb	 (BRA)
2nd	 Erin Brooks	 (CAN)
3rd	 Johanne Defay	 (FRA)
4th	 Vahiné Fierro	  (FRA) 
13th	 松田詩野	 (JPN)
31st	 前田マヒナ	 (JPN)
37th	 都筑有夢路	 (JPN) 

OPEN WOMEN

五十嵐　カノア
OPEN MEN　4位

稲葉　玲王
OPEN MEN　8位

脇田　泰地
OPEN MEN　22位

前田　マヒナ
OPEN WOMEN　31位

松田　詩野
OPEN WOMEN　13位

都筑　有夢路 
OPEN WOMEN　37位

敗退し、リパチャージラウンドに回ってしまう
とファイナルラウンドに進むまで過酷なヒート
数を戦わなければならないため、メインラウン
ドを勝ち上がる事が重要だ。オリンピック出場
選手やWSL CT選手がこのリパチャージに回
るという波乱が起こる中、日本代表全員は順
調にラウンド3まで進出を果たした。

　大会日程も中盤に差
し掛かり、実力者はひし
めき合い、ヒートはより
ハードになっていく。R4
では前田マヒナ、都筑
有夢路が惜しくもリパチ
ャージへ回ることに。一
方男子はR3で同ヒート
となった稲葉玲王と脇田
泰地がワンツーを決めラウンドアップ。前大会
金メダリストの五十嵐カノア、経験豊富な松田

Surf City El Salvador 
ISA World Surfing Games 2023

写真：ISA 国際サーフィン連盟

日時：2023年5月30日（火）～ 6月7日（水）　開催国：エルサルバドル共和国 エル・スンザル　参加国：63の国と地域

男女4名、計8名が2024年パリ大会への出場権を獲得できる重要な試合

詩野もR4へと進出していく。大会5日目のR4
では脇田と松田がリパチャージへ回ってしまう
が、松田はリパチャージ6を勝ち進む。そして
この時点でチームメイトを含め他のアジア選手
たちが敗退していたこともあり、今大会での個
人アジア1位が確定、ここで日本人初のパリ五
輪出場枠を獲得した。

　大会も大詰めを迎えた6月7日。オリンピッ
クアジア枠を競う3選手、五十嵐カノア、稲葉
玲王、和井田リオ(INA)の3名が勝ち残ってい
る。この中で最高位となった1名にオリンピッ
ク出場権が与えられる。そして男子R5H1では
稲葉と和井田が同じヒートに。スコアできる
波を待ってしっかり乗り切った稲葉が和井田を
抑えラウンドアップし、この結果によりアジア
の一枠は日本になる事が決定した。最終日ま
で駒を進めたのは五十嵐と稲葉。この二人の
うち上位の1名がアジア枠での出場権獲得者
となる。これまで、大会を通してハイパフォー
マンスを披露していた稲葉だったが、最終日の
最初のヒートで惜しくも敗退。ここで、五十嵐
のパリ五輪条件付き出場権が決定した。その
後五十嵐はファイナルまで進出するが、2大会
連続の金メダルとはならず4位でフィニッシュし
た。大会全日程が終了し、日本は国別で4位
となったが各選手の頑張りにより、男女ともオ
リンピック出場枠獲得という目標であった結果
を手に入れた。

「競技力向上事業」

最強の布陣で
オリンピック出場枠を狙う

松田詩野が日本初の
パリ五輪出場権獲得

日本男子アジア1位確定、
パリ五輪への切符を獲得

1st	 PERU
2nd	 FRANCE
3rd	 BRAZIL
4th	 JAPAN
5th	 AUSTRALIA

国別順位

数々の波乱が起こる中、
順調に勝ち上がる波乗りジャパン

スタッフも万全の体制で挑んだ波乗りジャパン。ISA会長フェ
ルナンド氏と

アジアトップとなり、パリ五輪の切符を手にした五十嵐カノア

その実力を世界に示したパリ五輪候補の稲葉玲王

強いハートで挑んだ松田
詩野。チームで最初のパ
リ五輪出場決定

国別では4位に入賞

 ISA/Sean Evans

ISA/Jersson Barboza

ISA/Sean Evans

ISA/Jersson Barboza

ISA/Jersson Barboza
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も追撃しハードなトップ争いが繰り広げられる
が、OPENでの優勝で勢いに乗る佐藤が安定
感のあるパフォーマンスで最終的には他選手
を圧倒し、僅か2本のライディングで勝利を収
め、OPEN、U18の2クラス制覇となった。ま
た池田美来も両クラスともにファイナルまで進
出し、OPEN2位、U18 3位となりメダルを獲
得した。

　OPENそしてBOYS U18でも日本の強さは
止まらない。OPENではファイナルまで2本の
パーフェクト10をスコアしたチームキャプテン
渡邉壱孔とリパチャージを強いられるものの、
勝ち上がった佐藤利希がファイナル進出、モ
ルディブのフセイン・アリーフ、インドネシアの
ダニー・ウィディアントと優勝を競った。ヒー
トはダニー選手がヒートスタートからスコアブ
ルな的確な波をチョイス、2つのエクセレント
ポイントを叩き出し、他選手を追い込み圧勝
した。佐藤は攻め続け後半には7ポイントをス
コアするが、惜しくも追いつかず2位。一方そ
れまで絶好調だった渡邉は良い波を待ちづづ
けるが、それまでのエクセレントライドを見せる
ことができず4位となった。U18リパチャージ

　2019年に創設されたASF(アジアサーフィ
ン連盟)の２回目の大会がクラシックブレイク
のモルディブ・コークスポイントで開催された。
ASFはISAより承認を受けており、将来的にア
ジアオリンピックの選考大会になる可能性もあ
る大会だ。今回開催されたクラスは男女共に
OPENとU18。日本代表は次世代を見据え、
全員18歳以下の選手を派遣した。

　アジアエリアにおいて他の参加国より選
手たちの実力が頭一つ抜きん出ている日本。
WOMENのOPENは選手達が順調にラウンド
アップを進める中、佐藤李と池田美来の2名
がファイナルに進出。4名ヒートではあるが、
実力的には佐藤と池田の一騎打ちの様相、お
互いがエクセレントライドを繰り広げるクロス
ヒートであったが、佐藤がトータル17.83をス
コアして優勝した。GIRLS U18ファイナルは
佐藤李、池田美来、髙橋花音に加え注目選手
である14歳、中国のスーチー・ヤン選手が進
出。髙橋がヒート序盤をリードするが、他選手

1st	 Dhany Widianto	 (INA)
2nd	 佐藤利希	 　(JPN)
3rd	 Hussain Areef	(MDV)
4th	 渡邉壱孔　	 (JPN)
5th	 髙井汰朗	 (JPN)
6th	 足立海世	 (JPN)

MEN OPEN
1st	 渡邉壱孔	 (JPN)
2nd	 佐藤利希	 (JPN)
3rd	 髙井汰朗	 (JPN)
4th	 足立海世	 (JPN)

BOYS U18 
1st	 佐藤李	 (JPN)
2nd	 池田美来	 (JPN)
3rd	 Dhea Natasya	(INA)
4th	 Isabel Faye Higgs	(THA)
6th	 髙橋花音	 (JPN)
11th	 庄司莉花	 (JPN)

WOMEN OPEN

1st	 佐藤李	 (JPN)
2nd	 Sigi Yang	 (CHN)
3rd	 池田美来	 (JPN)
4th	 髙橋花音	 (JPN)
8th	 庄司莉花	 (JPN)

GIRLS U18 

渡邉　壱孔
BOYS U18 　1位
MEN OPEN　4位

佐藤　利希
BOYS U18 　2位
MEN OPEN　2位

髙井　汰朗
BOYS U18　3位
MEN OPEN　5位

足立　海世
BOYS U18 　4位
MEN OPEN　6位

佐藤　李
GIRLS U18 　1位

WOMEN OPEN　１位

髙橋　花音
GIRLS U18  　4位
WOMEN OPEN　6位

池田　美来
GIRLS U18  　3位
WOMEN OPEN　2位

庄司　莉花
 GIRLS U18  　8位

WOMEN OPEN　11位

ASF Asian Surfing 
Championship 2023

写真：アジアサーフィン連盟

日時：2023年7月8日（土）～ 7月17日（月）    開催国：モルディブ共和国 コークスポイント　18の国と地域

圧倒的強さの日本代表、個人合計11個のメダルを獲得

をそれぞれ勝ち上がった足立海世と髙井汰朗、
そしてメインから上がってきた渡邉壱孔、佐藤
利希、この4名によりオールジャパニーズファ
イナルが実現した。佐藤が6.50をスコアして
ヒートをリードするが、渡邉も追撃開始。最初
のビッグセットでワイプアウトしてしまうが、そ
の後ハードに攻め、8.00、8.83とエクセレン
トをスコアし、OPENファイナルで実力を出し
きれなかった悔しさを払拭し、見事優勝を果た
した。

　チーム戦で挑んだアロハカップでは中国に
敗れ、惜しくも2位となったが、男女 OPEN、
U18ともに日本サーフィンの実力をいかんなく
発揮し、全てのファイナルまで進出した選手た
ちの活躍によって、国別ランキングで1位を獲
得し、アジアにおいて、日本の圧倒的な強さ
を見せつけた大会となった。また今回の代表
選手たちは全員18歳以下で構成されており、
今回の経験をもとにこれからの国際舞台での
さらなる活躍を期待したい。

「競技力向上事業」

1st	 JAPAN
2nd	 CHINA
3rd	 THAILAND
4th	 SINGAPORE

国別順位
WOMEN-GIRLS

1st	 JAPAN
2nd	 MALDIVES
3rd	 INDIA
4th	 SRI LANKA

国別順位　
MEN-BOYS

1st	 CHINA
2nd	 JAPAN
3rd	 MALDIVES
4th	 LEBANON

国別順位
ALOHA CIP (TEAM RELAY)

佐藤李がU18、
OPENとダブル優勝

オールジャパニーズファイナルと
なったU18は渡邉壱孔が優勝

個人メダル獲得数は合計11
国別団体でも優勝

■大会名称：2023 ASF ASIAN SURFING CHAMPIONSHIP
アジアサーフィン選手権 2023
■主催：Asian Surfing Federation（アジアサーフィン連盟）
■参加選手：120名　■日本代表選手：８名
■参加役員：チームマネージャー 大石純也　コーチ 大村奈央

コロナ禍を経て
開催された2回目の大会

全員が18歳以下で挑んだ今回の波乗りジャパン 才能が一気に覚醒、W優勝を果たした佐藤李

OPENでは2本のパーフェクト10をスコアしたチームリーダー渡
邉壱孔
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2023 ISA 
World SUP & Paddleboard Campionship

写真：ISA 国際サーフィン連盟

日時：9月24日（日）～ 10月1日（日）　開催国：フランス サーブル＝ドロンヌ　参加国：30の国と地域

日本代表、9個のメダルを獲得し総合３位にランクイン 

　2023 ISA World SUP and Paddleboard 
ChampionshipはSUPサーフィンがフランス西
部のビスケー湾に面した“プラージュ・デュ・タ
ンシェ”、SUPレースとパドルボードは西側の
バレアス海に面したレ・サーブル＝ドロンヌの

“ラ・グランド・プラージュ”を会場にして開催
された。カテゴリーが多く、前回まで２年連続
団体総合の金メダルを獲得しているSUP&パド
ルの強豪国フランスの地元開催ということもあ
り、大会は多いに盛り上がった。その中で特
筆すべき活躍を見せたのが、SUPテクニカル
レース、ディスタンスレースの2カテゴリーに
エントリーしていた17歳の荒木珠里。前回大
会でもこの2カテゴリーを史上最年少で金メダ
ルを獲得している荒木は、過去の金メダリスト
が参加する強豪揃いの中、脅威的な体力と卓
越した技術を発揮しレースを連覇した。またこ
の2カテゴリーでは田口類も銅メダルを獲得す
るなど大健闘を見せている。

　もう一人連覇の快挙を達成したのはパドル
ボード・プローンディスタンスレースの堀部結

里花。スペインのフーディット・ベルヘス、イ
タリアのコルネリア・リガッティそして堀部と
過去３回このメンバーで争われたレースは、堀
部がスタートからリードし好敵手相手に3分以
上の差をつけ圧勝。見事金メダルを獲得した。
また他にメンズパドルテクニカルで堀部雄大が
4位、ジュニアSUPテクニカルで島津成彰が3
位、リレーレースで国別3位でメダルを獲得す
るなどして、国別団体総合３位と前回より1ラ
ンクアップし、強豪国の仲間入りを果たした。
今後もさらなる飛躍に期待したい。

日本代表は前大会より順位を一つ上げ団体で銅メダル獲得

荒木珠里が２年連続
２カテゴリー制覇の快挙達成

堀部結里花も
2年連続金メダルを獲得

■大会名称：2023 ISA World SUP & Paddleboard Championship
2023 ISA ワールドサップアンドパドルボードチャンピオンシップ
■主催：International Surfing Association （国際サーフィン連盟）
■参加選手：200名　■日本代表選手：12名
■参加役員：スタッフ 鈴木衛司、横山岳男

島津　成彰
SUP JUNIOR TECHNICAL RACE BOYS	 3位

水谷　凛香
SUP JUNIOR TECHNICAL RACE GIRLS　8位

荒木　珠里
SUP DISTANCE RACE MEN　1位
SUP TECHNICAL RACE MEN　1位
SUP SPRINT RACE MEN　9位
TEAM RELAY　3位

田口　頼
SUP DISTANCE RACE MEN　3位
SUP TECHNICAL RACE MEN　３位

奥秋　李果
SUP DISTANCE RACE WOMEN　10位
SUP TECHNICAL RACE WOMEN　７位
SUP SPRINT RACE WOMEN　9位
TEAM RELAY　3位

馬場　なつみ
SUP DISTANCE RACE WOMEN　5位

野村　颯
SUP SURF MEN　13位

福田　カポノ瑳介
SUP SURF MEN　9位

横山　貴代
SUP SURF WOMEN　15位
SUP TECHNICAL RACE WOMEN　17位

百合草　綾
SUP SURF WOMEN　15位

堀部　雄大
PRONE DISTANCE RACE MEN　5位
PRONE TECHNICAL RACE MEN　4位
TEAM RELAY　3位

堀部　結里香
PADDLEBOARD DISTANCE RACE WOMEN　1位
PRONE TECHNICAL RACE WOMEN　5位
TEAM RELAY　3位

1st	 Max Torres	 (PUR)
2nd	 Wes Fry	 (AUS)
3rd	 Benoit Carpentier	(FRA)
4th	 Kai Bates	 (AUS)
9th	 福田カポノ瑳介	 (JPN)
13th	 野村颯	 (JPN)

SUP SURF MEN

1st	 Vaic Garioud	  (FRA)
2nd	 Donato Freens	  (NED)
3rd	 島津成彰	 (JPN)
4th	 Campbell Carter	 (USA)

SUP JUNIOR TECHNICAL RACE BOYS

1st	 FRANCE
2nd	 ITALY
3rd	 JAPAN
4th	 SPAIN

TEAM RELAY

1st	 Cosoleto	  (ARG)
2nd	 Aline Adisaka	  (BRA)
3rd	 Billie Scott 	 (NZL)
4th	 Justine Dupont 	 (FRA)
15th	 横山貴代	 (JPN)
15th	 百合草綾	 (JPN)

SUP SURF WOMEN

1st	 Cecilia Pampinella	 (ITA)
2nd	 Soryn Preston	 (USA)
3rd	 Elene Etxeberria	 (ESP)
4th	 Rebeka Klotz	 (BRA)
8th	 水谷凛香	 (JPN)

SUP JUNIOR TECHNICAL RACE GIRLS

1st	 荒木珠里	 (JPN)
2nd	 Titouan Puyo	  (FRA)
3rd	 田口頼	 (JPN)
4th	 Aaron Sanchez	 (ESP)

SUP  DISTANCE RACE MEN

1st	 Noic Garioud	 (FRA)
2nd	 Ollie Houghton	 (NZL)
3rd	 Claudio Nika	 (ITA)
4th	 Aaron Sanchez	 (ESP)
9th	 荒木珠里	 (JPN)

SUP SPRINT RACE MEN

1st	 Esperanza Barreras	 (ESP)
2nd	 Duna Gordillo	 (ESP)
3rd	 Mariecarmen Rivera 	 (PUR)
4th	 Anna Tschirky	 (SUI)
5th	 馬場なつみ	 (JPN)
10th	 奥秋李果	 (JPN)

SUP DISTANCE RACE WOMEN

1st	 Melanie Lafenetre	(FRA)
2nd	 Mariecarmen Rivera	 (PUR)
3rd	 Tarryn King	 (RSA)
4th	 Cecilia Pampinella	 (ITA)
9th	 奥秋李果	 (JPN)

SUP SPRINT RACE WOMEN

1st	 荒木珠里	 (JPN)
2nd	 Noic Garioud	 (FRA)
3rd	 田口頼	 (JPN)
4th	 Titouan Puyo	  (FRA)

SUP TECHNICAL RACE MEN

1st	 David Buil	 (ESP)
2nd	 Andrew Byatt	 (ENG)
3rd	 Julen Marticorena	(FRA)
4th	 Donald Miralle	 (USA)
5th	 堀部雄大	 （JPN)

PRONE  DISTANCE RACE MEN
1st	 堀部結里花	 (JPN)
2nd	 Judit Verges	 (ESP)
3rd	 Cornelia Rigatti	 (ITA)
4th	 Jessica Georgelin	 (ENG)

PRONE  DISTANCE RACE WOMEN

1st	 Julen Marticorena	(FRA)
2nd	 Andrew Byatt	 (ENG)
3rd	 Carlos Alonso	 (ESP)
4th	 堀部雄大	 (JPN)

PRONE TECHNICAL RACE MEN
1st	 Judit Verge	 (ESP)
2nd	 Cornelia Rigatti	 (ITA)
3rd	 Molly Roodhouse	(ENG)
4th	 Susette Velez	 (PUR)
5th	 堀部結里花	 (JPN)

PRONE TECHNICAL RACE WOMEN

1st	 Esperanza Barreras	 (ESP)
2nd	 Melanie Lafenetre	(FRA)
3rd	 Mariecarmen Rivera	 (PUR)
4th	 Alba Frey	  (ESP)
7th	 奥秋李果	 (JPN)
17th	 横山貴代	 (JPN)

SUP  TECHNICAL RACE WOMEN

1st	 FRANCE
2nd	 SPAIN
3rd	 JAPAN
4th	 ITALY

国別順位

ライバルに囲まれ優勝を喜ぶ堀部結里花

荒木珠里、2年連続 2カテゴリー 2連覇の偉業達成

ISA/Sean Evans

ISA/Pablo Franco

ISA/Pablo Franco
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■大会名称：2023 ISA WORLD PARA SURFING CHAMPIONSHIP 
PRESENTED by VISIT HUNTINGTON  BEACH
2023 ISA ワールド パラサーフィン選手権 
プレゼンティッドバイビジットハンティントンビーチ 
■主催：International Surfing Association （国際サーフィン連盟）
■参加選手：184名　■日本代表選手：11名
■参加役員：チームマネージャー 小川文夫、 大石純也

1st	 FRANCE
2nd	 USA
3rd	 BRAZIL 
4th	 ENGLAND
8th	 JAPAN

国別順位

加藤　真吾
MEN STAND 1　2位

藤原　智樹
MEN PRONE 2　3位

近藤　健太朗
MEN STAND 1　7位

生方　亮馬
MEN PRONE 2　22位

伊藤　建史郎
MEN STAND 2　4位

勝倉　直道
MEN STAND 3　4位

池上　凪
WOMEN STAND 1　1位

高尾　千香子
WOMEN STAND 1　4位

小林　征郁
MEN KNEEL　5位

西山　健悟
MEN PRONE 1　16位

　今回で8回目となるパラサーフィン世界選手
権(WPSC)はカリフォルニア・ハンティントンで
開催された。これまでISAやWSLなど多数の
コンテスト会場として使用されてきた歴史を持
つハンティントンだが、WPSCは初めての開催
となった。世界27の国と地域より184名の選
手が参加し、各カテゴリーでの優勝を目指した。
前年度4つのメダルを獲得した日本からは10名
が参加した。何と言っても今回のトピックスは
池上凪の初出場ながら金メダル獲得の快挙。
この勝利に日本代表はもちろん、会場も湧い
たのは言うまでもない。他にも加藤真吾がこち
らも初出場で銀、藤原智樹が銅、伊藤建史郎、
勝倉直道、高尾千香子がそれぞれカッパーと
個人成績で次 と々メダル獲得が続いた。これら
の結果もあり国別では総合7位と健闘した。

2023 ISA 
World Para Surfing Championship

Presented by Visit HUNTINGTON  BEACH

写真：ISA 国際サーフィン連盟

日時：2023年11月5日（日）～ 11月11日（土）　開催地：アメリカ合衆国 カリフォルニア州 ハンティントンビーチ　参加国：27の国と地域

パラサーフィン世界大会初開催のハンティントンで日本選手メダルラッシュ

初出場の2名の選手が、
金、銀メダル獲得

CLOSE UP

世界戦に出場してどうでしたか？
　サーフボードを海外に持っていくのも、海
外でサーフィンをするのも初めてで。全日本
選手権に出て健常者と戦っていたので、メダ
ルを取って当たり前というプレッシャーもあ
りました。最初のヒートはすごく流れもあっ
て頭ぐらいの波が次々に入って来ましたが、
練習を重ねてきたので、躊躇せずにチャレン
ジできたかなと思います。でも自分のやりた
いライディングはできませんでした。金メダ

ルは獲れましたが、まだやれると思うので、
もう少し波を楽しめるように、またチャレン
ジしていきたいと思います。
今後の目標とメッセージをお願いします。
　目標は基本的には決めないのですが、強
いて言えば、健常者の出場する全日本選手
権での優勝とパラサーフィンの世界戦での優
勝です。私からのメッセージは、何か辛い思
いをしている人ほど海に触れて、海を楽しん
で、地球を味わってほしいし、おすすめです！

障害があることを言い訳にせずにチャレンジ

池上　凪

日本人女子二人目の金メダリストとなった

ISA/Pabro Franco

いけがみ・なぎさ●1991年生まれ。交通事故で右腕を損傷し障害を持つ。2021年から3年連続全日本選手権に出
場。2023年第1回パラサーフィン全日本選手権、ISA世界パラサーフィン選手権のWOMEN STAND1クラスで優勝。

取材・撮影：米地有理子

世界27カ国より184名の選手が参加

会場はカリフォルニアサーフインのメッカ、ハンティントン

開催されたのは10カテゴリー。MEN KNEELの小林征郁

 ISA/Pablo Franco

ISA/Sean Davis  ISA/Jerson Barboza
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　コンテスト会場はプライア・ダ・マクンバ ビー
チ。初日は安定した3 ～ 4フィートのスウェルが
届く中、2つのポディウムを使用してコンテスト
はスタートした。波乗りジャパンはBOYS U16
の髙井汰朗、小野里弦、岡野漣が順調にラウ
ンドアップ、GIRLS U16の登坂祐妃、鈴木莉
珠、池田美来もこれに続きラウンドアップした。
また大会２日目のスタートとなったU18でも男女
全員がラウンドアップ。中でも今大会でジュニア
ラストになる松岡亜音は9.33をスコアし、大会
初のエクセレントヒートスコアをマークした。

　通常ISAのコンテストでは一度敗退しても敗
者復活のリパチャージに周り、そこから再び上
位を狙えるが、今回スウェルがあまり見込めな
いことから、リパチャージはラウンド2で終了
の決定が大会4日目になされ、以降メインラウ
ンド＝エリミネーションラウンドとなり、敗者復
活のチャンスがなくなった。そんなプレッシャ
ーのかかる中、U16の岡野漣、髙井汰朗、登

　2023年のISAワールドジュニアはブラジル・
リオデジャネイロで開催。現地には世界中より
次世代のサーフィン界を担うであろうトップクラ
スの実力を持つジュニアサーファー 365名が集
結。大会前に行われる恒例のオープニングパ
レードは選手に加え、200名を超える各国の
チーム関係者も参加し、過去最大規模となっ
た。今大会はチェコ、ハンガリー、ウクライナ、
ルーマニアなどサーフィンでは馴染の薄い国々
が初参加するなど、東京五輪以降サーフィンが
ワールドワイドスポーツへ向け確実にスケール
アップしている印象だ。また参加選手の半数
近くが女子選手となっていた。

1st	 Ryan Kainalo	(BRA)
2nd	 Francisco Ordonhas	 (POR)
3rd	 Kai Odriozola	(ESP)
4th	 岩見天獅	 (JPN)
5th	 渡邉壱孔	 (JPN)
33rd	 小濃来波	 (JPN)

BOYS U18

1st	 Sierra Kerr	 (AUS)
2nd	 Lanea Mons	 (USA)
3rd	 Eden Walla	 (USA)
4th	 Clemence Schorsch	(FRA)
13th	 池田美来	 (JPN)
19th	 鈴木莉珠	 (JPN)
37th	 登坂祐妃	 (JPN)

GIRLS U16

1st	 Hans Odriozla  (ESP)
2nd	 Lukas Skinner	 (ENG)
3rd	 Guilherme Lemos	 (BRA)
4th	 Ryan Coelho	 (BRA)
5th	 岡野漣	 （JPN)
13th	 小野里弦	 (JPN)
25th	 髙井汰朗	 (JPN)

BOYS U16
1st	 松岡亜音	 （JPN)
2nd	 Kohai Fierro	 (TAH)
3rd	 Candelaria Resano	 (NCA)
4th	 Zoe Chait	 (USA)
19th	 佐藤李	 (JPN)
37th	 庄司莉花	 (JPN)

GIRLS U18

岩見　天獅
BOYS U18　4位

佐藤　李
GIRLS U18　19位

髙井　汰朗
BOYS U16　25位

渡邉　壱孔
BOYS U18　5位

庄司　莉花
GIRLS U18　37位

池田　美来
GIRLS U16　13位

小濃　来波
BOYS U18　33位

岡野　漣
BOYS U16　5位

鈴木　莉珠
GIRLS U16　19位

松岡　亜音
GIRLS U18　1位

小野　里弦
BOYS U16　13位

登坂　祐妃
GIRLS U16　37位

2023 ISA 
World Junior Surfing Championship

写真：ISA 国際サーフィン連盟

日時：2023年11月24日（金）～ 12/3（日）　開催国：ブラジル連邦共和国　リオ・デ・ジャネイロ　参加国：46の国と地域

WJSCラストイヤーの松岡亜音が日本人女子初の金メダル獲得、団体は3位に

坂祐妃、鈴木莉珠が最後のリパチャージを勝
ち上がり望みを繋いだ。

　メインラウンドのみになって以降、残念な
がら敗退する選手も出てきたが、波乗りジャ
パンはBOYS U18の岩見天獅、渡邉壱孔、
GIRLS U18の松岡亜音、BOYS U16の岡野
漣、小野里弦がファイナルデイまで勝ち上がっ
た。この時点で国別順位は暫定6位。BOYS 
U16では岡野がセミまで進むが5位フィニッシ
ュ、渡邉と岩見もセミまで進むが、二人同じヒ
ートとなり渡邉は惜しくも敗れ5位フィニッシ
ュ、岩見はファイナルに進出するが、本来のサ
ーフィンを見せられず4位フィニッシュ、しかし
カッパーメダルを獲得した。大会初日からハイ
スコアをマークし、順調に勝ち進んできた松岡
亜音はファイナルに進出。ヒート中盤まで4位
を強いられる厳しい戦いであったが、後半まで
波をじっくり待ちビッグターンで6.17をスコア
し、4位から一躍トップに躍り出る大逆転勝利
を収め、念願の金メダルを獲得した。また出
場選手全員の奮闘により、国別の最終順位は
3位となり銅メダルを獲得、さらに閉会式前に
行われた恒例のアロハカップではチームワーク
の良さを生かし見事金メダルを獲得した。

「競技力向上事業」

1st	 BRAZIL
2nd	 USA
3rd	 JAPAN
4th	 AUSTRALIA

1st	 JAPAN
2nd	 HAWAII
3rd	 SPAIN
4th	 USA

国別順位 ALOHA CUP （TEAM RELAY) 

波乗りジャパン好発進、
全員ラウンドアップ

レギュレーション変更で
負けられないハードな戦いに

5名の選手がファイナルデイ進出、
松岡亜音が金メダル獲得

■大会名称：2023 ISA WORLD JUNIOR SURFING CHAMPIONSHIP 
2023 ISA ワールドジュニアサーフィン選手権
■主催：International Surfing Association （国際サーフィン連盟）
■参加選手：365名　■日本代表選手：12名　
■参加役員：監督代理  大石純也  コーチ 田中樹、岡島宏盛　アドバイザー ビクター・リーバス　
マネジメント 道幸もも  管理栄養士 松本恵、梶田光里　看護師 湯澤恵美子　トレーナー 前原優湖

開催規模は過去最大、
次世代サーファー365名が集結

大会を通して力強いバックハンドが冴えわたった松岡亜音 アロハカップ優勝、国別3位銅メダルと大健闘の波乗りジャパン

日本人女子史上初の金メダル獲得

チームキャプテンの岩見天獅はカッパーメダル

ISA/Pablo Franco

ISA/Pablo Franco

ISA / Jersson Barboza

ISA/Jerson Barboza
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サーフィン検定や公認サーフィンスクール、
歴代の優勝者を記したコンテストアーカイブ、競技規定ほか、各種資格の取得方法など。
必ず覚えなければならない情報や知っておきたいNSAに関する基本的な情報が満載！

日本サーフィン連盟ガイダンス
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Nippon Surfing Association
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特典

特典

特典

特典

特典

正会員なら各大会に参加出来ます！

サーフィン賠償責任保険が
自動付帯！

年間誌『YEARBOOK』を
お届けします！（年1回発行）

級別選手権大会に参加出来ます！

サーフィン検定が4級から受験可能！

①【NSA主催大会】 ・級別選手権大会　・ジュニアオープン選手権大会  ・全日本選手権大会　
 ・マスターズオープン選手権大会
②【NSA支部予選大会】
③【NSA公認大会】
主催大会は4戦。バリエーション豊かな大会にご参加くだ
さい。全日本選手権大会は支部予選を勝ち抜いた精
鋭選手が出場する歴史ある大会。（2023年度およ
そ1300名出場）

※各大会の詳細・出場資格・エントリー方法は大会毎に
異なりますので、NSAオフィシャルサイトをご確認ください。

※各大会で獲得したポイントによって、NSAオフィシャル
サイトのポイントランキングにお名前が掲載されます。

NSA会員は全員、自動加入です。
補償内容は対人・対物が3,000万円限度

北海道～九州までの国内主要サーフポイントの波情報
が無料でご覧になれます。波情報をチェックして、サー
フィンに出かけよう♪利用方法は右記QRコード、または
NSAオフィシャルサイト「会員案内」をご確認ください。

大会情報やトップコンペティターインタビュー、
サーフィンに役立つ情報が満載です。

他にも……
・東海汽船10％割引

①【NSA主催大会】・級別選手権大会
②【NSA公認大会】
級別選手権大会は、年齢の枠を超えた保持級別の大会です。
サーフィン検定で合格された次に目指すのは『級別選手権大会』！ 
あなたのエントリーをお待ちしています。
※各大会の詳細・出場資格・エントリー方法は大会毎に異なりますので、
NSAオフィシャルサイトをご確認ください

サーフィンの技量をチェックできる、サーフィン検定。1級～5級までのレベル別になっていて、
正会員の方は5級受験免除で4級から受験ができます

 （団体総合生活補償保険個賠型）

日本サーフィン連盟の会員に登録して、より充実したサーフィンライフを送りませんか？
各支部ではビーチクリーンやコンテストをはじめ、様々な活動をしています。

また、『YEARBOOK』やメンバー向けの無料波情報から、さらにサーフィン賠償責任保険まで、特典が満載です。

NSA会員には「正会員」と「オープン会員」の2種類があります。コンペティターとして腕を磨きたいなら正会員、
ライフスタイルの一部としてマイペースにサーフィンを楽しみたいならオープン会員というように、スタイルに合わせて選んでください。

NSA会員について
NSAに登録して、安心して波乗りを楽しもう！

入会方法

■NSA主催大会への出場を目的とされる方向け
年会費 一般：5,000円（2008年1月1日以降の生年月日の方：3,000円）
登録種目 ショートボード／ボディボード／ロングボード（各クラス）
 ※重複登録には1クラスにつき別途1,000円がかかります。
入会方法  NSAオフィシャルサイトにて、マイページ登録がまだの方は、新規

マイページ登録を行い、新規正会員登録を行って下さい。（カード
決済、コンビニ決済等がご利用いただけます。）

 ※その際、事前にチームの許可が必要です。
 ※支部長の許可を得て、5人以上で新規チームの発足も可能です。
 ※会員更新は、マイページまたはチームからの登録が可能です。

■初心者～ベテランまで、海で安心してサーフィンを楽しみたい方向け
年会費 一般：3,500円
入会方法 1.NSAオフィシャルサイトより登録
  ※NSAオフィシャルサイトにて、マイページ登録がまだの方は、新

規マイページ登録を行い、新規オープン会員登録を行って下さい。
（カード決済、コンビニ決済等がご利用いただけます。）

 2.協力店の店頭で登録　
  ※NSAオフィシャルサイトにてマイページ登録がまだの方は、新規

マイページ登録を行い、協力店にて会費の支払い、新規会員申し
込みを行ってください。

正会員 オープン会員

正会員の特典

会員共通の特典

オープン会員の特典

いつもこころに"one man one wave"で、安全なサーフィンライフを送りましょう！

特典 波情報が無料！

NSAマイページで波情報を無料配信しています。 

※2024年4月1日現在

波情報利用方法ページ
QRコード

more info
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オフィシャル・サイトでは全国のNSA会員の皆様に向けて、大会＆イベント、資格・検定など、
サーフィンにまつわる様々な役立つ情報を常時発信しています。

大会の様子を動画で視聴したり、基礎知識から、競技規定、様々な資格取得の方法など
サーフィンのスキルアップに役立つ情報も充実しています。
さらに全国の支部、チーム、協力店の確認もできます。

マイページを登録することで、自分の情報を管理、NSAからのお知らせもスピーディにキャッチできます。
まだ登録していないという方は、早めに登録を済ませて、オフィシャル・サイトをどんどん活用していきましょう。

NSAオフィシャル・サイト活用術

スケジュール変更など特に会員の皆様にお知らせ
したい情報を随時発信。ニュースページは「すべて」
「大会」「サーフィン検定」「資格」「会員お知らせ」
「日本代表」「オリンピック関連」「お知らせ」「ショッ
プ」と９つのカテゴリーに分かれています。カテゴ
リーを絞ると、必要情報を素早く確認できます。

主催大会、公認大会、派遣大会のスケジュール
が確認でき、各大会スケジュールから詳細ページ
へリンク。大会に出場している選手のポイントラン
キングや強化指定選手の確認ができます。

サーフィン検定や各種資格の試験・講習会の今後
のスケジュール、また詳細情報、取得方法を確認。
資格保持者の一覧も。

NSAの団体概要をはじめ、各支部長、チーム、
協力店の確認ができます。

会員の変更届など各種届出用書類、支部予選の
結果報告書、チームや協力店の登録内容変更届
などがダウンロードできます。また大会開催時に
役立つ各種ツールも格納されています。

大会Tシャツ、大会に必要なジャッジペーパー、
ホーン、ゼッケンのほか、NAMINORI JAPANグ
ッズ、NSAオリジナルグッズなどが購入できます。

ニュース

大会

資格・検定

NSAについて

各種申請

ALOHA STORE

Check！

こんなページもあります！

ニュースニュース

大会

資格・検定

活動

会員案内

NSAについて

基礎知識

スケジュール

ランキング

強化指定選手

各種大会について

スケジュール

サーフィン検定

ジャッジ

指導員

ISAジャッジ

ISAコーチング

スクール指導員

ビーチクリーン

スクール

会員とは

正会員

オープン会員

安全対策

ルール＆マナー

基本用語

サーフィンの歴史

支部長一覧

NSAについて

チーム一覧

協力店一覧

各種申請

ALOHA STORE

サイトマップ

競技規定

こちらもチェック！Check！

正会員の方のマイページ機能
・大会参加履歴や自分のランキングが分かる
・スケジュール管理ができる
・波情報が見られる
・自身の資格情報が分かる
・会員証、資格認定証が見られる
・連絡先の変更がいつでも可能
・更新、申込や、その支払い状況が確認できる
・NSAからのお知らせなどが確認できる

オープン会員、資格、級検定のみお持ちの方
もそれぞれのマイページ機能を利用可能

マイページの登録は済みましたか？

主催大会やイベントごとの写真が一覧できます

波乗りジャパンサイトにリンクしています。

わからないこと、気になることがあったら、まずはここをチェ
ック。今後もさらに内容を充実させていく予定です。

個人情報の取り扱いについての詳細を記載しています。

FAQを確認してもわからないことがあれば、ここからお問い合
わせフォームに記入し、NSA事務局へ送信することができます。

お問い合わせ

FAQ

プライバシーポリシー

フォトギャラリー

波乗りジャパン オフィシャルサイト

サイトマップ
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よ
く
あ
る
質
問 NSA FAQ

会員・チーム登録について

サーフィン検定について

保険について

（※1） NSAオフィシャル・サイトの「NSAにつ
いて」⇒「各種申請」ページをご確認ください。

現在、オープン会員です。
途中で正会員に登録できますか？

A できます。全国各地のNSAチームから
登録するか、新規チームを作って登録

（チーム員を5名以上集め、支部長の許可が
必要）することが可能です（会員種別の移行
ではなく、新規正会員登録になります）。

Q チームを作るには？

A チーム員を5名以上集めて、チーム
代表者（登録する支部エリア内に現

住所を置いている必要があります）が、支
部長が所有している「新規チーム申請書」
に支部長の署名・捺印をもらい、NSA事
務局に提出して下さい。また、支部活動
に積極的に参加できることが必要です。

Q

チームと協力店の違いは？

A チームは正会員、協力店はオ
ープン会員の窓口です。

Q

チームってどんな活動を
すればいいの？

A 所属支部の支部活動に参加、
正会員の受付、チーム員の取り

まとめなどをしていただきます。

Q

現在所属しているチームから
他のチームへ移りたいのですが？

A チームを移籍する場合は、移籍前後の両チー
ム代表者に申し出て「移籍届（※1）」を事務局

に提出して下さい（支部変更を伴う場合は、支部長
の了承が必要で、移籍時期が限定されます）。

Q

会員になりたいのですが、
自宅のある場所と同じ支部でないと
登録できませんか？

A ご自宅と所属するチーム（支部）が、
異なるエリアでも登録できます。

Q NSAの保険とは？

A NSA 正会員、オープン会員に付帯す
る「サーフィン賠償責任保険（団体総

合生活補償保険個賠型）」です。詳細は、
オフィシャル・サイトをご参照下さい。

Q

現在NSA会員でなくても、
サーフィン検定は受験できますか？

A できます。正会員の方は5級受験が免除
となり、4級から受験できます。受験方

法についてはp.36-37、p.97をご覧下さい。

Q

会員登録をやめると、
取得した検定の認定級は
取り消されてしまうのですか？

A 一度取得された認定級は、退会され
ても失効することはありません。保

持している認定カードや認定証があれば、
次級を受験することができます。

Q

サーフィン賠償保険の
補償開始はいつからですか？

その他のFAQはこちらから
オフィシャルサイトをチェック!

A サーフィン賠償保険は入金日の翌
日から補償開始となります。

オフィシャルサイトでは、よくある質問をカテゴリー別にまとめ、随
時アップデートしています。お問い合わせの前にまず、こちらをチェ
ックしてみましょう。 

Q

事故が起きてしまいました。
保険を利用する場合は
どうすればいいですか？

A NSAオフィシャル・サイトにある「サーフィン事故連
絡票（※1）」に事故内容をご記入の上、NSA事務局

へFAXして下さい。保険会社より連絡がいきます。

Q

会員・チーム登録やサーフィン検定、保険など、各種手続き関係のこと、よくある疑問を一挙解説！
まずはこのページ内容を要チェック!! さらにNSAオフィシャル・サイトにある情報も確認、あなたもNSAマスターに！

more info
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級 要求される技術 受験資格

5級

・ある程度の泳力があること

どなたでも受験できます
・パドリングしてゲッティングアウトできること
・テイクオフしてある程度サーフボードの上に立つことができること
・ボディボードはキッキングを使ってテイクオフし、ある程度ライディングができること

4級 ・５級の能力に加えてテクオフから確実なターンをし、プルアウトできること ５級取得者またはNSA正会員（5級試験免除者）

3級

・テイクオフからレールを使ったターンで加速できること

4級取得者
・ショートボードは、カットバックもしくはリエントリーができること
・ボディボードは、スピンまたはエルロロができること
・ロングボードは、ウォーキング、ウォーキングバックができること
※3級以上にはボードコントロールが要求される。

2級
その日のコンディションに合わせたグッドスケールに入るライディングができることが合格の判断基準となる。

3級取得者
・フリーライディングで、スピード、パワー、フロー、コントロールなどをジャッジクライテリアに沿って審査する

1級
その日のコンディションに合わせたエクセレントスケールに入るライディングができることが合格の判断基準となる。

2級取得者・フリーライディングで、スピード、パワー、コントロールなどをジャッジクライテリアに沿って審査する
・2級以上の積極性、波を見る能力、ポジショニングなども審査の対象となる

技術に応じて1～ 5級までの級を取得できるサーフィン検定。
大会を目指す方はもちろん、今の自分の技量を試してみたい方にもお勧めです。

合格者には、認定証が発行され、NSAマイページに表示されます。

サーフィン検定とは？
スキルアップにもつながる！ 技量を試す認定テスト

サーフィン検定 規定科目技量・受験資格

スクール審査員が開催するNSA公認スクールでも、サーフィン検定を受験できます。公認スクール
で腕を磨いて、どんどん検定に挑戦しましょう。詳しくはNSAオフィシャル・サイト「サーフィンス
クール一覧」をご覧ください。https://www.nsa-surf.org/school/list/

Check！ サーフィンスクールでも検定にチャレンジできます！（4級、5級対象）

サーフィン検定は、NSA各支部主催で春・秋季を中心に全国で開催されています。正会員、
オープン会員、一般の方、どなたでも受験可能です。合格者にはNSAより認定証を発行。
あなたも挑戦してみませんか？開催場所や日程など詳細については、NSAオフィシャル・サ
イト サーフィン検定スケジュール ページをご覧ください。

自分のサーフィンのレベルを試してみよう！

サーフィン検定の流れ

受験日から約1ヶ月後、合格者
には認定証が事務局より自宅に
送付されます。合格すると、自
分の名前入りの認定証が送られ
てきます。
また、NSAマイページ資格情報
に取得級情報が表示されます。

サーフィン検定1、2級審査方法の見直し
1、2級の審査基準、合格基準をわかりやすくするために、その年のジャッジクライテリア（基準）と
採点スケールを導入して審査を実施します。審査はフリーライディングを行い、マキシマムウェーブ
の中で規定科目技量に達するライディングができれば合格とします。
【補足】以前の検定と比べて合格基準に変更はありません。採点スケール、ジャッジクライテリア（基準）はこれ
までの合格基準をわかりやすく表現するための指標と考えてください。

■ロングボード、ボディボードについて
これまでロングボードではノーズライディング（ハングファイブ、ハングテン）、ボディボードはエルロロ
とフェイスでのフォワード、リバーススピンを取り入れることが1級または2級の合格条件となってい
ましたが、これらは必須ではなくなります。しかしながら、これらのメジャーマニューバーを取り入れて
演技することがグッドスケール（2級）、エクセレントスケール（1級）に入るポイントを出すための“近道”
といえます。その日のコンディションで合格するにはどのようなライディングが求められるか？ マスター
ジャッジのアドバイスをよく確認して、検定に臨んで下さい。

会場にある受験者カードにNSA-ID、氏名、級認定
No.など必要事項を記入し、受験級ごとに受付を済ま
せます。受験料2,000円と証明写真（タテ4cm×ヨ
コ3cm）を忘れずに。4級以上を受験する際は、認定
No.の提示も必要です（正会員は特典で5級試験免除）。
記入した受験者カードと受験料2,000円を受付にお持ち
いただき、受験級、ヒート番号、ゼッケンカラーを記入し
てもらい、それらを受け取り自分のヒートになるまで待機し
ます。

1

4

2 3受験受付・受験料支払い
試験終了後、ゼッケンを戻す際にマスタージャッジから合
否の記入された受験者カードを受け取ります。その際、
合否を問わずマスタージャッジから審査結果や演技の内
容についてアドバイスを受けることができます。合格した
場合、必ずその日のうちに合格印の押された受験者カー
ドを受付に提出。そして認定料の3,500円（消費税込）
（一律）を支払い、合格認定証（兼領収証）を受け取り
ます。

合否の確認＆認定手続き

初めにマスタージャッジから各級の合格基準の説明を受
けます。自分のヒート前に、受験者カードをマスタージャ
ッジに渡し、受験者は各自指示された受験級、ヒート番
号、ゼッケンカラーを再確認し、マスタージャッジの指示
に従い、いよいよ試験スタート！ 審査はNSA公認ジャッ
ジ3名とマスタージャッジ1名にて行われます。受験者は
1ヒート15分間（原則として）、6本のライディングが与
えられ、合格と認められた時点で試験は終了。その後、
マスタージャッジの指示で海から上がります。

テスト開始

認定証の発行
審査基準、合格基準がよりわかりやすく！

S299999S299999S299999

S399999

L399999

L499999

TARO RENMEI

S299999
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日本サーフィン連盟の公認スクールは、海の知識と経験が豊富な、
公認指導員資格を持ったインストラクターが親切丁寧に指導します。

保険も適用されるため、安心して参加することができます。特に初心者の方におすすめです。

子供たちの笑顔あふれるサーフィン体験教室！お気軽にご相談ください！

公認サーフィンスクール
全国各地で開催。初心者は特におすすめ！

日本サーフィン連盟では、より多くの人にサーフィンを安全に楽しんでもらえるよ
うに、海におけるルールやマナーの普及に努めています。その一環として、“公認
指導員”の講習会を毎年実施し、サーフィンインストラクターを養成、認定してい
ます。インストラクターは、“海上安全指導員”の資格も取得しているため、海で
の安全に対する知識が豊富な点も重要なポイントになります。現在、日本全国に
約550名の資格保持者がおり、NSA公認スクールのインストラクターとして活躍
しています。なお、スクールの開催日程、場所などの詳細についてはNSA オフ
ィシャルサイト、https://www.nsa-surf.org/school/をご覧ください。

インストラクターは、日本サーフィン連盟が開催す
る講習、資格試験を受けた公認指導員で、わかり
やすく丁寧な指導方法や、海に特化した人命救助
を学んでいます。初めてサーフィンをする方は、海
でのルールやマナー、パドリング・スタンディング
の方法などをじっくり学ぶことができます。サーフ
ィンの技術をさらに高めたい方、改めて学びたい
方にも、初級者・中級者・上級者向けのスクール
が実施されています。

（一財）日本海洋レジャー安全・
振興協会が行う「海上安全指
導員講習会」で気象や海象に
関する知識も修得しているた
め、海の知識と経験を備えた
インストラクターが指導してくれますので、安心・安全です。

NSA 公認スクールは日本全
国各地、約50か所で行われて
います。お近くのスクールでお
気軽にご参加ください。

NSA オフィシャルサイト（https://www.nsa-surf.
org/school/list）にNSA 公認サーフィンスクール
の一覧を掲載しています。開催エリアで検索可能
です！

NSA公認スクールでは、スクール
中の万一の事故に備えて、スクー
ル受講者に対し傷害・対人対物
の保険に加入しています。保険が
付いてくることも、安心して受講
できる嬉しいポイントですね。

資格保持者が指導するから、安全で的確！

公認スクールには、たくさんのメリットがあります！

主催サーフィンスクール＆プールスクール

其の1

其の3

其の4 其の5

其の2“公認指導員”が丁寧に教えてくれる!!

“海上安全指導員”の資格も取得している！

全国各地で開催！ WEBで日時、会場を簡単に検索！

スクール審査員がいる公認スクールでは、サーフィン検
定の受験ができます（4級、5級対象）。開催されている
スクールや受験条件など、詳しくはNSA オフィシャル
サイトのサーフィンスクールページをご覧ください。

其の7 “サーフィン検定”にチャレンジできる！

保険が適用される！！

NSA 公認スクールに
参加した後には、修
了証が授与されます。
是非、皆さん参加し
てみてくださいね！

其の6 “スクール修了証”がもらえる！

　日本サーフィン連盟では、各自治体と協力しながら「主
催サーフィンスクール」や、小学校などのプールを利用し
て授業の一環として「プールでサーフィン体験会」などを
開催しています。
　NSA 公認指導員や支部の皆さまが中心となり、サー
フィンを安全に、そしてプールではより身近に、楽しみ
ながら普及させる注目のプログラムです。支部や自治体
の皆さまのご要望がございましたら、お気軽にNSA 事
務局の企画委員会までお問い合わせください。

more info
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公認指導員 海上安全指導員

開催時期 年1回、おおむね2 ～ 3月に開催　※NSAオフィシャルサイト等で告知予定

受験資格

25歳以上で、以下のいずれかに該当する者
なお、受講にあたってはサーフィン海上安全指導員講習会の受講・登録を条件と
します（既に有効な同資格を所持する方は除きます）
・支部長経験者
・前年度全日本サーフィン選手権大会出場者
・NSAサーフィン検定3級以上
・JPSA・JPBA公認プロ
・支部長もしくは理事の推薦を受けた者（書類審査有）
※サーフィン海上安全指導員とNSA公認指導員は同時に取得可能です

25歳以上で、以下のいずれかに該当する者
・サーフィン活動経験が3年を超える者
・一般財団法人日本海洋レジャー安全・振興協会が適当と認めた者
※サーフィン海上安全指導員の認定は、一般財団法人日本海洋レジャー安全・
振興協会が行います

必要書類
・公認指導員講習会申込書および海上安全指導員講習会申込書（申込書はWEB入力の場合があります。詳細はNSAオフィシャルサイトにてご確認ください。）

・写真（タテ4cm×ヨコ3cm）1枚　※3か月以内の撮影で無帽、本人単身

学科試験の内容

サーフィンに関する技術知識
サーフィンに関する一般常識
ルール＆マナー
初心者への指導技法
救急法

海上安全指導員の制度、業務、心得について
サーフィン事故の実態および対策について
日本付近の気象について
日本沿岸の海象について
救急法

実技講習の内容 救急法、人命救助について 救急法、人命救助について

取得後の活用先
NSA公認スクールの実施
初心者へのサーフィン技術およびマナーの指導

一般サーファーに対する事故防止およびマナーの指導

受験費用

受講料 8,000円＋消費税
認定料 5,000円＋消費税
更新料 3,000円＋消費税 （３年間有効）

受講料2,000円
認定料3,000円
更新料5,000円（3年間有効）

申し込み方法 詳細はNSAオフィシャルサイトをご確認ください

問い合わせ先および
更新手続き先

一般社団法人 日本サーフィン連盟 事務局
〒160-0013　東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号 
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 10F
☎03-6434-7341　FAX 03-6434-7795　E-mail: info@nsa-surf.org

一般財団法人 日本海洋レジャー安全・振興協会 安全事業部
〒231-0005  神奈川県横浜市中区本町4-43  A-PLACE馬車道9F
☎ 045-228-3066

自然をフィールドとするサーフィンにおいては、様々な知識や経験が非常に大きなウェイトを占めます。
だからこそ、常に学び続けることが重要です。サーフィンという素晴らしさをもっと多くの人たちに知ってもらうためにも、 

“海のエキスパート”を目指してみませんか？

目指せ公認指導員・海上安全指導員
“海のエキスパート”を目指してみませんか？

こちらをご覧ください ▶▶▶ NSA TOP ＞ 資格・検定　＞ 指導員　https://www.nsa-surf.org/license/instructor/

■公認指導員・サーフィン海上安全指導員　受験要項

『公認指導員一覧』 はNSAオフィシャルサイトに掲載しています

サーフィンを楽しむために、初級者、上級者を問わずにたくさんの人が海
に集まります。ひとつの海を皆で共有し、安全にサーフィンを楽しむため
にはどうしたらいいでしょうか……？ 日本サーフィン連盟が毎年行う“海
上安全指導員および公認指導員講習会”では、サーフィンの技術、知識、
マナーの向上だけではなく、海象、気象や人命救助など、海に関わる様々
な知識を習得することができます。サーフィンの知識をいま以上に広げた
い、波乗りを楽しむための技術やマナーを正確かつ安全に指導したい、
海に関わる様々な知識を習得したい、そんな方にもおすすめです。少しで
も興味のある方は、是非とも講習会に参加してみてはいかがでしょうか。

海やサーフィンについての知識を深めよう！
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開催日時
秋季講習会 / 資格試験　2024年12月8日（日）会場：東京、大阪予定（日程、会場含め調整中）
春季講習会 （試験なし、秋季に受験・受講できなかった公認ジャッジの方や選手や一般の方の学習のために開催しています）2025年2月～ 3月予定
※詳細は決定次第NSA オフィシャル・サイトに掲載します

受験資格

A級ジャッジ B級ジャッジ C級ジャッジ D級ジャッジ

B級ジャッジ保持者 C級ジャッジ保持者級 Dジャッジ保持者 受験日までに満20歳以上である
サーフィン及びボディボード経験者C級以上の受験は所属支部長またはNSAジャッジ委員の推薦が必要

必要書類 詳細は決定次第 NSAオフィシャル・サイトに掲載します

学科試験の内容 映像問題、筆記問題、集計問題

取得後の活用先 NSA主催大会、NSA支部大会、NSA公認大会、サーフィン検定など

受験費用
受講料（講習のみ）3,000円＋消費税／受験料（講習＋受験）6,000円＋消費税
合格認定料 5,000円＋消費税（合格時に納入）　※資格試験のみの参加はできません

申し込み方法 詳細はNSAオフィシャルサイトに掲載しますのでご確認ください

問い合わせ先

一般社団法人 日本サーフィン連盟 事務局
〒160-0013　東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号　JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 10F
☎ 03-6434-7341　FAX 03-6434-7795
E-mail: info@nsa-surf.org

更新について

【更新資格】
ジャッジ資格の維持には、資格を取得または更新後3年間（有効期限内）に下記いずれかを済ませることが必要です。
1. 公認ジャッジ講習会を受講する
2. ジャッジ資格試験を受験する（合否は問いません）
3. NSA主催大会のジャッジを務める
※次回更新を迎えるのは、資格有効期限が2025年3月31日の方です。

【更新方法】
事務局からお届けするメールもしくは郵便の更新案内に沿ってお手続きください。
※お手元にご案内が届いていない場合でも、更新案内はNSAオフィシャル・サイトでご確認ください。
有効期間／ 3年　資格更新料／ 3,000円＋消費税

各支部の大会はもちろん、NSAの主催大会でジャッジを経験することで、
選手として、勝つためのスキルを会得するキーポイントをみつけることができるはずです。

まずは講習会に参加して、審査基準などジャッジの基礎を学んでみましょう。

公認ジャッジ資格を取得するには？
ジャッジとして大会運営に参加しスキルアップを目指そう！

選手たちが日頃の成果を競い合うサーフコンテスト。そんな真剣勝負の舞
台で重要な役割を担うのがジャッジ。競技ルールを熟知して、どのサーファ
ーに対しても平等な判定を行うことが求められる立場です。NSA主催の公
認ジャッジ講習会では、日々変化するサーフィンの傾向、ヒートでの審査基
準、優先権や妨害に関する細かいルールまで、実際の大会現場で撮影され
た映像を交えながら解説しています。また講習会では、勝敗を左右するキ
ーとなる要素から、ベーシックな質問などにもお答えします。NSAの公認ジ
ャッジ資格はA、B、C、Dの4段階に分かれており、満20歳以上のサーフ
ィン、またはボディボード経験者ならば、どなたでもチャレンジできます。

ジャッジとして大会で活躍してみよう！

■公認ジャッジ講習会・資格試験 受験方法

こちらをご覧ください ▶▶▶ NSA TOP ＞　資格 ＞ジャッジ　https://www.nsa-surf.org/license/judge/
『資格詳細』『公認ジャッジ一覧』はNSAオフィシャルサイトに掲載しています

more info
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ISA オフィシャルサイトプログラムページ

サーフィンのジャッジングは国際基準で統一されています。
ISA国際ジャッジライセンスの資格を取得すれば、国際基準のジャッジとして海外、

そして国際大会でジャッジとして活躍できる可能性が広がります。資格の取得は英語が堪能であれば
ISAへ直接申し込むことも可能。NSAでは日本語に翻訳したカリキュラムを用いてNSA公認ジャッジから

ISA国際ジャッジライセンスへのステップアップをサポートしています。

ISA国際ジャッジライセンスについて
世界を見据えた国際ジャッジを目指そう

■ISA国際ジャッジ資格取得への道

■NSAによるISA国際ジャッジ資格取得のサポート

講習内容
（最新のジャッジング及びプライオリティルール）

ISA国際ジャッジ資格保持者（NSA主催・管理）

ISA国際ジャッジには5つのレベルがあります。
まずはオンラインでeラーニングを受講し、その後、LEVEL 1
からジャッジ経験のレポートを提出し、ステップアップしていき
ます。
※プログラムの詳細はISAオフィシャルサイトでご確認いただけ
ます。
※直接ISAで資格取得された際は、NSAでの管理、サポートは
ございません。

NSAではISAジャッジ資格を得るために日本語に翻訳した講習
を実施し、取得のサポート、管理をしています。

●マニューバーの定義
●ジャッジ 基準
●ジャッジング － 採点方法
●ジャッジの構成
●ロングボードのジャッジング
●競技会の規定
●インターフェアレンス規定
●プライオリティ（優先順位）
●競技結果の集計
●ジャッジングミス
●ジャッジングをするときの要点とチップ
●審判論理規約
●大会運営スタッフの説明
●プログラムおよび認定資格について

LEVEL3
宇田大地・立山勝己・登俊裕・牧裕亮・渡辺
勝幸・渡辺学
LEVEL2
飯森和雅・伊藤裕一・井本公文・内海義彦・
岡島宏盛・小川文夫・加藤正光・清國友美・
光菅敦司・古賀政信・鈴木和幸・滝川直人・
釣田克則・萩原秀秋・長谷川由美・廣田健志・

藤間弘樹・舟瀬正満・松橋正幸・武良多恵子・
室原真二・吉富亮介
LEVEL1
青木優之・浅井賢治・安部彩子・一色剛彦・
大井七世美・大山和幸・小川征男・加藤弘一・
金田竜・菅野琢弥・菊地信次・菊地雪秀・窪
田成・小林賢治・佐藤弘一朗・佐藤信行・佐
藤満・佐川幸男・島田仁史・鈴木一隆・高橋宰・

田川剛・武知実波・谷本国弘・田村健二・寺
門剛・中村康宏・長岡新一朗・西川貴宏・平
本利明・藤井孝之・藤島宏幸・平藤賢治・祝
田健一・細田壽久・細田智康・松永哲也・松
永直美・松本多恵子・水上隆晴・水元勇樹・
宮崎郁美・谷田部由佳

受講資格及び受講料
ISAのプログラム変更に伴い、NSAでのサポート内容
を協議中です。
詳細決定次第、NSAオフィシャルサイトにて発表いた
します。                                                  

申込方法

資格更新手続き

資格取得講習について

敬称略・2024年 4月現在

取得資格 取得方法

ステップ1
E ラーニング
修了証明書

ISA E ラーニング ジャッジ コースを修了

LEVEL 1
LEVEL 1

ジャッジ認定
ISA E ラーニングジャッジコースを完了し、

ISA ジャッジ認定コースに参加する

LEVEL 2
LEVEL 2

ジャッジ認定
レベル 1 認定資格を取得 + 50 時間のジャッジ経験を記録し、

ヘッドジャッジによって承認されたものを提出

LEVEL 3
LEVEL 3

ジャッジ認定
レベル 2 認定資格を取得 + 100 時間のジャッジ経験を記録し、

ヘッドジャッジによって承認されたものを提出

LEVEL 4
LEVEL 4

ジャッジ認定

レベル 3 認定資格を取得 + 400 時間の国内・国際ジャッジ経験
を記録し、ヘッドジャッジによって承認されたものを提出、

加えて 国内連盟からの推薦状を提出

LEVEL 5
LEVEL 5

ジャッジ認定
現在ISA世界選手権のパネルに座っている

ジャッジ向けに予定されています。

ISAジャッジ認定レベルの概要
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国際指導員認定資格者（NSA主催・管理）

NSAではISAが認定する国際指導員認定資格取得プログラムを実施。
様々な最新の指導方法や安全対策、コーチの法的管理責任など、実習を交えて学ぶことが可能です。
合格するとISAが発行するサーフィン・ボディボードなどの国際コーチ免許を取得することができます。

NSA公認指導員からさらにステップアップして国際レベルのサーフィンコーチを目指してみてはいかがでしょうか。

ISAコーチング＆
インストラクティングプログラム

国際レベルのサーフィンコーチを目指そう

LEVEL2
浅井賢治・井本公文・岩田充・内海義彦・岡
島宏盛・小川文夫・金子隆祐・久保英明・熊
谷英明・古賀政信・佐藤弘一朗・島田仁史・
鈴木藍策・鈴木一隆・鈴木和幸・滝川直人・
釣田克則・豊田力・廣田健志・前田淳・松橋
正幸・目黒健一・森宣仁・山口広晃

LEVEL1
岡村達也・木村愛美・小嶋恵・小林弘幸・島
村重徳・鈴木弘徳・田中樹・谷本国弘・玉手
博之・千葉歩実・安田誠・吉冨亮介

敬称略・2024年 4月現在

LEVEL 1 （インストラクター）

お申込み方法やその他詳細は、
NSAオフィシャルサイトをご確認ください。

LEVEL 2 （コーチ）

初心者レッスンを含めた基本的なコーチング技術を
学ぶプログラム

中・上級レベルのサーファーとボディボーダーにおける技
術の向上と育成を目的とした資格プログラム。基礎知識、
大会、チームの管理知識、個人、アスリートの育成等に
ついて学びます。

■参加資格：NSA 公認指導員資格保持者
■ 受講料：決定次第、NSAオフィシャルサイトにて発表
　※参考：2020年度77,000円（未開催）
■ 合格時の取得資格：ISAレベル1 サーフィン・ボディボード

インストラクター国際免許、認定証
■所要時間：講義2日間＆コーチ実習（計20時間）

■ 参加資格：ISAコーチング＆インストラクティングプログラム
「レベル１」の資格を有する者

■受講料 ：決定次第、NSAオフィシャルサイトにて発表
　※参考：2020年度88,000円（未開催）
■ 合格時の取得資格：ISAレベル2 サーフィン・ボディボード

インストラクター国際免許、認定証
■所要時間：講義3日間＆コーチ実習（計40時間）

2日間の講義内容
・コーチのルール
・コーチングの方法について
・技術のデモンストレーション
・怪我/緊急処置方法
・技術向上方法
・選手の体のコンディションについて
・技術レベルの確認
・ボードとアクセサリーについて
・コーチプランの作成方法
・運動心理学について
・安全について
・サーフィンコンテストについて
・筆記テスト

3日間の講義内容
・サーフトレーニング 　方法の全体論
・プランニング
・ジャッジ基準の理解
・リスクマネージメント
・トレーニングの原則
・フィットネストレーニングの要素
・成長と熟成
・スポーツと怪我
・健康な生活と栄養学
・スポーツ心理学
・力とバランス
・基本的なマニューバー
・より難易度の高いマニューバーの動作分析
・初歩的なミス
・初心者サーファーの基礎技術
・サーフコーチのための技術分析
・シミュレーショントレーニング
・ビデオコーチング
・資格認可のプロセス
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審査は、ISA・WSLジャッジクライテリア（基準）で行う。
①ショートボードジャッジ基準（NSAではボディボードも同じジャッジ
基準で審査する）
サーファーが高得点を獲得するためには“ISA(WSL) Judging Key 
Elements”に従った演技をしなくてはならない。ジャッジは次にあげ
る主要な要素を考慮し採点する。
a) 積極性および最高難度　b) マニューバーの革新性と進歩性　
c) メジャーマニューバー の結合性　d) マニューバーの種類の豊か
さ　e) スピード、パワーそして流れ　（注意）開催地やその日の状
況、同様に1日を通して変化するコンディションの中で、これらの
要素の何に重点を置くかは極めて重要となる。
②ロングボードジャッジ基準
サーファーは波のクリティカルなセクションをコントロールされたマニュ
ーバーでボード全体と波を利用した伝統的なロングボードサーフィン
をすることが求められる。難易度が高く、スタイル、流れ、優雅さ
を伴うライディングをしたサーファーは高得点を得ることができる。
a) ノーズライディングとレールサーフィン　b) 波のクリティカルセクシ
ョン　c) バラエティ　d) スピードとパワー　e) コミットメント　f) コン
トロール　g) フットワーク
③今後ジャッジ基準の改正があった場合は、原則その年の最新の
基準で審査を行う。

①ボディボード
長さは５フィート(152.4cm)以下。材質は表面の大部分がソフトか
つ柔軟性のあるものとする。
②ロングボード
a) ボードの長さはデッキ上で最低9フィート、幅の合計が47インチ
以上の大きさでなければならない。幅の合計とは、最大幅とテール
から12インチ、ノーズから12インチの各幅の合計である。　b) ト
ラディショナルなマリブシェイプのロングボードを使用し、マルチフィ
ンやチャンネルがあってもかまわない。

妨害は下記ルールに則り判断する。
①ドロップイン妨害
その波の優先権がある選手に対し、他の選手はその選手の同じ波
の前方でテイクオフし、進路を妨げてはならない。
②スネーキング
テイクオフできる波のインサイドで、その波の優先権がある選手に
対し、他の選手がその選手の後方でテイクオフすること。
ａ）テイクオフできる最もインサイドのポジションで、波の優先権を確
立した選手にその波でのライディングを続ける権利がある。これは
他の選手がより奥から続いてテイクオフした場合でも変わることは
ない。また、最初に優先権を得た選手が他の選手の前にいる時
でも優先権があるため､ 妨害とはならない。ｂ）後からテイクオフし
た選手が優先権のある選手を妨害せずにライディングした場合は、
妨害のペナルティは科さず、両方の選手のライディングについて
得点を与える。　ｃ）ジャッジの判断により、後続の選手（スネーキ
ングした選手）が優先権を持つ選手にプルアウトさせたり、その波
に乗せなかったりした場合には、たとえペナルティが科せられた時
点で優先権を持つ選手の後方にその選手が移動していたとしても、
後続の選手に対し妨害がコールされる。
③パドリング妨害
パドリングをしている選手は、同じ波のインサイドにいる選手を妨げ
てはならない。また選手がゲッティングアウト中に他の選手のライデ
ィングを妨げた場合、これが故意か否かは大多数のジャッジにより
判断される。下記の場合、インサイドの選手のスコアリングポテン
シャルを妨げるとジャッジの判断により妨害がコールされる。
ａ）物理的接触／インサイドにいる選手がパドリングをしている最中
に接触したとき。ただし、波の状況によって接触があってもインター
フェアレンスにならない場合もある。（例：イーブンシチュエーション
で定まったピークのない波の場合）　ｂ）パドリングラインの変更／イ
ンサイドにいる選手の位置を変えさせたとき。　ｃ）セクションのブレ
イキングダウン／インサイド側にいる選手の前で波を崩したとき。　
ｄ）前のヒート終了後の選手が競技中の選手の妨げになったとき。 
ｅ）次のヒートの選手が競技中の選手の妨げになったとき。
④ダブルインターフェアレンス
下記の場合、ジャッジはその状況を判断しダブルインターフェアレン
スをコールする場合がある。 ａ）シングルピークでの同時テイクオフ
／互いに積極的に接触を回避しない場合。　ｂ）マルチ・ピークブ
レイクでの同時テイクオフ／どちらにも優先権がない状況で互いに
向き合って進み、積極的に接触を回避しない場合。　ｃ）パドリン
グ時の過度のハッスリング。
⑤マキシマムオーバー時に発生した妨害
マキシマムオーバーによる競技スコアの減点ペナルティは科さないが、
マキシマムウェーブに達した選手は速やかに競技エリアから離れなけ
ればならない。ただし、マキシマムウェーブに達した選手が競技エリ
アに留まり下記行為を行った場合、ジャッジは妨害をコールする。　ａ）
明らかに他の選手の乗る波を奪った場合。　ｂ）パドリングやポジショ

ニングなどで他の選手のスコアリングポテンシャルを妨げた場合。

優先権は各会場の波の状況により決定され、以下のカテゴリーに
分類される。また、優先基準の選択は、そのヒートを担当するジャ
ッジの大多数で決定される。基本的にはジャッジがその波をライトウ
ェーブかレフトウェーブなのかを見極め、どの選手がインサイド・ポジ
ションにいるかを判断する。
ジャッジは入ってきた波の形を見て、スコアリングポテンシャルは（得
点の可能性があるのは）ライトまたはレフトのどちらへ向かった方がよ
り高得点を得る可能性があるのかを考慮しブレイクの方向を判断す
る。また、優先権は波の形とその波に対しての選手のポジション
で決定される。
もしテイクオフする時点で波がライトかレフトかはっきりせずピークの
ない波の場合、最初に明確な進行方向へターンをした選手がその
波の優先権を得る。
①ポイントブレイク
波が一方方向にしかブレイクしない場合は、インサイドにいる選手
がその波の優先権を得る。
②シングルピークブレイク
ａ）ライトとレフト両方向にブレイクする完全なピークが1つある場合、
テイクオフする選手のポジションにより優先権が決定される。　ｂ）
２人以上の選手が同じ方向にライディングした場合、その波のイン
サイドポジションにいる選手が優先権を得る。
③マルチ・ピークブレイク
ａ）１つのうねりで互いに十分に離れたところにある２つのピークが、
後からどこかのポイントで１つに交わってしまう場合がある。２人の選
手が別々のピークの各インサイドポジションにいる時は、最初にテイ
クオフした選手がその波の優先権を得る。続いてテイクオフした選
手は、最初の選手を妨げる前にカットバックやプルアウト等で進路
を譲らなければならない。　ｂ）２人の選手が別々のピークから同時
にテイクオフした場合→ｂ１：双方の選手がライディングをやめた場
合は、妨害にはならない。　ｂ２：互いの進行方向を横切ったり衝
突した場合、危険回避を怠った選手に対し妨害をコールする。ｂ３：
互いにライディングをやめずに危険回避を怠った場合には、双方の
選手に対してダブルインターフェアレンスがコールされる場合がある。

妨害は競技規定に則りそのヒートを担当したジャッジの大多数の判
断でコールされる。ここでの大多数とは、そのヒートを担当する過
半数のジャッジが妨害をコールしている場合を指す。また、同数で
妨害の見解が割れた場合は、ヘッドジャッジを含めた過半数の判
断が優先される。

①妨害が大多数のジャッジの判断でコールされた場合、妨害をした
ライディングのスコアは集計対象ウェーブから除外される。（パドリン
グインターフェアレンスをしてそのままライドした場合も同様）
②妨害をした選手のヒートの得点は、ベスト２ウェーブから２番目の
スコアを減点して集計される。
③同じヒートで妨害を２回した選手は、ヘッドジャッジのコールにより
直ちに競技エリアから離れなければならない。

ジャッジは妨害があったとみなした時、妨害を犯した選手のライディ
ングは通常通り採点し、そのスコアを△で囲む。そして、矢印でど
の選手に対して妨害したかを示す。
①ライディング中に妨害を犯した場合は対象スコアを△で囲み記入
する。
②パドリング妨害を犯してそのままライドした場合も対象スコアを△
で囲み記入する。
③ライドのないパドリング妨害は、２つのライドのライン上に　 を記
入する。
④次のヒートの選手がゲッティングアウト中、競技中の選手の妨げ
になった場合、０本目のスペースに　 を記入する。
⑤ヒート終了後の選手が競技中の選手の妨げになった場合、余
白に　 を記入する。

マキシマムウェーブを採用したヒートでは、妨害はジャッジにより直ち
に判断され、妨害を受けた選手には定められた競技時間内であれ
ばエクストラウェーブが与えられる。ただし、ダブルインターフェアレ
ンスの場合を除く。（水中カメラマン、その他外部からの妨害にも
適用される）

本来ヒート順位は選手のライディングの結果で決まるべきであり、ヒ
ートでの波の取り合いなどの激しい駆け引きは選手のパフォーマン
スに影響する。明らかに波に乗るための駆け引きは良いが、相手
を妨害するために波に乗ろうとする行為については、ＴＰＩのペナル
ティを科す場合がある。
"アンスポーティングなパドリング戦略"(=ＴＰＩ)は以下の状態を指す。

「自身がテイクオフの優先権を持っているにも関わらず、相手にテイ
クオフをさせないために意図的にテイクオフを途中でやめた場合。」
ジャッジはＴＰＩ行為を認めた場合、下記の順序でコールする。

①一度目のＴＰＩ行為については、ジャッジはその選手の動きやＴＰＩ
の兆候をチェックする。 
②二度目のＴＰＩ行為を行った場合は、その選手にアナウンスとその
選手のゼッケンカラーを表示して警告する。（この時点では警告の
みであり、インターフェアレンスは記録されない）
③三度目のＴＰＩ行為を行った場合は、二度のインターフェアレンス
としてコールされる。その選手は直ちに競技エリアから離れなけれ
ばならない。

①ヒート中は妨害をした場所が他の競技エリアであっても、エリア
内と同様に妨害をコールする｡
②次のヒートの選手が競技中の選手のライディングを妨げた場合、
ジャッジはその選手に妨害をコールする。
③ヒート終了後の選手が競技中の選手のライディングを妨げた場
合、ジャッジはその選手に妨害をコールする。

ヒートの構成人数は２人から５人とする。また、少なくともヒートに
出場した選手の３分の１以上は次のラウンドに進出するものとする｡
ただし、ノーライドだった場合は次のラウンドに進出できない。

①１ヒートの競技時間は12分以上とする｡
②一度ヒートが開始された後はどのような事情があろうともそのヒー
トの時間が延長されることはない。ヒートの進行が何らかの理由で
妨害された場合は、ヘッドジャッジの判断でそのヒートは中断される。
その後、すべての選手ができる限りそれまでいたポジションにライン
ナップした状態でヒートは再開され、中断時からの残り時間で競技
を進行する。ただし、中断時に残り時間が3分を切っていた場合
はこの限りではない。
③ヘッドジャッジが適任者らと話し合い、ヒートが中断された時点で
どの選手も優位についておらず、また後の状況が最初に行われた
ヒートと同基準でジャッジすることが困難だと判断できる場合は、そ
のヒートは新たに行われる。
④上記３と同様にヒートスタート後、定められた競技時間の半分を
経過した時点で選手が誰も波に乗っていない場合は、そのヒートは
キャンセルされ、リスタートされる。ただし、その判断はヘッドジャッ
ジが行う。

①ヒートは１回のホーンによって開始され、２回のホーンによって終
了とする。
②ヒート中はフラッグで競技の状況を選手に示す。緑が競技中、
黄が終了３分前、赤は終了を表すものとする。(何らかの理由でホ
ーンが使用できない場合は、フラッグまたはフラッグの代用品を使
用しても良い）

①競技中は放送で時間の経過を選手に知らせ、カウントダウンによ
って競技開始/終了を知らせる。
②選手は放送でコールされたポディウムがＰＣの入力ミスなどで誤り
があった場合、異議を申し立てることはできない。
③選手は、ヒート中に水の中から情報が必要な場合、次にあげる
ハンドサインを使用する。
a) 残り時間：頭の上で片方の手をもう一方の手で触る。（腕時計
を伝える合図）　b)ウェーブカウント：片腕を水平に出す。（マキシ
マムウェーブを採用したヒートで選手が必要として伝える合図）　
c) スコア：両手を頭上にあげる。（シチュエーションコール、得点な
どを聞く合図）
d) ウェイブカウント：片腕を水面方向水平に出す。

大会レギュレーションは基本的にコンテストディレクターまたはジャッ
ジ委員長によって決定され、大会前の役員ミーティングや放送、
掲示などで周知される。
①ベスト２ウェーブ
ベスト２ウェーブとは選手のライディングのスコアから最高点と次点
の２本のことを指す。大会特別ルールがある場合を除き、コンテス
トではベスト２ウェーブで実施される。ベスト２ウェーブの合計がその
選手のヒートでの獲得点数となり、点数の高い選手からヒート順位
が決定する。
②マキシマムウェーブ
ａ）マキシマムウェーブはそのヒートでのライディング本数を制限するこ
とを指す。通常は波の状況により、８～ 10本に設定される。 ｂ）
マキシマムウェーブは選手自身が管理するものとする。また、状況
が許す限りその時のライディング本数を放送で選手に伝える。　ｃ）
マキシマムオーバーによる競技スコアの減点ペナルティは科さない
が、マキシマムウェーブに達した選手は競技エリアから速やかに離
れなければならない。
③ゲッティングアウト
波の状況により、ウォータースタート（ビーチスタート）が選択される。
また、ウォータースタートの場合、次のヒートの選手は競技中の選
手の妨げにならないように沖へ向かわなければならない。競技中の
選手のライディングを妨げた場合、ジャッジはその選手に妨害をコ
ールする場合がある。

ジャッジ基準第1条

ボードの規定第2条

妨害＝インターフェアレンス第3条

ビーチアナウンス第14条

競技開始、終了の合図第13条

ヒート時間第12条

ヒートの構成人数第11条

妨害が適用される範囲第10条

コンテストシーンで活躍するには、ジャッジ基準や優先権、妨害（インターフェア）のルールなど、
様々な競技規定を知っておくことが重要です。しっかりと目を通しておくことをおすすめします。

シーズン直前、サーフィン競技規定をチェックしよう！

優先権第4条

妨害の成立要件第5条

妨害のペナルティ第6条

ジャッジシートでの
妨害の表記第7条

エクストラウェーブ第8条

タクティカルパドリング
インターフェアレンス＝ＴＰＩ第9条

P

P

P

レギュレーション第15条

more info
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テイクオフの時点は、サーフボード（ショートボード､ ロングボード）が
その波を追ってライドする意思（ハンドオフ）があるとジャッジが判断
した時とする。ボディボードの場合はボードが波より早く進んだ時、
ライディングする意思があると判断した時とする。1本の波の中でス
タンドオフし、再度スタンドアップしても1本の波とカウントする。

①ヒート開始を示すホーンが鳴る前のテイクオフは採点されない。
鳴り始めた時点のテイクオフから採点の対象とする。
②ヒート終了を示すホーン鳴り始めてからのライディングは採点され
ない。鳴り始めた時点でのライディングは採点の対象となる。
③ヒート時間外のライディングは採点の対象にはならない。インア
ーリー、アップアフターについて競技スコアの減点ペナルティは科
さないが、ヒート終了後はライディングをせず、腹ばいでビーチに戻
ること。
④上記３についてジャッジ、ビーチマーシャルの警告に従わない場
合、競技スコアの減点以外のペナルティが科される場合がある。

①競技エリアは原則ジャッジスタンド前とし、競技エリアの両サイド
にエリア外との境界を示すフラッグを設置して選手に示す。また、
大会前の選手ミーティングや掲示で選手に周知する。（可能であ
ればフラッグと平行線上の沖にブイを設置する）
②ダブルバンク（2ポディウム）以上の場合はバンク間に十分な間
隔の競技外エリアを設け、ライディングの交差などを防ぐよう努める。
また、競技外エリアを設けることが困難な場合は、ビーチに設置す
るフラッグ、沖に設置するブイ、放送などでエリアの境界線を選手
に示す。
③採点の対象となるのは競技エリア内でのライディングとする。（エ
リア外でのライディングは採点されない。）また、競技エリアの境界
線付近のライディングについて、それがエリアに入っているかはジャ
ッジによって判断される。判定が困難な場合はバンク間（ポイント）
の境界線にラインズマンを配置し、ライディングの判定に当たる。
④競技エリア外からテイクオフしたライディングは採点されないが、
ライディングしたウェーブの1本としてカウントされる。

⑤試合開始５分前にそのヒートに出場しない選手は競技エリアから
離れるよう放送でアナウンスする。
⑥１分前に再度注意され、その時点でパドリングを始める努力をしてい
ない選手には、競技スコアの減点以外のペナルティを科す場合がある。
⑦競技進行中にヒートに出場しない選手が競技エリアに進入した
場合、その選手はヘッドジャッジのコールで失格となる。また、当
該試合の権利はく奪などのペナルティを科す場合がある。ただし、
次のヒートの選手がゲッティングアウトする場合を除く。

①ビーチマーシャルは正しいカラーのゼッケンを選手に渡さなければ
ならない。
②ゼッケンの受け取り、返却は選手本人が行わなければならない。

（代理人への受け渡しは不可）
③選手はゼッケンをゼッケンカウンターで着用し、ゼッケンカウンタ
ーで返却するまで脱がないこと。（ヒート終了後にビーチなどでは脱
がない）
④ヒートへのエントリー確認はゼッケンチェックインをもって行う。（チ
ェックイン後、海に入らなくてもヒート結果ではノーライドとして扱う）
⑤選手がヒートスタートに遅刻した場合も競技時間内であればゼッ
ケンチェックインはできる。
⑥ゼッケンの取り扱いでジャッジ、ビーチマーシャルの警告に従わな
い場合、競技スコアの減点以外のペナルティを科す場合がある。

ビーチマーシャルはコンテストで以下の役割を担う。
①レギュレーションを把握し、選手、ジャッジに周知する。
②ゼッケンカウンターの運営
③ヒート時間、タイムフラッグ、ホーン、エリアフラッグの管理
④ジャッジシートの回収
⑤プロテストの受付
⑥オフィシャルコールの周知、掲示
⑦ヒート結果の掲示
⑧その他大会運営に関する活動

ヒート結果はオフィシャルコールで確定したものについて選手は異議
を申し立てることはできない。ただし、インターフェアレンスの判定
に関する問い合わせなどについてはプロテストの手続きを取ることで
ヘッドジャッジに対し説明を求める権利を有する。プロテストの手続
きは下記手順によって行うものとする。
＜プロテストの流れ＞
①ビーチマーシャルからプロテストシートを受け取り必要項目を記入する。

（口頭でのプロテストは受け付けない。必ず所定の手続きを取ること）

②記入したプロテストシートはビーチマーシャルに渡す。
③ビーチマーシャルはそれをヘッドジャッジに渡し、ヘッドジャッジは
選手に対してその日の終わりに30分を限度に話をする。（ヘッドジ
ャッジが対応可能な場合はこの限りではない）
④大会会場以外でプロテストすることはできない。
⑤ヘッドジャッジとの話し合いは当事者のみが参加できる。また、
18歳未満の選手の場合は保護者等の立ち会いを認める。

大会期間中に本連盟の登録選手及び本連盟の事業に関するジャ
ッジ、役職員、その他関係者に対し社会通念上スポーツマンとして
あるまじき行為を行った選手に対しては、その行為の内容に応じて
ペナルティを科す。禁止行為の内容にについては下記の通りとする。
①インアーリー、アップアフター、マキシマムオーバー、ゼッケンの
不着用、過度なパドリングマークなど競技規定に定められた反則行
為をジャッジ、ビーチマーシャルの再三の警告に従わず続けた場合
②暴力行為、破壊行為、威嚇や侮辱行為、暴言行為
③大会やサーフィンのイメージダウンなどに繋がる不適切な行動
④スポーツ選手として不適切な行為
⑤薬物検査を正当な理由なく拒否した場合

大会期間中、アンスポーツマンシップ行為を行った選手にはその
行為に応じて下記の処分を科す。
①訓告（厳重注意）
②１試合出場停止（当該試合の権利はく奪を含む）
③年間全試合出場停止
なお、その行為に対する処分が上記では適当ではない場合は、日
本サーフィン連盟審査会で追加処分を科される。

大会期間中に科された処分に対して選手は日本サーフィン連盟審
査会に対し異議申し立てをする権利を有する。

集計係は集計作業に入る前に次の事項を確認すること。
①全てのジャッジシートが回収されたか。
②各ジャッジシートのジャッジサイン、クラス、ヒート番号、ウェーブ
カウントがあっているか。
③妨害が記録されているか。

①集計は専用の集計用紙またはＰＣのソフトを用いて行う。
②妨害が成立したライディングには横線を引く。（集計対象ウェーブ
から除外されるため平均点の計算は必要ない）
③各ライディングの最高点と最低点の点数をカットする。
＜重要＞
最高点と最低点のカットは５人ジャッジ、４人ジャッジの場合に行う。
３人ジャッジの場合はカットしない。
④各ライディングの平均点を算出する。（小数点第二位まで算出し
小数点第三位を四捨五入する）
＜平均点の算出方法＞
・５人ジャッジ：最高点と最低点の点数をカットした後、残り３人の
点数の合計を３で割る。
・４人ジャッジ：最高点と最低点の点数をカットした後、残り２人の
点数の合計を２で割る。
・３人ジャッジ：そのまま３人の点数の合計を３で割る。
⑤各選手の平均点の点数からベスト２ウェーブ（最高点と次点の２
本の点数）を抜き出す。妨害成立の場合、その選手のベスト２ウェ
ーブの２番目の点数は1/2減点される。（ノンプライオリティ）
⑥各選手のベスト２ウェーブの点数の合計を算出する。
⑦ベスト２ウェーブの合計点の高い順に順位を記入する。（＝ヒート
結果となる）
⑧妨害が成立したライディングがある場合、妨害欄に△を印し、
対象ウェーブに矢印を記入する。
＜パドリング妨害の場合＞
・ライドありでは、妨害をしたライディングの妨害欄に　 を記入し対
象ウェーブに向けて矢印を引く。
・ライドなしでは、妨害をしたライディング間のライン上の妨害欄に
　 を記入し対象ウェーブに向けて矢印を引く。
⑨集計が終わったら、集計担当者のサインを記入し集計責任者の
チェックを受ける。集計チェックで問題がなければ集計責任者のサ
インを記入する。

①同点の選手の最高点（ベスト２ウェーブの高い方の点数）からカ
ウントバック（点数の比較）を行う。１本目が同点の場合は差がつく
まで繰り下げ、差がついた時点で高いポイントの選手が上位となる。

（比較したポイントに○・×を記入する）
②同点のまま比較するライディングが繰り下がり、結果ライディング
本数に差が出た場合ライディング本数が多い方が上位となる。
③カウントバック、ライディング本数でも差がつかない場合はそのヒ
ートを担当したジャッジの協議で順位を決定する。
④ノーライドで同点の場合は同一順位とし、そのヒートの最下位と
する。また、ラウンド２以降の途中棄権も同様とする。（例：４人ヒ
ートで２人がノーライドだった場合は同一４位となる）

ヒート終了後、集計係によって集計された順位は集計責任者の確
認を経て放送でコールし確定する。
放送後、速やかにヒート結果を掲示する。

※ ISA RULEBOOK&CONTEST ADMINISTRATION 
MANUAL(June. 2021)参照
1.テクニカルディレクター：ISA技術委員会（NSAジャッジ委員会）
によって任命され、ビーチでのプレゼンテーションやイベントの他の
側面を管理します。TDは、ISA(NSA)事務局長に報告します。

TDは最高のイベントオフィシャルです。TDは、ISA (NSA)イベン
トでのルールブックまたは状況の不明確な解釈を変更または定義す
る場合があります。
TDは、コンテストディレクターと緊密に連携して、イベントの配信を
毎日管理します。コンテストディレクターと他のすべてのイベント関
係者は、テクニカルディレクターに報告します。テクニカルディレク
ターとコンテストディレクターのポジションは、ISA技術委員会（NSA
ジャッジ委員会）の裁量によりISA （NSA）イベントで組合わせるこ
とができます。

2.コンテストディレクター：プロフェッショナル、インターナショナル
および国内の基準に基づいてISA技術委員会（NSAジャッジ委員
会）によって選出されます。
a.イベントの運営のあらゆる面でヘッドジャッジと協力すること（ヘット
ジャッジの義務とコンテスト管理規則を参照）。
b.セクション2および3（ISAルールブックP9 ～ P49の全て）に規
定されている協議 規則を適用するため。
c.これらの規則に従ってイベントに参加する選手にシードを与えるこ
と。
d.実行委員会によって決定されたコンテスト形式を適用するため。
e.毎日更新されるチームポイントの合計を維持し、それをすべての
チームマネージャー 、ISA役員、およびメディアに競技の各日の
終わりの20:00までに配布するため。

①海という自然の中で行う競技では、コンテストを開催する上で突
風・豪雨・雷等の危険に対して一時中断の判断や、台風、大き
な低気圧の接近が予想される場合は事前中止の判断も必要であ
る。競技続行が危険な場合は大会会長、運営委員長、ジャッジ
委員長と対応を協議の上、決定する役割を担う。
②大会の現場責任者として各関係諸団体との調整、スケジュール
管理等、イベント全体を統括する。

ビーチマーシャルを統括し、スケジュールがスムーズに進行するよう
管理する。また、イベントを円滑に運営する上で、コンテストディレ
クターの補佐役を担う。

①大会前にジャッジミーティングを行い、レギュレーション、競技ル
ールを選手に周知する。
②各ジャッジとの間で判断が違うジャッジや運営に支障があるジャッ
ジを注意し、場合によっては職権で解任することができる。
③波が少ない場合、競技時間の変更等はコンテストディレクター、
運営委員長と協議の上決定することができる。

①ヘッドジャッジは各ヒートに必ず１名以上いなければならない。
②競技時間内に著しく採点が違うジャッジには修正を指示すること
ができる。
③ヒート中妨害があったと思われる場合にテイクオフの状況をパネ
ルジャッジが説明し、見解を取りまとめる。妨害が成立した場合は
インターフェアレンスコールをする。
④競技中にアンスポーツマンシップ行為をした選手（２回の妨害をし
た場合など）に対し、競技エリアからの退場をコールする。
⑤選手からのプロテストに応対する役割を担う。
⑥集計の結果、同点の場合や順位が判断できない場合はヘッドジ
ャッジはそのヒートの担当ジャッジと協議の上、総合評価で順位を
決定する。

①日本サーフィン連盟主催大会は日本サーフィン連盟公認ジャッジ
の審査で行う。
②ヒートの審査は１ヒート３～５名のパネルジャッジとヘッドジャッジ１
名で行う。
③ジャッジは全ての選手の全てのライディングを採点しなければならない。
④ライディングの採点には0.1 ～ 10.0 のスコアを使用する。
⑤ライディングの一部でも見逃した場合はヘッドジャッジの指示を仰
ぎ、得点を記入する。
⑥ジャッジは波の状況をみて競技時間の変更をヘッドジャッジに進
言できる。
⑦ヒート終了後ジャッジシートは速やかにビーチマーシャルに提出する。

選手のテイクオフする前の状況を常にコールしジャッジに対してスコ
アリングに集中させる重要な役目である。

①ヒート進行中に異常事態が発生した場合、ホーンの断続音と放
送によってその旨を告げ、同時に旗による掲示を行なっている場合
は赤旗を掲げる。その際、選手は直ちに競技を中止して陸に戻ら
なければならない。ただし、試合を中断した時点で、すでにヒート
終了３分前（イエローフラッグ）を経過している場合、そのヒートは成
立する。
②ヒート進行中に異常事態が発生し、選手がウォーターパトロール
に救助を要請した場合、そこまでのスコアは反映されるが、競技を
続行することは出来ない。

ダブルエントリーされた選手で出場クラスのヒートが重なった場合は、
ヒートをウェイティングする事はない。
ただし、決勝ヒートに関しては大会ディレクター（主催者）により、
ウェイティングを設定する事もある。

テイクオフ第16条

アンスポーツマンシップ第22条

ヒート結果の確定・掲示第28条

コンテストディレクター第30条

運営委員長第31条

ジャッジ委員長第32条

ヘッドジャッジ第33条

ジャッジ第34条

スポッター第35条

異常事態

ダブルエントリー

第36条

第37条

アンスポーツマンシップ
行為に対するペナルティ第23条

異議申し立て第24条

集計時の確認項目第25条

集計方法第26条

同点の場合の順位決定方法第27条

採点の対象時間第17条

競技エリア第18条

ゼッケン第19条

ビーチマーシャル第20条

プロテスト第21条

〈競技エリアに関する判定例〉
①すべてのライディングが得点対象となります。
②競技エリア内のライディングのみ得点対象になります。
③上記②に同じ。エリア外から再び競技エリア内に戻っ
てもその分は得点対象になりません。
④競技エリア外からのライディングは得点になりません。

P

P

イベント役員の職務と内容第29条
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（1）テイクオフやターンをした時点にかかわらず、インサイドにいるＢ選
手が優先権を得ます（図1）。

2人の選手が別々のピークから同時にテイクオフした場合、双方の
選手がライディングをやめた場合は、妨害にはなりません。互いの
進行方向を横切ったり、衝突した場合、危険回避を怠った選手に
対し妨害をコールします。互いにライディングをやめずに危険回避を
怠った場合には、双方の選手に対してダブルインターフェアレンスが
コールされることがあります。ライディング中に波が途中で１つになり、
2人の選手で追いかける形になった場合、波の方向性によって選手
の優先権が決まります。

（2）同じ方向にライディングをした場合、その波のインサイドのポジシ
ョンにいるB選手が優先権を得ます（図3、図4）。

（3）ライトにスコアリングポテンシャルがない場合、Ａ選手が優先権を
得る場合があります（図5）。

！

！

妨害（インターフェアレンス）について！

①妨害に関するルールは、正当な権利を持つ選手
を保護するためにあり、妨害を科すためのルールで
はありません。

②ジャッジはルールを良く理解し、全ての選手に対
して公平な判断をしましょう。

③なんらかの妨害に関わるような行為があった場
合、それが成立するか否かを必ず判断しなければな
りません。

●優先権は各会場の波の状況により決定され、次
のカテゴリーに当てはめられます。また、優先基準
の選択は、そのヒートを担当するジャッジの大多数
で決定されます。基本的にはジャッジがその波をライト
ウェーブかレフトウェーブなのかを見極め、どの選手がイ
ンサイド・ポジションにいるかを判断します。

●ジャッジはブレイクの方向を判断するにあたり、入っ
てきた波の形を見て、スコアリングポテンシャルは（得
点の可能性があるのは）ライトまたはレフトのどちらへ向
かった方がよりハイポイントを得る可能性があるの
かで決めます。また、優先権は波の形とその波に
対しての選手のポジションで決定されます。

●もしテイクオフする時点で波がライトかレフトか
はっきりせず、ピークのない波の場合、最初に明確
な進行方向へターンをした選手がその波の優先権
を得ます。

波が一方方向にしかブレイクしない場合は、インサ
イドにいる選手がその波の優先権を得ます。

①どのような波か？
（ライト、レフト、方向がはっきりせず定まったピークのない波など）
②どの選手に優先権があるのか？（ノンプライオリティorプライオリティ）
③スコアリングポテンシャルを妨げたか否か？
④どの妨害のルールに当てはまるのか？
※以上の順番で妨害の判断をしてください。

1. 優先権を決定しているのは、あくまでも選手の波に対するポジションであって、どち
らが先にスタンディングしたのかではありません。
2. 基本的にインサイドポジション（波のピーク側）にいる選手にその波の優先権があります。
3. 妨害は状況や物理的接触だけではコールされません。あくまでも優先権がある選手
のスコアリングポテンシャルを妨げたどうかで判断します。

A

C

B

妨害を判断するにあたっての基本的な姿勢

優先権について

【各ブレイクによる基本的な優先権の考え方】

a）ポイントブレイク
ひとつのうねりで互いに十分に離れたところにある
2つのピークが、結局はどこかのポイントで1つに交わ
ってしまう場合、2人の選手が別々のピークの各インサ
イドポジションにいる時は、最初にテイクオフした選手
がその波の優先権を得ます。続いてテイクオフした選
手は、最初の選手を妨げる前にカットバックやキッ
クアウト等で進路を譲らなければなりません。

c）マルチ・ピークブレイク

妨害を判定する基準及び順序 重要！
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b）シングルピークブレイク
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（1）ライトとレフト両方向にブレイクする完全なピークが1つある場合、
テイクオフする選手のポジションにより優先権が決定されます（図2）。

▲

▲

Ａ Ｂ
図２

①優先権を持った選手は、自分が選択しょうとするす
べての波を得る方法であり無条件でその権利を有する
こととする。
②プライオリティを持っている選手を妨げない場合にの
み、同じヒートの別の選手はパドル、及び、同じ波を
キャッチすることができる。
③プライオリティを持った選手は一度、波に乗るまたは、
乗る姿勢を取ってパドルして失敗した場合でもプライオリテ
ィを失う。また、別の選手が波を捉えた場合、先にテイク
オフゾーンに戻った選手がプライオリティを得る事となる。
④そのプライオリティが発生する前は従来のNSAルー
ルが適応される。
⑤ジャッジは、プライオリティが施行されている際に選手
が着用しているゼッケンカラーに対応したカラー表示シス

テムを使って海の中にいる選手に優先順位を伝える。
⑥波に乗る、またはテイクオフするためのパドリングをし
て失敗した場合、直ちに持っている優先権を失う。
⑦プライオリティルールが施行されているヒートでは、
選手自身が責任を背負ってシステムの表示及び状況を
確認すること。
⑧プライオリティルールで生じた誤りによる問題は、ジャ
ッジ委員長、ヘッドジャッジ、プライオリティジャッジの間
で協議する。
⑨選手たちが同時にラインアップに到達するように見え
る場合には、そこにいたるまでに最後の優先順位を持
っていなかった選手に与えられる。
⑩ヒートが終了した時点ですべての優先権が消滅する。
⑪ワンオンワンプライオリティルールを採用する試合に

おいては、マキシマムウェーブの上限は10本とする。

①プライオリティインターフェアレンスをしたライディング
は集計対象ウェーブからカットされます。また、その選
手の得点はベスト2ウェーブから2番目のスコアを全て
カットして集計されます。
②プライオリティが発生してない場合は従来のルールを
適応し、ベスト2ウェーブから2番目のスコアを1/2減
点して集計される。
③同じヒートでインターフェアレンスを2回した選手は、
ヘットジャッジのコールにより直ちに競技エリアから離れ
なければならない。

D プライオリティルール

◯プライオリティインターフェアレンスに
関するペナルティ

波のインサイドポジションを獲得したサーファーはその波を乗り終えるまで、絶対的な優先権を得ることになります。この時、対戦相手のサーフ
ァーが、優先権を持つサーファーの得点の可能性を妨げたと大多数のジャッジが判断した場合、インターフェアレンス（妨害）がコールされます。
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（1）2人の選手が互いに反対方向へ進んだ場合は妨害とはなりません
（図1）。

波のインサイド側のB選手に優先権があり、A選手のライディングが
B選手のライディングに支障があればA選手は妨害となる場合があり
ます（図5）。

（3）２人の選手が同時にテイクオフした場合、積極的に接触を避け
ようとしなかった選手（危険回避行動の義務違反）は妨害となる場合
があります（図3）。

（2）テイクオフの先、後にかかわらず波のインサイド側のＡ選手に優
先権があります。ただしB選手がライディングを中止し、A選手のラ
イディングに支障がなければ妨害とはなりません（図2）。

（4）2人の選手が同時にテイクオフし、A選手はライディングを中止し
たが、B選手がA選手の方向にライディングを続行した場合、B選
手は妨害となる場合があります（図4）。

①インターフェアレンスの判断は、ヘッドジャッジ
を含めたそのヒートを担当するジャッジの大多数で
決定されます。
②インターフェアレンスをしたライディングは集計
対象ウェーブからカットされます。また、その選手
の得点は、ベスト2ウェーブから2番目のスコアを
1/2減点して集計されます。（ノンプライオリティ）

●ドロップイン妨害
その波の優先権がある選手に対し、他の選手はそ
の選手の同じ波の前方でテイクオフし、進路を妨
げてはいけません。
●スネーキング
テイクオフできる波のインサイドで、その波の優先
権がある選手に対し、他の選手がその選手の後方
でテイクオフすること。
1. テイクオフできる最もインサイドのポジションで、
波の優先権を確立した選手にその波でのライディ
ングを継続する権利があります。これは他の選手が
より奥から続いてテイクオフした場合も変わること
はありません。その場合、最初に優先権を得た選
手が他の選手の前にいる時でも優先権があるため､
妨害とはなりません。
2. 後からテイクオフした選手が優先権のある選手
を妨害せずにライディングした場合は、妨害のペナ
ルティは科さず、両方の選手のライディングについ
て得点を与えます。

※例外：インターフェアレンスをして、他に1本しか
ライディングしていない（そのヒートでインターフェ
アをしたライディングを含めて2本しか乗っていな
い）場合、その1本（その選手のベストウェーブ）の
スコアを1/2減点して集計されます。
③妨害を受けた選手は定められた競技時間内であ
れば、マキシマムウェーブに追加してエクストラウェ

●パドリング妨害
パドリングをしている選手は、同じ波のインサイド
にいる選手を妨げてはいけません。また選手がゲ
ッティングアウト中に他の選手のライディングを妨
げた場合、これが故意か否かは各ジャッジにより
判断されます。
<パドリング妨害の事例>
1. 物理的接触
インサイドにいる選手がパドリングをしている最中
に接触したとき。ただし、波の状況によって接触が
あってもインターフェアレンスにならない場合もあり
ます（イーブンシチュエーションでピークのない波の
場合など）。
2. パドリングラインの変更
インサイドにいる選手の位置を変えさせたとき。
3. セクションのブレイキングダウン
インサイド側にいる選手の前で波を崩したとき。
4. 次のヒートの選手がゲッティングアウト時に競技
中の選手のライディングを妨げた場合、ジャッジは

ーブが与えられます。ただし、ダブルインターフェア
レンスの場合を除きます。
④同じヒートでインターフェアレンスを2回した選手
は、ヘッドジャッジのコールにより直ちに競技エリ
アから離れなければなりません。
※但し、エリアから離れない選手に対しては、競
技規定第23条に基づきペナルティを与える。

その選手に妨害をコールする。
●ダブルインターフェアレンス
下記の場合、ジャッジはその状況を判断しダブルイ
ンターフェアレンスをコールする場合があります。
1. シングルピークでの同時テイクオフ
お互いに積極的に接触を回避しない場合。
2. マルチ・ピークブレイクでの同時テイクオフ
どちらにも優先権がない状況で互いに向き合って
進み、積極的に接触を回避しない場合。
3. パドリング時の過度のハッスリング
●マキシマムオーバー時に起こりうる妨害
マキシマムウェーブに達した選手は速やかに競技エ
リアから離れなければなりません。競技エリアに留
まり下記行為を行った場合、ジャッジは妨害をコー
ルします。
1. 明らかに他の選手の乗る波を奪った場合。
2. パドリングやポジショニングなどで他の選手の
スコアリングポテンシャルを妨げた場合。

妨害に関するペナルティ

妨害のルール

【各ブレイクによる基本的なノンプライオリティ妨害の事例】

a. シングルピーク b. ポイントブレイク

 

▲

▲

図１

 

▲▲

Ａ

Ｂ優図５

（1）2つのピークのある波で、それぞれのピークから2人の選手がテイ
クオフし、互いの方向に向かって進んだ場合、先にテイクオフした
選手が優先権を得ます。ただし、先にテイクオフした選手のライディ
ングに支障がなければ妨害とはなりません（図6）。

（2）2人の選手が同時にテイクオフした場合、積極的に接触を避け
ようとしなかった選手は妨害となる場合があります。ただし、双方の
選手が接触を避ける為にライディングを中止した場合、どちらか一方
あるいは双方がワイプアウトしても妨害とはなりません。

（3）2人の選手が同時にテイクオフした場合、A選手は接触を避け
る為に真下に下ったのに対し、B選手がそのままライディングを続行
した結果、ラインがクロスするかまたは接触があればB選手の妨害
となる場合があります。

c. マルチ・ピークブレイク

d. オープンブレイク

▲▲

図６

波がライトかレフトかはっきりせずピークのない波の場合、先に
テイクオフした選手が明確な進行方向へターンをした時点で優
先権を得ます。同一方向へ2人の選手がテイクオフした場合、
先に進行方向にターンしたA 選手が優先権を得ます。B選手の
ライディングがA 選手のライディングに支障があれば、B選手は
妨害となる場合があります。また、2人の選手が同時にテイクオ
フし、互いに相手に向かって進んで行った場合、積極的に接触
を避けようとしなかった選手は妨害となる場合があります（図7）。

▲

▲

Ａ Ｂ先 後優
図７

 
 

▲▲

図３

▲▲

Ａ

Ｂ

図２ 優

▲

Ｂ

▲

Ａ △
図４

E

F
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プライオリティルールを活かして戦略的に試合を運ぶ

１st プライオリティを持った選手は
他のすべての選手に対して優先権を持ちます。

３rdプライオリティを持った選手は
４thプライオリティの選手にだけ優先権を持ちます。

プライオリティを無くした選手は、沖のPTZに戻った時点で
４thプライオリティを手に入れることができます。

２ndプライオリティを持った選手は
３rd、４thプライオリティの選手に対して優先権を持ちます。

すべての選手は波に乗るためにパドルをしたり、
テイクオフした時点で優先権が無くなります。

ヒート開始前にテイクオフした選手は
４thプライオリティが与えられます。

ヒート終了と同時にすべての選手は優先権を失います。

通常のサーフィンの試合では波の奥側を確保した選手にその波に乗る権利が与えられていますが、これに対して選手
のポジションに関係なく、順番に波に乗る優先権を与えようというのがプライオリティルールです。このルールが適応
されることで、選手同士の波の取り合いがなくなり、優先権を手に入れた選手は、自分の好きな波を、好きな場所か
らテイクオフでき、チャンスを最大限に活かして高ポイントを掴むこともできるのです。逆に優先順位を把握せずに波
に乗ると高い優先順位を持っている選手に対する妨害とみなされ、ペナルティとしてポイントがカットされることがあ
ります。選手はこのルールをよく理解し、ヒート中は他選手の動きと共に優先権の移動に注意することが必要です。

プライオリティルールとは？

【プライオリティ妨害】

❶ヒートスタート時

【プライオリティ】

インターフェアレンスが勝敗の分け目になることもある

４メンプライオリティシステムの一例

自分のプライオリティを理解して試合運びを考える

４メンプライオリティの基本ルール

●�高い優先順位を持っている選手に対して妨害した場合、ベスト2ウェイブの
2ndベストウェイブを全てカットされ、ベスト１ウェイブのみのカウントとなる（プ
ライオリティインターフェアレンス）

●�プライオリティを持たない選手同士および同等のプライオリティを持った選手
同士で妨害が発生した場合、従来通りベスト２ウェイブの２nd ベストウェイブ
が1/2となりカウントされる。（ノンプライオリティインターフェアレンス）
●�妨害された選手はヒート時間内にエクストラウェイブが与えられる。（マキシマ
ムウェイブの設定があるときに限る）

●ダブルインターフェアレンスの場合、エクストラウェイブは与えられない

まだ誰もプライオリティを持ってないので、通
常の4マンヒートと同じように選手は自由に
パドルすることができます。この時点でプライ
オリティパネルは左記のようになっています。 ※このプライオリティは、ISA RULE BOOK を抜粋して訳したものです。NSAの試合運

営上で不足している部分があった場合、オリジナルのISA RULE BOOKを参照し、NSA
ルールに従い、プライオリティジャッジの見解によって判断されます。どのような状況に
おいても、もしプライオリティシステムが機能していない事によって議論が起きた場合は、
NSAルールに従い、ヘッドジャッジ、コンテストディレクターにより仲裁されます。

1 ヒート開始後、プライマリーテイクオフゾーン（PTZ）に到着した時点では、
プライオリティは発生しない。

2
PTZとは、波がブレイクするテイクオフゾーンであり、プライオリティジャッ
ジが目視で確認し、設定される。一日を通して、潮の干満などにより、波が
ブレイクする場所が変化する場合は、状況に合わせて、プライオリティジャ
ッジにより、PTZが移動される。

3 
プライオリティジャッジは プライオリティが施行されている間に、選手が着
用しているゼッケンカラーに対応した、カラー表示システムを使って、海の中
に居る選手に優先順位を示すよう、判定を行う。

4 
ヒート開始後、誰もライディングを行っていなく、プライオリティが発生して
いない状態（ノンプライオリティシチュエーション）の場合、従来のインターフ
ェアレンスルールが適応される。

5 プライオリティルールが施行されている状況下では、選手自身が責任を持っ
て、システムの表示、及び状況を確認する義務がある。

6 選手がライディング終了後、PTZに戻った順番で高い優先権が得られる。

7 プライオリティジャッジは、どの選手が先にPTZに戻ったのかを判断する。

8 二人の選手が同時にPTZに戻った場合、先にプライオリティを失った選手に
上のプライオリティが与えられる。（先にテイクオフ又はライディングした場合）

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

❷最初にレッドの選手が波をつかまえ、
ライディングをしたとします。
レッドに４thプライオリティが与えられ、パネル
はこのように変わります。（実際にはレッドがライ
ディング後、沖のPTZへ戻った段階でプライオリ
ティが与えられます）ホワイト、イエロー、ブル
ーの各選手は互いに優先権はありませんが、この３選手はレッドに対してだけ
優先権を持っていて、この段階ではその優先権を失うことなく自由にパドルする
ことができます。

❸次にホワイトの選手がテイクオフしたとします。
ホワイトがライディングしたので、ホワイトの選
手に４番目の優先権が与えらえ、そしてレッドの
優先権は一つ上がり、3rdプライオリティに変わ
ります。レッドはホワイトに対してだけ優先権を
持っていますが、もしレッドがパドルして波に乗り損なうとホワイトと優先権が入
れ替わり、４番目に落ちてしまうことになります。この段階でもイエロー、ブル
ーの２選手は波をつかまえるため自由にパドルすることができます。そして２
選手間では優先関係はありませんが、レッドとホワイトに対しては優先権を持
っています。

❹３番目にイエローの選手がテイクオフしたとします。
３番目の選手が波に乗った時点で、最後まで沖
に残ったブルーの選手が自動的に１stプライオリ
ティを得ることになります。パネルが左記のよう
に変わり、ここから正式な４マンプライオリティ
がスタートします。

1 2 3 4
ヒート開始後、ノンプライオリティシチュエーション時には従来通り波の進行
方向に対してインサイドポジション（ピーク寄り）の選手に優先権が与えられる。
その優先権を持つ選手がショルダー側にいる選手に対して故意に波に乗せな
いようにするためにパドリングをし、波に乗せなかった場合「ブロッキング」と
みなされ４thプライオリティとなる。
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A級
あ

青木 泰樹

青木 優之

我妻 雅俊

赤松 隼

浅井 賢治

浅野 直哉

安部 彩子

阿由葉 満春

新井 みゆき

有田 卓也

飯尾 進

飯塚 徹

飯野 静夫

飯森 和雅

猪狩 優樹

石川 英雄

石川 優至

石田 克浩

伊地知 卓也

石塚 晃一

石塚 善博

猪塚 弘史

伊藤 和重

伊藤 裕一

糸数 守

井上 政美

井本 公文

岩井 朋宏

岩崎 明

岩本 功史

岩本 和樹

上野 剛

宇梶 祥弘

宇佐美 寿雄

内田 美智子

内海 義彦

宇野 真一

宇野山 明

馬地 憩

梅田 政嘉

江川 崇之

恵利 正

及川 伸幸

及川 龍寿

大石 正輝

大川 国博

大川 浩人

大崎 壮

大下 真一

大集 清司

太田 賢司

大田 達三

大谷 英城

大場 直樹

大久 穣

大山 和幸

岡澤 勲

岡島 宏盛

尾形 明彦

緒方 廣秋

岡 朝輝

岡野 孝親

岡村 達也

岡本 准

小鴨 範幸

小川 文夫

小川 喜之

奥野 しのぶ

小嶋 大地

小野 誠

小野 正徳

小野 泰司

小畑 幸毅

小浜 明

か

笠原 幹也

風見 一成

梶 昭子

樫田 栄行

梶 直也

柏原 亮介

加瀬 賢一

片岡 弘一

加藤 弘一

加藤 誠

加藤 政一

加藤 昌樹

加藤 正光

金子 隆祐

金子 博幸

金田 竜

上村 貴志

亀井 雄矢

河崎 英里人

河田 透

川畑 匠平

川村 昂史

河村 秀樹

神田 昌則

菊田 隆一

菊地 雪秀

岸上 哲也

北川 幸

北野 俊之

北村 貴彦

清國 友美

久木山 洋平

草深 梨加

工藤 勇

久野 実

熊谷 透

熊谷 英明

熊谷 素子

熊谷 航

熊倉 衆一郎

倉本 哲義

黒木 保

黒須 健一

黒田 健司

軍司 薫

光菅 敦司

小枝 友蔵

古賀 政信

小口 勝裕

小坂 和史

小柴 範彦

小島 伸之

小谷 和宏

後藤 久美子

琴浦 信敬

小西 真弘

小林 賢治

五味 雅恵

小山 東也

近藤 弘志

さ

齊藤 章

斎藤 学

齊藤 宏一

齊藤 真奈美

酒井 厚志

佐川 幸男

佐久間 正明

佐古 将照

佐々木 清治

貞森 泰明

佐藤 克哉

佐藤 弘一朗

澤田 整彦

沢根 伸一

残間 祥夫

宍戸 和道

宍戸 健太

柴野 美穂

島川 義邦

島田 健斗

島田 仁史

志村 貴司

志村 俊幸

白井 純

白土 勝久

末政 章人

菅原 和巳

杉本 隆哉

鈴木 和幸

鈴木 雅彦

鈴木 優美

関口 哲央

瀬戸 博光

芹澤 豊

相馬 誠

た

大海 英一

高岡 敦

高岡 好信

高木 剛

高野 舞依子

高橋 宰

高橋 雄治

滝川 直人

竹内 栄治

武田 学

武知 和一

武知 実波

立山 勝己

田中 康成

田中 勇樹

谷口 絵里菜

谷口 比呂志

塚脇 義治

津田 俊一

土田 高史

土山 英二

都築 裕二

寺内 優佳

寺尾 恵一

寺門 剛

時田 史人

徳田 孝蔵

德永 修一

な

永井 康之

中川 毅史

長﨑 寛

中里 耕士

中里 忠

中園 菊乃

中西 勉

中野 里美

長野 徹

中村 慎治

中村 義浩

中村 里香

中目 郁彦

鍋田 慎介

新居 徹也

新納 達也

新居 昌也

仁平 正彦

能丸 武徳

野口 明弘

野口 泰男

野田 裕美

登 俊裕

野村 昌宏

は

萩原 秀秋

橋本 直也

長谷川 章之

長谷川 茂

長谷川 由美

畑中 正明

濱岡 久雄

浜村 昭雄

林 明弘

原 安澄

原川 貴秀

春田 勝也

備前 貴晶

平田 輝志

平野 篤史

平野 恵之

平本 利明

平山 孝継

廣瀬 雅也

廣田 馨

廣田 健志

福田 晃久

福原 宏之

福森 智広

藤井 聡

藤井 孝之

藤間 弘樹

舟瀬 正満

星 利成

細井 隆

細田 壽久

細田 智康

堀川 彰

堀川 建裕

ま

前川 雅典

前田 淳

前原 竜太

牧 裕亮

松浦 勝久

松川 仁

松田 敦司

松平 信頼

松田 享

松永 哲也

松橋 正幸

松本 幸三

丸山 聡史

水上 隆晴

水野 徹

南野 進

宮﨑 郁美

宮本 篤

宮本 雅司

三輪 真一

宗像 富次郎

連 祐三

武良 多恵子

村野 博幸

村松 泰治

森岡 浩司

森 照行

森永 健太郎

森山 貴幸

や

柳沼 祐一

矢口 隆幸

矢沢 浩一

屋敷 信弥

安本 陽一

谷田部 由佳

柳瀬 憲治

矢作 広雄

山内 謙治

山口 英夫

山口 泰史

山口 正道

山崎 信男

山下 明男

山田 恵輔

山本 晴正

山本 秀行

山本 博

山本 昌仁

山屋 章

吉田 主税

吉田 勉

吉冨 亮介

與那覇 定史

わ

若林 茂基

脇田 久美

涌井 路代

渡邉 改

渡辺 勝幸

渡辺 慶士

渡邉 純一

渡辺 広樹

渡邊 学

渡辺 優輝

B級
あ

相原 佐斗也

青山 雅哉

赤﨑 聡美

我妻 進

秋葉 眞喜夫

秋山 学

浅井 康之

浅野 三枝

油谷 知幸

阿部 昌樹

有賀 裕芳

飯塚 麻以

五十嵐 浩司

伊熊 哲也

伊熊 優美江

池田 正一

池田 千昌

石尾 将憲

石川 理恵

石川 良子

板倉 智樹

井田 さつき

市川 博信

市澤 圭一

一色 剛彦

伊藤 伸

伊藤 徹弥

伊藤 正貴

伊藤 義隆

稲葉 昌義

井根口 理恵

井ノ内 浩貴

猪木 敏子

猪股 春樹

今井 光砂紀

岩田 信彦

岩本 寛也

江刺 勝也

遠藤 健一

大久保 孝一

大浴 麻友美

大瀧 忍

太田 憲智

大野　和光

大場 賢二郎

岡田 年生

沖田 直幸

荻野 克則

小楠 啓介

小倉 章弘

小倉 一人

尾崎 篤

尾崎 俊昭

小山内 鉄夫

小田中 弘

小野寺 智

小野寺 真幸

か

鍵谷 亮太郎

柏原 美保子

加世 真一

片山 綾子

加藤 孝紀

河合 妃富美

河谷 政信

河邉 伸祥

川村 真代

菅野 琢弥

木内 保夫

コンペティションに必要不可欠なジャッジの方々。
実際のコンテストでのジャッジ経験、難しいペーパーテスト、

ビデオ講習を経てNSAが公認するA級からD級までのジャッジ資格を有する方々を紹介。

公認ジャッジ一覧
豊富な経験に裏打ちされた知識を持ち、コンテストを支えるエキスパート

※2024年4月1日現在
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菊地 信次

岸野 佐知子

貴志 昌生

氣仙 大樹

北川 裕輔

北村 健一

鬼頭 達也

木村 圭佑

工藤 俊勝

郡司 路也

小城 芳江

後藤 英正

小林 敏博

小林 正樹

小林 真由美

小山 哲治

五来 潤

紺野 紀義

さ

七種 和彦

斎藤 新一

齊藤 裕

酒井 佳苗

坂田 淳司

坂本 一実

坂本 博之

櫻井 亮太

佐藤 晃子

佐藤 亜海

佐藤 公一

佐藤 信行

佐藤 裕之

佐藤 満

佐藤 康成

佐藤 義美

佐野 泰弘

三中西 聡

島津 一美

志村 実

下田 泰成

十文字 智恵

白井 豪

新屋 明宏

菅原 勇一

杉村 竜一

須郷 武史

鈴木 敦

鈴木 一隆

鈴木 和由

鈴木 太一

鈴木 孝宏

鈴木 智哉

鈴木 秀雄

須藤 浩二

瀬川 俊輔

関口 嘉雄

染川 廣

た

多賀 勝宏

髙瀬 俊明

高瀬 嘉則

高橋 麻子

髙橋 康国

高場 大亮

瀧口 孝平

滝口 英顕

滝沢 勝見

瀧澤 圭司

田口 和哉

武田 哲也

多田 憲由

多々良 剛

舘上 典寛

立山 晃一

田中 大輔

谷本 国弘

種谷 渉

田原 貞博

玉手 博之

田村 聡美

田村 智和

塚本 久美子

土屋 治雄

釣田 克則

出川 郁雄

遠山 智喜

遠山 唯

時田 一央

年永 賢司

友重 達郎

豊島 博基

な

猶原 拓也

中井 敏也

永井 恵

永江 亨

中川 晃一

長嶋 徹

長濱 健治

中原 彰二

中溝 朋延

中村 志保

中村 康宏

夏目 崇史

名取 剛

名波 茜

縄田 英樹

西川 貴宏

西川 まな美

西澤 慎也

西田 好潔

西村 明

は

橋本 淑希

長谷山 裕明

馬場 直

浜口 伸晃

濱野 良

林 啓美

原田 義隆

原 雅毅

平田 栄治

廣内 祐介

福世 一市

藤島 宏幸

藤原 奈奈子

船橋 信昭

ま

牧尾 淳

牧野 直

増田 章司

松浦 巧樹

松尾 英次

松岡 英行

松岡 宏信

松岡 隆司

松永 直美

三浦 美友紀

水野 広二

溝上 晋三

溝田 幸作

三井 清美

南出 繁郎

宮沢 恵美

宮下 桂

向井 徹

森 匠平

森 珠実

森 泰人

森谷 健一

や

矢吹 和明

山岸 秀彰

山口 靖

山崎 雄仁

山田 尚子

山中 守

山元 智博

吉田 昭

吉田 憲正

吉永 充甫

芳村 美香

米山 実乗

わ

若杉 和将

若松 成樹

渡辺 和也

渡辺 真通

藁科 剛

C級
あ

青柳 剛基

浅野 豊喜

安達 新一郎

阿部 三緒里

安部 亙

荒井 信好

新井 将和

新川 正治

荒木 諭

壱岐 聡美

池田 泰平

池田 弘

石井 忠宏

石井 秀明

石川 潤一

和泉 博己

井芹 謙勝

出井 歩

伊東 勝彦

伊藤 健一郎

伊藤 秀幸

井上 淳

今川 彰

今野 友香子

Wu Chia Ju

上野 譲二

上野 丈二

上原 健太郎

内田 由紀子

宇野 雅之

宇野 誠則

宇野山 達也

梅津 直貴

浦野 秀隼

瓜生 隆太郎

榎戸 崇人

江端 幸男

恵本 真也

遠藤 清治

遠藤 司

及川 貴史

大石 悟嗣

大木 幸子

大沢 一喜

大塚 健司

大月 久

大畠 正彦

大山 弘晃

岡 邦宏

小笠原 早苗

緒方 申八

岡田 浩司

岡田 伸雄

岡野 克彦

岡安 淳

小川 武秀

小川 征男

沖本 潤

荻原 弘章

小黒 操

小崎 宗大

尾崎 賢

小澤 隆幸

小嶋 啓之

小野 貴史

小野田 政宏

か

河西 孝

勝連 邦雄

加藤 真弓

金子 智一

金子 有一

河邉 伸二

神谷 真理子

河合 雅人

河合 隆宏

川口 一樹

川瀬 文也

河野 達也

川辺 浩

川村 幸信

木内 秀明

菊田 淳一

菊田 雅彦

木太久 要

木村 尚希

木村 愛美

清川 太郎

国広 計年

久保木 克也

久保 憲司

窪田 成

熊谷 聡朝

工門 真二郎

栗田 勝弘

栗田 早苗

栗田 成実

栗原 一明

栗本 和宏

黒川 豪

黒宮 康志

小袖 伸也

後藤 敏裕

小林 奈美

小林 渉

小柳 伸一

是永 妙香

さ

齋藤 史朗

齋藤 智

斉藤 房子

斉藤 麻貴

酒井 勝也

坂本 彰

坂本 久美

佐久間 由佳

佐々木 憲司

佐々木 健浩

佐々木 正人

佐々木 美菜子

佐々木 律子

佐藤 修

佐藤 伸哉

佐藤　秀男

真田 昌彦

佐野 十志哉

志手 貴典

四戸 達訓

柴田 優拓

柴田 学

渋谷 真紀子

島田 稔也

島田 伸一

島村 重徳

清水 智子

珠久 真純

珠久 泰樹

白川 眞

白岩 智広

白水 義人

新川 健二

菅原 利美

杉澤 嘉洋

杉村 涼子

杉本 裕樹

杉本 浩

杉本 昌満

杉山 経太

杉山 圭子

杉山 雅紀

鈴木 衛司

鈴木 一也

鈴木 敏幸

鈴木 直子

鈴木 寛之

鈴木 文男

鈴本 賢一

瀬川 美枝子

関口 治彦

関根 康丘

関 宏

草原 美紀

染谷 竜一

た

高井 亜矢子

髙木 亜希子

高杉 秀樹

高野 和男

高野 親一

高橋 健太

高橋 哲

髙橋 誠

髙松 登志男

田川 剛

瀧野 岳

田口 秀樹

田口 美加

竹内 弘之

竹内 洋輔

武田 晃

武知 虎南

武山 靖

舘 亜矢美

立石 毅

田中 順子

田中 利明

田中 直也

田中 英男

田辺 絵里葉

谷 健太郎

谷 昌樹

地原 誠

千葉 瑠美子

塚本 なおみ

槻木 香

辻 範也

弦田 勢

出口 忠生

寺田 隆夫

時吉 聡子

富岡 展央

富澤 進

冨永 祥太

豊田 力

な

長岡 新一郎

中里 美和

中里 義雄

長沢 依子

中島 大吾郎

中島 健

中島 幸乃

中新 茂

中田 大

中津川 雄一

中根 佑介

中野 宏己

仲野 芳孝

中畑 貴博

長浜谷 力丸

中村 貴光

中村 直樹

中森 和美

中山 英樹

新谷 信行

西村 博之

西本 裕美

布目 純

野澤 幸太

は

萩原 かおり

橋本 元気

橋本 英宏

畑中 孝昭

秦野 尚之

濱野 義仁

林 昭男

林 淳一

林 俊行

原田 尚一

比嘉 恵美子

樋口 一馬

七海 裕子

平川 義宏

平野 暁

平山 直人

深井 隆史

福澤 拓磨

福田 京平

福田 昌弘

福田 まゆみ

冨士田 善之

藤原 智貴

舟部 賢一

平藤 賢治

星 智

星 青児

細川 博之

堀井 哲

本間 格

本間 元

ま

増岡 政彦

益田 和俊

増渕 貴志

増山 茂一

松浦 美沙

松下 和徳

松本 学

松本 貴志

松本 望希

松本 雄一

松本 良洋

三浦 勝己

三浦 史博

三木 剛彦

右松 義康

水澤 雅人

水谷 浩市

水元 勇樹

道倉 昭敏

三石 京

三井 輝彦

宮阪 晴夫

宮﨑 有一

宮沢 晴久

宮下 賢治

宮島 良太

宮本 俊夫

村上 悠紀

村田 義篤

持井 勝

森田 光明

森　正利

諸星 輝光

や

八島 淳

安井 祐介

山岡 剛久

山賀 幸一郎
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山岸 邦司

山口 友香

山坂 信尚

山崎 邦弘

山崎 智恵美

山﨑 朋哉

山崎 秀幸

山田 悟

山田 智子

山中 海翔

山本 真来央

山本 重一

横田 衛

吉田 勝利

吉田 健太郎

吉田 英樹

吉田 幸弘

吉田 芳隆

米田 彰博

わ

若林 隆幸

和田 尚記

渡辺 陽子

D級
あ

会田 和希

相田 伸平

青木 航洋

青木 大幸

青木 潤也

青木 末利

青田 秀人

青柳 和宏

赤井 道信

赤堀 温知

秋田 憲幸

秋山 弘之

浅井 政吉

阿部 広行

阿部 道

阿部 徹

阿部 博敏

新井 勇

荒井 正義

有村 洋伸

安地 正人

安藤 勝教

飯高 大輔

飯田 亘

家竹 貴士

井川 洋平

井口 晃一

池田 直樹

池ノ谷 亨

石川 達雄

石川 真利佳

石田 昌彦

石田 佳央

石橋 克弘

泉谷 幸子

伊勢 久乃

磯 明男

磯崎 直子

一ノ瀬 さゆり

市村 沙友理

一楽 弘徳

伊藤 愛

伊東 和幸

伊藤 哲朗

伊藤 雅基

伊藤 悠貴

伊藤 陽介

糸川 友規

稲葉 進

稲村 亜紀

井上 泰典

庵原 美穂

今井 康平

今井 宏樹

今給黎 政幸

井本 勝也

岩田 正義

岩本 雄基

岩本 龍太

上田 真司

上野 貴雄

宇田 大地

内田 亮次

浦谷 秀彦

榎戸 輝

江野澤 剛

遠藤 佳子

大賀 義昭

大川 浩一

大久保 暁子

大沢 康

太田 健一

太田 修

大槻 文彦

大西 麻美

大庭 哲浩

大貫 誠一

大野 晴英

大野 和也

大平 新

大淵 義洋

大森 輝明

岡崎 大悟

小笠原 貢

岡田 哲章

岡田 洋樹

岡田 馨太朗

尾形 昌義

岡林 良太

岡部 文大

岡本 奈緒子

興津 誠

荻野 今日子

荻野 勉

奥永 浩仁

小椋 浩一郎

小嶋 海生

小嶋 翼

小高 洋平

小幡 直矢

か

甲斐 公祐

垣田 哲也

鍵山 伸宏

梶岡 博樹

加島 依久子

加藤 崇士

加藤 匠

加藤 昌也

香取 修一

金井 敏通

金子 可住子

金子 智佳

金子 久男

金子 雄哉

金子 大輔

金田 裕子

兼松 稔

鎌田 出

神谷 高志

亀井 裕之

亀山 仁

川合 昌司

河相 安彦

川崎 吉浩

川戸 正浩

川畑 衛

川原 弘子

河本 政男

木川 一輝

菊地 一乃

菊地 大輔

菊地 泰博

北田 隆大

喜田 裕二

木内 美和

木下 正樹

久木山 泰

鯨岡 誠

楠山 憲道

工藤 善市

久野 孝

久保田　晃弘

久保田 栄

熊倉 一真

栗原 崇

栗本 裕史

黒川 二三子

小池 康之

後石原 靖

小浦 修

郡山 馨

古賀 義孝

後藤 毅

五島 牧子

小林 功

小林 章子

小林 徹

小林 理砂

小渕 佳奈

小松 由起子

小松 菜美子

小水内 健

五領田 稔

近藤 義忠

さ

斎藤 秀彦

坂上 周一朗

榊原 史也

坂田 信之

阪田 晴夫

坂森 健一

佐川 美幸

櫻田 友明

佐古 高晴

佐々木 茜

佐々木 豊

佐々木 康太

佐々木 成輝

佐々木 英之

佐々木 康直

指原 裕也

佐多 澄久

佐藤 綾乃

佐藤 秀貴

佐藤 真紀子

佐藤 亜矢子

佐藤 健人

佐藤 哲弥

佐藤 久展

佐藤 正麗穂

眞田 久美子

真田 美聖

澤田 陽子

椎名 真己

志田 雄也

篠木 美徳

柴谷 大介

清水 裕之

下田 秀一

社本 博行

荘司 尚美

庄司 隆晴

白石 亘

白岩 正行

進士 吉廣

菅崎 鋼一

菅谷 洋

杉野 裕雄

鈴木 うるる

鈴木 圭介

鈴木 秀紀

鈴木 裕美

鈴木 祐介

鈴木 国雄

鈴木 久恵

鈴木 秀和

砂地 祐哉

諏訪 優輝

清宮 麻紀

関口 真央

曽根 敬一朗

た

高木 良樹

多賀 健司

高津 一利

高野 峻弘

髙橋 博規

高橋 郁也

高橋 平

髙橋 俊雄

髙見 智也

田上 さくら

高山 佳大

瀧沢 智司

田口 康平

武石 優子

武石 泰幸

武田 芳実

武田 訓明

武田 まゆみ

竹原 由佳

宮崎 友祈子

立花 正憲

辰巳 典夫

立野 幹夫

田中 千春

田中 真

田中 勇吉

田中 京子

田中 浩司

田中 大介

田中 宏昌

田中 政広

田中 瑞木

田中 弥寿雄

田辺 祐二

谷井 大文

玉山 聖将

田村 和巳

田村 健二

田村 亮

千野 高夫

千葉 隆生

千葉 拓磨

鎭田 和仁

柄本 海

塚本 竹美

塚本 真佐樹

塚本 泰彦

辻郷 忠

土屋 直子

都築 岳真

津守 志奈

鶴島 正明

寺嶋 一成

照島 伸康

道幸 もも

東坂 亮佑

鴇田 祐一

十倉 圭太

戸田 成美

富田 直

冨田 肇

友田 裕也

豊島 大樹

な

中岡 美賀

長澤 祐也

長澤 惠一

中島 巧

中西 進一

長沼 智史

中野 充孝

長浜 聡

中村 堅

中村 顕治

中村 純

中村 俊幸

仲本 隆

中山 智資

中山 貴浩

永山 定利

新舘 力

新谷 信之介

西 良知

西岡 輝浩

西口 京佑

西留 裕司

西村 優花

西山 麻依子

野上 夏美

野林 大祐

能村 一憲

萩本 匡洋

は

橋本 海

長谷川 良治

馬場 春樹

濱口 玲

浜瀬 海

濵田 貴志

早川 美広

林 高弘

原沢 中

原田 栄一

原田 定宣

春田 浩司

春山 朗

半沢 惇

坂東 智信

樋川 健次

平泉 泰昭

平井 由紀子

平岡 恵利

平尾 哲明

平野 海童

平野 公彦

平野 智香

平野 勝也

平山 栄典

廣岡 隆幸

広瀬 正雄

深澤 孝博

深澤 智子

福田 空

福田 正樹

藤島 俊徳

藤田 健輔

藤田 祥輝

船越 涼太

古屋 俊一

平口 太一

別所 崇則

祝田 健一

堀井 創

堀川 友恵

ま

前島 茂雄

柾木 竜二

増川 達也

間杉 沙織

増田 大樹

松井 貴寛

松木 祐二

坪田 千里

松田 哲矢

松野 真一

松本 裕史

三浦 海斗

水口 有

水野 恵一

緑川 正章

峯 勝彦

宮 豊和

宮内 健次

宮川 一寿

宮川 英士

宮川 勝

宮田 昌称

宮地 悟郎

宮本 統雄

三好 全

向 勇太

村上 巧

村上 亜希子

森 香織

森重 輝隆

森島 健一

森 宣仁

諸岡 亮

や

矢賀 健一

安田 佳奈子

安田 尚史

安田 誠

安田 瑞穂

藪野 孝浩

山内 健次

山崎 一樹

山崎 三郎

山崎 将嗣

山崎 美穂

山﨑 協

山崎 大蔵

山下 剛

山下 智弘

山下 裕紀子

山田 圭子

山田 健一

山中 海誠

山本 千代

山本 直人

山本 陽一

横澤 満樹夫

横田 昌之

横山 光晴

吉岡 奈美

吉川 萌

吉澤 めぐみ

吉田 泰

吉田 勝幸

吉田 淳也

吉留 拓磨

与那覇 裕康

米田 達司

わ

脇阪 義博

脇薗 左執

脇薗 僚人

脇山 通彦

稙田 正道

渡邉 岳

渡辺 義久

渡邊 一洋

渡辺 大介

渡辺 智行

※公認ジャッジの皆様におかれましては、ご自身のNSAマイページで、
お持ちの資格をご確認ください。（認定No.・有効期限）
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ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2011
日時：平成23年10月29日（土）～ 10月30日（日） 
会場：千葉県館山市平砂浦
出場選手合計：137名
メンズオープン 村上舜
ウィメンズオープン 岡本愛菜
ロングボードオープン 渡辺真通
ボディボードメン 粂総一郎
ボディボードウィメン 相田桃

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2012
日時：平成24年10月27日(土) 〜 10月28日(日)
会場：石川県羽咋市柴垣海岸
出場選手合計：130名
メンズオープン 村上舜
ウィメンズオープン 黒川日菜子
ロングボードメンズオープン 西崎公彦
ロングボードウィメン 叶多和子
ボディボードメン 秋山篤志
ボディボードウィメン 若林友恵

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2013
日時：平成25年11月9日（土）〜 11月10日（日）
会場：千葉県南房総市千倉海岸
出場選手合計：207名
ジュニアオープン 西修司
メンズオープン 松野陽斗
マスターズオープン 石田佳央
ウィメンズオープン 田代凪沙
ロングボードメンズオープン 松渕秀人
ロングボードウィメン 岡澤紫穂
ボディボードメン 森川勝彦
ボディボードウィメン 相田桃

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2014
日時：平成26年10月25日（土）〜 10月26日（日）
会場：宮城県仙台市仙台新港
出場選手合計：189名
ジュニアオープン 堀越力
メンズオープン 粟田海
マスターズオープン 菅谷洋
ウィメンズオープン 鈴木姫七
ロングボードメンズオープン 塚本将也
ロングボードウィメン 橋本梨花
ボディボードメン 多田憲由
ボディボードウィメン 相田桃

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2015
日時：平成27年10月24日（土）〜 10月26日（日）
会場：宮崎県日向市お倉が浜海岸
出場選手合計：226名
ジュニアオープン 森友二
メンズオープン 山本竜平
マスターズオープン 猪又洋
ウィメンズオープン 鈴木姫七
ロングボードメンズオープン 上木達也
ロングボードウィメン 叶多和子
ボディボードメン 小松貴史
ボディボードウィメン 杉野胡桃

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2016
日時：平成28年10月29日（土）〜 10月30日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸
出場選手合計：262名
ジュニアオープン 大音凜太
メンズオープン 山本竜平
マスターズオープン 澤井革
ウィメンズオープン 加藤里菜
ロングボードメンズオープン 北村健一
ロングボードウィメン 前田沙紀
ボディボードメン 蛭間拓斗
ボディボードウィメン 岡田吹羽子

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2017
日時：平成29年10月28日（土）～ 11月23日（祝）
会場：高知県東洋町生見サーフィンビーチ
出場選手合計：251名
ジュニアオープン 小笠原由織
メンズオープン 古田龍之介
マスターズオープン 宍戸健太
ウィメンズオープン 中塩佳那
ロングボードメンズオープン 権守賢治
ロングボードウィメン 叶多和子
ボディボードメン 蛭間拓斗
ボディボードウィメン 山下海果

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2018
日時：平成30年10月27日（土）～ 10月28日（日）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸
出場選手合計：220名
ジュニアオープン 原田空雅
メンズオープン 武知虎南
マスターズオープン 井出牧雄
ウィメンズオープン 加藤里菜
ロングボードメンズオープン 市川貴大
ロングボードウィメン 川崎智子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 山下海果

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2019
日時：令和元年1１月16日（土）、11月17日（日）
会場：茨城県日立市河原子北浜海岸
出場選手合計：268名
ジュニアオープン 安室弦
メンズオープン 藤沼佳太郎
マスターズオープン 鈴木重紀
ウィメンズオープン 宮城有沙
ロングボードメンズオープン 冨永祥太
ロングボードウィメン 唐木麻貴
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 田村則子

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2010
日時：平成22年10月10日（日）～ 10月11日（月）
会場：宮城県仙台市仙台新港
出場選手合計：134名
メンズオープン 大原洋人
ウィメンズオープン 村松爽香
ロングボードオープン 岡崎生水
ボディボードメン 粂総一郎
ボディボードウィメン 佐藤亜矢子

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2009
日時：平成21年10月17日（土）～ 10月18日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸
出場選手合計：120名
メンズオープン 新井洋人
ウィメン 大村奈央
ロングボードオープン 中山祐樹
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 鈴木彩加

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2008
日時：平成20年11月15日（土）～ 11月16日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸
出場選手合計：122名
メンズオープン 小嶋海生
ウィメン 大村奈央
ロングボードオープン 岡崎生水
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 永井那旺

1966年から半世紀にわたり開催される伝統の全日本サーフィン選手権大会から国際派遣大会まで、
日本サーフィン連盟の歴史を語る過去の主催大会の結果。誇り高き勇者たちの軌跡。

コンテスト・アーカイブ
錚々たる名サーファーが名を連ねる、過去の主催大会結果

ALL JAPAN SURFING GRAND CHAMPION GAMES 大会結果（2007～ 2019年）

2013年度　第48回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成25年8月21日（水）〜 8月25日（日）
会場：高知県東洋町生見ビーチ　出場選手合計：938名
キッズ 安室丈
ボーイズ 西優司
ジュニア 河谷佐助
メン 塚本勇太
シニア 宗政利夫
マスター 坂本應尚
グランドマスター 三輪真一
カフナ 三橋敬一
ガールズ 黒川日菜子
ウィメン 玉木アイ

シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードメン 西崎公彦
ロングボードマスター 鈴木弘章
ロングボードウィメン 岡澤紫穂
ボディボードメン 滝元良太
ボディボードウィメン 相田桃
支部長クラス 渡邉友輝
ロイヤル 鈴木正
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 千葉東

2014年度　第49回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成26年8月26日（火）〜 8月30日（日）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：896名
キッズ 平原颯馬
ボーイズ 田中大貴
ジュニア 西口京佑
メン 塚本勇太
シニア 石川貴一朗
マスター 和田英明
グランドマスター 三輪真一
カフナ 三橋敬一
ガールズ 黒川日菜子
ウィメン 北郷夕翔

シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードメン 米本好希
ロングボードマスター 中田嘉直
ロングボードウィメン 橋本梨花
ボディボードメン 柳瀬憲治
ボディボードウィメン 岡澤紫織
支部長クラス 小野誠
ロイヤル 三口省賢
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 千葉東

2015年度　第50回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成27年8月25日（火）〜 8月30日（日）
会場：千葉県いすみ市 〜長生郡一宮町 釣ケ崎海岸（志田下）　出場選手合計：982名
キッズ 小崎歩夢
ボーイズ 藤沼佳太郎
ジュニア 田中大貴
メン 石川拳大
シニア 戸村孝幸
マスター 青山雄一
グランドマスター 高橋正人
カフナ 高梨一夫
ガールズ 鈴木姫七
ウィメン 菜花つばさ

シニアウィメン 金井すみえ
ロングボードメン 西﨑公彦
ロングボードマスター 塚本真佐樹
ロングボードウィメン 瀉場友子
ボディボードメン 森川勝彦
ボディボードウィメン 相田桃
支部長クラス 渡邉友輝
ロイヤル 岡野孝親
パドルリレー 湘南茅ヶ崎支部
団体戦 宮崎支部

2016年度　第51回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成28年8月23日（火）〜 8月28日（日）
会場：愛知県田原市赤羽根町大石海岸 その他　出場選手合計：921名
キッズ 加藤翔平
ボーイズ 大音凜太
ジュニア 加藤優典
メン 加藤大道
シニア 馬嶋浩文
マスター 澤井革
グランドマスター 坂本應尚
カフナ 高梨一夫
ガールズ 松田詩野
ウィメン 加藤志穂里

シニアウィメン 北川幸
ロングボードメン 山本誠愁
ロングボードマスター 塚本真佐樹
ロングボードウィメン 堀越優樺
ボディボードメン 森川勝彦
ボディボードウィメン 山下海果
支部長クラス 小野誠
ロイヤル 三股信夫
パドルリレー 千葉東支部
団体戦 千葉東支部

2017年度　第52回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成29年8月23日（火）〜 8月28日（日）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計：929名
キッズ 渡邉壱孔
ボーイズ 長谷川 颯汰
ジュニア 三輪紘也
メン 小川葉良
シニア 渡邊圭
マスター 宗政利夫
グランドマスター 坂本應尚
カフナ 広原一樹
ガールズ 中塩佳那
ウィメン 山田麻由美

シニアウィメン 北川幸
ロングボードメン 稗田瞬
ロングボードマスター 伊藤雅樹
ロングボードウィメン 石井志延
ボディボードメン 加藤優来
ボディボードウィメン 山下海果
支部長クラス 高橋雄治
ロイヤル 鈴木正
パドルリレー 千葉東支部
団体戦 湘南藤沢支部

2018年度　第53回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成30年8月20日（月）〜 8月25日（土） 予備日26日（日）
会場：三重県志摩市国府の浜海岸　出場選手合計：1030名
キッズ 松永健新
ボーイズ 金沢呂偉
ジュニア 岡村晃友
メン 石川拳大
シニア 佐野由騎
マスター 﨑村公彦
グランドマスター 豊田泰史
カフナ 市川聡
ガールズ 中塩佳那
ウィメン 伊藤ななみ

シニアウィメン 前田きみか
ロングボードメン 下田泰成
ロングボードマスター 山崎市朗
ロングボードウィメン 松下歩
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 山下海果
支部長クラス 森宣仁
ロイヤル 三口省賢
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 三重支部

2019年度　第54回全日本サーフィン選手権大会
日時：令和元年8月19日（月）～ 8月24日（土） 予備日25日（日）
会場：高知県東洋町生見サーフィンビーチ　出場選手合計：1156名
キッズ 足立海世
ボーイズ 堀越類
ジュニア 大場玲遥
メン 藤沼佳太郎
シニア 鈴木貴
マスター 磯部康典
グランドマスター 坂本應尚
カフナ 久野孝
ガールズ 中塩佳那
ウィメン 小林麻衣子

シニアウィメン 大江なぎさ
ロングボードメン 武川慎
ロングボードマスター 柳沢裕次
ロングボードウィメン 木太久亜子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 原小春
支部長クラス 高橋雄治
ロイヤル 武知和一
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 湘南茅ケ崎支部

2021年度　第55回全日本サーフィン選手権大会
日時：令和3年10月9日（土）～ 10月15日（金） 
会場：福島県南相馬市北泉海岸　出場選手合計：1083名
キッズ 髙井汰朗
ボーイズ 渡邉壱孔
ジュニア 鈴木一歩
メン 石川拳大
シニア 中村光喜
マスター 青山雄一
グランドマスター 坂本應尚
カフナ 高橋 誠
ガールズ 中塩佳那
ウィメン 芳田花瑚

シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードメン 武川 慎
ロングボードマスター 久保博崇
ロングボードウィメン 田原ありい
ボディボードメン 佐藤海斗
ボディボードウィメン 我孫子 咲良
支部長クラス 田村隆之
ロイヤル 鈴木孝史
パドルリレー 未開催
団体戦 千葉東支部・茅ケ崎支部

2022年度　第56回全日本サーフィン選手権大会
日時：令和4年8月20日（土）～ 8月2６日（金）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：1257名
キッズ 宇野雅志
ボーイズ 宇仙太郎
ジュニア 小濃来波
メン 石川拳大
シニア 佐野由騎
マスター 﨑村公彦
グランドマスター 青山雄一
カフナ 平野太郎
ガールズ 鈴木莉珠
ウィメン 芳田花瑚

シニアウィメン 相原朝香
ロングボードメン 土屋貴洋
ロングボードマスター 今泉正徳
ロングボードウィメン 原田來愛
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 鵜澤百亜菜
支部長クラス 一楽弘徳
ロイヤル 森園茂生
パドルリレー 徳島支部
団体戦 宮崎支部

全日本サーフィン選手権大会結果（1966 ～ 2022年）

ALL JAPAN SURFING 
GRAND CHAMPION GAMES 2007
日時：平成19年11月17日（土）～ 11月18日（日）
会場：福島県南相馬市北泉海岸
出場選手合計：135名
キッズ 大原洋人
メンズオープン 井上達貴
グランドマスター 平野武
ウィメン 金子藍
ロングボードメン 辻嶋司
ロングボードウィメン 広沢幸子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 夾間康子

※2020年度は新型コロナウィルス感染症拡大により未開催
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2009年度　第44回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成21年8月26日（水）～ 8月30日（日）
会場：三重県志摩市国府の浜海岸　出場選手合計：884名
キッズ 安井拓海
ボーイズ 新井洋人
ジュニア 田中海周
メン 井上達貴
シニア 鈴木貴
マスター 高森康博
グランドマスター 伊熊哲也
ガールズ 大村奈央
ウィメン 田中祥子

ロングボードメン 岡崎生水
ロングボードマスター 山崎市朗
ロングボードウィメン 吉川広夏
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 畠山美南海
支部長クラス 磯部康典
ロイヤル 三口省賢
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 千葉東支部

1998年度　第33回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成10年8月26日（水）～ 8月30日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 渡辺将人
ジュニア 進士剛光
メン 大木新次
シニア 石川秀樹
マスター 石丸義孝
グランドマスター 高田賢示
レディース 福谷周子

ロングボード 山崎市朗
ボディボードメン 山田亨
ボディボードレディース 石澤亜由美
ニーボード 長谷川文浩
団体優勝 千葉東支部
ベストジャッジ 北代俊児

1993年度　第28回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成5年8月25日（水）～ 8月29日（日）
会場：千葉県一宮町一宮海岸
ボーイズ 佐藤和也
ジュニア 樋口高之
メン 佐藤一徳
シニア 久田友彦
マスター 高梨一夫
グランドマスター 内藤直樹
レディース 外園ちあき
ロングボード 宮内謙至
ニーボード 前川純

ボディボードメン 加藤勝典
ボディボードレディース 小池葵
ロイヤル 長嶋徹
支部長クラス 鈴木秀哉

タンデム 田中啓三
小池葵

支部対抗パドルレース 東京支部
団体優勝 東京支部
ベストジャッジ 武知和一

1992年度　第27回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成4年8月26日（水）～ 8月30日（日）
会場：静岡県榛原町静波海岸
ボーイズ 鵜沢好敬
ジュニア 小川啓
メン 安藤恵太
シニア 瀬尾和成
マスター 高梨一夫
グランドマスター 保坂好久
レディース 藤沼由紀
ロングボード 山崎市朗
ニーボード 前川純

ボディボードメン 大石桂三
ボディボードレディース 竹谷真由美
ロイヤル 進藤英司
支部長クラス 石舘賢一

タンデム 田中啓三
小池葵

支部対抗パドルレース 静岡伊豆支部
団体優勝 静岡伊豆支部
ベストジャッジ 矢野浜雄

1991年度　第26回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成3年8月21日（水）～ 8月25日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 小野嘉夫
ジュニア 上條将美
メン 辻浩二
シニア 鈴木弘章
マスター 高梨一夫
ウィメン 藤沼由紀
ロングボード 山崎市朗
支部長クラス 岡田修平

ニーボード 前川純
ボディボードメン 新井徹
ボディボードレディース 小池葵

タンデム 山口英夫
原竹京子

支部対抗パドルレース 湘南茅ヶ崎支部
団体優勝 湘南茅ヶ崎支部
ベストジャッジ 相馬誠

1990年度　第25回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成2年8月22日（水）～ 8月25日（土）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 黒沢貞実
ジュニア 小川啓
ジュニアメン 小野一将
メン 塩坂信康
シニアメン 三輪真一
シニア 高梨一夫
マスター 内藤直樹
グランドマスター 照岡道廣
ロングボード 佐久間等
支部長クラス 酒井厚志
ガールズ 増田陽美

レディース 蓮田泰子
ニーボード 佐久間等
ロイヤル 池田藤男
ボディボードメン 加藤勝典
ボディボードレディース 岡島美佐江

タンデム 山崎市朗
山崎百合子

支部対抗パドルレース 千葉東支部
団体優勝 湘南藤沢支部

ベストジャッジ 岡田修平
菊地雪秀

1989年度　第24回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成元年8月23日（水）～ 8月26日（土）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸
ボーイズ 小川啓
ジュニア 出頭孝高
ジュニアメン 新野剛
メン 船木三秀
シニアメン 三輪真一
シニア 佐藤伸夫
マスター 内藤直樹
グランドマスター 保坂好久
ロングボード 谷内太郎
支部長クラス 矢作広雄
ガールズ 平林真樹子

レディース 上滝恭子
ニーボード 前川純
ロイヤル 長嶋徹
ボディボードメン 作道雅明
ボディボードレディース 内田美智子

タンデム 山崎市朗
山崎百合子

支部対抗パドルレース 静岡伊豆支部
団体優勝 大阪支部

ベストジャッジ　 黒木保
立山勝己

1988年度　第23回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和63年8月24日（水）～ 8月27日（土）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 渡辺広樹
ジュニア 小野寺裕幸
ジュニアメン 小畑智昭
メン 早川聡
シニアメン 佐藤伸夫
シニア 平山孝継
マスター 小畑裕
グランドマスター 佐藤信雄
ロングボード 佐久間等
支部長クラス 田中敏之
ガールズ 小林由夏

レディース 松永三枝
ニーボード 前川純
ロイヤル 長嶋徹
ボディボードメン 小野尾厚史
ボディボードレディース 内田美智子

タンデム 山崎市朗
脇田礼子

支部対抗パドルレース 湘南平塚支部
団体優勝 湘南茅ヶ崎支部

ベストジャッジ 小柴範彦
高木洋二

1996年度　第31回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成8年8月22日（木）～ 8月25日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 渡辺学
ジュニア 大野仙雅
メン 小野嘉夫
シニア 田村誠
マスター 小島正司
グランドマスター 内藤直樹
レディース 高橋すみえ
ロングボード 真木蔵人
ニーボード 前川純

ボディボードメン 山田亮一
ボディボードレディース 小池葵
支部長クラス 植松成実

タンデム 内田一雄
内田梨奈

支部対抗パドルレース 湘南茅ヶ崎支部
団体優勝 東京支部
ベストジャッジ 平本利明

1995年度　第30回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成7年8月21日（月）～ 8月27日（日）
会場：千葉県一宮町一宮海岸
ボーイズ 大野仙雅
ジュニア 北岡光太郎
メン 小野嘉夫
シニア 佐藤一徳
マスター 高梨一夫
グランドマスター 吉田和幸
レディース 藤沼由紀
ロングボード 真木蔵人
ニーボード 前川純

ボディボードメン 松田真稔
ボディボードレディース 小池葵
ロイヤル 岡野孝親
支部長クラス 藤井辰緒

タンデム 山口英夫
黒野亜紀子

支部対抗パドルレース 湘南茅ヶ崎支部
団体優勝 東京支部
ベストジャッジ 酒井厚志

1994年度　第29回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成6年8月24日（水）～ 8月28日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 大野修聖
ジュニア 牧野優介
メン 西田弘人
シニア 田村誠
マスター 本多一博
グランドマスター 吉田和幸
レディース 谷口絵里菜
ロングボード 畑国男
ニーボード 前川純

ボディボードメン 桜井直
ボディボードレディース 鵜沢和弥
ロイヤル 長嶋徹
支部長クラス 高岡好信

タンデム 田中啓三
小池葵

支部対抗パドルレース 湘南茅ヶ崎支部
団体優勝 千葉南支部
ベストジャッジ 平山孝継

1997年度　第32回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成9年8月27日（水）～ 8月31日（日）
会場：静岡県榛原町静波海岸
ボーイズ 進士剛光
ジュニア 杉山経太
メン 牧野優介
シニア 田村誠
マスター 小島正司
グランドマスター 内藤直樹
レディース 佐々木柾由美
ロングボード 土屋昌平
ニーボード 飯野秀文
ボディボードメン 酒井勇次

ボディボードレディース 関和枝
ロイヤル 小島二郎
支部長クラス 佐藤仁

タンデム 堀野稔
奥田みゆき

支部対抗パドルレース 静岡2区支部

団体優勝 東京支部・
愛知支部

ベストジャッジ 内海義彦

1999年度　第34回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成11年8月25日（水）～ 8月29日（日）
会場：高知県東洋町生見海岸
ボーイズ 林健太
ジュニア 渡辺将人
メン 山田桂司
シニア 須部交是
マスター 上谷直樹
グランドマスター 猪塚弘史
レディース 杉浦麻里衣
ロングボード 尾頭信弘
ニーボード 飯野秀文

ボディボードメン 柴田英人
ボディボードレディース 高橋しのぶ
ロイヤル 工藤俊勝
支部長クラス 石舘賢一

タンデム 田中秀樹
佐藤ナツキ

支部対抗パドルレース 鹿児島支部
団体優勝 千葉東支部
ベストジャッジ 馬地憩

2002年度　第37回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成14年10月17日（木）～ 10月20日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 中村昭太
ジュニア 酒井正海
メン 高梨直人
シニア 和田英明
マスター 中田嘉直
グランドマスター 細井隆
ウィメン 萩原水紀

ロングボード 鈴木剛
ボディボードメン 京谷雄策
ボディボードウィメン 西村優花
支部長クラス 植松成実
支部対抗パドルレース 千葉東支部
団体優勝 千葉東支部
ベストジャッジ 水野徹

2001年度　第36回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成13年10月5日（金）～ 10月8日（月）
会場：静岡県榛原町静波海岸
ボーイズ 深川達哉
ジュニア 林健太
メン 伊藤勝則
シニア 広田文伸
マスター 志村仁
グランドマスター 藤井辰緒
ウィメン 間屋口香
ロングボード 藤井辰緒

ニーボード 今井久
ボディボードメン 川上忍
ボディボードウィメン 小沢しのぶ
ロイヤル 岡野孝親
支部長クラス 渡辺知
支部対抗パドルレース 湘南茅ヶ崎支部
団体優勝 千葉東支部
ベストジャッジ 熊谷透

2000年度　第35回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成12年8月23日（水）～ 8月27日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町東浪見海岸
ボーイズ 酒井正海
ジュニア 田中樹
メン 佐藤正一郎
シニア 加藤孝紀
マスター 田村誠
グランドマスター 高橋誠
レディース 萩原水紀
ロングボード 尾頭信弘
ニーボード 飯野秀文

ボディボードメン 柴田英人
ボディボードレディース 角田恵
ロイヤル 長嶋徹
支部長クラス 中島豪

タンデム 山口英夫
山口奈々

支部対抗パドルレース 千葉東支部
団体優勝 千葉東支部
ベストジャッジ 岡野功

2005年度　第40回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成17年9月28日（水）～ 10月1日（土）
会場：神奈川県藤沢市鵠沼海岸　出場選手合計：388名
ボーイズ 松岡慧斗
ジュニア 福島竜也
メン 樋口賢
シニア 戸村孝幸
マスター 中村哲也
グランドマスター 坂本應尚
ウィメン 小柳江梨
ロングボードメン 森智史

ロングボードウィメン 鈴木由貴
ボディボードメン 榎戸輝
ボディボードウィメン 京谷佳奈
支部長クラス 舟部賢一
ロイヤル 鈴木正
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 湘南藤沢支部
ベストジャッジ 斉藤学

2004年度　第39回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成16年10月13日（水）～ 10月16日（土）
会場：福島県原町市北泉海岸　出場選手合計：391名
ボーイズ 間屋口峻英
ジュニア 中村昭太
メン 切詰英利
シニア 八木秀樹
マスター 渡辺知
グランドマスター 石舘賢一
ウィメン 小池美紀子
ロングボードメン 阿隅寛典

ロングボードウィメン 内藤薫
ボディボードメン 榎戸輝
ボディボードウィメン 猪股明子
支部長クラス 森宣仁
ロイヤル 越後一雄
支部対抗パドルレース 東京支部
団体総合 千葉東支部
ベストジャッジ 小野泰司

2003年度　第38回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成15年10月31日（金）～ 11月4日（火）
会場：島根県浜田市国府海岸　出場選手合計：361名
ボーイズ 山田恭平
ジュニア 切詰英利
メン 清水慈
シニア 黒木雄一
マスター 中田嘉直
グランドマスター 平野武
ウィメン 上田純子
ロングボード 阿隅寛典

ボディボードメン 八子顕一
ボディボードウィメン 二宮千津
支部対抗パドルレース 宮崎支部
団体総合 千葉東支部
ベストジャッジ 江川崇之

2006年度　第41回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成18年9月28日（木）～ 10月1日（日）
会場：宮崎県日向市お倉ヶ浜海岸　出場選手合計：405名
キッズ 仲村拓久未
ボーイズ 和光大
ジュニア 高貫佑麻
メン 高津敏幸
シニア 寺村智紀
マスター 徳松勝己
グランドマスター 坂本應尚
ウィメン 橋本小百合
ロングボードメン 森大騎

ロングボードマスター 中野宏昭
ロングボードウィメン 丸山良子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 夾間康子
支部長クラス 高梨一夫
ロイヤル 三股信夫
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 宮崎支部
ベストジャッジ 奈須信夫

2007年度　第42回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成19年8月22日（水）～ 8月26日（日）
会場：東京都新島村シークレットポイント　出場選手合計：892名
キッズ 仲村拓久未
ボーイズ 小椋暁人
ジュニア 菜花卓也
メン 宇野将史
シニア 田村誠治
マスター 宗政利夫
グランドマスター 中田嘉直
ガールズ 橋本小百合
ウィメン 小柳江梨
ロングボードメン 森大騎

ロングボードマスター 野田雅生
ロングボードウィメン 広沢幸子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 岸里美
支部長クラス 富田桂介
ロイヤル 三口省賢
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 千葉東支部
ベストジャッジ 牧裕亮

2008年度　第43回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成20年8月27日（水）～ 8月31日（日）
会場：福島県南相馬市北泉海岸　出場選手合計：876名
キッズ 仲村拓久未
ボーイズ　 加藤嵐
ジュニア 大橋海人
メン　 沼田将人
シニア 白土勝久
マスター　 高森康博
グランドマスター 小林建一郎
ガールズ 大村奈央
ウィメン 清永亜希子

ロングボードメン 辻嶋司
ロングボードマスター 野間栄治
ロングボードウィメン 廣澤幸子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 畠山美南海
支部長クラス 堀越弘修
ロイヤル 鈴木康二
パドルリレー 宮崎支部
団体戦 湘南藤沢支部

2010年度　第45回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成22年8月25日（水）～ 8月29日（日）
会場：茨城県日立市河原子北浜海岸　出場選手合計：939名
キッズ 村上蓮
ボーイズ 大原洋人
ジュニア 金尾玲生
メン 井上達貴
シニア 加藤孝紀
マスター 坂本應尚
グランドマスター 高梨一夫
カフナ 内藤直樹
ガールズ 野呂玲花
ウィメン 清永亜希子

シニアウィメン 山本友紀
ロングボードメン 中山祐樹
ロングボードマスター 山崎市朗
ロングボードウィメン 吉川広夏
ボディボードメン 粂総一郎
ボディボードウィメン 大原沙莉
支部長クラス 磯部康典
ロイヤル 三口省賢
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 湘南藤沢支部

2011年度　第46回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成23年8月24日（水）～ 8月28日（日）
会場：宮崎県日向市お倉ヶ浜海岸　出場選手合計：888名
キッズ 野呂海利
ボーイズ 小林直海
ジュニア 山中海輝
メン 大江良太
シニア 田村隆之
マスター 坂本應尚
グランドマスター 小島正司
カフナ 三橋敬一
ガールズ 須田那月
ウィメン 並木今日子

シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードメン 齋藤久元
ロングボードマスター 鳥羽真吾
ロングボードウィメン 吉川広夏
ボディボードメン 粂総一郎
ボディボードウィメン 相田桃
支部長クラス 小野誠
ロイヤル 三股信夫
パドルリレー 湘南藤沢支部
団体戦 湘南藤沢支部

2012年度　第47回全日本サーフィン選手権大会
日時：平成24年8月22日(水) 〜 8月26日(日)
会場：三重県志摩市国府の浜海岸　出場選手合計：894名
キッズ 西優司
ボーイズ 村上舜
ジュニア 塚本勇太
メン 仲村一智
シニア 宗政利夫
マスター 中田嘉直
グランドマスター 高橋誠
カフナ 三橋敬一
ガールズ 田代凪沙
ウィメン 森敬恵

シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードメン 齋藤久元
ロングボードマスター 鈴木弘章
ロングボードウィメン 新森香織
ボディボードメン 柳瀬憲治
ボディボードウィメン 谷口美樹
支部長クラス 田村隆之
ロイヤル 中井正文
パドルリレー 湘南西支部
団体戦 湘南西支部
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1st/2nd 村上舜
3rd 尾池拓海
4th 原田空雅
ウィメン 橋本恋
ロングボードメン 岡崎生水

ロングボードウィメン 吉川広夏
ボディボードメン 柳瀬憲治
ボディボードウィメン 増田こずえ
ベストライディング 村上舜
敢闘賞 横山浩太

2011年度　第29回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成23年9月23日（金）～ 9月25日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸 　出場選手合計：405名

1st2nd 小林直海
3rd 田中大貴
4th 植田海志
ウィメン 黒川日菜子
ロングボードメン 中山祐樹

ロングボードウィメン 岡澤紫穂
ボディボードメン 柳瀬憲治
ボディボードウィメン 相田桃
ベストランディング 中山祐樹
敢闘賞 松尾英次

2012年度　第30回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成24年5月18日(金) 〜 5月20日(日)
会場：宮崎県日南市昭寿園海岸　出場選手合計：258名

1st 野呂海利
2nd 中川雅宗
3rd 山本秀哉
4th 竹内克斗
ウィメン 田代凪沙
ロングボードメン 中山祐樹
ロングボードウィメン 岡澤紫穂

ボディボードメン 1st/2nd 柳瀬憲治
ボディボードメン 3rd/4th 鍵和田福司
ボディボードウィメン 1st/2nd 岡澤紫織
ボディボードウィメン 3rd/4th 長沢依子
ベストライディング賞 田代凪沙（ウィメン）
敢闘賞 古川智也（2nd）

2013年度　第31回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成25年5月24日（金）〜 5月26日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町釣ヶ崎海岸（志田下）　出場選手合計：617名

1st 堀越力
2nd 斎藤昇吾
3rd 安藤弘之進
4th 小松凛輝
ウィメン 松田詩野
ロングボードメン 権守賢治
ロングボードウィメン 矢野このみ
ボディボードメン 1st/2nd 柳瀬憲治
ボディボードメン 3rd/4th 富岡健次

ボディボードウィメン 1st/2nd 相田桃
ボディボードウィメン 3rd/4th 川島真紀
下田市長賞 堀越力（1st）

松田詩野（ウィメン）
権守賢治（ロングボードメン）

伊豆白浜観光協会賞 安藤弘之進（3rd）
ベストライディング賞 塚本将也（ロングボードメン）
敢闘賞 進士祝也（3rd）

2014年度　第32回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成26年5月9日（金）〜 5月11日（日）
会場：静岡下田市白浜海岸　出場選手合計：479名

1st 伊東李安琉
2nd 高橋秀平
3rd 金沢呂偉
4th 篠崎倫太朗
ウィメン 鈴木姫七
ロングボードメン 山本誠愁
ロングボードウィメン 前田沙紀

ボディボードメン 1st/2nd 高橋広俊
ボディボードメン 3rd/4th 加藤秀顕
ボディボードウィメン 1st/2nd 岡澤紫織
ボディボードウィメン 3rd/4th 藤田佳奈
ベストライディング賞 安藤弘之進（2nd）
敢闘賞 藤田颯成（2nd）
田原市長賞 伊東李安琉（1st）

2015年度　第33回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成27年5月15日（金）〜 5月17日（日）
会場：愛知県田原市赤羽根町大石海岸（ロングビーチ）　出場選手合計：505名

1st 小笠原由織
2nd 石井乃亜
3rd 小川葉良
4th 鳥潟一太
ウィメン 松田詩野
ロングボードメン 山本誠愁
ロングボードウィメン 鈴木美和子

ボディボードメン 1st/2nd 小松貴史
ボディボードメン 3rd/4th 蛭間拓斗
ボディボードウィメン 1st/2nd 山下海果
ボディボードウィメン 3rd/4th 小泉真佐子
ベストライディング賞 蛭間拓斗（BB 3rd / 4th）
敢闘賞 稗田瞬（ロングボードメン）

2016年度　第34回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成28年5月20日（金）〜 5月22日（日）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計：404名

1st 上山・キアヌ・久里朱
2nd 古田龍之介
3rd 榊原 拳
4th 菅原大地
ウィメン 中塩佳那
ロングボードメン 中井晴
ロングボードウィメン 戸田成美

ボディボードメン 1st/2nd 蛭間拓斗
ボディボードメン 3rd/4th 伊藤孝行
ボディボードウィメン 1st/2nd 山下海果
ボディボードウィメン 3rd/4th 大木幸子
ベストライディング賞 榊原 拳 （メン 3rd）
敢闘賞 小笠原由織 （メン 1st）

2017年度　第35回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成29年5月12日（金）〜 5月14日（日）
会場：千葉県いすみ市 太東海岸　出場選手合計：504名

1st 石川拳大
2nd 大場玲遥
3rd 浜村有留波
4th 鈴木一歩
ウィメン 中塩佳那
ロングボードメン 北村健一
ロングボードウィメン 椛沢実里

ボディボードメン 1st/2nd 榎戸崇人
ボディボードメン 3rd/4th 籏福亮
ボディボードウィメン 1st/2nd 山下海果
ボディボードウィメン 3rd/4th 杉山雅代
ベストライディング賞 鈴木一歩（メン 4th）
敢闘賞 杉山雅代 （BBウィメン 3rd/4th）

2018年度　第36回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成30年5月11日（金）〜 5月13日（日）
会場：愛知県田原市赤羽根町大石海岸 他　出場選手合計：402名

メン 1st/2nd 藤沼佳太郎
メンマスター 1st/2nd 小林健一郎
メンマスター 3rd 山田豊
メンマスター 4th/5th 砂川圭貴
ガールズ 1st/2nd 中塩佳那
ウィメン 1st/2nd 大江なぎさ
ガールズ ウィメン 3rd 鈴木莉珠
ガールズ ウィメン 4th/5th 伊藤葵
ロングボードメン 1st/2nd 石田直樹
ロングボードメン 3rd/4th/5th 佐川幸男

ロングボードウィメン 戸田成美
ボディボードメン 1st/2nd 榎戸崇人
ボディボードメン 3rd/4th/5th 佐藤海斗
ボディボードウィメン 1st/2nd 藤田佳奈
ボディボードウィメン 3rd/4th/5th 我孫子咲良
ベストライディング賞 藤沼佳太郎

（メン 1st/2nd クラス）
敢闘賞 鈴木莉珠 

（ガールズウィメン 3rd クラス）

2019年度　第37回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成31年4月19日（金）～ 4月21日（日）
会場：千葉県鴨川市東条海岸 （マルキポイント）　出場選手合計：523名

メンズ1st/2nd 松原渚生
メンズマスター 1st/2nd 酒井正洋
メンズマスター 3rd 福井滉東
メンズマスター 4th/5th 石山汰一
ガールズ 1st/2nd 中塩佳那
ウィメン 1st/2nd 清永亜希子
ガールズ・ウィメン 3rd 髙橋結奈
ガールズ・ウィメン 4th/5th 馬場 心
ロングボードメン 1st/2nd 石田直樹

ロングボードメン 3rd/4th/5th 平田拓海
ロングボードウィメン 北村亜希子
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 1st/2nd 我孫子咲良
ボディボードウィメン 3rd/4th/5th 鵜澤百亜菜
ベストライディング賞 平田拓海 

（ロングボードメン 3rd/4th/5th）
敢闘賞 齋藤奈津子

（ガールズ・ウィメン 3rd）
いわき市長賞 松原渚生 

（メンズ1st/2nd）

2021年度　第38回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：令和3年7月9日（金）～ 7月11日（日）
会場：福島県いわき市四倉海岸　出場選手合計：504名

メンズ 1st/2nd 渡邉壱孔
メンズマスター 1st/2nd 松倉円
メンズマスター 3rd 石山汰一
メンズマスター 4th/5th 桑原ノア
ガールズ 1st/2nd 鈴木莉珠
ウィメン 1st/2nd 澤田七奈緒
ガールズウィメン 3rd 森舞果
ガールズウィメン 4th/5th 小林咲喜
ロングボードメン 1st/2nd 堀井創

ロングボードマスター 1st/2nd 大池義博
ロングボードメン 3rd/4th/5th 平田拓海
ロングボードマスター 3rd/4th/5th 鯨岡誠
ロングボードウィメン 北村亜希子
ボディボードメン 1st/2nd 榎戸崇人
ボディボードメン 3rd/4th/5th 加藤修一
ボディボードウィメン 1st/2nd 大木咲桜
ボディボードウィメン 3rd/4th/5th 安井美紀
ベストライディング賞 石川拳大 (メン 1st/2nd）

敢闘賞 桑原ノア
（メンズマスター 4th/5th）

南相馬市長賞 鈴木莉珠 
（ガールズ 1st/2nd）

2022年度　第39回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：令和4年7月14日（木）〜 7月17日（日）
会場：福島県南相馬市北泉海岸　出場選手合計：625名

全日本級別サーフィン選手権大会結果（1983 ～ 2022年）

1986年度　第21回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和61年8月20日（水）～ 8月24日（日）
会場：福島県鹿島町右田浜海岸
ボーイズ 山本四郎
ジュニア 鈴木秀哉
ジュニアメン 松本照男
メン 河野友和
シニア 吉野富寿
マスター 関野和男
支部長クラス 大沼弘一
レディース 山本孝子
ロングボード 佐久間等

ニーボード 川南正
ロイヤル 鈴木捷吾

タンデム 山口英夫
白岩鉄郎

支部対抗パドルレース 藤沢支部
団体優勝 湘南西支部

ベストジャッジ 竹末和正
清水聡

1985年度　第20回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和60年8月21日（水）～ 8月25日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ボーイズ 宮城義幸
ジュニア 鈴木秀哉
ジュニアメン 遠藤隆久
メン 藤田昌弘
シニア 内藤直樹
マスター 武藤恒志
レディース 角田和代
支部長クラス 大沼弘一

ロングボード・アマ 佐久間等
ロングボード・プロ 川井幹雄
ニーボード 斉藤雅章
ロイヤル 大沼登良夫

タンデム 越後一雄
越後将平

支部対抗パドルレース 平塚支部
団体優勝 茅ヶ崎支部

1984年度　第19回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和59年8月23日（木）～ 8月26日（日）
会場：高知県東洋町生見海岸
ボーイズ 鈴木秀哉
ジュニア 遠藤隆久
ジュニアメン 森孝也
メン 大谷博宣
シニア 内藤直樹
1stクラス 勝又正彦
レディース 山崎宏美
ロングボード・アマ 榊原正雄

ロングボード・プロ 川井幹雄
ニーボード 川南正
ロイヤル 佐賀紀允

タンデム 越後一雄
越後将平

団体優勝 藤沢支部

ベストジャッジ 佐山吉広
山崎市朗

1983年度　第18回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和58年8月25日（木）～ 8月28日（日）
会場：茨城県那珂湊市阿字ヶ浦海岸
ボーイズ 鈴木秀哉
ジュニア 鈴木直人
ジュニアメン 守昭男
メン 池谷真一
シニア 内藤直樹
1stクラス 鈴木康弘

レディース 平野彩子
ロングボード 川井幹雄

タンデム 田中啓三
鈴木秀哉

団体優勝 千葉支部

1982年度　第17回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和57年8月26日（木）～ 8月29日（日）
会場：千葉県鴨川市鴨川海岸
ボーイズ 八木智彦
ジュニア 遠藤隆久
ジュニアメン 熊野勝慶
メン 糟谷雄二
シニア 小畑裕
レディース 毛利留美

ロングボード 山崎市朗
ロイヤル 池田藤男

タンデム 山本シュン
山本四郎

団体優勝 千葉支部

1981年度　第16回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和56年9月12日（土）～ 9月15日（火）
会場：三重県阿児町国府ノ浜海岸
ボーイズ 鈴木康弘
ジュニア 福田義昭
メン 金子一則
シニア 石田達良
レディース 平野彩子

ロングボード 清水文雄
ロイヤル 佐賀亜光

タンデム 田中啓三
鈴木秀哉

1980年度　第15回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和55年9月12日（金）～ 9月15日（月）
会場：静岡県下田市白浜海岸
ボーイズ 鈴木康弘
ジュニア 関野聡
メン 金子一則
シニア 小畑裕

レディース 平野彩子
ロイヤル 田沼進三

タンデム 田中啓三
大胡由美

1979年度　第14回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和54年8月17日（金）～ 8月19日（日）
会場：静岡県相良町相良海岸
ボーイズ 関野聡
ジュニア 久我孝男
メン 江沢隆

シニア 片岡国松
レディース 平野彩子

1978年度　第13回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和53年9月15日（金）～ 9月17日（日）
会場：千葉県勝浦市部原海岸
ボーイズ 久我孝男
ジュニア 小尾淳介
メン 清水勝則
シニア 深沢三郎

レディース 田中淳子

タンデム 田中啓三
金沢ひろみ

1977年度　第12回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和52年9月2日（金）～ 9月4日（日）
会場：神奈川県小田原市酒匂川海岸
ジュニア 松野達也
メン 渡辺文好
シニアA 進士里司
シニアB 片岡国松

レディース 加村昌子

タンデム 安
樋口

1976年度　第11回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和51年9月3日（金）～ 9月5日（日）
会場：千葉県勝浦市部原海岸
ジュニア 増田昌章
メン 三股信夫
シニアA 小沢敏明

シニアB 片岡国松
レディース 田中淳子

1975年度　第10回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和50年8月22日（金）〜 8月23日（土）/ 予選、9月6日（土）/ 決勝
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ジュニア 三股信夫
メン 植田義則

シニアA 清水文雄
レディース 小室真理子

1974年度　第9回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和49年9月15日（日）～ 9月16日（月）
会場：静岡県御前崎町御前崎海岸
ジュニア 添田博道
メン 小林正明
シニアA 井坂啓美
シニアB 鈴木三平

レディース 小室真理子

タンデム 山崎市朗
弓削小百合

1973年度　第8回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和48年8月15日（水）～ 8月19日（日）
会場：千葉県銚子市君ヶ浜海岸
ジュニア 抱井保徳
メン 青田琢二
シニアA 岡根睦夫
シニアB 鈴木三平

レディース 小室真理子

タンデム 山崎市朗
弓削小百合

1972年度　第7回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和47年8月13日（日）～ 8月15日（火）
会場：茨城県日立市河原子海岸
ジュニア 伊藤満
メン 川井幹雄
レディース 小室真理子

シニアA 小川秀之
シニアB 島田勝

1971年度　第6回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和46年8月15日（日）～ 8月16日（月）
会場：愛知県渥美郡赤羽根海岸
ジュニア 岡野教彦
メン 出川三千男
レディース 細川真理子

シニアA 小川秀之
シニアB 坂田道

1970年度　第5回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和45年8月22日（土）～ 8月23日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸
ジュニア 青田琢二
メン 小川秀之
レディース 細川真理子

シニアA 鈴木三平
シニアB 中村一己

1969年度　第4回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和44年8月23日（土）～ 8月24日（日）
会場：千葉県鴨川市サーフィンビーチ
ジュニア 長沼一仁
メン 井坂啓美

レディース 細川真理子

1968年度　第3回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和43年9月22日（日）
会場：神奈川県鎌倉市七里ケ浜海岸
ジュニア 小室正則
シニア 鈴木正

メン 川井幹雄
レディース 高橋真理

1967年度　第2回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和42年10月22日（日）
会場：千葉県勝浦市部原海岸
ジュニア 川井幹雄 シニア 鈴木三平

1966年度　第1回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和41年7月10日（日）
会場：千葉県鴨川市サーフィンビーチ
ジュニア 川井幹雄
シニア 佐賀光三

一般の部 勝野訓年

1987年度　第22回全日本サーフィン選手権大会
日時：昭和62年8月26日（水）～ 8月30日（日）
会場：静岡県浜松市舞阪海岸
ボーイズ 小川直久
ジュニア 河野正和
ジュニアメン 西井浩治
メン 会沢勝彦
シニアメン 岡田伸一
シニア 高梨一夫
マスター 小畑裕
グランドマスター 鈴木捷吾
ロングボード 佐久間等
支部長クラス 小野秀佳
ガールズ 宮田妙子

レディース 細谷照美
ニーボード 前川純
ロイヤル 坂田道
ボディボードメン 小野尾厚史
ボディボードレディース 矢口智英子

タンデム 大竹麻友美
本多勝巳

支部対抗パドルレース 藤沢支部
団体優勝 東京支部

ベストジャッジ 榊原正雄
鈴木篤二

※2020年度は新型コロナウィルス感染症拡大により未開催
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1st/2nd 井上達貴
3rd 石田銀二
4th 山本浩由
ウィメン 大村奈央

ロングボードメン 中野宏昭
ロングボードウィメン 宮野梢
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 山崎美穂

2008年度　第26回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成20年4月25日（金）～ 4月28日（月）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：291名

1st/2nd 加藤嵐
3rd 早川広起
4th 河田樹
ウィメン 水野亜彩子
ロングボードメン 藤原和将

ロングボードウィメン 大塚絢
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 相田桃
ベストライディング 加藤嵐
敢闘賞 岩切楓華

2009年度　第27回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成21年4月24日（金）～ 4月27日（月）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：227名

キッズ 渡邉壱孔
ボーイズ 伊東李安琉
ジュニア 森友二
ガールズ 松田詩野

ベストライディング賞 加藤里菜 （ ガールズ）
敢闘賞 松岡亜音 （ ガールズ）

2018年度 第26回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成30年6月15日（金）〜 6月17日（日）
会場：千葉県南房総市千倉海岸　出場選手合計：161名

キッズ 山本來夢
ボーイズ 矢作紋乃丞
ジュニア 上山キアヌ久里朱
ガールズ 中塩佳那

ベストライディング賞 上山キアヌ久里朱
（ ジュニア）

2019年度 第27回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：令和元年6月14日（金）～ 6月16日（日）、22日（土）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計：174名

キッズ 髙井汰朗
ボーイズ 岩見天獅
ジュニア 岩瀬裕哉
ガールズ 中塩佳那

ベストライディング賞 岩見天獅 （ボーイズ）
敢闘賞 髙井汰朗 （キッズ）

2021年度 第29回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：令和3年10月29日（金）～ 10月31日（日）
会場：茨城県日立市河原子北浜海岸　出場選手合計：222名

キッズ 宮原雷斗
ボーイズ 渡邉壱孔
ジュニア 岩見天獅
ガールズ 中塩佳那

ベストライディング賞 川瀬心那（ガールズ）
敢闘賞 宮原雷斗（キッズ）

2022年度 第30回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：令和4年4月16日（土）〜 4月17日（日）
会場：千葉県南房総市千倉海岸　出場選手合計：249名

キッズ 岡野漣
ボーイズ 石見天獅

ジュニア 村田嵐
ガールズ 中塩佳那

2020年度 第28回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：令和2年11月14日（土）～ 11月15日（日）
会場：千葉県南房総市千倉海岸　出場選手合計：112名

ジュニアオープンサーフィン選手権大会結果（1993 ～ 2021年）

1st 石川秀樹
2nd 飛田剛
3rd 杉山経太
レディース 福谷周子
ロングボード 尾頭信弘
ボディボードメン 1st/2nd 大川哲弘

ボディボードメン3rd 近藤義忠
ボディボードウィメン 1st/2nd 川野恵
ボディボードウィメン3rd 大河原未都
ベストライディング賞 石川秀樹
敢闘賞 井上直与
ベストジャッジ賞 菊田隆一

1999年度　第17回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成11年5月1日（土）～ 5月3日（月）
会場：福島県鹿島町烏浜海岸　出場選手合計：531名

1st 佐々木宏
2nd 田中樹
3rd 都築佑介
レディース 谷口絵里菜
ロングボード 牧野拓滋
ボディボードメン 1st/2nd 久根崎修

ボディボードメン3rd 滝沢典史
ボディボードウィメン 1st/2nd 川野恵
ボディボードウィメン3rd 古山みゆき
ベストライディング賞 佐々木宏
敢闘賞 山田真弓
ベストジャッジ賞 松田亨

1998年度　第16回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成10年4月25日（土）～ 4月27日（月）
会場：静岡県下田市白浜海岸　出場選手合計：604名

1st 石川秀樹
2nd 安藤隆之
3rd 坂本真敦
レディース 福谷周子
ロングボード 赤井得士
ボディボードメン 1st/2nd 高橋仁

ボディボードメン3rd 黒田啓一
ボディボードウィメン 1st/2nd 高橋直美
ボディボードウィメン3rd 中野葉子
ベストライディング賞 高橋仁
敢闘賞 熊谷泰子
ベストジャッジ賞 菊地雪秀

1997年度　第15回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成9年4月26日（土）～ 4月28日（月）
会場：秋田県西目町西目海岸　出場選手合計：262名

1st 大野仙雅
2nd 三浦太郎
3rd 田村俊明
レディース 高橋すみえ
ロングボード 真木蔵人

ボディボードメン 1st/2nd 高木聖岳
ボディボード3rd 山口幸平
ベストライディング賞 小野嘉夫
敢闘賞 広瀬可奈
ベストジャッジ賞 岡野功

1996年度　第14回全日本級別サーフィン選手権大会
第28回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成8年4月27日（土）～ 4月29日（月）　
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：258名

1st 大野修聖
2nd 金指清尚
3rd 堀越弘修
ロングボード 畑国男
ボディボード2nd 奥村唯臣

ボディボード3rd 利川雅人
レディース 杉田悦子
ベストライディング賞 大野仙雅
敢闘賞 渡辺知
ベストジャッジ賞 熊倉雅義

1995年度　第13回全日本級別サーフィン選手権大会
第27回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成7年5月5日（金）～ 5月6日（土）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：319名

1st 加藤孝紀
2nd 山崎裕二
3rd 吉岡健
レディース 吉田直子

ロングボード 上谷直樹
ボディボード3rd 鵜沢和弥
ボディボード4th 松田真稔

1994年度　第12回全日本級別サーフィン選手権大会
第26回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成6年4月29日（金）～ 5月1日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：270名

1st 小畑智明
1stベストライディング賞 小畑智明
2nd 小野嘉夫
2ndベストライディング賞 小野嘉夫
3rd 中島洋平
3rdベストライディング賞 星道明
レディース 杉山知世
レディースベストライディング賞 広瀬可奈
ロングボード 宮内謙至
ロングボードベストライディング賞 宮内謙至

ボディボード3rd 鵜沢和弥
ボディボード3rd
ベストライディング賞 鵜沢和弥

ボディボード4th 諏訪博之
ボディボード4th
ベストライディング賞 諏訪博之

ボディボードレディース 福原なるみ
ボディボードレディース
ベストライディング賞 福原なるみ

1993年度　第11回全日本級別サーフィン選手権大会
第25回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成5年5月1日（土）～ 5月3日（月）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸

1st 小川啓
1stベストライディング賞 渡辺広樹
2nd 須部英明
2ndベストライディング賞 村上拓也
3rd 佐々木宏

レディース 蓮田泰子
レディースベストライディング賞 広瀬可奈
ロングボード 河村正美
ベストジャッジ賞 永井貴美

1992年度　第10回全日本級別サーフィン選手権大会
第24回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成4年5月3日（日）～ 5月5日（火）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸

1st 小川啓
2nd 石関太郎
3rd 大坂敬一
レディース 山本孝子

ベストライディング賞 安藤恵太
敢闘賞 高梨一夫
ベストジャッジ賞 佐藤正行

1991年度　第9回全日本級別サーフィン選手権大会
第23回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成3年5月18日（土）～ 5月19日（日）
会場：茨城県波崎町波崎海岸

1st 塩坂信康
2nd 小川啓
3rd 千葉一幸

4th 松下泰紀
レディース 山本孝子
ベストジャッジ賞 大川浩人

1990年度　第8回全日本級別サーフィン選手権大会
第22回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成2年4月28日（土）～ 4月30日（月）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸

1st 進藤晃
2nd 吉田新一
3rd 原田泰三
4th 星山道明
レディース 広瀬可奈
ロングボード 佐渡代正
ニーボード 前川純

ベストライディング賞 橋村寿生
ベストライディング賞 星山道明
ベストライディング賞 谷内太郎
ベストライディング賞 渡辺広樹
ベストライディング賞 信太一史
ベストライディング賞 細谷照美
ベストライディング賞 前川純

1989年度　第7回全日本級別サーフィン選手権大会
第21回新島杯争奪サーフィン大会
日時：平成元年5月3日（水）～ 5月5日（金）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：360名

1st 小畑智昭
2nd 進藤晃
3rd 上條将美
4th 磯崎陽道
レディース 橘高旬子
ベストジャッジ賞 片岡成吉

ボディボードAクラス 杉野聖明
ボディボードBクラス 加藤勝典
ニーボード 前川純
ロングボード 小川勝幸
ベストライディング賞 進藤晃
敢闘賞 平山孝継

1988年度　第6回全日本級別サーフィン選手権大会
第20回新島杯争奪サーフィン大会
日時：昭和63年5月1日（日）～ 5月3日（火）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：450名

1st 河野正和
1stベストライディング賞 河野正和
2nd 安藤義正
2ndベストライディング賞 進藤晃
3rd 大河成好
3rdベストライディング賞 福島唯博

4th 河村正美
4thベストライディング賞 植村順一
レディース 永井貴美
レディースベストライディング賞 上滝恭子
ニーボード 前川純
ベストジャッジ賞 米川宏一

1987年度　第5回全日本級別サーフィン選手権大会
第19回新島杯争奪サーフィン大会
日時：昭和62年5月3日（日）～ 5月5日（火）
会場：東京都新島村　羽伏浦海岸　出場選手合計：356名

1st 工藤吉尚
1stベストライディング賞 工藤吉尚
1st敢闘賞 久田友彦
2nd 河野正和
2ndベストライディング賞 川畑邦宏
2nd敢闘賞 江田秀臣
3rd 飯田道広
3rdベストライディング賞 松本照男

3rd敢闘賞 渡辺正広
4th 坂本応尚
4thベストライディング賞 坂本応尚
4th敢闘賞 山田清幸
レディース 佐久間三枝
レディースベストライディング賞 中軽米弥生
レディース敢闘賞 造道生
ニーボード 川南正

1986年度　第4回全日本級別サーフィン選手権大会
第18回新島村争奪サーフィン大会
日時：昭和61年4月26日（土）～ 4月28日（月）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：255名

1st 遠藤隆久
2nd 植松成実
3rd 沼尻和則

3rd敢闘賞 渡辺正広
4th 平沢直也
レディース 細谷照美

1985年度　第3回全日本級別サーフィン選手権大会
第17回新島杯争奪サーフィン大会
日時：昭和60年5月3日（金）～ 5月5日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：306名

Aクラス 遠藤隆久
Bクラス 和田竜二
レディース 山田絵里
ニーボード 川南正

Aクラスベストライディング賞 平野彩
Bクラスベストライディング賞 根本和彦
レディースベストライディング賞 山下光

1984年度　第2回全日本級別サーフィン選手権大会
第16回新島杯争奪サーフィン大会
日時：昭和59年5月4日（金）～ 5月5日（土）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸

Aクラス 鈴木康弘
Bクラス 宮川浩一

レディース 平野彩子

1983年度　第1回全日本級別サーフィン選手権大会
第15回新島杯争奪サーフィン大会
日時：昭和58年5月3日（火）～ 5月4日（水）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：約230名

1st 林健太
2nd 酒井正海
3rd 中浦一
ウィメン 間屋口香
ロングボード 鈴木康弘
ボディボードメン 1st/2nd 大森拓

ボディボードメン3rd 相原法央
ボディボードウィメン 1st/2nd 西村優花
ボディボードウィメン3rd 井上美彌
ベストライディング賞 門井大吾
敢闘賞 井出牧雄
ベストジャッジ賞 室原真二

2002年度　第20回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成14年4月26日（金）～ 4月29日（月）
会場：静岡県下田市白浜海岸・多々戸海岸　出場選手合計：609名

1st 加藤孝紀
2nd 鳥井伸一
3rd 林健太
ウィメン 一ノ瀬さゆり
ロングボード 藤井辰緒
ボディボードメン 1st/2nd 山本雅春

ボディボードメン3rd 名高佑樹
ボディボードウィメン 1st/2nd 満島朋子
ボディボードウィメン3rd 松村美果
ベストライディング賞 藤井辰緒
敢闘賞 富田裕也
ベストジャッジ賞 高木洋二

2001年度　第19回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成13年4月27日（金）～ 4月29日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：413名

1st 田嶋鉄兵
2nd 渡辺将人
3rd 吉岡温三
レディース 長嶋美奈
ロングボード 尾頭信弘
ボディボードメン 1st/2nd 山田亨

ボディボードメン3rd 京谷雄策
ボディボードウィメン 1st/2nd 角田恵
ボディボードウィメン3rd 西村優花
ベストライディング賞 川畑匠平
敢闘賞 後藤久美子
ベストジャッジ賞 東島善寿

2000年度　第18回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成12年4月28日（金）～ 4月30日（日）
会場：鹿児島県南種子町竹崎海岸・鉄浜海岸　出場選手合計：281名

1st 川越章吾
2nd 山田通明
3rd 井上達貴
4th 手塚邦晃
ロングボードメン 秋本祥平
ロングボードウィメン 古市陽子
ボディボードメン 1st/2nd 榎戸輝

ボディボードメン3rd 榎戸崇人
ボディボードウィメン 1st/2nd 坂理智子
ボディボードウィメン3rd 上田祐子
ウィメン 小柳江梨
ベストライディング 碇山勇生
ベストジャッジ 長野徹
敢闘賞 安田玲音

2005年度　第23回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成17年5月19日（木）～ 5月21日（土）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：271名

1st 山田通明
2nd 小嶋翼
3rd 増山裕亮
4th 髙田湧太
ロングボードメン 辻嶋司
ロングボードウィメン 吉田このみ
ボディボードメン 1st/2nd 加治賢和

ボディボードメン3rd 堀川彰
ボディボードウィメン 1st/2nd 夾間康子
ボディボードウィメン3rd 畠山美南海
ウィメン 大村奈央
ベストライディング 熊倉一真
ベストジャッジ 大山和幸
敢闘賞 髙田湧太

2007年度　第25回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成19年4月19日（木）～ 4月22日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸　出場選手合計：311名

1st 井出牧雄
2nd 大田友貴
3rd 外岡慎吾
4th 川崎如洋
ロングボードメン 小島勝弘
ロングボードウィメン 水口朋香
ボディボードメン 1st/2nd 榎戸崇人

ボディボードメン3rd 川名祐介
ボディボードウィメン 1st/2nd 高村幸江
ボディボードウィメン3rd 古川友里
ウィメン 清永亜希子
ベストライディング 水口朋香
ベストジャッジ 吉冨亮介
敢闘賞 川崎如洋

2006年度　第24回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成18年4月21日（金）～ 4月23日（日）
会場：鹿児島県南種子町竹崎海岸　出場選手合計：175名

1st 椎葉順
2nd 山本陽一
3rd 善家尚史
ウィメン 小池美紀子
ロングボード 鈴木剛
ボディボードメン 1st/2nd 斉藤健太

ボディボードメン3rd 榎戸輝
ボディボードウィメン 1st/2nd 西村優花
ボディボードウィメン3rd 京谷佳奈
ベストライディング賞 善家尚史
敢闘賞 佐々木清治
ベストジャッジ賞 矢作広雄

2003年度　第21回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成15年5月23日（金）～ 5月25日（日）
会場：宮城県七ヶ浜町菖蒲田浜海岸　出場選手合計：435名

1st 寺村智紀
2nd 鈴木章浩
3rd 岩田隆二
4th 井上達貴
ロングボードメン 松井雄樹
ロングボードウィメン 古市陽子
ボディボードメン 1st/2nd 小林経史

ボディボードメン3rd 田中慎悟
ボディボードウィメン 1st/2nd 猪股明子
ボディボードウィメン3rd 伊藤晃子
ウィメン 中村恵子
ベストライディング賞 鈴木章浩
敢闘賞 富田桂介
ベストジャッジ賞 室原真二

2004年度　第22回全日本級別サーフィン選手権大会
日時：平成16年4月30日（金）～ 5月2日（日）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：262名

1st/2nd 大森海夏人
3rd 山田貴豊
4th 横川勝信
ウィメン 橋本恋
ロングボードメン 岡崎生水

ロングボードウィメン 瀉場友子
ボディボードメン 西尾幸浩
ボディボードウィメン 大原沙莉
ベストライディング 大森海夏人
敢闘賞 内藤遥

2010年度　第28回全本級別サーフィン選手権大会
日時：平成22年5月13日（木）～ 5月16日（日）
会場：静岡県浜松市中田島海岸　出場選手合計：361名
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キッズ 野呂海利
ボーイズ 安井拓海
ジュニア 大森海夏人

ガールズ 黒川日菜子
ベストライディング賞 小林直海

2011年度   第19回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成23年6月25日（土）～ 6月26日（日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸 　出場選手合計：121名

キッズ 森友二
ボーイズ 村上舜
ジュニア 笹子夏輝

ガールズ 小山みなみ
ベストライディング 黒川日菜子

2012年度　 第20回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成24年6月23日(土) 〜 6月24日(日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：124名

キッズ 安室丈
ボーイズ 野呂海利
ジュニア 松下諒太

ガールズ 小山みなみ
ベストライディング賞 松下諒太 (ジュニア）
敢闘賞 島田碧人 (キッズ）

2013年度　第21回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成25年6月22日（土）〜 6月23日（日）
会場：静岡県牧之原市　静波海岸　　出場選手合計：140名

キッズ 伊東李安琉
ボーイズ 野呂海利
ジュニア 松下諒大
ガールズ 鈴木姫七 

ベストライディング賞 野呂海利 （ ボーイズ）
磐田市長賞 松下諒大 (ジュニア）
 鈴木姫七 （ガールズ）
磐田市体育協会長賞 各クラス優勝選手

2014年度　第22回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成26年6月21日（土）〜 6月22日（日）
会場：静岡県磐田市　豊浜海岸　　出場選手合計：153名

キッズ 西慶司郎
ボーイズ 新井洋人
ジュニア 渡邉藍

ガールズ 野呂玲花
敢闘賞 内藤遥
ベストライディング賞 仲村拓久未

2010年度   第18回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成22年7月18日（日）～ 7月19日（月）
会場：宮城県気仙沼市小泉海岸　出場選手合計：111名

キッズ 安井拓海
ボーイズ 塚本勇太
ジュニア 加藤嵐

ガールズ 大村奈央
敢闘賞 西優司
ベストライディング賞 安井拓海

2009年度　 第17回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成21年7月19日（日）～ 7月20日（月）
会場：茨城県日立市河原子北浜海岸　出場選手合計：120名

キッズ 稲葉玲王
ボーイズ 新井洋人
ジュニア 田中海周

ガールズ 大村奈央
敢闘賞 大森海夏人
ベストライディング賞 加藤嵐

2008年度   第16回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成20年7月19日（土）～ 7月20日（日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：101名

キッズ 仲村拓久未
ボーイズ 田中海周
ジュニア 中村光貴

ガールズ 大村奈央
ベストライディング賞 菜花卓也

2007年度   第15回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成19年7月28日（土）～ 7月29日（日）
会場：高知県四万十市平野海岸　出場選手合計：76名

U16-A 高橋健人
U16-B 新井洋人
U18-A 間屋口峻英
U18-B 澳本将大

ガールズ 橋本小百合
敢闘賞 西地風太
ベストライディング賞 橋本小百合

2006年度   第14回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成18年4月1日（土）～ 4月2日（日）
会場：高知県四万十市平野海岸　出場選手合計：74名

U16-A 松岡慧斗
U16-B 高橋優人
U18-A 高木勇二
U18-B 大塚栄

ガールズ 今村カレン
敢闘賞 武知実波
ベストライディング賞 高木勇二

2005年度   第13回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成17年4月2日（土）～ 4月3日（日）
会場：高知県中村市平野海岸　出場選手合計：55名

U16-A 間屋口峻英
U16-B 槙野明弘
U18-A 高木勇二

U18-B 白井雄三
敢闘賞 大森海夏人
ベストライディング賞 間屋口峻英

2004年度   第12回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成16年4月10日（土）～ 4月11日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸　出場選手合計：83名

U16 間屋口峻英
U18 田中譲

ベストライディング
U16 高木勇二
U18 杉原康幸

2003年度   第11回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成15年4月26日（土）～ 4月27日（日）
会場：高知県東洋町生見海岸　出場選手合計：45名

U16 関田秀俊
U18 酒井正海

ベストライディング
U16 中村昭太
U18 仲野仁人

2002年度   第10回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成14年5月11日（土）～ 5月12日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町一宮海岸　出場選手合計：60名

U16 仲野仁人
U18 林健太

ベストライディング
U16 辻裕次郎
U18 高梨直人

2001年度   第9回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成13年5月26日（土）～ 5月27日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸　出場選手合計：60名

U16 田嶋鉄兵
U18 田中樹

ベストライディング
U16 田嶋鉄兵
U18 森哲太／田中樹

2000年度　第8回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成12年5月27日（土）～ 5月28日（日）
会場：愛知県渥美郡赤羽根ロングビーチ・赤羽根ロコポイント

U16 田嶋鉄兵
U18 森哲太

ベストライディング
U16 田中樹
U18 森哲太

1999年度　第7回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成11年5月22日（土）～ 5月23日（日）
会場：千葉県和田町白渚海岸・千葉県岬町夷隅海岸　出場選手合計：45名

U16 森哲太
U18 土屋元

ベストライディング
U16 田嶋鉄兵
U18 山田裕介

1998年度　第6回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成10年6月13日（土）～ 6月14日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町東浪見海岸・太東海岸　出場選手合計：82名

U16 田中樹 U18 土屋元

1997年度　第5回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成9年5月25日（日）
会場：千葉県千倉町千倉海岸

U16 大野修聖
U18 北岡光太朗

ベストライディング
U16 大野修聖
U18 鵜沢好敬

1995年度　第3回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成7年5月21日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町一宮海岸

U16 大野仙雅 U18 佐藤和也

1996年度　第4回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成8年6月9日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町一宮海岸・東浪見海岸

U16 大野修聖 U18 小野嘉夫

1994年度　第2回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成6年6月5日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町釣ヶ崎海岸

U16 北岡光太朗 U18 牧野優介

1993年度　第1回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成5年5月30日（日）
会場：神奈川県藤沢市鵠沼海岸

2012年度　第9回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成24年6月23日(土) 〜 6月24日(日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：166名
シニアマスター 原安澄
グランドカフナ 三橋敬一
シニアウィメン 萩原浩子
敢闘賞 三輪真一
ボディボードシニアメン（*） 柳瀬憲治
ボディボードシニアウィメン（*） 田中和美

2013年度　第10回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成25年6月22日（土）〜 6月23日（日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：191名
シニアマスター 宗政利夫
グランドカフナ 高橋誠
シニアウィメン スミス・添田・奈央子

2014年度　第11回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成26年6月21日（土）～ 6月22日（日）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計230名
シニアマスター 鈴木貴
グランドカフナ 志村仁
シニアウィメン 荻原浩子
敢闘賞 森宣仁 （シニアマスター）
磐田市体育協会長賞 各クラス優勝選手

2015年度　第12回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成27年6月19日（金）〜 6月21日（日）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計：234名
シニアマスター 大世戸洋司
グランドカフナ 高橋誠
シニアウィメン 大江なぎさ
ロングボードマスター 渡辺晃
磐田市体育協会長賞 各クラス優勝選手

2016年度　第13回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成28年6月17日（金）〜 6月19日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町釣ヶ崎海岸　出場選手合計：233名
シニアマスター 鈴木重紀
グランドカフナ 中村義浩
シニアウィメン 竹内恵子
ロングボードマスター 岩田信彦
敢闘賞 高橋誠

2017年度　第14回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成29年6月16日（金）〜 6月18日（日）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：137名
シニアマスター 松倉円
グランドカフナ 坂本應尚
シニアウィメン 田上さくら
ロングボードマスター 戸井田 雅秋
敢闘賞 中村義浩 （グランドカフナ）

2018年度　第15回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成30年6月15日（金）〜 6月17日（日）
会場：千葉県南房総市千倉海岸　出場選手合計：183名
シニアマスター 松倉円
グランドマスター &カフナ 中村義浩 
シニアウィメン 大江なぎさ
ロングボードマスター 岩田信彦

2019年度　第16回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：令和元年6月14日（金）～ 6月16日（日）、22日（土）
会場：静岡県磐田市豊浜海岸　出場選手合計：225名
シニアマスター 鈴木藍策
グランドマスター &カフナ 坂本應尚 （グランドマスター）
シニアウィメン 清永亜希子
ロングボードマスター 尾崎賢
敢闘賞 伊藤雅樹（ロングボードマスター）

2021年度　第17回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：令和3年11月26日（金）～ 11月28日（日）
会場：高知県東洋町生見サーフィンビーチ　　出場選手合計：184名
シニアマスター 小野 誠
グランドマスター &カフナ 磯部康典 （グランドマスター）
シニアウィメン 清永 亜希子
ロングボードマスター 釣田克則
ロングボードシニアマスター 大池義博
ロングボードグランドマスター &カフナ 佐野 十志哉
ロングボードシニアウィメン 藤原加世
ベストライディング賞 藤原 健（ロングボードマスター）
敢闘賞 松倉 円 (シニア）

2022年度　第18回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：令和4年9月30日（金）〜 10月2日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸　　出場選手合計：284名
シニアマスター 大江良太
グランドマスター &カフナ 伊熊哲也
シニアウィメン 大江なぎさ
ロングボードマスター 渡辺真通
ロングボードシニアマスター 中西啓文
ロングボードグランドマスター 野口泰男
ロングボードシニアウィメン 多田友祈子
ベストライディング賞 大江良太（シニアマスター）
敢闘賞 石井志延（ロングボードシニアウィメン）

2011年度　第8回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成23年6月25日（土）～ 6月26日（日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：156名
シニアマスター 井出牧雄
グランドカフナ 三橋敬一
シニアウィメン 荻原浩子
ボディボードシニアメン（*） 岩間健一
ボディボードシニアウィメン（*） 田中和美
スタンドアップパドルサーフィン（*） 細井隆
敢闘賞 三橋敬一

2010年度　第7回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成22年7月18日（日）～ 7月19日（月）
会場：宮城県気仙沼市小泉海岸　出場選手合計：75名
シニアマスター 磯部康典
グランドカフナ 高荷尚幸
シニアウィメン 阿住聡子

2009年度　第6回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成21年7月19日（日）～ 7月20日（月）
会場：茨城県日立市河原子北浜海岸　出場選手合計：61名
マスター 小林建一郎

2008年度　第5回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成20年7月19日（土）～ 7月20日（日）
会場：静岡県牧之原市静波海岸　出場選手合計：63名
マスター 磯部康典

2006年度　第3回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成18年4月1日（土）～ 4月2日（日）
会場：高知県四万十市平野海岸　出場選手合計：14名
マスター 小林建一郎

2005年度　第2回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成17年4月2日（土）～ 4月3日（日）
会場：高知県中村市平野海岸　出場選手合計：6名
マスター 新谷信行

2004年度　第1回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成16年4月10日（土）～ 4月11日（日）
会場：静岡県下田市白浜海岸　出場選手合計：10名
マスター 大沼潤一

2007年度　第4回マスターズオープンサーフィン選手権大会
日時：平成19年7月28日（土）～ 7月29日（日）
会場：高知県四万十市平野海岸　出場選手合計：31名
マスター 磯部康典
敢闘賞 原安澄

マスターズオープンサーフィン選手権大会（2004 ～ 2022） *のカテゴリはデモンストレーション競技になります。

キッズ 松原渚生
ボーイズ 都筑百斗
ジュニア 西慶司郎
ガールズ 鈴木姫七 

ベストライディング賞 森友二 （ ボーイズ）
磐田市長賞 西慶司郎 (ジュニア）
 鈴木姫七 （ガールズ）
磐田市体育協会長賞 各クラス優勝選手

2015年度　第23回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成27年6月19日（金）〜 6月21日（日）
会場：静岡県磐田市　豊浜海岸　　出場選手合計：154名

キッズ 岩見天獅
ボーイズ 森友二
ジュニア 西慶司郎
ガールズ 野中美波

ベストライディング賞 森友二 （ ボーイズ）

2016年度 第24回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成28年6月17日（金）〜 6月19日（日）
会場：千葉県長生郡 一宮町 釣ヶ崎海岸　出場選手合計：138名

キッズ 原田祥吾
ボーイズ 村田嵐
ジュニア 西優司
ガールズ 野中美波

ベストライディング賞 村田嵐 （ ボーイズ）

2017年度 第25回ジュニアオープンサーフィン選手権大会
日時：平成29年6月16日（金）〜 6月18日（日）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：142名

※2020年度は新型コロナウィルス感染症拡大により未開催
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ボーイズ 仲野仁人
ジュニア 甲斐俊作
メン 三木正行
シニア 中田嘉直
マスター 鈴木弘章
グランドマスター　 小林隆

レディース 谷口絵里菜
ロングボード 板垣光雄
ボディボードメン 杉山展行
ボディボードレディース 甲斐貴美子
ベストライディング 中田嘉直
ベストジャッジ 竹中省悟

1997年度　第9回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成9年9月27日（土）～ 9月28日（日）
会場：鹿児島県南種子町竹崎海岸

ボーイズ 森哲太
ジュニア 甲斐公祐
メン 西田弘人
シニア 東海二郎
マスター 鈴木弘章
グランドマスター 内藤直樹

レディース 松原靖子
ロングボード 内田周作
ボディボードメン 辻強志
ボディボードレディース 北原美代
ベストライディング 西田弘人
ベストジャッジ 仲野芳孝

1996年度　第8回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成8年10月26日（土）～ 10月27日（日）
会場：高知県東洋町生見海岸

ボーイズ 川畑匠平
ジュニア 北岡光太郎
メン 氏原智一
シニア 斉木茂広
マスター 小林隆
グランドマスター 武知和一

レディース 松原靖子
ロングボード 松本佳久
ボディボードメン 豊川勝俊
ボディボードレディース 関和枝
ベストライディング 西田弘人
ベストジャッジ 大沢裕子

1995年度　第7回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成7年10月14日（土）～ 10月15日（日）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸

キッズ 仲村拓久未
ボーイズ 田中海周
ジュニア 栗須禅
メン 高木勇二
シニア 相馬盛行
マスター 大沼潤一
グランドマスター 久野孝
ウィメン 強力音乃
ロングボードメン 那須憲治

ロングボードマスター 野田雅生
ロングボードウィメン 吉田このみ
ボディボードメン 曽根進吾
ボディボードウィメン 渡辺萌
ベストライディング 小椋暁人
敢闘賞 安田玲音
ベストジャッジ 高木好則
パドルリレー 徳島支部

2006年度　第18回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成18年8月24日（木）～ 8月27日（日）
会場：静岡県御前崎市御前崎海岸　出場選手合計：408名

ボーイズ 田中海周
ジュニア 小山渚
メン 鈴木勝大
シニア 黒木雄一
マスター 和田英明
グランドマスター B.Backland
ウィメン 増田弘美
ロングボードメン 秋本祥平

ロングボードウィメン 玉木里津子
ボディボードメン 曽根進吾
ボディボードウィメン 渡辺萌
ベストライディング 渡辺萌
敢闘賞 渡辺寛
ベストジャッジ 奈須信夫
パドルレース 徳島支部

2005年度　第17回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成17年8月24日（水）～ 8月27日（土）　予備日28日（日）
会場：高知県東洋町生見海岸　出場選手合計：419名

ボーイズ 栗須禅
ジュニア 栗須聖
メン 切詰英利
シニア 金指清尚
マスター デビッド・バクストン
グランドマスター 森泉徳彦
ウィメン 松木裕子

ロングボードメン 阿隅寛典
ロングボードウィメン 稲垣真木子
ボディボードメン 小林経史
ボディボードウィメン 京谷佳奈
ベストライディング 切詰英利
敢闘賞 押川美智子
ベストジャッジ 西川久美

2004年度　第16回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成16年8月25日（水）～ 8月27日（金）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸・青島海岸　出場選手合計：455名

ボーイズ 間屋口峻英
ジュニア 川越章吾
メン 樋口賢
シニア 黒木雄一
マスター 中田嘉直
グランドマスター 三輪真一
ウィメン 松尾理映

ロングボード 阿隅寛典
ボディボードメン 名高佑樹
ボディボードウィメン 二宮千津
ベストライディング 中田嘉直
敢闘賞 平野武
ベストジャッジ 浅井賢治
パドルレース 鹿児島支部

2003年度　第15回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成15年8月21日（木）～ 8月24日（日）
会場：静岡県相良町片浜海岸・御前崎町御前崎海岸　出場選手合計：447名

ボーイズ 林亨
ジュニア 碇山勇生
メン 久木田亮太
シニア 上村徹
マスター 西川徹
グランドマスター 瀧野岳
ウィメン 萩原水紀

ロングボード 鈴木康弘
ボディボードメン 川越太一
ボディボードウィメン 二宮千津
ベストライディング 上村徹
敢闘賞 新居美保
ベストジャッジ 井本公文
パドルレース 鹿児島支部

2002年度　第14回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成14年8月24日（土）～ 8月27日（火）
会場：高知県東洋町生見海岸　出場選手合計：464名

ボーイズ 栗栖聖
ジュニア 林健太
メン 鈴木章浩
シニア 松下清
マスター 阪田衆一
グランドマスター 内藤直樹
ウィメン 川崎茜

ロングボード 嘉良直三
ボディボードメン 柴田英人
ボディボードウィメン 二宮千津
ベストライディング 林健太
敢闘賞 浜国康
ベストジャッジ 金森寛

2001年度　第13回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成13年8月23日（木）～ 8月26日（日）
会場：愛知県赤羽根町赤羽根海岸　出場選手合計：499名

ボーイズ 辻裕次郎
ジュニア 林健太
メン 黒木雄一
シニア 外立慎一郎
マスター 西川徹
グランドマスター 新谷信行
レディース 松本典子

ロングボード 嘉良直三
ボディボードメン 池田雄一
ボディボードレディース 一楽梨世
ベストライディング 黒木雄一
敢闘賞 竹内猛
ベストジャッジ 谷口比呂志

2000年度　第12回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成12年11月10日（金）～ 11月12日（日）
会場：島根県浜田市国府海岸　出場選手合計：264名

ボーイズ 林健太
ジュニア 森哲太
メン 黒木雄一
シニア 森晃嶽
マスター B.Backland
グランドマスター 藤井辰緒
レディース 岩田弘子

ロングボード　 浦和直俊
ボディボードメン 宮脇賢行
ボディボードレディース 夏井幸子
ベストライディング 森晃嶽
敢闘賞 赤木秀幸
ベストジャッジ 廣田健志

1999年度　第11回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成11年11月12日（金）～ 11月14日（日）
会場：宮崎県日向市お倉ヶ浜海岸　出場選手合計：571名

ボーイズ 仲野仁人
ジュニア 森哲太
メン 黒木雄一
シニア 森晃嶽
マスター 塚本芳久
グランドマスター 内藤直樹
レディース 杉浦麻里衣

ロングボード 藤井辰緒
ボディボードメン 池田雄一
ボディボードレディース 梅田知誉子
ベストライディング 森哲太
敢闘賞 川村昴史
ベストジャッジ 松本公宏

1998年度　第10回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成10年10月9日（金）～ 10月11日（日）
会場：三重県阿児町国府の浜海岸　出場選手合計：530名

西日本サーフィン選手権大会結果（1992 ～ 2006年）

ボーイズ 中村昭太
ジュニア 深川達哉
メン 清水慈
シニア 田村隆之
マスター 磯部康典
グランドマスター 佐々木淳一
ウィメン 新井陽子

ロングボード 鈴木剛
ボディボードメン 八子顕一
ボディボードウィメン 熊谷真由美
ベストライディング 深川達哉
敢闘賞 新井陽子
ベストジャッジ 岡島宏盛
パドルレース 千葉東支部

2003年度　第12回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成15年8月20日（水）～ 8月23日（土）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：646名

ボーイズ 大沢伸幸
ジュニア 小川幸男
メン 山本陽一
シニア 加藤孝紀
マスター 田村誠
グランドマスター 細井隆
ウィメン 志賀美千代

ロングボード 堀野稔
ボディボードメン 京谷雄策
ボディボードウィメン 奥山千晶
ベストライディング 酒井正海
敢闘賞 高橋誠
ベストジャッジ 残間祥夫
パドルレース 千葉東支部

2002年度　第11回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成14年8月23日（金）～ 8月27日（火）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸　出場選手合計：701名

ボーイズ 深川達哉
ジュニア 酒井正洋
メン 飛田剛
シニア 中嶋武
マスター 田村誠
グランドマスター 高梨一夫
ウィメン 岡部亜紀

ロングボード 尾頭信弘
ボディボードメン 京谷雄策
ボディボードウィメン 山本由美
ベストライディング 渡辺知
敢闘賞 山田恭平
ベストジャッジ 平本利明

2001年度　第10回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成13年8月22日（水）～ 8月26日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町東浪見海岸　出場選手合計：700名

ボーイズ 酒井正海
ジュニア 田中樹
メン・シニア 飛田剛
マスター 豊田泰史
グランドマスター 高梨一夫
レディース 権田光世

ロングボード 尾頭信弘
ボディボードメン 山本雅春
ボディボードレディース 高野佳代子
ベストライディング 酒井正海
敢闘賞 深川達哉
ベストジャッジ 廣瀬雅也

2000年度　第9回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成12年10月27日（金）～ 10月29日（日）
会場：茨城県波崎町波崎海岸　出場選手合計：358名

ボーイズ 中浦章
ジュニア 田中樹
メン・シニア 佐藤一徳
マスター 高梨一夫
グランドマスター 佐藤伸夫
レディース 福谷周子

ロングボード 杉浦重喜
ボディボードメン 清野浩之
ボディボードレディース 芝麻美
ベストライディング 中浦章
敢闘賞 越後耕平
ベストジャッジ 安部長広

1999年度　第8回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成11年10月22日（金）～ 10月24日（日）
会場：宮城県七ヶ浜町菖蒲田浜海岸　出場選手合計：355名

ボーイズ 田中樹
ジュニア 小川和之
メン・シニア 吉川共久
マスター 椎野睦彦
グランドマスター 高橋誠
レディース 福谷周子

ロングボード 土屋昌平
ボディボードメン 柴田泰之
ボディボードレディース 杉山玲子
ベストライディング 小川和之
敢闘賞 渡辺学
ベストジャッジ 高岡好信

1998年度　第7回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成10年10月2日（金）～ 10月4日（日）
会場：福島県いわき市豊間海岸　出場選手合計：352名

ボーイズ 進士剛光
ジュニア 土屋元
メン・シニア 河野重寿
マスター 高橋誠
グランドマスター 高梨一夫
レディース 石井啓子

ロングボード 足名昭浩
ボディボードメン 久根崎修
ボディボードレディース 高橋直美
ベストライディング 小山光男
ベストジャッジ 佐藤義郎

1997年度　第6回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成9年10月11日（土）～ 10月12日（日）
会場：宮城県本吉郡小泉海岸

ボーイズ 渡辺将人
ジュニア 佐藤和也
メン・シニア 加藤孝紀
マスター 高橋誠
グランドマスター 高田賢示
レディース 高橋すみえ

ロングボード 相良進
ボディボードメン 柴田泰之
ボディボードレディース 長沢佳代子
ベストライディング 牧野優介
ベストジャッジ 備前貴晶

1996年度　第5回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成8年10月26日（土）～ 10月27日（日）
会場：千葉県長生郡一宮町東浪見海岸　出場選手合計：170名

ボーイズ・ジュニア 吉井祐吾
メン・シニア 市村清
マスター・グランドマスター 高橋誠
レディース 佐々木真巳
ロングボード 高木聖岳

ボディボードメン 高木聖岳
ボディボードレディース 小池葵
ベストライディング 市村清
ベストジャッジ 田中敏之

1995年度　第4回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成7年9月30日（土）～ 10月1日（日）
会場：北海道恵山町日の浜海岸　出場選手合計：170名

ボーイズ・ジュニア 小野嘉夫
メン・シニア 高梨展
マスター・グランドマスター 高梨一夫
レディース 杉田悦子

ロングボード 山崎市朗
ボディボードメン 友田暁司
ボディボードレディース 小池葵
ベストライディング 佐藤和也

1994年度　第3回東日本サーフィン選手権大
日時：平成6年10月29日（土）～ 10月30日（日）
会場：宮城県亘理町荒浜海岸　出場選手合計：235名

ボーイズ・ジュニア 小野嘉夫
メン・シニア 市村清
マスター・グランドマスター 清水裕之
レディース 増田和美

ロングボード 宮内謙至
ボディボードメン 野崎久司
ボディボードレディース 小池葵

1993年度　第2回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成5年11月13日（土）～ 11月14日（日）
会場：茨城県日立市河原子海岸　出場選手合計：235名

ボーイズ 大野修聖
ジュニア 桜井達弥
メン 市村清
シニア 三輪真一
マスター 高橋誠

グランドマスター 福岡義一
レディース 蓮田泰子
ロングボード 宮内謙至
ボディボードメン 加藤勝典
ボディボードレディース 鵜沢和弥

1992年度　第1回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成4年11月22日（日）～ 11月23日（月）
会場：千葉県鴨川市前原海岸　出場選手合計：361名

キッズ 大森海夏人
ボーイズ 大橋海人
ジュニア 高貫佑麻
メン 早稲田暁生
シニア 菅谷洋
マスター 青山雄一
グランドマスター 坂本鷹尚
ウィメン 橋本小百合
ロングボードメン 辻嶋司

ロングボードマスター 安住真悦
ロングボードウィメン 古市陽子
ボディボードメン 榎戸輝
ボディボードウィメン 佐藤亜矢子
ベストライディング 大森海夏人
敢闘賞 佐藤亜矢子
ベストジャッジ 宮本篤
パドルリレー 湘南藤沢支部

2006年度　第15回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成18年8月24日（木）～ 8月27日（日）
会場：宮城県名取市閖上海岸　出場選手合計：645名

ボーイズ 松岡慧斗
ジュニア 黒沢賢一
メン 関田秀俊
シニア 山田ユウジ
マスター 磯部康典
グランドマスター 松並和重
ウィメン 熊澤友紀
ロングボードメン 辻嶋司

ロングボードウィメン 橋本小百合
ボディボードメン 榎戸崇人
ボディボードウィメン 岸里美
ベストライディング 松岡慧斗
敢闘賞 橋本小百合
ベストジャッジ 小川文夫
パドルレース 湘南藤沢支部

2005年度　第14回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成17年8月24日（水）～ 8月27日（土）　予備日28日（日）
会場：福島県原町市北泉海岸　出場選手合計：656名

ボーイズ 松岡慧斗
ジュニア 深川達哉
メン 金田輝士
シニア 村上英令
マスター 伊東勝彦
グランドマスター 石舘賢一

ウィメン 中村恵子
ロングボードメン 辻嶋司
ロングボードウィメン 小野春美
ボディボードメン 相原法央
ボディボードウィメン 塚本昌代
パドルレース 千葉東支部

2004年度　第13回東日本サーフィン選手権大会
日時：平成16年8月25日（水）～ 8月29日（日）、10月12日（火）
会場：東京都新島村羽伏浦海岸、福島県原町市北泉海岸　出場選手合計：660名

東日本サーフィン選手権大会結果（1992 ～ 2006年）
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派遣大会
世界選手権大会・日本人選手順位

第25回パナマ（2011年）
オープンメン
61位 鈴木智喜
61位 井上達貴
オープンウィメン
25位 阿住聡子
37位 清永亜希子
ロングボードオープン
25位 岡崎生水
37位 中山祐樹
団体 20位

第26回パナマ（2013年）
オープンメン
31位 大橋海人
31位 村上舜
49位 大世戸洋司
73位 仲村一智
オープンウィメン
5位 大村奈央
25位 森敬恵
団体 14位

第27回
（ISA50周年記念　ペルー）
（2014年）
オープンメン
25位 松下 諒大
43位 渡邊寛
43位 河谷佐助
61位 大世戸洋司
オープンウィメン
5位 大村奈央
9位 黒川日菜子
団体 9位

第28回 ニカラグア（2015年）
オープンメン
37位 堀越力
49位 中塩裕貴
49位 田中大貴
61位 中川雅崇
オープンウィメン
13位 大村奈央
25位 鈴木姫七
団体 12位

第29回 コスタリカ（2016年）
オープンメン
7位 仲村拓久未
8位 新井洋人
19位 大野修聖
37位 石川拳太
オープンウィメン
16位 田代凪沙
19位 大村奈央
国別 7位

第30回 フランス（2017年）
オープンメン
17位 小笠原由織
17位 田中大貴
33位 大音凜太
33位 堀越力
オープンウィメン
7位 大村奈央
17位 野中美波
国別 5位

第31回 日本（愛知県）（2018年）
オープンメン
2位 五十嵐カノア
4位 村上舜
9位 大原洋人
オープンウィメン
11位 黒川日菜子
13位 橋本恋
16位 川合美乃里
国別 1位
ALOHA CUP(TEAM RELAY)
2位

第32回 日本（宮崎県）（2019年）
オープンメン
4位 村上舜
11位 大原洋人
13位 五十嵐カノア
オープンウィメン
15位 松田詩野
21位 前田マヒナ穂乃香
41位 脇田紗良
国別 3位
ALOHA CUP(TEAM RELAY)
4位

第33回 エルサルバドル （2021年）
オープンメン
2位 五十嵐カノア
4位 大原洋人
6位 村上舜
オープンウィメン
8位 前田マヒナ
9位 都筑有夢路
41位 松田詩野
国別 2位

第34回 アメリカ（2022年）
オープンメン
１位 五十嵐カノア
11位 村上舜
25位 上山キアヌ久里朱
オープンウィメン
17位 都筑有夢路
29位 松田詩野
41位 前田マヒナ
国別 5位
ALOHA CUP(TEAM RELAY)
5位

第24回ペルー（2010年）
オープンメン
49位 田中譲
57位 斉藤要
65位 田中樹
113位 磯部康典
オープンウィメン
17位 田代凪沙
33位 庵原美穂
ロングボードオープン
21位 尾頭信弘
41位 中山祐樹
団体 18位

第16回アメリカ（1996年）
メンズ
8位 福地孝行
27位 牧野優介
48位 小川直久
48位 西田弘人
75位 北岡光太郎
92位 小野嘉夫
ジュニア
15位 大野修聖
21位 大野仙雅
33位 土屋元
65位 佐藤和也
ウィメン
17位 高橋すみえ
21位 谷口絵里菜
ニーボード
11位 前川純
ロングボード
5位 真木蔵人
BBメン
15位 高木聖岳
21位 松田真稔
BBウィメン
4位 小池葵
団体 9位

ボーイズ 北岡光太郎
ジュニア 吉田武史
メン 東海二郎
シニア 中井利幸
マスター 小林隆

グランドマスター 吉田和幸
レディース 多貝里美
ロングボード 浅川裕之
ボディボードメン 豊川勝俊
ボディボードレディース V.B.シルベイラ

1992年度　第4回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成4年11月22日（日）～ 11月23日（月）
会場：宮崎県宮崎市木崎浜海岸　出場選手合計：252名

ボーイズ 木村悠
ジュニア 原田正規
メン 久保英明
シニア 渡辺勝幸
マスター 小島正司

グランドマスター 内藤直樹
レディース 菊川佳子
ロングボード 竹尾壮平
ボディボードメン 明松輝壮
ボディボードレディース ヴィヴィアネ・V

1993年度　第5回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成5年11月13日（土）～ 11月14日（日）
会場：鳥取県泊村石脇海岸　出場選手合計：258名

ボーイズ 木村悠
ジュニア 水元公志
メン 森晃三
シニア デビッド・バクソン
マスター 猪塚弘史
グランドマスター 内藤直樹
レディース 谷口絵里菜

ロングボード 鈴木多島
ボディボードメン 明松輝壮
ボディボードレディース 平山理恵
ベストライディング 出水淳一
ベストジャッジ 新居昌也

1994年度　第6回西日本サーフィン選手権大会
日時：平成6年11月12日（土）～ 11月13日（日）
会場：島根県浜田市国府海岸　出場選手合計：310名

第23回コスタリカ（2009年）
オープンメン
57位 小嶋海生
65位 加藤周平
81位 大世戸洋司
81位 小林祐樹
オープンウィメン
13位 大村奈央
29位 高橋みなと
ロングボードオープン
33位 岡崎生水
33位 森本雄大
団体 18位

第22回ポルトガル（2008年）
オープンメン
33位 大世戸洋司
49位 井上達貴
57位 小嶋海生
81位 増山裕亮
オープンウィメン
13位 山田宏美
31位 金子藍
BBメン
8位 榎戸崇人
13位 加治賢和
BBウィメン
6位 夾間康子
ロングボード
11位 辻嶋司
団体 12位

第21回アメリカ（2006年）
オープンメン
57位 高津敏幸
65位 福島竜也
81位 高木勇二
97位 井上達貴
オープンウィメン
11位 熊澤友紀
21位 小柳江梨
BBメン
17位 榎戸崇人
29位 榎戸輝
BBウィメン
5位 渡辺萌
ロングボード
11位 辻嶋司
団体 17位

第20回エクアドル（2004年）
メンズ
49位 椎葉順
61位 中村昭太
73位 酒井正海
73位 沼田裕一
ウィメン
31位 松尾理映
31位 小池美紀子
ロングボード
13位 阿隅寛典
BBメン
19位 相原法央
25位 嶋田綱吉
BBレディース
8位 西村優花
団体 16位

第19回南アフリカ（2002年）
メンズ
29位 高梨直人
41位 飛田剛
49位 村上英令
49位 黒木雄一
ジュニア
8位 林健太
13位 仲野仁人
25位 酒井正海
31位 中浦章
ウィメン
11位 間屋口香
16位 萩原水紀
ロングボード
13位 尾頭信弘
BBメン
25位 柴田英人
33位 京谷雄策
BBウィメン
3位 奥山千晶
団体 9位

第18回ブラジル（2000年）
メンズ
49位 吉岡温三
65位 進士剛光
65位 小川和之
65位 土屋元
ジュニア
13位 森哲太
17位 田嶋鉄兵
21位 高梨直人
29位 田中樹
ウィメン
17位 杉浦麻里衣
21位 福谷周子
ニーボード
17位 飯野秀文
ロングボード
13位 藤井辰緒
BBメン
17位 近藤義忠
33位 山田亨
BBウィメン
6位 角田恵
団体 11位

第17回ポルトガル（1998年）
メンズ
21位 吉川共久
29位 石川秀樹
49位 林究
65位 加藤孝紀
ジュニア
11位 渡辺将人
21位 田中樹
29位 進士剛光
33位 小川和之
ウィメン
21位 谷口絵里菜
21位 佐々木柾由美
ニーボード
11位 飯野秀文
ロングボード
15位 山崎市朗
BBメン
13位 山口幸平
15位 前山剛志
BBウィメン
11位 高橋直美
団体 9位

第15回ブラジル（1994年）
メンズ
33位 松本克也
41位 酒井邦彦
49位 池村佳紀
57位 樋口高之
ジュニア
15位 原田正規
25位 小野嘉夫
29位 牧野優介
65位 大野仙雅
ウィメン
21位 矢野順子
21位 阿辺深雪
ニーボード
21位 前川純
ロングボード
9位 宮内謙至
BBメン
41位 野崎久司
BBウィメン
21位 小池葵
団体 11位

第14回フランス（1992年）
メンズ
9位 脇田貴之
17位 辻浩二
21位 上條将美
33位 安藤恵太
ジュニア
4位 渡辺広樹
21位 小川啓
57位 金指清尚
65位 松本克也
ウィメン
13位 蓮田泰子
25位 藤沼由紀
ニーボード
7位 前川純
ロングボード
13位 山崎一朗
BBメン
33位 加藤勝典
33位 新井徹
団体 8位

第12回プエルトリコ（1988年）
メンズ
33位 小畑智昭
38位 河野正和
42位 沼尻和則
52位 西井浩治
53位 鈴木直人
69位 小野寺裕幸
ジュニア
22位 進藤晃
22位 小野寺裕幸
ウィメン
7位 細谷照美
14位 山本孝子
ニーボード
12位 前川純
ロングボード
7位 佐久間等
BBメン
10位 作道雅明
団体 9位

第11回イギリス（1986年）
メンズ
32位 沼尻和則
52位 鈴木直人
61位 工藤吉尚
68位 平山孝継
70位 栗原昭二
74位 久田友彦
78位 森孝也
90位 鈴木秀哉
ジュニア
9位 沼尻和則
20位 鈴木秀哉
ウィメン
11位 佐久間三枝
12位 藤沼由紀
ニーボード
22位 川南正
22位 斉藤雅章
団体 9位

第10回アメリカ（1984年）
メンズ
33位 遠藤隆久
37位 鈴木康弘
58位 栗原昭二
67位 本荘睦
ジュニア
15位 遠藤隆久
ウィメン
17位 山田絵里
ニーボード
10位 川南正
団体 7位

第13回日本（1990年）
メンズ
7位 福地孝行
27位 鈴木敏
28位 小川直久
53位 鈴木一也
61位 緒方申八
95位 新野剛
ジュニア
15位 渡辺広樹
16位 上條将美
ウィメン
7位 上滝恭子
19位 細谷照美
ニーボード
7位 前川純
ロングボード
11位 佐久間等
BBメン
9位 作道雅明
団体 6位
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第6回エクアドル
(2013年)
マスター
13位 渡辺広樹
25位 寺門剛
グランドマスター
9位 鈴木克己
19位 古賀政信
カフナ
19位 豊田泰史
25位 坂本應尚
グランドカフナ
9位 高橋誠
ウィメンズマスター
7位 清永亜希子
団体 11位

世界ボディボード選手権大会・日本人選手順位 世界マスター・日本人選手順位 世界ロングボード選手権大会
第2回ベネゼエラ
(2012年)
オープンメン
13位 榎戸崇人
16位 遠山純
19位 柳瀬憲治
オープンウィメン
優勝 大原沙莉
ガールズ U18
優勝 岡澤紫織
ドロップニー
8位 榎戸崇人

第24回チリ
(2015年)
オープンメン
8位 榎戸崇人
22位 近藤義忠
31位 高橋広俊
オープンウィメン
4位 鈴木彩加
U18
9位 蛭間拓斗
ガールズ U18
優勝 岡澤紫織
ドロップニー
5位 冨田和麻
団体 5位

第1回ペルー
(2013年)
オープンメン
31位 西﨑公彦
37位 中山祐樹
オープンウィメン
11位 岡澤紫穂
団体 15位

第2回 中国
(2018年)
オープンメン
6位 浜瀬海
22位 権守賢治
オープンウィメン
4位 田岡なつみ
29位 叶多和子
国別 7位

第3回 フランス
(2019年)
オープンメン
17位 浜瀬海
29位 北村健一
オープンウィメン
5位 田岡なつみ
31位 椛沢実里
国別 7位
ALOHA CUP (TEAM RELAY) 
2位

第5回ニカラグア
(2012年)
マスター
9位 渡辺広樹
16位 石田佳央
グランドマスター
11位 磯部康典
25位 原安澄
カフナ
9位 坂本應尚
11位 中村義浩
グランドカフナ
11位 三橋敬一
ウィメンズマスター
7位 清永亜希子

第1回スペイン
（2011年）
オープンメン
6位 近藤義忠
16位 榎戸崇人
オープンウィメン
9位 佐藤亜矢子
U18
11位 粂総一郎
ドロップニー
9位 川名祐介
団体 8位

第19回ニュージーランド
（2010年）
ボーイズ U16
4位 新井洋人
31位 笹子夏輝
46位 小林直海
46位 佐藤魁
ボーイズ U18
37位 高橋優人
37位 加藤嵐
55位 湯川正人
64位 金尾玲生
ガールズ U18
17位 大村奈央
33位 武知実波
33位 田代凪沙
33位 村松爽香
団体 10位

第18回エクアドル
（2009年）
ボーイズ U16
31位 新井洋人
31位 石田銀二
49位 加藤嵐
61位 大森海夏人
ボーイズ U18
33位 黒越太気
41位 小嶋海生
49位 田中海周
65位 高橋優人
ガールズ U18
31位 高橋みなと
43位 大村奈央
43位 武知実波
49位 水野亜彩子
団体 12位

第17回フランス
（2008年）
ボーイズ U16
31位 金尾玲生
31位 小嶋海生
49位 小椋暁人
49位 田中海周
ボーイズ U18
37位 黒越太気
37位 中村光貴
43位 井上達貴
43位 菜花卓也
ガールズ U18
25位 大村奈央
31位 強力音乃
49位 武知実波
団体 11位

第16回ポルトガル
（2007年）
ボーイズ U16 
11位 大橋海人
22位 加藤嵐
25位 小嶋海生
37位 粂浩平
ボーイズ U18
22位 中村光貴
22位 加藤周平
37位 小嶋翼
37位 井上達貴
ガールズ U18
22位 大村奈央
37位 橋本小百合
37位 武知実波
団体 9位

第15回ブラジル
（2006年）
ボーイズ U16
19位 高橋健人
25位 井上達貴
31位 田中海周
37位 黒越太気
ボーイズ U18
31位 黒澤賢一
31位 関本海渡
49位 小山渚
73位 槙野明弘
ガールズ U18
31位 今村カレン
37位 橋本小百合
団体 12位

第14回アメリカ
（2005年）
ボーイズ U16
19位 高橋健人
19位 松岡慧斗
25位 萩原周
49位 栗須弾
補欠 和光大
ボーイズ U18
31位 林亨
37位 槙野明弘
37位 高木勇二
61位 黒澤賢一
補欠 関本海渡
ガールズ U18
31位 今村カレン
団体 12位

第13回タヒチ
（2004年）
ボーイズ U16
17位 中村昭太
33位 松岡慧斗
41位 高貫祐麻
49位 間屋口峻英
補欠 小山渚
ボーイズ U18
28位 鈴木勝大
33位 梅野鉱聖
40位 高木勇二
40位 関田秀俊
補欠 増山裕亮
団体 14位

第11回オーストラリア
（２００２年）
ボーイズ U16

深川達哉
中村昭太
関田秀俊
山田恭平

ボーイズ U18
仲野仁人
岩田隆二
酒井正洋
酒井正海

ガールズ U１９
萩原水紀

第2回バリ
（１９９3年）
ボーイズ U16

北岡光太郎
小野嘉夫
大野修聖
佐藤和也

ボーイズ U18
牧野優介
相原吾郎
大木新次
大石昌和

第4回バリ
（１９９5年）
ボーイズ U16

大野仙雅
大野修聖
土屋元
小川和之

ボーイズ U18
北岡光太郎
鵜沢好敬
東川泰明
脇祐史

第6回バリ
（１９９7年）
ボーイズ U16

田中樹
進士剛光
西村博之
堀口真平

ボーイズ U18
土屋元
吉井祐吾
小川和之
北浦裕也

第８回オーストラリア
（１９９９年）
ボーイズ U16

田嶋鉄兵
田中樹
渡辺将人
川畑匠平

ボーイズ U18
森哲太
進士剛光
佐藤正一郎
渡辺学

第3回バリ
（１９９4年）
ボーイズ U16

大野仙雅
大野修聖
土屋元
林究

ボーイズ U18
小野嘉夫
牧野優介
増田章司
吉田武史

第5回バリ
（１９９6年）
ボーイズ U16

大野仙雅
大野修聖
吉井祐吾
小川和之

ボーイズ U18
佐藤和也
田中信也
林究
山室昌平

第1回バリ
（１９９2年）
ボーイズ U16

北岡光太郎
鵜沢好敬

ボーイズ U18
松本克也
本田竜児

ガールズ
大城美和子

第７回バリ
（１９９８年）
ボーイズ U16

森哲太
田嶋鉄兵
田中樹
渡辺将人

ボーイズ U18
土屋元
山田裕介
西村博之
吉井祐吾

補欠 吉田忠左

第９回バリ	
（２０００年）
ボーイズ U16

林健太
田嶋鉄兵
田中英義
仲野仁人

補欠 辻裕次郎
ボーイズ U18

森哲太
進士剛光
田中樹
今田敬介

ガールズ U１９
萩原水紀
植村未来

第１０回オーストラリア
（２００１年）
ボーイズ U16

仲野仁人
辻裕次郎
深川達哉
中村昭太

ボーイズ U18
林健太
一楽弘徳
中浦彰
高梨直人

ガールズ U１９
間屋口香
萩原水紀

第20回ペルー
（2011年）
ボーイズ U16
16位 仲村拓久未
61位 稲葉玲王
73位 佐藤魁
ボーイズ U18
41位 山中海輝
41位 大森海夏人
41位 渡邊藍
57位 松野陽人
ガールズ U18
43位 水野亜彩子
43位 野呂玲花
49位 高橋みなと
61位 村松爽香
団体 13位

※第12回南アフリカ（2003年）大会は情勢不安により日本選手団不参加。世界ジュニア選手権大会・日本人選手順位
第21回パナマ

（2012年）
ボーイズ U16
2位 仲村拓久未
29位 安井拓海
49位 村上舜
81位 野呂海利
ボーイズ U18
6位 新井洋人
17位 小林直海
17位 山中海輝
41位 笹子夏輝
ガールズ U18
16位 野呂玲花
19位 黒川日菜子
31位 田代凪沙
43位 岡本愛菜

第22回ニカラグア
（2013年）
ボーイズ U16
4位 稲葉玲王
25位 安井拓海
33位 野呂海利
41位 西優司
ボーイズ U18
7位 新井洋人
16位 小林直海
31位 仲村拓久未
49位 西修司
ガールズ U16
11位 田代凪沙
13位 小山みなみ
ガールズ U18
11位 黒川日菜子
13位 宮坂桃子
団体 5位

第23回エクアドル
（2014年）
ボーイズ U16
19位 安室丈
22位 中塩裕貴
37位 西優司
37位 野呂海利
ボーイズ U18
6位 仲村拓久未
16位 大原洋人
37位 西修司
61位 河谷佐助
ガールズ U16
16位 川合美乃里
19位 大矢ひいな
ガールズ U18
11位 田代凪沙
13位 黒川日菜子
団体 7位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
2位

第24回アメリカ
（2015年）
ボーイズ U16
17位 都筑百斗
21位 伊東李安琉
21位 西優司
33位 安室丈
ボーイズ U18
4位 村上舜
15位 稲葉玲王
21位 中塩裕貴
57位 田中大貴
ガールズ U16
5位 川合美乃里
17位 野中美波
ガールズ U18
9位 鈴木姫七
11位 田代凪沙
団体 5位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
2位

第25回ポルトガル
（2016年）
ボーイズ U16
3位 森友二
4位 西優司
10位 伊東李安琉
37位 藤沼佳太郎
ボーイズ U18
13位 田中大貴
25位 黒川楓海都
25位 中塩裕貴
49位 西慶司郎
ガールズ U16
5位 野中美波
17位 川合美乃里
ガールズ U18
9位 橋本恋
25位 松田詩野
国別 4位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
4位

第27回 アメリカ	
（2018年）	
ボーイズ U16
4位 伊東李安琉
11位 金沢呂偉
29位 平原颯馬
ボーイズ U18
1位 上山キアヌ久里朱
2位 安室丈
11位 森友二
ガールズ U16
2位 松田詩野
3位 脇田紗良
13位 中塩佳那
ガールズ U18
3位 野中美波
9位 西元ジュリ梨乃
16位 川合美乃里
国別 1位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
3位

第28回 アメリカ	
（2019年）	
ボーイズ U16
6位 松原渚生
8位 石見天獅
21位 矢作紋乃丞
ボーイズ U18
4位 安室丈
13位 上山キアヌ久里朱
33位 金沢呂偉
ガールズ U16
9位 中塩佳那
19位 都築虹帆
61位 松岡亜音
ガールズ U18
2位 野中美波
4位 脇田紗良
5位 松田詩野
国別 3位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
3位

第29回エルサルバドル
（2022年）	
ボーイズ U16
5位 渡邉壱孔
21位 長沢侑磨
33位 寺田文太
ボーイズ U18
17位 岩見天獅
33位 鈴木一歩
49位 佐藤利希
ガールズ U16
3位 池田美来
16位 鈴木莉珠
43位 髙橋花音
ガールズ U18
6位 中塩佳那
19位 松岡亜音
22位 川瀬心那
国別 6位

第26回 日本 （宮崎県）
（2017年）
ボーイズ U16
1位 安室丈
3位 上山・キアヌ・久里朱
8位 鈴木仁
17位 伊東李安琉
ボーイズ U18
9位 三輪紘也
13位 小笠原由織
25位 大音凜太
25位 西優司
ガールズ U16
7位 野中美波
9位 中塩佳那
ガールズ U18
6位 川合美乃里
33位 加藤里菜
国別 3位
ALOHA CUP (TEAM RELAY)
1位
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アジアサーフィン
チャンピオンシップ

第5回アメリカ （2020年）
SATAND 1
7位 奈良優
SATAND 2
5位 伊藤建史郎
7位 山本力也
SATAND ３
3位 勝倉直道
KNEEL
7位 小林征郁
PRONE 1
13位 小嶋好宏
VISUALLY IMPAIRD 2
4位 藤崎滋
国別 8位

第6回アメリカ （2021年）
SATAND 1
5位 島川幹生
STAND 3
7位 勝倉直道
KNEEL 
6位 小林征郁
PRONE 2 
4位 藤原智樹
VI 2
7位 藤崎 滋
STAND 1 ウィメン
4位 高尾 千香子
国別 9位

第1回中国(2019)
メンズショートボードオープン
1位 上山キアヌ久里朱
2位 松原渚生
メンズU20ショートボードオープン
１位 上山キアヌ久里朱
2位 松原渚生
ウィメンズショートボードオープン
1位 中塩佳那
2位 松岡亜音
ウィメンズU20ショートボードオープン
1位 中塩佳那
2位 松岡亜音
メンズロングボードオープン
2位 浜瀬海
ウィメンズロングボードオープン
1位 田岡なつみ

第７回アメリカ （2022年）
メンズ STAND 1
4位 近藤健太朗
7位 奈良　優
ウィメンズ STAND 1
5位 高尾千香子
メンズ STAND 2
4位 伊藤建史郎
メンズ STAND 3
4位 勝倉直道
メンズ KNEEL
5位 小林征郁
メンズ V 12
7位 藤崎滋
メンズPRONE 1
5位 西山健悟
7位 小嶋好宏
メンズ PRONE 2
3位 藤原智樹
国別 8位

世界パラ（アダプティブ）サーフィン
選手権大会・日本人選手順位

第4回アメリカ(2018年)
AS-1オープン
9位 伊藤建史郎
13位 山本力也
AS-1 ウィメン
１位 内田一音
AS-2 オープン
4位 小林征郁
7位 勝倉直道
AS-4 ウィメン
10位 鈴木志穂
AS-5 オープン
7位 藤原智貴
AS-VI オープン
12位 葭原滋男
国別 8位

第3回アメリカ(2017年)
メンズ AS-1
3位 伊藤建史郎
24位 本田博之
ウィメン AS-1
１位 内田一音
メン AS-2
7位 小林征郁
10位 勝倉直道
メン AS-5
4位 藤原智貴
国別 9位

第2回アメリカ(2016年)
メンズ AS-1
4位 伊藤建史郎
メンズ AS-2
７位 小林征郁
国別 13位

第7回中国(2018年)
SUPサーフィンメン
5位 堀越力
25位 原田俊広
SUPテクニカルレースメン
10位 金子ケニー
17位 萱島宏太
SUPディスタンスレースメン
15位 金子ケニー
21位 村田暁
SUPスプリントレースメン
5位 金子ケニー
パドルボードテクニカルレースメン
7位 高木惇暉
パドルボードディスタンスレースメン
6位 高木惇暉
U-18 テクニカルレースボーイズ
9位 小松山勁
SUPサーフィンウィメン
4 位 堀越優樺
15位 井上楓

SUPテクニカルレースウィメン
5位 佐藤優夏
9位 横山貴代
SUPディスタンスレースウィメン
4位 佐藤優夏
13位 横山貴代
SUPスプリントレースウィメン
6位 佐藤優夏
パドルボードテクニカルレースウィメン
7位 大山玲奈
パドルボードディスタンスレースウィメン
6位 大山玲奈
U-18 テクニカルレースガールズ
7位 小貝実佑
国別 6位
TEAM RELAY
8位

第8回エルサルバドル(2019年)
SUPサーフィンメン
4位 堀越力
25位 野村颯
SUPテクニカルレースメン
8位 田口類
SUPディスタンスレースメン
9位 田口類
14位 村田暁
SUPスプリントレースメン
5位 田口類
パドルボードテクニカルレースメン
5位 山尾良寛
パドルボードディスタンスレースメン
5位 山尾良寛
ジュニアテクニカルレースボーイズ
2 位 田口類

SUPサーフィンウィメン
6位 堀越優樺
19位 横山貴代
SUPテクニカルレースウィメン
3位 奥秋李果
10位 横山貴代
SUPディスタンスレースウィメン
3位 奥秋李果
SUPスプリントレースウィメン
7位 奥秋李果
パドルボードテクニカルレースウィメン
2位 三井結里花
ジュニアテクニカルレースガールズ
8位 米村風夏
国別 6位
TEAM RELAY
4位

第9回プエルトリコ（2022年）
SUPサーフィンメン
4位 井上鷹
9位 堀越力
SUPテクニカルレースメン
1位 荒木珠里
19位 杉山友厚
SUPディスタンスレースメン
1位 荒木珠里
18位 杉山友厚
SUP ジュニアテクニカルレースボーイズ
2位 島津成彰
プローンディスタンスレースメン
8位 堀部雄大
プローンテクニカルレースメン
7位 堀部雄大
SUPスプリントレースメン
9位 島津成彰

SUPサーフィンウィメン
2位 井上楓
17位 井上桜
SUPテクニカルレースウィメン
15位 橘ゆう

SUPディスタンスレースウィメン
DNS 橘ゆう

SUP ジュニアテクニカルレースガールズ
4位 橘ゆう
プローンディスタンスレースウィメン
1位 堀部　結里花
国別 4位
TEAM RELAY
2位

第6回デンマーク(2017年)
SUPサーフィンメン
 7位 堀越弘修
17位 原田俊広
SUPテクニカルレースメン
16位 金子ケニー
26位 吉田竜平
SUPディスタンスレースメン
12位 金子ケニー
20位 吉田竜平
パドルボードテクニカルレースメン
 8位 菊池 遼太郎
パドルボードディスタンスレースメン
 8位 菊池 遼太郎

SUPサーフィンウィメン
5 位 堀越優樺
25位 金井すみえ
SUPテクニカルレースウィメン
7 位 佐藤優夏
16位 横山貴代
SUPディスタンスレースウィメン
11位 佐藤優夏
16位 横山貴代
スプリントウィメン
4位 佐藤優夏
国別 9位

第5回フィジー (2016年)
SUPサーフィンメン
19位 原田俊広
25位 秋山健次郎
SUPテクニカルレースメン
11位 金子ケニー
SUPディスタンスレースメン
8位 金子ケニー
パドルボードテクニカルレースメン
12位 小林海
17位 落合慶二
パドルボードディスタンスレースメン
12位 落合慶二
13位 小林海

スプリントメン
3位 金子ケニー
 SUPサーフィンウィメン
5位 堀越優樺
SUPテクニカルレースウィメン
8位 横山貴代
SUPディスタンスレースウィメン
7位 横山貴代
パドルボードテクニカルレースウィメン
7位 伊藤真央
パドルボードディスタンスレースウィメン
8位 伊藤真央
国別 8位













2024年オフィシャルパートナー

SPECIAL
THANKS

発行：一般社団法人
日本サーフィン連盟
〒160-0013

東京都新宿区霞ヶ丘町4-2
JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

10階
TEL. 03-6434-7341　
FAX. 03-6434-7795　

E-MAIL : info@nsa-surf.org　
HP: https://www.nsa-surf.org

制作：イヤーブック制作委員会
Art Direction & Design: 伊藤デザイン　印刷：図書印刷株式会社、株式会社エス・アイ・ピー

※ P.010掲載 ※ P.015掲載

アドバンス マーケティング株式会社
www.lib-tech.com/surfi ng/

アルコインターナショナル株式会社
www.hydrofl ask.jp

伊藤忠ファッションシステム株式会社
http://airwalk-jp.com/

※ P.066掲載

※紹介順は法人名の五十音順としております。

※ P.008掲載

伊藤忠ファッションシステム株式会社
https://bodyglove.jp

※ P.087掲載

株式会社イナポリトレイディング
www.rashwetsuits.com

※ P.004掲載

株式会社with Ocean
www.westsuits-japan.com

株式会社オッシュマンズ・ジャパン
www.oshmans.co.jp

有限会社ガンプ
http://www.fullon-sg.com

※ P.012掲載 ※ P.045掲載

株式会社キャップス
http://www.streamtrail.tokyo

※ P.038掲載

株式会社クラフトワーク
http://www.craftwork-co.com/

株式会社ケイズプロジェクト
https://www.whitebuff alo.jp

※ P.054掲載 ※ P.092掲載

株式会社大香
www.daiko-inc.co.jp

※ P.070掲載

株式会社サンコ－
www.bpd21.com

※ P.049掲載

株式会社皇漢薬品研究所
http://www.kohkan.co.jp/

※ P.121掲載

株式会社ムラサキスポーツ
www.murasaki.co.jp

※ P.079掲載

ボードライダーズジャパン株式会社
https://billabongstore.jp

※ P.020掲載

株式会社マニューバーライン
www.maneverline.co.jp

マルハニチロ株式会社
https://www.maruha-nichiro.co.jp

※ P.002掲載 ※ P.044掲載

株式会社FF JAPAN
http://fl exfi t.com

※ P.089掲載

ボードライダーズジャパン株式会社
www.quiksilver.co.jp

※ P.078掲載

パタゴニア日本支社
www.patagonia.jp

※ P.071掲載

株式会社Piece Cre Fute
https://www.piececrefute.com

※ P.122掲載

ブックオフコーポレーション株式会社
www.bookoff .co.jp

※ P.120掲載

ファーストトレード株式会社
https://namiaru.com/

※ P.086掲載

有限会社ラス オラス
www.luvsurf.co.jp

株式会社室原サーフボード製作所
www.msp-japan.com

※ P.068掲載

株式会社ライズシステム
www.bcm-surfpatrol.com

※ P.056掲載

株式会社来夢
http://www.ezup.co.jp

※ P.088掲載

有限会社モアーモスト
www.maxim-craft.com

※ P.006掲載

有限会社レイトフォーラップ
www.latewrap.com

※ P.67掲載

株式会社ワンワールド
http://1world.co.jp

※ P.048掲載

株式会社ワイティーエス
www.ytsamuse.com

※ P.055掲載

ニッキー株式会社
https://www.op-japan.com/

※ P.069掲載

株式会社東京文化総業
https://www.bodyboardshop.com.au

※ P.091掲載

東京海上日動火災保険株式会社
https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/

※ P.030掲載

日本ウェットスーツ工業会
www.jwma.gr.jp

※ P.124掲載

有限会社ダブサーフィングウェットスーツ
www.dovewet.com

※ P.014掲載




